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ま え が き

この教育要項は、歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻の授業を受ける学生の皆さんに、平成28年度に行

われる予定の専門教育科目を示し、それらの授業計画および授業内容の概要を知らせるためのものです。

学生の皆さんが、本学における口腔保健衛生学専攻教育の内容を把握すると共に、充実した履修が行えるよう

本要項を有意義に活用されることを希望します。

平成30年4 月 

歯学部口腔保健学科教育委員会





基本理念、教育理念、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー等

●基本理念

「知と癒しの匠を創造し、人々の幸福に貢献する」

 学問と教育の聖地、湯島・昌平坂に建つ本学は、医療系総合大学として「知と癒しの匠」 
を創造し、東京のこの地から世界へと翼を広げ、人々の健康と社会の福祉に貢献します。

・教育について

 幅広い教養と豊かな人間性、高い倫理観、自ら考え解決する創造性と開拓力、国際性と指

導力を備えた人材を育成します。

・研究について

 さまざまな学問領域の英知を結集して、時代に先駆ける研究を推し進め、その成果を広く

社会に還元します。

・医療について

 心と身体を癒す質の高い医療を、地域に提供するとともに、国内さらに世界へと広めて

いきます。

この理念に基づき、本学の全構成員がそれぞれの役割を自覚し、自らの使命を果たします。

●教育理念

１．幅広い教養と豊かな感性を備えた人間性の涵養を目指す

病める人と向き合う医療人は、患者の痛みが分かり、そして患者を取り巻く様々な状況

をも理解しなければなりません。それには豊かな教養と人間への深い洞察力、高い倫理観

 と説明能力を備えなければなりません。

２．自己問題提起、自己問題解決型の創造力豊かな人間を養成する

学業あるいは研究に当たっては、何事も鵜呑みにすることなく、疑問を投げかけ、種々の

情報を収集、解析し、自ら解決する能力が求められます。そうしてはじめて、独創的な

 研究を推進できる人材が育まれます。

３．国際感覚と国際競争力に優れる人材を養成する

研究成果が即座に世界に伝播する現代において、医療の分野でもその情報と時間の共有化

が益々進んでいます。このような状況の中で、立ち遅れない、むしろ最先端を行く人材

の養成に努めます。そのために海外教育研究拠点、海外国際交流協定校への派遣を積極的に

推進します。



歯学部口腔保健学科

●教育理念

 温かく豊かな人間性を有し、口腔保健・福祉の立場から、人々の健康で幸せな生活の実現

のため、専門的知識および技術をもって広く社会貢献し、指導的役割を果たすことのできる

人材を育成します。

●教育目標

 〈口腔保健衛生学専攻〉

１．生命の尊厳と基本的な科学原理・概念を理解し、生命科学の知識を修得する。

２．基本的人権を尊重し、相手の心情と行動を理解して人と接する能力を身につける。

３．社会における口腔保健・福祉の果たす役割とその重要性を理解する。

４．心身のさまざまな状態を理解し、口腔保健に関する知識および技術を修得する。

５．科学的探究心と問題解決能力を身につけ、生涯学習への意欲を培う。

６．保健・医療・福祉等の関連職種と連携して活動できる能力を身につける。

７．口腔保健の立場から国際貢献ができる能力を修得する。

◆ディプロマ・ポリシー

 歯学部口腔保健学科では、教養部および各専攻における、基礎から臨床、実践に統合する

体系的学習を行い、進級要件（東京医科歯科大学全学共通科目履修規則及び東京医科歯科大

学専門科目履修規則）を満たし、卒業までに、所定の単位を修得し、以下の要件を満たして

いる者に学位を授与する。

１．幅広い教養と豊かな感性

 全学共通科目から専門の臨床・臨地実習に至る全教育課程を通して、口腔保健・医療・福

祉領域の専門職に必要とされる幅広い教養ならびに人々の心情と行動を理解できる豊かな感

性と高い倫理観を身につけている。

２．問題提起、解決能力

 口腔保健・医療の急速な進歩ならびに口腔保健・医療・福祉への多様なニーズに対応でき

るよう、科学的根拠に基づいた論理的思考力と、主体的に問題を提起、解決する能力を有し

ている。

３．国際性

 口腔保健・医療・福祉分野における国際貢献への高い関心を有し、国際活動・協力を実践

するための基礎力を備えている。

 歯科衛生および歯科技工の領域において指導的役割を担えるよう、専門職としての高度な

知識と技能を有していることが求められる。また、近年は関連他職種と連携した口腔保健の

実践が求められており、チームとしての保健・医療・福祉活動に専門職として参加できる基

礎力を修得していることが必須である。



◆カリキュラム・ポリシー

〈口腔保健衛生学専攻〉

 東京医科歯科大学の教育理念、および歯学部口腔保健学科の教育理念に基づき、口腔保健

衛生学専攻の教育目標をふまえて、ディプロマ・ポリシーを実現するためのカリキュラムの

策定方針を以下のとおり定める。

１．全学共通科目の人文・社会科学、および専門科目の相談援助関連の履修全体を通じて、 
人を思いやれる心とコミュニケーション力を育て、医療人としての倫理観を培う教育を行

う。

２．全学共通科目の自然科学の学びを基礎に、専門課程では人体の構造と機能及び疾病、疾

病の成り立ちと回復過程の促進、卒業研究等の履修により、学際的科学的視点と研究への

意欲を培う。

３．PBL テユートリアル授業およびグループ討論で学ぶ口腔保健と専門職、社会保障など幅

広い科目の履修をとおして、人々の健康・生活における諸問題を発見・分析し、解決へと

つなげる力を養成する。

４．歯科衛生過程の基礎理論、健康教育の基礎および企画・実践・評価、歯科衛生臨床・臨

地実習等の履修をとおして、歯科衛生に関する知識と技術を基礎から応用まで段階的に学

び、人々の口腔と全身の健康を守り、推進するための専門的な力を醸成する。

５．保健医療サービス、介護福祉関連科目等の履修および他学科・専攻との合同授業をとお

して、保健・医療・福祉分野等の他職種と連携した口腔保健を実践するための基礎力を育

成する。

６．科学英語、口腔保健と国際協力等の科目の履修をとおして、国際協力に関心をもち、海

外の文化、社会への理解を深め、国際貢献への姿勢と能力を身につける教育を行う。
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東京医科歯科大学学部専門科目履修規則 

平成２２年３月３０日 

規 則 第 ４ １ 号 

（趣旨） 

第１条 東京医科歯科大学における専門に関する教育科目（以下「専門科目」という。）の履修に関して

は、東京医科歯科大学学則(平成１６年規程第４号。以下「学則」という。)定めるもののほか、この

規則の定めるところによる。 

（専門科目の単位数及び履修学年） 

第２条 専門科目の単位数及び履修学年については、別表１に定めるとおりとする。 

２ 前項の単位数及び履修学年は、医学部教授会又は歯学部教授会の意見を聴いて学長が定めるものと

する。 

（授業） 

第３条 専門科目の授業は、講義、演習若しくは実習により行い、必修科目、選択科目又は自由科目と

する。 

（授業時間） 

第４条 学則第３６条に定める１単位当たりの授業時間は、次のとおりとする。 

(1) 講義及び演習については、１５時間から３０時間

(2) 実習については、３０時間から４５時間

２ 前項の授業時間の設定においては、次の事項に配慮しなければならない。 

(1) 学習目標を十分に満たすこと

(2) 履修時間及び自主的学修時間の確保

（編入学者、転入学者の単位認定） 

第５条 学則第１２条から第１８条の２までの規定により編入学及び転入学の許可をするときは、既修

得単位を全学共通科目及び専門科目に相当する単位として、一部又は全部を認定するものとする。 

２ 前項の認定は、全学共通科目に相当する科目については教養部において、専門科目に相当する科目

については、当該学生が在籍する学部（以下「在籍学部」という。）において行うものとする。 

３ 在籍学部は、入学を許可する学年及び履修方法等について、教養部と協議するものとする。 

（再入学の単位認定） 

第６条 学則第１９条の規定により再入学を許可された者の当該学部における既修得単位は、全学共通

科目及び当該学部専門科目の単位として、一部または全部を認定する。 

（編入学者、転入学者、再入学者の在学年限） 

第７条 学則第１２条から第１９条の規定により、編入学、転入学及び再入学を許可された者の在学年

限は、学則第３２条第１項に定める在学年限から入学を許可されたまでの経過学年数を減じた年数と

する。 

（試験及び単位） 

第８条 履修した授業科目については、試験を行う。ただし、試験を行うことが困難な授業科目等につ

いては、試験によらず、学修の成果をもって、又は指定した課題についての報告をもって試験に替え

ることがある。 

２ 前項の試験に合格したときは、所定の単位を与える。 

３ 実習を伴わない授業科目については、試験に合格したときは所定の単位を与える。ただし、一授業

科目の試験を分割して実施する科目については、そのすべての試験に合格しなければ単位を修得する

ことができない。 

４ 実習を伴う授業科目については、試験に合格し、かつ、その授業科目の実習修了の認定が行われな

ければ所定の単位を修得することができない。 
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５ 学習の評価は、別表２のとおりとする。 

６ 単位の認定は、医学部教授会又は歯学部教授会の議を経て当該学部長がこれを行う。 

７ 試験の方法に関しては別に定める。 

（進級要件） 

第９条 学生は、別表３に示す要件を満たさなければ、進級又は所定の授業科目の履修をすることがで

きない。 

２ 医学部医学科にあっては、休学期間を除き、同一学年の在籍は２年までとし、なお成業の見込みが

ないと認められたときは、学則第３３条第１号の規定により退学を命ずる。 

（卒業認定） 

第１０条 学生の卒業認定は、学則第３９条により行うものとする。 

（補足） 

第１１条 この規則に定めるもののほか履修に関し必要な事項は各学部教授会の議を経て別に定める。 

附 則 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 東京医科歯科大学医学部履修規則（平成１６年規則第２０１号）は、廃止する。 

３ 東京医科歯科大学歯学部履修規則（平成１６年規則第２１３号）は、廃止する。 

４ 平成２２年３月３１日において現に医学部に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２２年

４月１日以降在学者の属する学年に再入学，転入学するものについては，改正後の別表の規程にかか

わらず，なお従前の東京医科歯科大学医学部履修規則の例による。 

５ 平成２２年３月３１日において現に歯学部に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２２年

４月１日以降在学者の属する学年に再入学，転入学する者については，改正後の別表の規程にかかわ

らず，なお従前の東京医科歯科大学歯学部履修規則の例による。 

附 則（平成２３年３月４日規則第１５号） 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 平成２３年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２３年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２４年２月３日規則第１９号） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２４年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２４年３月３０日規則第６０号） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２４年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２５年３月２９日規則第５６号） 

１ この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 

２ 平成２５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２５年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表１

（３）の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則（平成２５年５月３０日規則第７３号） 

この規則は、平成２５年５月３０日から施行し、平成２５年４月１７日から適用する。 

附 則（平成２６年３月２５日規則第８号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２５年１０月１日の在学者については、平成２５年度に医学部又は歯学部１年次に入学した
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者にのみ改正後の別表１（７）を適用する。 

 （平成２５年度に全学科共通選択科目を履修する者に関する経過措置） 

３ 前項の規定にかかわらず、平成２５年度に全学科共通選択科目を履修する者の改正後の別表１

（７）は、次のとおりとし、平成２５年１０月１日から適用する。

全学科共通選択科目 

授業科目 
単位 

数 

履修対象学年 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 

選
択
科
目 

医療リーダーシッ 

プ特論１ 
1 ○ ○ 

医療リーダーシッ 

プ特論２ 
1 ○ 

医療リーダーシッ 

プ特論３ 
1 ○ 

医療リーダーシッ 

プ特論４ 
1 ○ ○ 

（※２） 

医療リーダーシッ 

プ特論５ 
1 ○ 

（※１） 

国際教養特論１ 
1 ○ ○ 

国際教養特論２ 1 ○ ○ ○ 
（※２）

国際教養特論３ 1 ○ ○ ○ 
（※２）

計 8 

※１ 医学部医学科及び歯学部歯学科に在籍する学生に限り履修することができる。

※２ 医学部保健衛生学科及び歯学部口腔保健学科に在籍する学生に限り履修することができる。

※３ 医療リーダーシップ特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しなければ３

を、３を履修しなければ４を、４を履修しなければ５を履修することができない。 

※４ 国際教養特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しなければ３を履修するこ

とができない。 

附 則（平成２７年３月１０日規則第１６号） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２

７年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後

の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２７年３月１０日規則第１７号） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２

７年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後

の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２７年６月１日規則第１４０号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 前項の規定にかかわらず、平成２３年度から平成２６年度までに入学した者のうち、平成２６年

１２月１日において、現に本学に在学する者（以下「平成２３年度以降に入学した在学者」とい

う。）及び平成２７年４月１日以降に平成２３年度以降に入学した在学者の属する学年に再入

学、転入学又は編入学する者の別表１（４）の 

「 

包括臨床実習 41 ○ ○ ○ 

」は、 

「 
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包括臨床実習 43 ○ ○ ○ 

」と、 

「 

長寿口腔健康科学 

コース
2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計 168 
1～

6 

」は、 

「 

長寿口腔健康科学 

コース
2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計 168 
1～

8 

 」と読み替え、平成２６年１２月１日から適用する。 

３ 平成２２年度以前に入学した者のうち、平成２６年１２月１日において、現に本学に在学する者

（以下「平成２２年度以前に入学した在学者」という。）及び平成２７年４月１日以降に平成２２

年度以前に入学した在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の

別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。ただし、歯学科専門科目学科課程表については、

次のとおりとし、平成２６年１２月１日から適用する。 

授業科目 ３年 ４年 ５年 ６年 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

人体の構造と機能 ○ ○ 

生命の分子的基盤と 

細胞の機能 

○ 

病理 ○ 

感染と生体防御 ○ 

生体材料 ○ 

歯科放射線基礎 ○ 

歯科医療入門 ○ 

歯科医療基礎 ○ 

咬合育成・発達 ○ 

う蝕と歯髄疾患 ○ ○ 

歯周病 ○ 

咬合回復 ○ ○ 

顎口腔医療 ○ ○ 

全身と歯科医療 ○ ○ 

臨床体験実習 ○ ○ ○ 

学年混合選択セミナー ○ ○ ○ 

課題統合セミナー ○ ○ ○ 

総合課題演習 ○ ○ 

研究体験実習 ○ 

臨床情報処理 ○ 

包括臨床実習 ○ ○ ○ 

デンタルエクスターン 

シップ（選択科目）※

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

長寿口腔健康科学コ 

ース（選択科目） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

※所定のプログラムを修了した学生に対し、１プログラムにつき１単位を認定する。

但し、同一年次・年度に認定できる単位は、１単位を上限とする。

附 則（平成２８年３月３１日規則第７０号） 
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１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２８

年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別

表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、別表１（２）の「 
Learning  Medical English ○ ○ ○ 

」は、平成２８年４月１日から適用する。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第７１号） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２８年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第７３号） 
（施行期日等） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 
（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２８年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１の（２）

及び（３）のうち次に掲げる科目並びに（７）及び（８）を除いて、改正後の別表の規定にかかわら

ず、なお従前の例による。 

  別表１（２） 国際保健福祉Ⅰ、国際保健福祉Ⅱ及び国際保健福祉Ⅲ 

  別表１（３） アドバンスド生理機能検査学、短期海外研修（Ⅰ）、短期海外研修（Ⅱ）、短期海外

研修（Ⅲ）及び Learning Medical English 

３ 平成２８年３月３１日において現に本学に在学する者が履修した科目の学習の評価については、次

のとおり読み替えるものとする。 

評価区分 評価 

秀 Ａ＋ 

優 Ａ 

良 Ｂ 

可 Ｃ 

不可 Ｄ 

附則（平成２８年１１月７日規則第１５９号） 

１ この規則は、平成２９ 年４月１日から施行する。 

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及 び平成２９

年４月１日以降に 在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別

表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、別表１（２）の｢ 

実践看護英語 〇 

｣は、平成２９年４月１日から適用する。 

附 則（平成２９年３月３０日規則第５０号） 

１ この規則は、平成２９ 年４月１日から施行する。 

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２９年

４月１日以降に 在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表 1 の（２）

のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

別表１（２）実践看護英語Ⅰ、実践看護英語Ⅱ及び実践看護英語Ⅲ 

附 則（平成２９年３月３１日規則第５４号） 

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 

  附 則（平成２９年６月１日規則第６８号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２９年６月１日から施行し、平成２９年４月１日から適用する。 

（在学する者等に関する経過措置） 
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２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２９年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１の（１）

のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

別表１（１） 研究実践プログラムⅠ、研究実践プログラムⅡ、研究実践プログラムⅢ、 

  研究実践プログラムⅣ及び研究実践プログラムⅤ 

附 則（平成２９年７月６日規則第１０１号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２９年７月６日から施行し、平成２９年４月１日から適用する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２９年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表３（１）医

学科（７）及び注３を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

  附 則（平成２９年１２月２７日規則第１３７号） 

この規則は、平成２９年１２月２７日から施行し、平成２９年４月１日から適用する 
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区

分 
授業科目 

単位数 
履修学年 

1 年 ２年 ３年 ４年 

必

修

選

択

自

由

前

期

後

期 

前

期 

後

期 

前 

期 

後

期 

前

期 

後

期 

専
門
基
礎
分
野 

科学英語Ⅰ 1  ○ 

科学英語Ⅱ 1  ○

人体の構造と機能及び疾病 4  ○ ○ ○ 

歯･口腔の構造と機能 6 ○ ○ 

疾病の成り立ちと回復過程の

促進 
6 ○ ○ ○ 

公衆衛生学 1  ○ 

社会保障Ⅰ 2  ○ 

社会保障Ⅱ 2  ○ 

保健医療サービス 2  ○

専
門
分
野 

口腔保健と専門職 1 ○

歯科衛生学総論 1  ○ 

臨床歯科医学 7 ○ ○ ○ ○ 

チーム医療の基礎 1  ○ 

チーム医療の実践 1  ○ 

口腔機能管理実習 1  ○ 

高齢者歯科学 1  ○ 

障害者歯科学 1  ○ 

臨床医学 4  ○ ○ 

口腔疾患予防学 8 ○ ○ ○ ○ 

臨床口腔保健応用学 1  ○ 

健康教育の基礎 2 ○ ○ 

メディア情報学 1  ○ 

食生活教育 1 ○ ○

別表１
口腔保健学科（口腔保健衛生学専攻）教育課程

平成28年度以降入学者
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健康教育の企画と実践 3 ○ ○ ○ ○ 

生体材料学 1  ○ 

臨床検査 1  ○

歯科診療補助論 5 ○ ○ ○ 

臨床口腔保健衛生実習 2 ○ ○ ○ 

歯科衛生臨床実習 13  ○ ○ ○ 

歯科衛生臨地実習 6 ○ ○ 

臨床体験実習 1  ○ ○ ○ 

統
合
分
野 

歯科衛生過程 2  ○ ○ 

社会調査の基礎 2 ○ 

卒業研究 4 ○ ○ ○ ○ 

児童・家庭福祉Ⅰ 1  ○ 

障害児・者福祉Ⅰ 1  ○

地域福祉Ⅰ 1  ○ 

高齢者福祉Ⅰ 1  ○ 

介護福祉Ⅰ 1  ○ 

相談援助の基盤と専門職Ⅰ 1  ○ 

相談援助演習Ⅰ 1  ○

相談援助演習Ⅱ 1 ○ 

口腔保健と国際協力 1 ○ ○ 

歯科衛生学演習 1 ○ ○ 

口
腔
保
健
衛
生
選
択
科
目 

歯科衛生臨床・臨地応用論 1 ○ ○ 

歯科衛生研究 1  ○ ○ 

口腔保健衛生エクスターンシ

ップ 
1  ○ ○ ○ 

口腔保健マネジメント論 1 ○ ○ 

保健行動科学 1 ○ ○ 

地域口腔保健論 1 ○ ○ 

在宅訪問・災害口腔保健医療 1 ○ ○ 

先端歯科医療学 1 ○ ○
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社
会
福
祉
選
択
科
目 

児童・家庭福祉Ⅱ 1  ○

障害児・者福祉Ⅱ 1  ○

地域福祉Ⅱ 1  ○ 

公的扶助 2 ○ 

コミュニテｨーワーク 2 ○ 

相談援助の基盤と専門職Ⅱ 1 ○ 

相談援助の基盤と専門職Ⅲ 2 ○ 

介護福祉Ⅱ 1 ○ 

高齢者福祉Ⅱ 1  ○

現代社会と福祉Ⅰ 2  ○ 

現代社会と福祉Ⅱ 2  ○

ソーシャルワークⅠ 4 ○ ○ 

ソーシャルワークⅡ 4 ○ ○ 

権利擁護 1 ○ 

社会福祉行政 1 ○ 

福祉計画 1 ○ 

司法福祉 1 ○ 

福祉運営管理 2  ○ 

就労支援サービス 1 ○ 

相談援助演習Ⅲ 3 ○ ○ ○ ○ 

相談援助実習指導 2 ○ ○ ○ ○ 

相談援助実習 4 ○ ○ ○ ○ 

計 98 7 49

※選択科目から 4単位以上修得する。
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別表２ 

評価基準 評価 単位認定 

当該科目の到達目標を期待された水準を超えて達成した Ａ＋ 

合格 
当該科目の到達目標を全て達成した Ａ 

当該科目の到達目標を概ね達成した Ｂ 

当該科目の到達目標のうち最低限を達成した Ｃ 

当該科目の到達目標を達成していない Ｄ 
不合格 

到達目標の達成度を評価できない Ｆ 
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　　口腔保健学科（口腔保健衛生学専攻） 

（１）第１学年の末までに次の授業科目の単位の修得もしくは試験に合格しなければ、第

２学年に進級することができない。 

公衆衛生学、社会保障Ⅰ、口腔保健と専門職、歯科衛生学総論、メディア情報学、

（第 1学年に実施される授業を対象とする）人体の構造と機能及び疾病、臨床体験実習

（２）第２学年の末までに次の授業科目の単位の修得もしくは試験に合格しなければ、第

３学年に進級することができない。

科学英語Ⅰ、人体の構造と機能及び疾病、歯・口腔の構造と機能、社会保障Ⅱ、保健医

療サービス、健康教育の基礎、食生活教育、生体材料学、臨床検査、臨床体験実習、相

談援助の基盤と専門職Ⅰ、 

（選択科目である）児童・家庭福祉Ⅰ、障害児・者福祉Ⅰ、地域福祉Ⅰ、高齢者福祉Ⅰ、

介護福祉Ⅰ、相談援助演習Ⅰのうち少なくとも 3単位 

（第 2学年に実施される授業を対象とする）疾病の成り立ちと回復過程の促進、臨床歯

科医学、臨床医学、口腔疾患予防学、歯科診療補助論、臨床口腔保健衛生実習、歯科

衛生過程 

（３）第３学年の前期までに次の授業科目の単位の修得もしくは試験に合格しなければ、

第３学年後期以降の授業科目を履修することができない。

疾病の成り立ちと回復過程の促進、臨床医学、歯科診療補助論、臨床口腔保健衛生実習、

歯科衛生過程、社会調査の基礎、口腔保健と国際協力 

（選択科目の 4単位目として選択した場合の）相談援助演習Ⅱ、 

（第 3学年前期に実施される授業を対象とする）臨床歯科医学、口腔疾患予防学、健康

教育の企画と実践 
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（５）口腔保健学科（口腔保健衛生学専攻）教育課程

区分 授業科目

単位数
履修学年

年 ２年 ３年 ４年

必

修

選

択

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

基
礎
分
野

科学英語Ⅰ ○

科学英語Ⅱ ○

専
門
基
礎
分
野

人体の構造と機能及び疾病 ○ ○ ○

歯･口腔の構造と機能 ○ ○

口腔保健衛生基礎科学実習 ○ ○

疾病の成り立ちと回復過程の促進 ○ ○

公衆衛生学 ○

社会保障Ⅰ ○

社会保障Ⅱ ○

保健医療サービス ○

専
門
分
野

口腔保健と専門職 ○

歯科衛生学概論Ⅰ ○

歯科衛生学概論Ⅱ ○

口腔衛生学 ○

臨床歯科医学 ○ ○ ○ ○

口腔疾患予防学 ○ ○ ○ ○

口腔健康科学 ○

健康教育の基礎 ○ ○

食生活教育 ○

高齢者福祉 ○

社会調査の基礎 ○

健康教育の企画と実践 ○ ○ ○

生体材料学 ○

臨床検査 ○

歯科薬理・薬剤学 ○

介護福祉 ○

別表１

平成27年度以前入学者
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歯科口腔保健衛生基礎学 ○

臨床口腔保健衛生応用学Ⅰ ○

臨床口腔保健衛生応用学Ⅱ ○ ○

歯科衛生臨床実習 ○ ○ ○

歯科衛生臨地実習 ○ ○ ○

歯科衛生臨床・臨地応用実習 ○ ○

全身と口腔の健康評価 ○

顎口腔機能の育成と回復 ○

統
合
分
野

臨床体験実習 ○ ○ ○

歯科衛生過程 ○ ○ ○ ○

卒業研究 ○ ○ ○ ○

児童・家庭福祉Ⅰ ○

障害児・者福祉Ⅰ ○

地域福祉Ⅰ ○

相談援助の基盤と専門職Ⅰ ○

相談援助の基盤と専門職Ⅱ ○

相談援助演習Ⅰ ○

相談援助演習Ⅱ ○

展
開
分
野

口腔保健と国際協力 ○

口腔疾患予防学演習 ○ ○

口腔健康教育演習 ○ ○

臨床口腔保健衛生基礎学演習 ○ ○

児童・家庭福祉Ⅱ ○

障害児・者福祉Ⅱ ○

地域福祉Ⅱ ○

公的扶助 ○

コミュニテイｨーワーク ○

相談援助の基盤と専門職Ⅲ ○

相談援助演習Ⅲ ○

現代社会と福祉Ⅰ ○
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現代社会と福祉Ⅱ ○

ソーシャルワークⅠ ○ ○

ソーシャルワークⅡ ○ ○

権利擁護 ○

社会福祉行政 ○

福祉計画 ○

司法福祉 ○

福祉運営管理 ○

就労支援サービス ○

相談援助実習 ○ ○ ○

相談援助実習指導 ○ ○ ○

計
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別表２ 

評価基準 評価 単位認定 

当該科目の到達目標を期待された水準を超えて達成した Ａ＋ 

合格 
当該科目の到達目標を全て達成した Ａ 

当該科目の到達目標を概ね達成した Ｂ 

当該科目の到達目標のうち最低限を達成した Ｃ 

当該科目の到達目標を達成していない Ｄ 
不合格 

到達目標の達成度を評価できない Ｆ 
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（５）第５学年の前期末までに次の授業科目の単位を修得し、かつ、共用試験に合格しな

ければ、第５学年後期の授業科目を履修することができない。

課題統合セミナー、学年混合選択セミナー、咬合育成・発達、顎口腔医療、全身と歯科

医療、発展歯科臨床、臨床情報処理、

（第５学年に開講される授業科目内のユニットを対象とする）共用試験（ＣＢＴ、ＯＳ

ＣＥ）

（６）第５学年の末までに次の授業科目の単位を修得しなければ第６学年に進級すること

ができない。

（第５学年に開講される授業科目内のユニットを対象とする）包括臨床実習

注 ： 医歯学基盤教育はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 、 、 、臨床統計 、 、 、生命

倫理 、 から成り立っており、全ての授業科目に合格しなければ、単位を修得

することができない。

（４）口腔保健学科（口腔保健衛生学専攻）

（１）第１学年の末までに次の授業科目の単位の修得もしくは試験に合格しなければ、第

２学年に進級することができない。

公衆衛生学、社会保障Ⅰ、口腔保健と専門職、歯科衛生学概論Ⅰ、歯科衛生学概論Ⅱ、

（第 学年に実施される授業を対象とする）人体の構造と機能及び疾病、臨床体験実習

（２）第２学年の末までに次の授業科目の単位の修得もしくは試験に合格しなければ、第

３学年に進級することができない。

科学英語Ⅰ、人体の構造と機能及び疾病、歯・口腔の構造と機能、口腔保健衛生基礎科

学実習、疾病の成り立ちと回復過程の促進、社会保障Ⅱ、保健医療サービス、口腔衛生

学、口腔健康科学、健康教育の基礎、食生活教育、生体材料学、臨床検査、歯科口腔保

健衛生基礎学、臨床口腔保健衛生応用学Ⅰ、臨床体験実習、相談援助の基盤と専門職Ⅰ、

（第２学年に実施される授業を対象とする）臨床歯科医学、口腔疾患予防学、歯科衛生

過程

（３）第３学年の前期までに次の授業科目の単位の修得もしくは試験に合格しなければ、

第３学年後期以降の授業科目を履修することができない。

高齢者福祉、社会調査の基礎、歯科薬理・薬剤学、介護福祉、児童・家庭福祉Ⅰ、障害

児・者福祉Ⅰ、地域福祉Ⅰ、相談援助の基盤と専門職Ⅱ

（第３学年前期に実施される授業を対象とする）臨床歯科医学、口腔疾患予防学、健康

教育の企画と実践、臨床口腔保健衛生応用学Ⅱ、歯科衛生過程

-16-



東京医科歯科大学歯学部口腔保健学科専門科目履修内規 

平成２３年１２月７日 

歯  学  部  長  制  定 

（趣旨） 

第１条 この内規は、東京医科歯科大学学部専門科目履修規則（平成２２年規則第４１号。以下「履

修規則」という。）第１１条に基づき、歯学部口腔保健学科における専門に関する教育科目の履修

に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（学習の評価） 

第２条 定期試験及び追試験の成績については、担当教員が１００点満点で採点し、授業科目ごとに

 履修規則別表２のとおり学習の評価を行う。 

２ 第１項の学習の評価に、平常の学習の成果を加味することができる。 

（必修科目及び仮進級） 

第３条 履修規則別表３(4)(5)に掲げる科目は、必修科目とする。 

２ 必修科目に係る試験の不合格者については、仮進級を認めない。 

（ＧＰ） 

第４条 評価とＧＰとの対応は次のとおりとする。 

成績評価 A+ A B C D F 

ＧＰ 4.0 3.5 3.0 2.0 1.0 0.0 

２ 卒業要件に含まない科目のうち、単位を認定されなかった科目については、未履修としＧＰＡ

（Grade Point Average）の計算式には算入しない。 

（補則） 

第５条 この内規に定めるもののほか、履修に関し必要な事項は各専攻において別に定めることがで

きる。 

附 則 

１ この内規は、平成２３年１２月７日から施行し、平成２３年４月１日から適用する。 

２ 平成２３年３月３１日において現に歯学部口腔保健学科に在学する者（以下「在学者」という。）

及び平成２３年４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学する者については、この内規の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

  附  則（平成２８年３月３１日制定） 

１ この内規は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年３月３１日において現に本学に在学する者が履修した科目の学習の評価については、

次のとおり読み替えるものとする。 

評価区分 評価 

秀 Ａ＋ 

優 Ａ 

良 Ｂ 

可 Ｃ 

不可 Ｄ 
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東京医科歯科大学学部教育におけるＧＰＡ制度 
取り扱いに関する要項 

平成２８年３月３１日 

制        定 

（目的） 

第１条 東京医科歯科大学の学部教育におけるＧＰＡ (Grade Point Average) 制度の運

用については、東京医科歯科大学全学共通科目履修規則（平成１６年制定）、東京医科

歯科大学医学部医学科専門科目履修内規（平成２３年制定）、東京医科歯科大学医学部

保健衛生学科履修内規（平成２３年制定）、東京医科歯科大学歯学部歯学科専門科目履

修内規（平成２３年制定）、東京医科歯科大学歯学部口腔保健学科専門科目履修内規

（平成２３年制定）に定めるほか、この要項の定めるところによる。 

（定義） 

第２条 この要項において、ＧＰＡとは、個々の学生の学習到達度をはかる数値で、履修登

録した科目毎の評価（A+, A, B, C, D, F）を４から０までの点数に置き換えて単位数を

掛け、その総和を履修登録単位数の合計で割った平均点とする。 

２ ＧＰＡ対象授業科目は、次の各号を除く授業科目とする。 

(1) A+, A, B, C, D, F による学習の評価を行わない科目

(2)他大学等で単位を修得し、本学として学習の評価を行わず「認定」とした科目

(3)卒業要件に含まない科目のうち学生が申請して学科等が認めた科目（成績表ではＧＰ

Ａ除外科目として明示される）

(4)ＧＰＡへの算入が適当でないと学科等が認めた科目（シラバスおよび成績表ではＧＰ

Ａ除外科目として明示される）

（学習の評価及びＧＰ） 

第３条 学習の評価及び Grade Point（ＧＰ）は、次のとおりとする。 

評 価 GP 評価基準 

Ａ＋ 4.0 当該科目の到達目標を期待された水準を超えて達成した 

Ａ 3.5 当該科目の到達目標を全て達成した 

Ｂ 3.0 当該科目の到達目標を概ね達成した 

Ｃ 2.0 当該科目の到達目標のうち最低限を達成した 

Ｄ 1.0 当該科目の到達目標を達成していない 

Ｆ 0.0 到達目標の達成度を評価できない 

（ＧＰＡの種類及び計算方法） 

第４条 ＧＰＡは、当該学年に履修した第２条第２項に定めるＧＰＡ対象授業科目につい
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て、「当該年度のＧＰＡ」、「累積ＧＰＡ」に区分し、各区分は次に定める方法により計算

するものとする。 

＊ ＧＰＡの計算式 

当該年度のＧＰＡ＝  

（４×Ａ+取得単位数＋３.５×Ａ取得単位数＋３×Ｂ取得単位数＋２×Ｃ取得単位数＋１×Ｄ可取得単位数） 

  当該年度の総履修登録単位数 

累 積ＧＰＡ＝ 

（４×Ａ+取得単位数＋３.５×Ａ取得単位数＋３×Ｂ取得単位数＋２×Ｃ取得単位数＋１×Ｄ可取得単位数）  

総履修登録単位数 

２ 前項の計算式において、総履修登録単位数には不可となった科目の単位を含むが、履修

取消とした科目の単位は含まない。 

３ 計算値は小数点第３位を四捨五入とし表記するものとする。 

（ＧＰＡ計算期日） 

第５条 ＧＰＡの計算は、学年ごとに所定の期日までに確定した成績に基づいて行う。 

（成績証明書への記載） 

第６条 成績証明書への記載は、累積ＧＰＡを使用する。 

（その他） 

第７条 この要項に定めるもののほか、ＧＰＡ制度の実施に関して必要な事項は、各学科等

において、別に定める。 

附 則 

１ この要項は、平成２８年４月１日から施行し、平成 28年度入学者から適用する。 

 平成 27 年度以前入学者についても、GPA を計算する場合は、秀を A+、優を A、良を

B、可を C、不可を D、評価なしを Fとみなし、適用する。 
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東京医科歯科大学試験規則 

平 成 ２ ３ 年 ４ 月 １ 日 

規 則 第 １ 号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、東京医科歯科大学における全学に共通する教育科目及び専門

に関する教育科目（以下「授業科目」という。）の試験に関して、東京医科歯科大

学学則（平成１６年規程第４号。以下「学則」という。）、東京医科歯科大学全学

共通科目履修規則（平成１６年規則第２１７号。）及び東京医科歯科大学学部専門

科目履修規則（平成２２年規則第４１号。）に定めるもののほか、必要な事項を定

める。 

（試験の種類） 

第２条 試験は、本試験、追試験及び再試験とする。 

（試験の方法） 

第３条 試験は、筆答試験、コンピュータ活用試験、口答試験及び実地試験のいず

れかによって行う。 

（本試験） 

第４条 本試験は、定期試験及び共用試験をいう。 

２ 共用試験は、医学部医学科及び歯学部歯学科において行う。 

（定期試験） 

第５条 定期試験とは、履修した授業科目について行う試験をいう。 

２ 定期試験の実施日時は、試験実施日の２週間前までに公示する。 

３ 定期試験を受験することのできる者は原則として次のとおりとする。 

(1) 講義及び演習  当該授業科目の授業時間数の３分の２以上履修した者 

(2) 実習  当該授業科目の授業時間数の４分の３以上履修した者 

４ 定期試験の結果は、公示する。 

５ 第３項に定めるもののほか、定期試験の受験資格に関し必要な事項は、医学部、

歯学部又は教養部（以下「部局」という。）において別に定めることができる。 

（共用試験） 

第６条 共用試験とは、知識・問題解決能力を主として評価する多肢選択形式のコ

ンピュータ活用試験（ＣＢＴ）及び技能・態度を主として評価する客観的臨床能

力試験（ＯＳＣＥ）をいう。 

２ 共用試験の実施日時は、試験実施日の２週間前までに公示する。 

３ 共用試験を受験することのできる者は医学部医学科及び歯学部歯学科において
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別に定める。 

４ 共用試験の結果は、公示する。 

（追試験） 

第７条 追試験とは、病気、その他止むを得ない理由により本試験を受験できなか

った者に対して行う試験をいう。ただし、追試験は原則として１回限りとする。 

２ 追試験を受験しようとする者（以下「追試験申請者」という。）は、所定の受験

申請書に医師の診断書等の証明書類を添えて、本試験終了後原則として５日以内

に医学部長、歯学部長又は教養部長（以下「学部長等」という。）に願い出て、許

可を受けなければならない。 

３ 学部長等は、前項の申請について、教育委員会又は教務委員会と協議のうえ、

その可否を決定し、追試験申請者に通知するものとする。 

４ 追試験受験決定が否の場合は、本試験を不合格とする。 

５ 試験の結果は、公示する。 

６ 第２項に定めるもののほか、追試験の申請に関し必要な事項は、部局において

別に定めることができる。 

（再試験） 

第８条 再試験とは、本試験又は追試験を受験し、不合格となった者に対し行う試

験をいう。ただし、再試験は、原則として１回限りとする。 

２ 再試験の実施日時は、指定の期日までに公示する。 

３ 再試験は当該学部長等の判断により、受験を許可しないことがある。 

４ 再試験受験決定が否の場合は、当該授業科目を不合格とする。 

５ 試験の結果は、公示する。 

６ 第３項に定めるもののほか、再試験の許可に関し必要な事項は、部局において

別に定めることができる。 

（試験の成績） 

第９条 本試験、追試験および再試験による成績については、科目責任者が１００

点満点で採点し、６０点以上を「当該科目の到達目標のうち最低限を達成した」

ものとして合格とする。 

２ 共用試験の成績については、前項の規定にかかわらず、医学部医学科及び歯学

部歯学科において別に定める。 

（成績の報告） 

第１０条 科目責任者は、本試験、追試験及び再試験について所定の用紙に採点結

果を記入し、指定の期日までに当該学部長等に報告しなければならない。 

２ 医学科教育委員会委員長又は歯学科教育委員会委員長は、共用試験について所

定の用紙に採点結果を記入し、指定の期日までに当該学部長に報告しなければな

らない。 
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（罰則） 

第１１条 試験において不正行為があったときは、学則第５８条の規定による懲戒

の手続きをとるものとする。 

（補則） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、試験に関し必要な事項は別に定める。 

附 則 

１  この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２  東京医科歯科大学医学部試験規則（平成１６年規則２０２号）は廃止する。 

３  東京医科歯科大学歯学部試験規則（平成１６年規則２１４号）は廃止する。 

４    この規則は、平成２３年３月３１日において現に医学部または歯学部に在学する者  

（以下「在学者」という。）及び平成２３年４月１日以降在学者が所属する学年に再入  

学、転入学するものについては、改正後の規則にかかわらず、なお従前の東京医科  

歯科大学医学部試験規則または東京医科歯科大学歯学部試験規則の例による。 

 附  則（平成   年   月   日規則第   号） 

この内規は、平成２８年４月１日から施行する。 
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平成２９年６月６日 

口腔保健科学生 各位 

歯学部長 

口腔保健学科教育委員長 

ユニット試験（筆記試験）時の注意事項

口腔保健学科専門科目ユニット試験（筆記試験）時に下記事項を遵守しない場合には不正行為

を行ったとみなす。  

１．ユニット試験時の持ち物については下記のとおりとする。下記以外の物の持ち込みについて

は監督者に確認して、指示に従うこと。 

1）机上には原則、筆記用具と学生証以外は置かないこと。

教科書や参考書、ノートやプリント、携帯電話、スマートフォン、小型パソコン、腕時計型情

報端末などの電子機器を机上または机下の棚に置いている場合、あるいは身につけている場

合は不正行為とみなす。これらはすべてカバンにしまうこと。

2）テイッシュペーパーの持ち込みが必要な場合は監督者の許可を得ること。ティシュペーパー

は袋から出して、試験中は机上に置いておくこと。

２．遅刻は、ユニット試験開始 30分以内は認める。但し試験時間の延長はしない。 

３．ユニット試験開始 30分経過後、試験終了者で希望する者の退室を認める。 

４．持ち帰りが認められていない試験において、過失・故意にかかわらず試験問題、解答用紙を試

験会場外へ持ち出した場合、またはそれらを複製（撮影を含む）した場合、当該試験は無効と

なる。 

参考：「試験における不正行為」に対する懲戒は以下の通り。 

（東京医科歯科大学における学生の懲戒に関する申し合わせ 別表懲戒の標準より抜粋） 

（１）代理（替玉）受験を行った場合又は行わせた場合 退学 

（２）許可されていないノート及び参考書等を参照した場合 停学 

（３）答案を交換した場合 停学 

（４）その他、試験において不正行為を行った場合 停学または訓告 
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歯科衛生士国家試験ならびに社会福祉士国家試験について

歯科衛生士国家試験

〔試験の概要〕

（試験科目）

 人体（歯・口腔を除く。）の構造と機能、歯・口腔の構造と機能、疾病の成り立ち及び回復過

程の促進、歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み、歯科衛生士概論、臨床歯科医学、

歯科予防処置論、歯科保健指導論及び歯科診療補助論

（受験資格）

（1）文部科学大臣の指定した歯科衛生士学校を卒業した者（卒業見込の者を含む）。

（2）厚生労働大臣の指定した歯科衛生士養成所を卒業した者（卒業見込の者を含む）。

（3）外国の歯科衛生士学校を卒業し、又は外国において歯科衛生士免許を得た者であっ

て、厚生労働大臣が（1）又は（2）に掲げる者と同等以上の知識及び技能を有すると

認めた者。

（試験期日）

例年、3 月の第 1 日曜日に行われる。 
第 27 回（前回）の歯科衛生士国家試験は、平成 30 年 3 月 4 日（日）に行われた。 

（受験手数料）

受験手数料の額は 14，300 円である（変更の可能性もあり）。 

（受験手続き）

1.必要書類

ア.受験願書

イ.写真

ウ.卒業証明書又は卒業見込証明書（受験資格の（1）、（2）に該当する者）

なお、（1）（2）に該当する者で卒業見込証明書を提出した者にあっては、3 月 14 日

午後 5 時までに卒業証明書を提出する。期日までに、提出されないときは、当該受験は無

効となる。

2.出願について

出願については、大学で必要書類をとりまとめ、一般財団法人歯科医療振興財団に提出

する。

なお、受験願書、写真用台紙、受験手数料払込用紙等は、一般財団法人歯科医療振興財団か

ら毎年 10 月中旬に各養成機関宛に届くので、受験予定者は歯学系教務係にて受領する。

  試験の詳細については、受験案内で確認すること。
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社会福祉士国家試験

〔試験の概要〕

（試験科目）

人体の構造と機能及び疾病、心理学理論と心理的支援、社会理論と社会システム、現代社会と

福祉、地域福祉の理論と方法、福祉行政と福祉計画、社会保障、障害者に対する支援と障害者

自立支援制度、低所得者に対する支援と生活保護制度、保健医療サービス、権利擁護と成年

後見制度、社会調査の基礎、相談援助の基盤と専門職、相談援助の理論と方法、福祉サービス

の組織と経営、高齢者に対する支援と介護保険制度、児童や家庭に対する支援と児童・家庭

福祉制度、就労支援サービス、更生保護制度

（受験資格）

（1）4 年制大学等で指定科目を修めて卒業した者

（2）2 年制（又は 3 年制）短期大学等で指定科目を修めて卒業し、指定施設において 2 年以

上（又は 1 年以上）相談援助の業務に従事した者

（3）社会福祉士短期養成施設（6 月以上）を卒業（修了）した者

（4）社会福祉士一般養成施設（1 年以上）を卒業（修了）した者

（試験期日）

次回（第 31 回）の試験は、平成 31 年 2 月上旬に行われる予定。 
第 30 回（前回）の試験は、平成 30 年 2 月 4 日（日）に行われた。 

（受験手数料）

受験手数料の額は 7，540 円である。 

（受験手続）

1.必要書類

ア.受験申込書

イ.写真

ウ.卒業証明書又は卒業見込証明書（受験資格の（1）に該当する者）

2.出願について

公益財団法人社会福祉振興・試験センターより本学に出願書類が届いた後、歯学系教務係

から社会福祉士養成課程履修者（4 学年）に出願書類を配布するので、受験予定者は出願

書類を歯学系教務係の提出すること。
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学生周知事項

1. 掲示について

学生への告知、通知、連絡はすべて掲示板に掲示する。掲示の見落としがないよう十分注

意すると共に、1 日に 1 度は掲示を見て不利益をこうむらないように心がけること。

2 ～4 学年用の教務連絡用掲示板は 1 号館西 7 階リフレッシュルーム前に設置されている。ま

た、ｅラーニングシステム（ WebClass ）や電子メール（Web メール）によって連絡されるこ

とがあるので頻繁に確認すること。 

2. 学生証について

（１）学生証は常に携帯すること。

（２）学生証を紛失または破損等したときは、学務企画課（1 号館西 1 階）に届け出て再交

付の手続きをすること。再交付費用（1,500 円）は学生本人の負担とする。

（３）学生証は卒業、退学または除籍のときには直ちに学務企画課へ返納すること。返却

できない場合は、費用を負担することとする。

3. 学生旅客運賃割引

（１）課外活動または帰省等で JR 線を利用し、乗車区間が片道 100km を超える場合、旅

客運賃の割引（2 割）を受けることができる。

（２）学割証の不正使用（第三者への貸与等）は絶対にしないこと。

（３）年間使用限度枚数は 1 人 10 枚（1 回につき 2 枚まで）

（４）私鉄、バス等の利用において通学証明書を必要とする場合は、所定の用紙をもらい、学

務企画課企画調査係（1 号館西 1 階）に問い合わせること。

（５）学割証が必要なときは 5 号館 4 階談話室にある証明書自動発行機を使用すること。

利用日時：月曜日～金曜日、8：30～21：00

問い合わせ先：学務企画課企画調査係（内線5075）

4. 証明書等

証明書等は、歯学系教務係および証明書自動発行機にて発行する。

http://www.tmd.ac.jp/campuslife/procedure/shigaku/index.html

（１）次に掲げるものは、歯学系教務係（歯科棟南 2 階）で発行するので歯学部証明書交付

願を記入し提出すること（受付時間 8：30～17：15）

（①と②の交付は、原則として交付願を受理した日から１週間程度要する。）

①成績証明書

②調査書

③英文の在学証明書
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（２）次に掲げるものは、5 号館 4 階談話室にある自動発行機で発行する。

（利用日時：月曜日～金曜日、8：30～21：00）

（問い合わせ先：学務企画課企画調査係（内線 5074））

①在学証明書

②卒業見込証明書（第 4 学年在学者のみ）

（３）次に掲げるものは、学務企画課企画調査係（1 号館西 1 階）で発行する。

①通学証明書（交通機関から請求された場合に限る）

通学証明書が必要な場合は、企画調査係に問い合わせること。

鉄道やバスの通学定期券を購入する場合は、住居の最寄り駅または大学の最寄り駅

にて学生証を提示し、直接購入すること。 

5. 住所・氏名等の変更について

本人または保証人の住所、氏名、電話、本籍等（電話番号を含む）に変更が生じたときに

は、速やかに歯学系教務係へ申し出て所定の手続きをすること。

6. 欠席、休学、復学、退学

（１）授業の欠席

病気その他の事由により欠席した場合は 欠席届を歯学系教務係（歯科棟南 2 階）へ

提出すること。（病気の場合は、必ず医師の診断書を添付すること。） 

（２）休学

病気その他の事由により、引き続き 3 か月以上休学する場合は、休学願（保証人連署）

を歯学系教務係へ提出し、学長の許可を得ること。（病気の場合は、必ず医師の診断書

を添付すること。） 

休学を許可される期間は、通算して 2 年以内。（特別の事情があるときは、さらに

1 年以内の休学が許可されることがある。）

（３）復学

休学している学生が、休学許可期間の途中または満了時に復学を希望する場合は、復学

願（保証人連署）を歯学系教務係へ提出し、学長の許可を得ること。（病気を理由に休

学した場合は、復学可能である旨の医師の診断書を添付した上で、保健管理センターを

受診する必要がある。） 

（４）退学

病気その他の事由により、学業を継続することが困難となり、退学しようとする場

合は、退学願（保証人連署）を歯学系教務係へ提出し、学長の許可を得ること。 

なお、退学するにあたっては、事前に担任教員等と面談し、退学事由等について十分相

談すること。 
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7. ネームプレート着用について

歯学部学生であることを明示するために、歯学部・同附属病院では必ずネームプレート

を着用すること。

プレートは貸与とし、紛失または破損した場合は、再交付を受けるものとする。この場

合は実費を負担すること。 

学科専攻名と氏名の間のスペースに学年を表示するシール（例「OH2」）を貼ること。シ

ールは歯学系教務係で配布しているので、汚損したら適宜貼りかえること。 

8. 授業中（大学行事、課外授業を含む）の事故等

入学時に加入した「学生教育研究災害傷害保険」および「医学生教育研究賠償責任保険」

の対象となる。（詳細は「学生生活の手引き」を参照すること。） 問い合わせ先：学生支

援事務室（5号館3階）内線

（5077） http://www.tmd.ac.jp/campuslife/support/insurance-regime/index.html

9. 遺失物および拾得物

学内での遺失物に関する問い合わせまたは拾得物の届け出は、下記のとおりです。

（１）講義室、実習室、ロッカー室：歯学系教務係（歯科棟南 2 階：内線 5411）

学部防災センター（歯科棟北 1 階）

（２）上記（１）以外：歯学部総務課（歯科棟南 2 階：内線 5406）

10. 授業料の払込について

金融機関の預金口座振替により、授業料を引き落とす。

前期分授業料は 4 月中に、後期分授業料は 10 月中に納付すること。

11. 湯島キャンパスにおける講義に際しての注意事項

（１）平日の午前 8 時 30 分から午後 5 時まで歯学部附属病院玄関から出入りすることを

原則禁止

（２）歯学部建物内へは、以下のように出入りすること。

１）聖門⇔1 号館、2 号館、7 号館

２）正門⇔1 号館、2 号館、7 号館

３）御茶ノ水門あるいは丸の内線出口⇔1 号館、2 号館、歯学部附属病院防災センター

（歯学部時間外通用口）

（３）白衣または実習着を着用していない学生は、歯学部附属病院の聖橋側エレベーターを

使用すること。 

（４）臨床実習履修中の学生以外がやむを得ない理由で歯学部附属病院内を移動するときは、

私語を慎むこと。 

（５）白衣または実習着を着用したまま学外に出ないこと
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12. 授業中のパーソナルコンピュータ、スマートフォンなどの機器使用の制限について

授業中におけるパーソナルコンピュータ、タブレット端末、スマートフォンなどの携帯

電話等の使用に関して以下のように定めている。 

（１）当該授業に関係のない機器を使用することを禁ずる。

（２）上記 1 の状況において、授業担当者あるいは授業補助者が、学生が当該授業を使用し

ていると認めたときは、これを制限できる。この場合制限とは以下のことをいう。

１）当該機器の電源を強制的に OFF にする。

２）当該授業終了時まで授業担当者あるいは授業補助者が当該機器を保管することがで

きる。

３）当該学生を退出させる。再入室にあたっては当該機器を持ち込んでいないことを条

件とする。

13. カードリーダーの設置について

各講義室および実習室、リフレッシュルーム等には、カードリーダーが設置されている。各授

業の出席については、原則的にこれらに学生証をタッチすることで登録を行うので、学生証を

必ず忘れないようにすること。

なお、授業によりこの装置を使用しないことがある。その場合は、担当教員の指示に従

うこと。また、万が一、学生証を忘れた場合、歯学系教務係でその日に限りの貸し出しカー

ドを一時的に貸与するので申し出ること。 

基本的にはカードリーダーへのタッチで出欠がカウントされる。 

14. 学生用メールについて

学生各自に割り当てられたメールアドレス（学籍番号下6桁にos@tmd.ac.jp）宛に、掲示

に準じた連絡や、個別の連絡を送信することがあるので、定期的にチェックしておくこと。 

15. その他

（１）クラブ、サークル等宛の郵便物等は、学生支援課の窓口で保管しているので、責任者は

適宜確認すること。 

なお、個人宛の郵便物等は、大学に配達されることがないようにすること。 

（２）事務の窓口

教 務 事 務：歯学系教務係（歯科棟南 2 階、内線 5411）

授 業 料の納入：財務施設部財務管理課収入管理係（1 号館西 3 階、内線 5048）

奨 学 金、授業料免除：学生支援事務室（5 号館 3 階、内線 5077） 奨学金：

http://www.tmd.ac.jp/campuslife/scholarship/index.html 
授業料免除：http://www.tmd.ac.jp/campuslife/exemption/index.html
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災害関係連絡事項

1. 台風等の自然災害や交通機関運休による休講措置（湯島地区）

台風等の自然災害や交通機関運休に伴う湯島地区で行う授業の休講、試験の延期の措置等

を決定した場合は、下記により本学のホームページ「学部・大学院」ニュース欄に掲載する。

URL: http://www.tmd.ac.jp/faculties/index.html 

○台風などで首都圏に直接災害が予想される場合

・午前の授業を休講、午前の試験を延期とする場合は、午前 6 時 30 分までに公示する。

・午後の授業を休講、午後の試験を延期とする場合は、午前 10 時までに公示する。

・夜間（午後 6 時以降）の授業を休講、夜間（午後 6 時以降）の試験を延期とする場合は、

午後 4 時までに公示する。

○首都圏における交通機関（JR および大手私鉄・地下鉄など）が全面的に運転を休止してい

る場合

・午前の授業を休講、午前の試験を延期とする場合は、午前 6 時 30 分までに公示する。

・午後の授業を休講、午後の試験を延期とする場合は、午前 10 時までに公示する。

・夜間（午後 6 時以降）の授業を休講、夜間（午後 6 時以降）の試験を延期とする場合は、

午後 4 時までに公示する。

2. 授業中の大規模地震のときの避難場所について

学内で地震や火災などの非常事態が起こった場合、あわてずに教員の指示に従って行動する

こと。1 号館西での授業中に大規模地震が発生した際には、口腔保健衛生学専攻の学生は 1 号

館西 1 階の正面玄関前に避難すること。ただし、状況に応じて別の避難場所に誘導される場

合がある。 

大学全体としての避難場所は M&D タワー前スペースとなっている。

3. 大規模地震ポケットマニュアルについて

このマニュアルは、大規模地震（震度 5 強以上を想定）が発生した場合の初動対応を掲

載している。常時携行し、大規模地震が発生した場合の安全確保や避難及び安否確認等に

役立てること。 

マニュアルが手元に届かない場合、あるいは破損・紛失した場合は、以下に問い合わせ

ること。英語版のポケットマニュアルも作成しているので、必要な場合は以下に申し出る

こと。 

問い合わせ先：歯学系教務係（歯科棟南 2 階）03－5803－5411 

なお、このマニュアルは、ホームページからも確認できる。 

（学内専用サイト →   学内専用教職員学生向け情報 →   危機管理に関する情報）

http://www1.tmd.ac.jp/others/soumusoumu/soumu/20110405/index.html 
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4. 安否確認システムについて

このシステムは、大規模地震はもとより、風水害等による本学の学生及び教職員の安否確認

のため、携帯電話・スマートフォン・パソコンから安否情報を入力するものである。

大規模地震や風水害の際には、「大規模地震ポケットマニュアル」の「安否確認システム

による報告」を確認し、安否確認システム（https://asp21.emc-call3rd.jp/tmdu/）にア

クセスし、ID（学籍番号）とパスワード（初期値は ID と同じ）によりログインして自身

の安否を入力すること。 

今後、このシステムの実効性を高めるため、試行を重ねる予定であるので、その際はメ

ール等により案内する。 

なお、このシステムの操作方法等については、ホームページから確認すること。 

（学内専用サイト →   教職員学生向け情報サイト →   危機管理に関する情報）

http://www1.tmd.ac.jp/others/soumusoumu/soumu/20110405/index.html
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学生支援・保健機構について 

学生・女性支援センターについて 

場所：5 号館3 階開室時間：9：00～17：00 

学生・女性支援センターは、本学の学生に対して、生活、修学、就職、メンタルヘルスやハラ 

スメント、キャリアパスや学業（仕事）と家庭との両立に関することなど、キャンパスライフ全

般に渡り、学生支援活動の充実を図ることを目的として設置されています。 

また、以下のとおり学生生活全般及びキャリアに関する相談に応じています。各ホームページ 

に個別相談予約状況や予約方法を記載していますので、お気軽にご利用ください。 

なお、本センターは男女問わずご利用頂けます。 

＜学生支援室／障害学生支援室＞･･･学生生活全般に関すること 

・生活、修学、就職に関すること

・メンタル（保健管理センターと連携）に関する相談及びカウンセリングに関すること

・ハラスメントに関する相談及びカウンセリングに関すること

・障害やそれ以外によるハンディを被ることなく修学が出来るよう、それぞれのニーズに合わせ 

た支援の相談などに関すること 

☆ キャンパスライフを送るうえでの悩みや困ったことなどについて、個別に相談に応じてい

ます。

・月～金（10:30～16:00）1 回50 分：http://www.tmd.ac.jp/cgi-bin/stdc/cms_reserv.cgi

・国府台キャンパス（保健管理センター内）：週に1 回相談に応じています。

URL：http://www.tmd.ac.jp/cmn/stdc/

連絡先：03-5803-4959 Email：scenter.stc@tmd.ac.jp （月～金 9:00～17:00）

＜男女協働参画支援室／保育支援室＞･･･キャリア支援や学業（仕事）と家庭との両立支援

に関すること 

・今後の進路や生き方に関する支援及びその相談

・妊娠・出産・育児や保育園入園、介護に関する支援及びその相談

☆ 今後のキャリアに関する悩みや、学業と家庭との両立や育児について困ったことがあれば、

個別の相談にも応じています。

・月～金（10:30～17:00）1 回60 分：http://www.tmd.ac.jp/ang/counsel/index.html

☆ 学生・女性支援センター内には、授乳・搾乳室を設置しています。また、保育支援として

大学独自のファミリーサポート事業を実施しています。

URL：http://www.tmd.ac.jp/ang/

連絡先：03-5803-4921 Email：info.ang@tmd.ac.jp （月～金 9:00～17:00）
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保健管理センターについて 

健康状態の把握と、疾病の早期発見のため、定期あるいは臨時の健康診断及びワクチン接種等を行います。また、

心身両面の健康障害や不安について、診察や相談を行っています。 

○組織と業務

名称 場所 連絡先 業務内容 

保健管理センター 湯島 5号館 2階 03-5803-5081

1.健康相談

2.メンタルヘルス相談

3.健康診断

4.健康診断証明書の発行

5.応急処置・診察・治療（軽い怪

我・風邪など）

6.各種抗体検査・ワクチン接種

保健管理センター分室 
国府台 シャン･ドゥ・コー

ズリー1階 
047-300-7108

○保健管理センターの利用について

1）メディカルスタッフへの相談を希望する方は、HP の健康相談予定表、もしくは当センター入り口に掲示してあ

ります健康相談予定表で確認の上、相談においでください。軽い怪我や風邪などについては治療を受けることも

できます。また、必要に応じて医療機関への紹介状もお書きします。メンタルヘルスに関する相談も行っており

ます。

2）月曜日～金曜日の開室時間内は、血圧測定や視力検査、身体計測など自己測定ができます。その他、湯島では、

エアロバイク・ジョーバなど健康機器やマッサージチェア・Nap 用ベッドも備えていますのでご利用ください。 

開室時間 

湯島地区 ８時４５分～１７時００分 

国府台地区 
９時４５分～１６時１５分（水曜日のみ１５時１

５分） 

ホームページ：http://www.tmd.ac.jp/hsc/index.html
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保健管理センター 

2017.9 

下記が実施済であることを実習要件とする (2017 年 6 月 27 日教育戦略会議にて決定)

・4 種(麻疹・風疹・水痘・ムンプス)抗体検査結果に基づくワクチン接種が、規定回数終了している

・B 型肝炎抗体価が陽性または non-responder (計 6 回ワクチン接種をしても陽性とならない)である

・T スポット®．TB 検査を実施済である

・臨床実習に出る直近の学生定期健康診断を受診済である

＊ただし、以下の者はその証明をもってワクチン接種対象外とする 

  <4 種ワクチン接種> 

・過去に同ワクチン接種でアナフィラキシーを呈したことがある者

・免疫機能に異常のある疾患を有する者及び免疫抑制をきたす治療を受けている者で主治医より接種禁とされた者

・妊娠していることが明らかな者

・その他、主治医により予防接種を行うことが不適当と判断された者

<B 型肝炎ワクチン接種> 

・過去に同ワクチン接種でアナフィラキシーを呈したことがある者

・その他、主治医により予防接種を行うことが不適当と判断された者

検査ワクチン実習要件について
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保健管理センター 

2017.9 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1年

3年

4年

学
生
定
期
健
康
診
断

(

毎
年
、

全
員

)

2年

B肝肝炎ワクチンを2クール計6回接種しても

抗体価が陰性の場合は、

「non-responder 」となり、それ以上の接種は行わない

4種ワクチン接種期間 (接種月はワクチン毎に決まっている）

対象：抗体価が陰性→同ワクチンを2回接種 抗体価が陽性(基準を満たない)→1回接種

B型肝炎ワクチン接種期間 1クール目(全3回)

対象：抗体価が陰性だった者

1回目 2回目 3回目

B型肝炎ワクチン接種期間 2クール目(全3回)

対象：抗体価が陰性だった者
1回目 2回目 3回目

4種抗体検査

(対象：全員)

B型肝炎抗原抗体検査

(対象：全員)

T スポット®．TB検査

(対象：全員)

B型肝炎抗原抗体検査

(対象：2年でB肝ﾜｸﾁﾝ

1ｸｰﾙ目を接種した者)

B型肝炎抗原抗体検査

(3年でB肝ﾜｸﾁﾝを

2ｸｰﾙ目を接種した者)

B型肝炎抗原抗体検査

(2年でB肝ﾜｸﾁﾝを

2ｸｰﾙ目を接種した者)

B型肝炎抗原抗体検査

(対象：3年でB肝ﾜｸﾁﾝ

2ｸｰﾙ目を接種した者)

ワクチン接種は、事前の申込みと入金が必要です。

対象学年で、検査やワクチン接種を受検し忘れた場合は、速やかに保健管理センターへ申し出てください。その後の対応について説明します。

保健管理センターでの検査、ワクチンの実施スケジュール

 

 

 

検査ワクチン実習要件について

-36-
�



図書館について

１．場所：M&D タワー3 階（カウンター、閲覧席等）、4 階（閲覧席、情報検索室等） 

２．利用可能時間：

開館時間    平日 8：30～22：00 

土日祝 10：00～18：30 ※プレ開館 土日祝 8:30～10:00

（情報検索室） 平日 9：00～21：00 （8 月・3 月はプレ開館なし） 

土日祝 11：00～17：30 

休館日 年末年始

３．利用方法：（詳細は「図書館ホームページを参照してください。）

 図書館の利用には、利用証が必要です。IC カードタイプの学生証が利用証になります。

入館ゲートにかざして入館してください。忘れた場合はカウンターに申し出て下さい。入

館はできますが、貸出ができません。

 探している資料があるか、配架場所等は図書館ホームページ蔵書検索（OPAC）でお調べ

ください。

 貸出を希望される資料と利用証を持って、カウンターへお越しください。自動貸出機もご

利用いただけます。ただし、CD-ROM などの付属資料のあるものはカウンターでの貸出

のみとなります。貸出可能冊数は図書・製本雑誌合わせて 5 冊まで、貸出期間は図書は 2

週間、製本雑誌は 1 週間です。

 引き続き資料を利用したい場合、期限日内であり、次に予約が入っていない図書に関して

は、1 回に限り貸出期間を延長することが出来ます。図書館ホームページの My Library

もしくはカウンターで延長手続きをしてください。

 本館・分館間で おおよそ 週に一度、資料の取り寄せを行っています。カウンターで申込

手続きを行ってください。（来館でのお申込みのみになります）

 本館・分館の資料は、どちらの図書館でも返却できます。（返却日は厳守してください） 

開館時：カウンターに返却してください。

閉館時：M&D タワー1 階、図書館入口のブックポストに返却してください。 

 製本雑誌は自動書庫に保管されています。あらかじめ予約をして 4 階出庫ステーション

からご自身で取り出して、ご利用ください。

出庫予約時の ID・パスワードは MyLibrary と同じ統合 ID とパスワードです。

 電子ジャーナルは出版社との契約により、学内 LAN からの利用のみになります。

 本学の資料を著作権の範囲内で複製することができます。コピーはセルフサービスです。

図書館に設置されているコピー機をお使いください。現金またはプリペイドカードでお

支払いください。両替はできません。料金：モノクロ 1 枚 10 円 カラー1 枚 30 円

 情報検索室の PC が利用できます。（ただし、全面利用の授業時は利用ができません）ネ

ットワークの利用にはアカウントとパスワードが必要です。プリンターは情報検索室を

出て左手奥に 1 台設置されており、モノクロとカラー印刷が可能で有料となります。
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 館内は無線 LAN 対応です。各自で持ち込まれるパソコンからインターネット、学内 LAN

に接続する場合は、アカウントとパスワードが必要となります。アカウントとパスワード

が必要ない印刷は USB メモリー印刷専用の PC が 3 階と 4 階に設置されていますので、

USB メモリーに保存してあるものは印刷が可能です。印刷物はそれぞれ指定のプリンタ

ー（モノクロ、カラー・有料）から出力されます。

3 階閲覧室に備付のパソコンがあります。インターネット、印刷利用の場合は、アカウン

トとパスワードが必要です。3 階閲覧室のプリンターはカウンター脇（モノクロ、カラー・

有料）にあります。

 利用したい資料が学内（講座・電子ジャーナル含む）になく、他大学や研究機関の図書館

で所蔵している場合、複写を申し込む、または図書を取り寄せることができます。複写と

貸借は My Library からお申込みください。

 他大学の図書館を利用する場合、身分証の他に紹介状が必要です。（紹介状は訪問希望日

の 3 日前までにお申し込みください）訪問先で利用したい資料の所在を確認し、カウン

ターでお申込みください。なお、明治大学の図書館は本学の学生証で利用することができ

ます。ただし、明治大学図書館の資料の館外貸出を希望される方は学生証の他に、住所の

わかるものを持参していただき、明治大学のライブラリーカードを作る必要があります。

（1 月、7 月は利用不可、3 月貸出停止）

 館内での飲食は原則禁止です。（本館では、3 階の図書館入口前に、飲食ラウンジがあり

ます。）

 所持品は各自責任を持って管理してください。貴重品は常に携帯してください。荷物を置

いたままで長時間席を離れる席取り行為はやめてください。長時間席に居ない場合は、荷

物を回収することもあります。

４．問い合わせ先：内線 5596  e-mail: info-serve.lib@ml.tmd.ac.jp 

ホームページ: https://www01s.ufinity.jp/tmdu/
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国立美術館キャンパスメンバーズについて

「国立美術館キャンパスメンバーズ」とは、学校教育において美術館を有効に活用すること

と、学生や教職員の美術に親しむ機会をより豊かにすることを目的とした、大学等を対象とす

る制度です。本学でもこのキャンパスメンバーズに加入しています。

１．対象：本学の学部学生・大学院生・教職員

２．特典：所蔵作品展の「無料観覧」（所蔵作品を持たない国立新美術館を除く）

  特別展・共催展の「割引観覧」（学生は大学生団体料金・教職員は一般団体料金）

３．利用方法：各館の券売所または改札で学生は学生証、教職員は身分証明書を提示し、キャ

ンパスメンバーズの利用の旨を伝え、入館または観覧券を購入してください。学生証、身分

証明書を持参していない場合、特典を受けることはできません。なお、詳しい日程は、各館

のホームページで確認してください。

４．利用機関：以下の 3 館 

  国立西洋美術館、東京国立近代美術館、国立新美術館

５．ホームページ： http://www.tmd.ac.jp/campuslife/campus_members/index.html 

http://www.campusmembers.jp/ 
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1 号館西・2 号館・7 号館の管理、使用について 

1．1 号館西・2 号館・7 号館の出入口の施錠（平日）について 

1 号館西出入口 
1 号館西 正面玄関 終日出入可（防災センター管理）

1 号館西 東側出入口 解錠 6：00 施錠 18：30 

2 号館出入口 
2 階正面玄関     解錠 7：00  施錠 18：00 
2 階外階段      解錠 7：00  施錠 18：00 

  （施錠後はカードリーダーに学生証をタッチすることで外から入ることが可能です）。 

歯科棟出入口

歯科棟南 1 階通用扉 カードリーダーに学生証をタッチすることで外から入ること

が可能です。2 階に歯学系教務係があります。

7 号館側接続口 1・4 階は出入不可、2・3・5 階はカードリーダーに学生証を

タッチすることで外から入ることが可能です（ただし、実習

により病院を訪れる場合に限ります）。

7 号館出入口 
1 階聖門側、EV 前   解錠 7：00  施錠 18：00 
歯科棟北接続口（東側 1～6 階）  1 階は解錠 7：00 施錠 18：00、 

 2～6 階は常時開放 
1 号館東接続口（2～5 階）    常時開放 
消防法の規定により、歯科棟側と 2 階外階段出入口は避難口のため、施錠しても建物 
内から外へは常に出られます。ただし、7 号館 1 階歯科棟側接続口、1 号館東接続口（2、 
3 階）は施錠すると出入りできません。 

2．1 号館西・2 号館・7 号館内各室の施錠について 
1 号館西講義室 解錠 7：30  施錠 18：00 
2 号館講義室   随時（口腔保健工学専攻教員が解・施錠）

7 号館講義室 解錠 7：00 施錠 17：00（教務指示による） 
2 号館学生ロッカー室  番号ロック制
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3．1 号館西・2 号館・7 号館における講義室の目的外使用について 
講義室は、原則として目的外使用は許可しません。

4．学生ロッカー室（2 号館 3 階）について 
（1）ロッカー室は、更衣室として使用できます。

（2）各人にロッカーが貸与されるので、丁寧に使用してください。

学生ロッカー1 は男子学生が、学生ロッカー2 は女子学生が使用します。

また、各人の責任による破損等については、各人の負担により原状回復してください。 
（3）ロッカーの使用にあたって、各人で暗証番号を設定し、ロッカーには必ず鍵を閉め、 
  盗難に注意しましょう。ロッカーでの盗難が多発しているので、特に貴重品等の管理

は厳重にしてください。

（4）ロッカーの上部に私物を置かないこと。放置された私物は、適宜、予告なしに処分

されます。

（5）ロッカーの内外部にシール、ポスター等を貼らないこと。

（6）飲食後の空容器、紙くず等は必ず分別してごみ箱に捨て、室内に放置しないこと。

（7）ロッカー室でサークルの集会をしたり、マージャン等をしたりしないこと。

5．リフレッシュルーム（2 号館）の使用について 
（1）リフレッシュルームは、食事、休憩、歯磨きなどの目的で使用します。

（2）口腔保健学科口腔保健工学専攻学生の共用で使用します。

（3）周囲に迷惑がかからぬよう、お互いに協力して、節度をもって使用すること。

（4）リフレッシュルームの棚にある図書、雑誌は、口腔保健工学専攻学生の共用としま

す。一部の学生が独占的に利用することがないようにしましょう。図書、雑誌の管

理は学生に任されています。紛失や破損等については、各人の負担により原状回復

  してください。

（5）注意事項

・私物を保管・放置したり、特定の場所を占拠したりしないこと。放置された私物

は、適宜、予告なしに処分されます。

・エアコンの設定温度に留意し、誰もいないときにはエアコンを消すこと。

・飲食した空容器、紙くず等は放置せず、必ず分別してごみ箱に捨てること。

・洗面台の排水が詰まるので、食べ物のカス等を流さないこと。

・全員退出する際には電源を全て消すこと。

・掲示板およびホワイトボードは全学年共用で、学生間の連絡のほか、教員からの

連絡にも使用することがあります。不要になった書き込みや掲示物は、書いたも

のや掲示したものが責任を持って消し、撤去してください。

（6）リフレッシュルームは平日に使用できますが、長期休暇中は平日も施錠されるので、 
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  その期間中に使用したい学生は、口腔保健工学専攻教員に申し出て解・施錠しても

らうこと。

6．歯学部リフレッシュルーム（7 号館）の使用について 
7 号館 1 階および 6 階には、学生の休息、自己学習等での使用を目的としたリフレッシ 
ュスペースが設けられています。この施設では、無線 LAN を利用して学内 LAN への接 
続も可能になっています。施設を利用する場合は、下記の注意事項を厳守してください。 
（1）利用時間

平日 午前 8 時 30 分から午後 7 時 30 分まで

（2）利用する上での注意事項

1）きれいに、清潔に利用すること。

2）一部の学生が独占的に利用する環境を作らないこと。

3）私物や貴重品は極力置かないこと（紛失は本人の責任になります）。

4）禁煙です。

5）本学学生としてあるまじき行為を行った場合、大学の懲戒規定にかかるととも

  に、他の学生を含め、当施設の利用を全面的に禁止することが有り得ることを

  念頭に置き、使用してください。

6）他に利用している学生を考慮し、騒がないこと。

7）ごみの始末は各自で行うこと。

7．学生用ホワイトボード（リフレッシュルーム）の使用について 
（1）掲示物の内容については関知しないが、良識をもって掲示すること。

（2）掲示期間を過ぎることのないよう、自主的に撤去すること。

8．講義室・実習室の使用について 
（1）講義室・実習室における飲食は原則として禁止します。

（2）講義室の机の上に腰をかけないこと。

（3）7 号館 7 階以上は動物実験施設なので、感染予防等のため関係者以外の出入りを

  禁止します。

（4）講義室・実習室においては、紙くず等を散らさないようにし、必ず分別してごみ 
  箱に捨てること。

（5）参考書・ノート等の私物は講義室の中に放置しないこと。放置された私物は、適

宜、予告なしに処分されます。

（6）室内は学生用ホワイトボード・掲示板以外に掲示物の添付を禁じます。

（7）講義室・実習室等においては、下駄ばきを厳禁します。
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湯島キャンパス案内 

-43-



１号館西６～８階平面図 
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2号館見取り図
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７号館平面図 
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第１学年 第３学年

期　　　　間

春 季 休 業 ３０．　３．３０（金）

ガ イ ダ ン ス ・ 授 業 17 週 ３０．　４．　２（月）～３０．７．２５（水）

夏季休業 (選択科目授業有り） ３０．７．３０（月）～３０．８．１７（金）

定 期 試 験 ３０．８．２０（月）～３０．９．　５（水）

授業３週 （選択 科目 のみ ）※ ３０．９．　６（木）～３０．９．２５（火）

臨 床 実 習 ガ イ ダ ン ス ３０．９．２６（水）　・　３０．９．２７（木）

授 業 １ ３ 週 ３０．９．２６（水）～３０．１２．２１（金）

創 立 記 念 日 ３０．１０．１２（金）

お 茶 の 水 祭 準 備の ため 休講 ３０．１０．１２（金）

お 茶 の 水 祭 ３０．１０．１３（土）～３０．１０．１４（日）

冬 季 休 業 ３０．１２．２５（火）～３１．１．３（木）

授 業 ７ 週 ３１．１．　４（金）　～３１．２．１５（金）

定 期 試 験 ３１．２．１８（月）～３１．２．２２（金）

春季休業 (選択科目授業有り） ３１．２．２５（月）～３１．３．２９（金）

※学外講師の日程により、夏季・春季休業期間または８限等に実施する場合があります。

第２学年 第４学年

期　　　　間 期間

春 季 休 業 ３０．　４．　２（月） 春 季 休 業 ３０．　３．３０（金）

ガ イ ダ ン ス ３０．　４．　３（火） ガ イ ダ ン ス 、 授 業 ３０．　４．　２（月）

授 業 １ ８ 週 ３０．　４．　３（火）～３０．７．３１（火） 授 業 １ ８ 週 ３０．　４．　２（月）～３０．７．３０（月）

夏季休業 (選択科目授業有り） ３０．８．１（水）～３０．８．３１（金） 定 期 試 験 ３０．７．３１（火）

定 期 試 験 ３０．９．３（月）～３０．９．２１（金） 夏季休業 (選択科目授業有り） ３０．８．　１（水）～３０．９．２７（木）

補 講 ・ 選 択 科 目 ３０．９．２５（火）～３０．９．２８（金） 授 業 １ ２ 週 ３０．９．２８（金）～３０．１２．２１（金）

授 業 １ ２ 週 ３０．１０．１（月）～３０．１２．２１（金） 創 立 記 念 日 ３０．１０．１２（金）

創 立 記 念 日 ３０．１０．１２（金） お 茶 の 水 祭 準 備の ため 休講 ３０．１０．１２（金）

お 茶 の 水 祭 準 備の ため 休講 ３０．１０．１２（金） お 茶 の 水 祭 ３０．１０．１３（土）～３０．１０．１４（日）

お 茶 の 水 祭 ３０．１０．１３（土）～３０．１０．１４（日） 冬 季 休 業 ３０．１２．２５（火）～３１．１．　３（木）

解 剖 体 追 悼 式 ３０．１０．２５（木） 補 講 お よ び 卒 業 試 験 ３１．１．　４（金）　～３１．１．２５（金）

冬 季 休 業 ３０．１２．２５（火）～３１．１．４（金） 自己研修および国家試験対策 ３１．１．　２８（月）～３１．２．２２（金）

授 業 ６ 週 ３１．１．　７（月）　～３１．２．１３（水） 卒 業 式 ３１．３．２５（月）　

定 期 試 験 ３１．２．１４（木）～３１．３．１（金） ※学外講師の日程により、夏季・春季休業期間または８限等に実施する場合があります。

春 季 休 業 ３１．３．　４（月）～３１．３．２９（金）

※学外講師の日程により、夏季・春季休業期間または８限等に実施する場合があります。

区　　　分

後
期

学部専門科目
「歯科衛生学総論」

「人体の構造と機能Ⅰ」
「公衆衛生学」「栄養と代謝」

「社会保障Ⅰ」
「メディア情報学基礎」

「臨床体験実習」

３０．１０．２(火）～３１．１．２９
(火）　　　１６週　　毎週火曜日

.
３１．２．５(火）　２．１２(火）

定期試験

前

期

後

期

後

期

前

期

後
期

平成30年度歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻専門科目授業計画表

区　　　分

前
期

学 部 専 門 科 目
「 口 腔 保 健 と 専 門 職 」

区分

３０．４．１７(火）～３０．５．１５
（火）　 　５週　毎週火曜日

前

期
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歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻 教員連絡先一覧

医
歯
学
総
合
研
究
科

分野名 氏名 メールアドレス

生涯口腔保健衛生学分野

荒川 真一 s-arakawa.ltoh@tmd.ac.jp

近藤 圭子 solan.ltoh@tmd.ac.jp 

安田 昌代 yasuda.ocsh@tmd.ac.jp 

健康支援口腔保健衛生学分野 樺沢 勇司 kabasawa.ocsh@tmd.ac.jp 

口腔疾患予防学分野 品田 佳世子 shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

地域・福祉口腔機能管理学分野 古屋 純一 furuya.ohcw@tmd.ac.jp 

口腔健康教育学分野

吉田 直美 yoshida.ohce@tmd.ac.jp 

小原 由紀 ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

口腔保健衛生基礎学分野 坂本 裕次郎 y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp
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第 1 学年 
履修科目・ユニット
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時間割番号 022202 

科目名 人体の構造と機能Ⅰ 

担当教員 坂本 裕次郎, 井関 祥子 

開講時期 後期 対象年次 1 単位数 1 

科目名：人体の構造と機能及び疾病 

ユニット番号：1201

授業形態：講義 

時間数：必修1単位・90分×8回 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・坂本 裕次郎 

主な講義場所 

口腔保健学科 第1講義室 

授業の目的、概要等 

人体の正常な構造と機能を学んで、生命現象が営まれるメカニズムを分子レベルから個体レベルへと統合的に理解するとともに、組織お

よび器官の発生のしくみと成長と加齢に伴う変化ならびに生体の恒常性維持機構について理解する。 

授業の到達目標 

・人体の構成ならびに構造と機能の関係を概説する。

・細胞の構造と働きならびに遺伝子の分子機構を説明する。

・人体の発生と発達の概要を説明する。

・上皮組織、支持組織、筋組織、神経組織の特徴と役割を説明する。

・運動器（骨格系と筋系）の構造と機能および発生と成長に伴う変化を説明する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 10/2 12:50-14:20 口腔保健

学科第１

講義室

人体の構成 人体の構造と機能を学ぶ意義、人

体の構成と身体の方向用語、細胞

と組織と器官系の分類

坂本 裕次郎

2 10/9 08:50-10:20 口腔保健

学科第１

講義室

人体を構成する細胞の

構造と機能

核とその役割、細胞質と細胞膜・

細胞内小器官の役割

坂本 裕次郎

3 10/16 08:50-10:20 口腔保健

学科第１

講義室

組織の分類 上皮組織・支持組織・筋組織・神経

組織の構成要素の特徴と役割お

よび器官系の構成

坂本 裕次郎

4 10/23 08:50-10:20 口腔保健

学科第１

講義室

組織の分類 上皮組織・支持組織・筋組織・神経

組織の構成要素の特徴と役割お

よび器官系の構成

坂本 裕次郎

5 10/30 08:50-10:20 口腔保健

学科第１

講義室

人体の発生と生後発達 人体の発生過程と生後の変化 井関 祥子

6 11/6 08:50-10:20 口腔保健

学科第１

講義室

骨組織の形成と機能、

運動器（骨格系と筋系）

の総論

骨組織の構造と発生様式、骨格系

の機能、運動器（骨格系と筋系）の

構成と役割および成長に伴う変化

坂本 裕次郎

7 11/13 08:50-10:20 口腔保健

学科第１

講義室

筋の収縮機構と機能、

骨格筋の収縮のタイプ

と疲労

骨格筋・心筋・平滑筋の収縮のしく

みと役割

坂本 裕次郎

8 11/20 08:50-10:20 口腔保健

学科第１

講義室

筋の収縮機構と機能、

骨格筋の収縮のタイプ

と疲労

骨格筋・心筋・平滑筋の収縮のしく

みと役割

坂本 裕次郎

成績評価の方法 

・筆記試験と受講状況による総合評価を行う。
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準備学習などについての具体的な指示 

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。

参考書 

人体の構造と機能／前田健康, 山田好秋 ほか著,：医歯薬出版，2010 

標準組織学総論／藤田尚男, 藤田恒夫 原著,：医学書院，2015 

標準組織学各論／藤田尚男, 藤田恒夫 原著,：医学書院，2017 

標準生理学／小澤瀞司, 福田康一郎 監修,本間研一, 大森治紀, 大橋俊夫, 河合康明, 黒澤美枝子, 鯉淵典之, 伊佐正 編集,：医学書院，

2014 

ラングマン人体発生学／T.W.サドラー 著,安田峯生, 山田重人 訳,：メディカル・サイエンス・インターナショナル，2016

解剖学1 第11版 総説・骨学・靭帯学・筋学／森 於菟 ／ 小川 鼎三 ／ 大内 弘 ／ 森 富：金原出版，1982 

解剖学2 第11版 脈管学・神経系／平沢 興／岡本 道雄：金原出版，1982 

解剖学3 第11版 感覚器学・内臓学／小川 鼎三／山田 英智／養老 孟司：金原出版，1982 

解剖学・組織発生学・口腔解剖学／全国歯科衛生士教育協議会 編,：医歯薬出版，1996 

生理学／全国歯科衛生士教育協議会 編,：医歯薬出版，1995 

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

井関 祥子:s.iseki.emb@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 

井関 祥子:随時 （必ず事前に連絡すること） 
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時間割番号 022204 

科目名 栄養と代謝 

担当教員 品田 佳世子 

開講時期 後期 対象年次 1 単位数 1 

ユニット：栄養と代謝 

科目：人体の構造と機能及び疾病 

単位：1（90分授業×8回） 

主な講義場所 

1号館西7階 口腔保健学科第2講義室 

授業の目的、概要等 

生体の構成要素、栄養素の消化吸収、代謝と作用を理解し、口腔の健康との関連を概説できる。 

授業の到達目標 

１） 生体の構成要素を理解する。

２） 栄養素の消化吸収を理解する。

３） 栄養素の代謝、作用を理解する。

４） 生体における恒常性の維持を理解する。

５） 食品に多く含まれ栄養素を知り、欠乏症を説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 11/6 10:30-12:00 口腔保健

学科第２

講義室

栄養と代謝の概要、五

大栄養素

品田 佳世子

2 11/27 08:50-10:20 口腔保健

学科第２

講義室

細胞の恒常性維持のメ

カニズム、ホルモンによ

る恒常性の維持、ホル

モンの分泌と作用メカニ

ズム

細胞の恒常性維持のメカニズム、

ホルモンによる恒常性の維持、ホ

ルモンの分泌と作用メカニズム

渡部 徹郎

3 12/4 08:50-10:20 口腔保健

学科第２

講義室

細胞の役割、生体にお

ける水、細胞における

代謝

細胞の役割、生体における水、細

胞における代謝

横山 三紀

4 12/11 08:50-10:20 口腔保健

学科第２

講義室

糖質・脂質・タンパク質

の代謝・応答

糖質・脂質・タンパク質の代謝・応

答

井上 カタジ

ナアンナ

5 12/18 08:50-10:20 口腔保健

学科第２

講義室

歯と歯周組織の生化学 歯と歯周組織の生化学 中島 友紀

6 1/8 08:50-10:20 口腔保健

学科第２

講義室

ビタミンの役割、多く含

む食品と欠乏症

ビタミンの役割、多く含む食品と欠

乏症

品田 佳世子

7 1/15 08:50-10:20 口腔保健

学科第２

講義室

ミネラルの役割、多く含

む食品と欠乏症

ミネラルの役割、多く含む食品と

欠乏症

品田 佳世子

8 1/22 08:50-10:20 口腔保健

学科第２

講義室

栄養と食品、栄養学のま

とめ

五大栄養素の関連 品田 佳世子

成績評価の方法 

・ 出席点（1割）および筆記試験（9割）を総括的評価とする。

-52-



準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

・3分の 2以上の出席を必要とする。

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。

教科書 

人体の構造と機能2 栄養と代謝／高橋信博, 江指隆年 ほか著,：医歯薬出版，2016 

参考書 

：医歯薬出版 

連絡先 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

品田 佳世子:随時 
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時間割番号 022205 

科目名 公衆衛生学 

担当教員 品田 佳世子 

開講時期 後期 対象年次 1 単位数 1 

科目名：公衆衛生学 

時間数：90分×8回 

授業形態：講義 

主な講義場所 

1号館西7階 口腔保健学科 第2講義室 

授業の目的、概要等 

健康、疫学、人口、環境、感染症、保健衛生などの基本事項を理解し、ヘルスプロモーションや予防医学を実践するための基礎的知識の

習得と新たな発想を展開する方法を学ぶ。 

授業の到達目標 

・健康の概念を説明できる。

・疫学について説明できる。

・人口統計について説明できる。

・環境による健康への影響を説明できる。

・感染症の概念および感染成立の三要因について説明できる。

・地域保健について基本的事項を理解する。

・ヘルスプロモーション、予防医学の基本概念と実践方法について理解する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 10/2 10:30-12:00 口腔保健

学科第２

講義室

保健生態学、健康（総

論）

品田 佳世子

2 10/9 10:30-12:00 口腔保健

学科第２

講義室

疫学 総論の小テスト・解説、疫学 品田 佳世子

3 10/16 10:30-12:00 口腔保健

学科第２

講義室

人口人口の動向、人口

動態統計、生命表

疫学の小テスト・解説、人口の動

向、人口動態統計、生命表

品田 佳世子

4 10/23 10:30-12:00 口腔保健

学科第２

講義室

健康と環境①環境の概

念  感染症、食中毒

人口の小テスト・解説  健康と環

境①環境の概念  感染症、食中

毒

品田 佳世子

5 10/30 10:30-12:00 口腔保健

学科第２

講義室

地域社会と地域保健 健康と環境①環境の概念、感染

症、食中毒の小テスト・解説  地

域社会と地域保健

品田 佳世子

6 1/15 12:50-14:20 口腔保健

学科第２

講義室

健康と環境 課題グル

ープ発表（②空気・水、

③放射線、④住居・衣

服、⑤地球環境の変化、

⑥公害、⑦廃棄物処理）

課題グループ発表（②空気・水、

③放射線、④住居・衣服、⑤地球

環境の変化、⑥公害、⑦廃棄物処

理）

品田 佳世子

7 1/22 10:30-12:00 口腔保健

学科第２

講義室

健康と環境の総括と地

域保健の組織

健康と環境の課題発表範囲の小

テスト・解説、地域保健の組織

品田 佳世子

8 1/22 12:50-14:20 口腔保健

学科第２

講義室

健康にかかわる地域の

役割、地域保健・公衆衛

生概要 

地域保健の概要・組織の小テスト・

解説   健康にかかわる地域の

役割、地域保健・公衆衛生概要 

品田 佳世子
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成績評価の方法 

・課題発表・作成された資料（2割）、筆記試験（小テスト等 7割）と受講状況（1割）による総合評価を行う。

準備学習などについての具体的な指示 

・自分の住んでいる地域や実家の地域の環境問題や健康問題を調べておく。

・前回の授業の復習をしておくこと、小テストを行う。

試験の受験資格 

全講義回数（8回）の 2/3以上出席していること。 

教科書 

保健生態学 第2版／可児徳子, 松井恭平, 眞木吉信 編,：医歯薬出版，2015 

連絡先 

shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

随時 
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時間割番号 022206 

科目名 社会保障Ⅰ 

担当教員 樺沢 勇司, 遠藤 康裕 

開講時期 後期 対象年次 1 単位数 2 

科目名：社会保障Ⅰ 

時間数：90分×15回 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第２講義室および 第３講義室 

授業の目的、概要等 

本講義では社会保障の制度体系・考え方について学びます。 

受講する皆さんには、社会保障、社会福祉の問題が、自分自身の生活と結びついていることを理解し、これら制度について考えられるよ

うになってほしいと思います。 

授業の到達目標 

・社会保障制度の目的と機能を説明できる。

・社会保障制度と私たちの生活を関連づけることができる。

・現代社会における社会保障制度の課題を説明できる。

・社会保障制度と保健・福祉・医療の実際を関連づけることができる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 10/2 14:30-16:00 口腔保健

学科第３

講義室

オリエンテーション 人々の暮らしと社会保障制度 遠藤 康裕

2-3 10/9 12:50-16:00 口腔保健

学科第３

講義室

社会保障制度Ⅰ 日本の社会保障制度について 遠藤 康裕

4-5 10/16 12:50-16:00 口腔保健

学科第３

講義室

社会保障制度Ⅱ 社会保障制度の基礎を学ぶ 遠藤 康裕

6-7 10/30 12:50-16:00 口腔保健

学科第３

講義室

社会保障制度Ⅲ 障害者を支援する社会保障制度 遠藤 康裕

8-9 11/6 12:50-16:00 口腔保健

学科第３

講義室

社会保障制度Ⅳ 高齢者を支援する社会保障制度 遠藤 康裕

10-11 11/13 12:50-16:00 口腔保健

学科第３

講義室

社会保障制度Ⅴ 地域社会と社会保障制度 遠藤 康裕

12-13 11/20 12:50-16:00 口腔保健

学科第３

講義室

社会保障制度Ⅵ 日本の社会保障制度の課題 遠藤 康裕

14-15 11/27 12:50-14:20 口腔保健

学科第３

講義室

社会保障制度Ⅶ 世界の社会保障制度の課題 遠藤 康裕

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。
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準備学習などについての具体的な指示 

参考書 

・授業中に配布する資料。

・参考書は授業時に紹介する。
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時間割番号 022207 

科目名 口腔保健と専門職 

担当教員 品田 佳世子, 大塚 紘未, 青木 和広, 大木 明子 

開講時期 前期 対象年次 1 単位数 1 

科目名：口腔保健と専門職 

時間数：90分×8回 

主な講義場所 

口腔保健学科 （口腔保健衛生学専攻）第3講義室 

歯学部演習室 

授業の目的、概要等 

自学自習とディスカッションに基づく問題基盤型学習（PBL）や演習を通して、口腔保健の基礎知識、保健・医療・ 福祉の専門職に共通する

職業倫理や実務上の態度・姿勢、多職種連携の重要性を学ぶ。 

授業の到達目標 

1．口腔保健の概要を説明できる。 

2．保健・医療・福祉の専門職に共通する職業倫理を説明する。 

3．保健・医療・福祉の専門職に共通する実務上の態度・姿勢を説明する。 

4．保健・医療・福祉の専門職による多職種連携の重要性を説明する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1 4/17 12:50-14:20 歯学部演

習室, 口

腔保健学

科第３講

義室

オリエンテーション、シ

ナリオ１

大木 明子, 

青木 和広, 

大塚 紘未, 

吉田 直美, 

塩沢 真穂

伊藤 奏教員（４

月に追加）

2-3 4/24 12:50-16:00 歯学部演

習室

学習項目の発表、シナリ

オ 2

口腔保健と専門職を学ぶ意義、学

習方法（PBLテュートリアル）シナ

リオ提示、学習項目の検討

大木 明子, 

青木 和広, 

大塚 紘未, 

吉田 直美, 

塩沢 真穂

伊藤 奏教員（４

月に追加）

4-5 5/1 12:50-16:00 歯学部演

習室

学習項目の発表、全体

発表準備

ディスカッション  シナリオ提示、

学習項目の検討

青木 和広, 

大木 明子, 

塩沢 真穂, 

大塚 紘未

伊藤 奏教員（４

月に追加）

6-7 5/8 12:50-16:00 歯学部演

習室

全体発表準備 ディスカッション全体発表項目、発

表法の検討

大木 明子, 

青木 和広, 

大塚 紘未, 

吉田 直美, 

塩沢 真穂

伊藤 奏教員（４

月に追加）

8 5/15 12:50-14:20 口腔保健

学科第３

講義室

全体発表 全体発表準備 大木 明子, 

青木 和広, 

大塚 紘未, 

吉田 直美, 

塩沢 真穂

伊藤 奏教員（４

月に追加）

成績評価の方法 

出席状況、課題準備内容、グループディスカッションの状況、全体発表の内容、課題レポートの内容で総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

PBLテュートリアル形式の授業のため、各自学習した内容を資料としてまとめ、準備をした上で授業に臨むこと。 

試験の受験資格 
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3分の 2以上の出席 

参考書 

・授業中に配布する資料。

・参考書は授業時に紹介する。

履修上の注意事項 

・試験規則に規定された出席要件を満たさない場合、本科目の単位は認定しない。  ・やむをえない事情で遅刻・欠席する場合は、担当

教員にその旨連絡する。  ・事前に資料の配布、WebClassへのアップロードがあった場合は、予習して授業に臨むこと。 

連絡先 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

品田 佳世子:随時 
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時間割番号 022208 

科目名 歯科衛生学総論 

担当教員 吉田 直美 

開講時期 後期 対象年次 1 単位数 1 

科目名：歯科衛生学総論 

時間数：90分×8回 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第2講義室 

授業の目的、概要等 

歯科衛生の変遷と、歯科衛生業務に必要な専門知識・技術の概要および基本事項を理解するとともに、歯科衛生士の主要業務や歯科衛

生過程の各場面で必要となる専門知識・技術の特徴を知る。 

授業の到達目標 

・歯科衛生の変遷を説明する。

・歯科衛生を担う職種として、歯科衛生士の活動の場と業務内容を説明する。

・歯科衛生業務で必要となる専門知識・専門技術の特徴を説明する。

・歯科臨床の業務で必要となる専門知識・専門技術を説明する。

・口腔疾患予防業務で必要となる専門知識・専門技術の特徴を説明する。

・歯科衛生過程の各場面で必要となる専門知識・専門技術の特徴を説明する。

・医療における多職種連携の重要性を説明する。

・医療における安全確保の意義と対策を概説する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 10/2 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室

歯科衛生学概要 ガイダンス  歯科衛生士像 吉田 直美

2 10/16 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室

歯科衛生士の変遷 歯科衛生士の歴史  歯科衛生士

の現況

吉田 直美

3 11/6 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室

歯科衛生士法と歯科衛

生業務

歯科衛生業務の法的定義  歯科

衛生士の社会的責任

吉田 直美

4 11/13 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室

歯科衛生業務の進め方 ニーズとは何か  歯科衛生過程と

は何か  歯科衛生過程の展開

吉田 直美

5 11/20 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室

医療倫理と医療安全管

理

医の倫理  患者の権利  インフォ

ームド・コンセント  医療安全とは

吉田 直美

6 11/27 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室

チーム医療と海外にお

ける活動

多職種連携  海外における歯科

衛生士の活動

吉田 直美

7-8 12/18 12:50-16:00 口腔保健

学科第２

講義室

歯科衛生士の専門性 プロフェッショナル  プロフェッショ

ナルリズム

吉田 直美

成績評価の方法 

・期末試験で総括的評価を行う。

・受講態度、出席状況等を総括的評価に加味する。

・本学歯学部試験規則第 11 条（期末試験及び中間試験の受験資格）に規定された出席要件を満たさない場合、本科目の単位は認定しな

い。 
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準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。

・出席が 2／3に満たない場合、単位は認定しない。出席要件を満たすように十分留意すること。

試験の受験資格 

2/3以上の出席 

教科書 

歯科衛生学総論／藤原愛子 ほか 著,：医歯薬出版，2012 

歯科医療倫理／樫則章 ほか 著,：医歯薬出版，2014 

・全国歯科衛生士教育協議会監修：最新歯科衛生士教本「歯科衛生学総論」，医歯薬出版，2012．

参考書 

歯科衛生士の臨床／E.M.ウィルキンス 著,石川達也 校閲,布施祐二, 眞木吉信, 松井恭平, 松崎晃 監訳,全国歯科衛生士教育協議会 監

修,：医歯薬出版，2008 

最新歯科衛生士教本 歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

最新歯科衛生士教本 歯科診療補助論／可児徳子, 合場千佳子, 高阪利美 編,：医歯薬出版，2007 

・全国歯科衛生士教育協議会監修：最新歯科衛生士教本「歯科診療補助論」，医歯薬出版，2007．

・全国歯科衛生士教育協議会監修：最新歯科衛生士教本「歯科予防処置論・歯科保健指導論」，医歯薬出版，2011．

・授業の際、印刷物を配布する。
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時間割番号 022209 

科目名 メディア情報学 

担当教員 木下 淳博, 佐々木 好幸, 須永 昌代, 品田 佳世子 

開講時期 後期 対象年次 1 単位数 1 

科目名：メディア情報学 

時間数：15時間 

授業形態：講義・演習 

主な講義場所 

１号館７階 口腔保健衛生学科第３講義室 

授業の目的、概要等 

口腔保健活動および研究活動に必要なメディア情報処理、コンテンツ作成の基礎を修得し、演習を行う。 

授業の到達目標 

１．学内無線LANに各自の持込みPCを接続できる。 

２．情報セキュリティー、著作権を理解して、口腔保健学に必要な情報処理を実践できる。 

３．PC上でプレゼンテーションファイル、静止画像、動画像を編集できる。 

４．表計算ソフトで簡単な集計ができる。 

５．インターネットからの情報を適切に収集し、吟味できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1 11/13 10:30-12:00 口腔保健

学科第３

講義室

情報セキュリティーと著

作権、メディアコンテン

ツ作成演習1

各自持参PCの無線LAN接続、情

報セキュリティー、著作権、フリー

ソフトによる静止画像処理

木下 淳博, 

須永 昌代

講義・協力：メディ

ア情報係

2 11/20 10:30-12:00 口腔保健

学科第３

講義室

メディアコンテンツ作成

演習2

フリーソフトによる静止画像処理と

パワーポイント演習

木下 淳博, 

須永 昌代

3 11/27 10:30-12:00 口腔保健

学科第３

講義室

メディアコンテンツ作成

演習3

フリーソフトによる動画像処理 木下 淳博, 

須永 昌代

4 12/4 10:30-12:00 口腔保健

学科第３

講義室

メディアコンテンツ作成

演習4

フリーソフトによる動画像処理 木下 淳博, 

須永 昌代

5 12/11 10:30-12:00 口腔保健

学科第３

講義室

表計算演習 エクセルによる集計、グラフ作成

とパワーポイントによる動画作成

木下 淳博, 

須永 昌代

6 12/18 10:30-12:00 口腔保健

学科第３

講義室

インターネット情報検索

演習

インターネットからの情報の収集

と吟味

佐々木 好幸

7 1/8 10:30-12:00 口腔保健

学科第３

講義室

課題発表（情報の収集と

吟味）

課題発表（情報の収集と吟味） 佐々木 好幸

8 1/15 10:30-12:00 口腔保健

学科第３

講義室

試験/課題発表（動画像

処理）

各自持参PCによる試験

（WebClass）および課題発表（動画

像処理）

木下 淳博, 

須永 昌代

成績評価の方法 

提出課題および第8回に行うネットワーク上での試験で総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

３分の２以上の出席 
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履修上の注意事項 

・入学時の案内・ガイダンス等で指定した推奨ノートPCに指定のソフト（Microsoft社製Power Pointは必須）をインストールして持参するこ

と。  ・各自ノートPC、USBフラッシュメモリーおよびステレオイヤホンを持参すること。 

備考 

口腔保健工学専攻と合同授業 

連絡先 

木下 淳博:kinoshita.emdv@tmd.ac.jp 

佐々木 好幸:sasaki.prev@tmd.ac.jp 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

須永 昌代:sunaga.emdv@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

木下 淳博:金 １６：００－１７：００ 3号館5階 教育メディア開発学分野 

佐々木 好幸:毎週月曜日・水曜日 17:00-19:00 

品田 佳世子:随時 

須永 昌代:随時 
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時間割番号 022210 

科目名 臨床体験実習 

担当教員 小原 由紀, 近藤 圭子, 安田 昌代, 足達 淑子 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 1～2 単位数 1 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室・学外施設等 

授業の目的、概要等 

多様な場における歯科衛生士の活動の見学体験を通して、歯科衛生士の専門性と社会的役割、専門職としての倫理観、態度、ならびに対

人援助の基本を学ぶ。 

授業の到達目標 

・体験した歯科衛生士の活動の実際について説明する。

・歯科衛生士の専門的業務と社会的役割について説明する。

・歯科衛生士としての倫理観、態度および対人援助の基本を説明する。

・歯科衛生士に必要となる専門知識・専門技術の基本事項を概説する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 10/9 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室

オリエンテーション 臨床体験実習の目的、スケジュー

ル

小原 由紀

2-4 10/23 12:50-17:40 その他

（口腔保

健学科口

腔保健衛

生学専

攻）

歯科診療所等における

歯科衛生活動

歯科医療機関におけるシャドーイ

ング実習

小原 由紀, 

安田 昌代, 

近藤 圭子

5 10/30 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室

実習成果発表 報告書作成  実習成果発表会 小原 由紀

6-8 12/11 12:50-17:40 口腔保健

学科第２

講義室, 

その他

（口腔保

健学科口

腔保健衛

生学専

攻）

歯科関連企業における

歯科衛生活動

小原 由紀

9 1/22 14:30-16:00 口腔保健

学科第２

講義室

本学歯学部附属病院に

おける歯科衛生活動1

歯学部附属病院における実習の

事前学習

小原 由紀

10-14 1/29 08:50-17:40 口腔保健

学科第２

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

本学歯学部附属病院に

おける歯科衛生活動2

歯学部附属病院外来見学実習   

患者体験実習  実習報告書作成

小原 由紀, 

近藤 圭子, 

足達 淑子
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相互実習

室, 第1

総合診療

室

成績評価の方法 

・報告書の提出、全体発表の結果をもって、総括的評価を行う。

・受講態度、出席状況等を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

3/4以上の出席が必要 

参考書 

・授業の際に紹介する。

履修上の注意事項 

・医療福祉の現場における実習となるため、身だしなみに注意すること。身だしなみ、実習態度が不適切な場合は、実習停止とすることが

ある。  ・3/4以上の出席が必要 

連絡先 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

小原 由紀:随時 
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第 2 学年 
履修科目・ユニット
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時間割番号 022210 

科目名 臨床体験実習 

担当教員 小原 由紀 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 1～2 単位数 1 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室・学外施設等 

授業の目的、概要等 

多様な場における歯科衛生士の活動の見学体験を通して、歯科衛生士の専門性と社会的役割、専門職としての倫理観、態度、ならびに対

人援助の基本を学ぶ。 

授業の到達目標 

・体験した歯科衛生士の活動の実際について説明する。

・歯科衛生士の専門的業務と社会的役割について説明する。

・歯科衛生士としての倫理観、態度および対人援助の基本を説明する。

・歯科衛生士に必要となる専門知識・専門技術の基本事項を概説する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 10/3 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室

オリエンテーション 臨床体験実習の目的、スケジュー

ル

小原 由紀

2-4 10/24 12:50-17:40 その他

（口腔保

健学科口

腔保健衛

生学専

攻）

歯科診療所等における

歯科衛生活動

歯科医療機関におけるシャドーイ

ング実習

小原 由紀, 

安田 昌代, 

近藤 圭子

5 10/31 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室

実習成果発表 報告書作成  実習成果発表会 小原 由紀

6-8 12/12 12:50-17:40 その他

（口腔保

健学科口

腔保健衛

生学専

攻）

歯科関連企業における

歯科衛生活動

実習前オリエンテーション 小原 由紀

9 1/23 14:30-16:00 口腔保健

学科第２

講義室

本学歯学部附属病院に

おける歯科衛生活動2

歯学部附属病院における実習の

事前学習

小原 由紀, 

近藤 圭子, 

足達 淑子

10-14 1/30 08:50-17:40 口腔保健

学科第２

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 第1

総合診療

室

本学歯学部附属病院に

おける歯科衛生活動2

歯学部附属病院外来見学実習   

患者体験実習  実習報告書作成

小原 由紀
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15 5/14 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

高齢者施設における歯

科衛生活動1

実習前オリエンテーション  高齢

者とのコミュニケーション

小原 由紀

16-22 5/24 09:00-16:50 その他

（口腔保

健学科口

腔保健衛

生学専

攻）

高齢者施設における歯

科衛生活動2

特別養護老人ホームでの実習 小原 由紀

23-26 5/31 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

高齢者施設における歯

科衛生活動3

実習成果発表  実習報告書の作

成

小原 由紀

27 11/15 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

職域における歯科衛生

活動1

実習前オリエンテーション  事前

学習課題

小原 由紀

28-35 11/29 09:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

職域における歯科衛生

活動2

産業歯科保健の実際 小原 由紀

36-38 12/6 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

職域における歯科衛生

活動2

産業歯科保健の動向  実習成果

発表

小原 由紀

成績評価の方法 

・報告書の提出、全体発表の結果をもって、総括的評価を行う。

・受講態度、出席状況等を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

3/4以上の出席が必要 

参考書 

・授業の際に紹介する。

履修上の注意事項 

・医療福祉の現場における実習となるため、身だしなみに注意すること。身だしなみ、実習態度が不適切な場合は、実習停止とすることが

ある。  ・3/4以上の出席が必要. 

連絡先 

ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

随時 
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時間割番号 022203 

科目名 人体の構造と機能Ⅱ 

担当教員 坂本 裕次郎, 井関 祥子, 勝山 成美 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 2 

科目名：人体の構造と機能及び疾病 

ユニット番号：2203

授業形態：講義・（一部実習を含む） 

時間数：必修2単位・30時間 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・坂本 裕次郎 

主な講義場所 

・口腔保健学科第4講義室（1号館西8階）

・口腔保健学科基礎科学実習室（1号館西7階）

・解剖学実習室（3号館B1階）

授業の目的、概要等 

人体の正常な構造と機能を理解して、生命現象が営まれるメカニズムを分子レベルから個体レベルへと統合的に理解するとともに、組織

および器官の発生のしくみと成長、発育、加齢の過程に伴う変化について理解する。 

授業の到達目標 

・運動器（骨格系と筋系）の構造と機能および発生と成長に伴う変化を説明する。

・循環器の構造と機能および発生と成長に伴う変化を説明する。

・循環調節のしくみおよび血液の役割を説明する。

・内分泌器の構造および発生と成長に伴う変化を説明する。

・末梢神経系および中枢神経系の構造と機能およびその発生と成長に伴う変化を説明する。

・感覚器系の構造と機能および発生と成長に伴う変化を説明する。

・消化器系の構造と機能および発生と成長に伴う変化を説明する。

・呼吸器系の構造と機能および発生と成長に伴う変化を説明する。

・泌尿器系の構造と機能、尿の生成機序を説明する。

・生体の恒常性維持機構（体温調節、体液組成および体液量の調節）を説明する。

・生殖器の構造と機能および発生と成長に伴う変化を説明する。

・体幹体肢の運動器、循環器、神経系の相互関係と頭頚部へのつながりについて説明する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 4/3 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

骨格系と筋系 肉眼解剖学的にみた骨と筋、全身

の骨格と筋の構成

坂本 裕次郎

2 4/4 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

骨格系と筋系 肉眼解剖学的にみた骨と筋、全身

の骨格と筋の構成

坂本 裕次郎

3 4/4 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

骨格系と筋系 肉眼解剖学的にみた骨と筋、全身

の骨格と筋の構成

坂本 裕次郎

4 4/4 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

心臓と脈管系の構造 心臓と血管・リンパ管の組織学的

構造

坂本 裕次郎

5 4/11 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

心臓と脈管系の構造 心臓と血管・リンパ管の組織学的

構造

坂本 裕次郎

6 4/11 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

循環器系 肉眼解剖学的にみた全身の循環

器の構成

坂本 裕次郎
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7 4/11 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

循環器系 肉眼解剖学的にみた全身の循環

器の構成

坂本 裕次郎

8 4/12 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

脊髄と神経系の基本構

造

神経系の構成、神経細胞と化学シ

ナプスの構造

坂本 裕次郎

9 4/12 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

全身の末梢神経系 脊髄と脊髄神経 坂本 裕次郎

10 4/18 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

循環器系の機能と循環

調節

心臓と脈管系の機能とその調節機

構

勝山 成美

11 4/18 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

循環器系の機能と循環

調節

心臓と脈管系の機能とその調節機

構

勝山 成美

12 4/18 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

血液の機能 血液の構成成分の働きと血液型 勝山 成美

13 4/19 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

全身の末梢神経系 脊髄神経系と自律神経系の走行 坂本 裕次郎

14 4/19 16:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

体幹体肢の骨格系の観

察

人体骨格標本を使って、体幹・体

肢の骨格系の特徴と頭部とのつ

ながりについて

坂本 裕次郎

15 4/25 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

全身の末梢神経系 脊髄神経系と自律神経系の走行 坂本 裕次郎

16 4/25 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

内分泌系の構造と発生 内分泌器官の種類と構造、発生過

程

井関 祥子

17 4/25 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

内分泌系の構造と発生 内分泌器官の種類と構造、発生過

程

井関 祥子

18 5/17 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

呼吸器系の構造 呼吸器系の構成と組織構造 坂本 裕次郎

19 5/23 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

神経系の発生 神経系の発生過程とその機構 井関 祥子

20 5/23 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

呼吸器系の発生 呼吸器系の発生過程とその機構 井関 祥子

21 5/30 11:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

体幹体肢の骨格系の観

察

人体骨格標本を使って、体幹・体

肢の骨格系の特徴と頭部とのつ

ながりについて

坂本 裕次郎

22 6/8 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

生殖器の構造と発生 生殖器の構造と発生のしくみ 坂本 裕次郎
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講義室

23 6/13 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

泌尿器系の構造と発生 泌尿器系の構造と発生のしくみ 井関 祥子

24 6/13 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

泌尿器系の構造と発生 泌尿器系の構造と発生のしくみ 井関 祥子

25 6/15 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

生殖器の構造と発生 生殖器の構造と発生のしくみ 坂本 裕次郎

26 7/11 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

呼吸器系の働き 呼吸運動、ガス交換のしくみ、呼

吸調節、肺気量の分画

勝山 成美

27 7/11 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

体温調節 発汗、体温調節機構 勝山 成美

28 7/11 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

尿の生成と体液の調節 尿生成のメカニズム、排尿、体液

量および体液組成の調節

勝山 成美

29 7/18 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

脊髄神経系・自律神経

系・脈管系と周囲の構造

体幹・体肢の末梢神経系・脈管系

の総括と頭頚部とのつながり

坂本 裕次郎

30 7/18 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

脊髄神経系・自律神経

系・脈管系と周囲の構造

体幹・体肢の末梢神経系・脈管系

の総括と頭頚部とのつながり

坂本 裕次郎

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、出席状況、授業態度等を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

・1年次開講の「人体の構造と機能Ⅰ」と一連の授業であることを理解しておくこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。

参考書 

人体の構造と機能／前田健康, 山田好秋 ほか著,：医歯薬出版，2010 

解剖学1 第11版 総説・骨学・靭帯学・筋学／森 於菟 ／ 小川 鼎三 ／ 大内 弘 ／ 森 富：金原出版，1982 

解剖学2 第11版 脈管学・神経系／平沢 興／岡本 道雄：金原出版，1982 

解剖学3 第11版 感覚器学・内臓学／小川 鼎三／山田 英智／養老 孟司：金原出版，1982 

標準組織学総論／藤田尚男, 藤田恒夫 原著,：医学書院，2015 

標準組織学各論／藤田尚男, 藤田恒夫 原著,：医学書院，2017 

標準生理学／小澤瀞司, 福田康一郎 監修,本間研一, 大森治紀, 大橋俊夫, 河合康明, 黒澤美枝子, 鯉淵典之, 伊佐正 編集,：医学書院，

2014 

ラングマン人体発生学／T.W.サドラー 著,安田峯生, 山田重人 訳,：メディカル・サイエンス・インターナショナル，2016

解剖学・組織発生学・口腔解剖学／全国歯科衛生士教育協議会 編,：医歯薬出版，1996 

生理学／全国歯科衛生士教育協議会 編,：医歯薬出版，1995 

履修上の注意事項 

・実習室で行われる授業では白衣とネームプレートを着用すること。

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

井関 祥子:s.iseki.emb@tmd.ac.jp 
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勝山 成美:katz.cnb@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 

井関 祥子:随時 （必ず事前に連絡すること） 

勝山 成美:随時（ただし必ず事前に連絡のこと） 
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時間割番号 022211 

科目名 科学英語Ⅰ 

担当教員 品田 佳世子, 關 奈央子, ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 1 

科目名：科学英語Ⅰ 

時間数：15時間 

授業形態：講義(英会話および e-learning含む） 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・口腔保健に関連する基本的英語表現を修得する。

・口腔保健に関して、英語で対応するための基礎的能力を身につける。

授業の到達目標 

・口腔保健関連の専門用語を英語で表現する。

・英会話で、予約対応、医療面接の補助等を行うための基礎を学ぶ。

・英語で歯科疾患について説明できるための基礎を学ぶ。

・英語でブラッシング、フッ化物の応用、シーラントを説明するための基礎を学ぶ。

・歯科、口腔保健関連の英文を読解し、内容を理解する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1-2 5/28 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

Making an 

appointment(Conversatio

n) 受付などの対応の

実践（英会話）  Healthy 

snacks for teeth(Reading)

Making an 

appointment(Conversation)  受付

などの対応の実践（英会話）  

Healthy snacks for teeth(Reading)

品田 佳世子, 

關 奈央子, 

Janelle Renee 

Moross

歯科英語の教科

書を予習しておく

こと

3-4 6/4 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

Asking the Medical 

History(Conversation)  

医療面接のアシスタント

（英会話）  Toothbrush 

and brushing (Reading)

Asking the Medical 

History(Conversation)  医療面接

のアシスタント（英会話）  

Toothbrush and brushing (Reading)

品田 佳世子, 

關 奈央子, 

Janelle Renee 

Moross

歯科英語の教科

書を予習しておく

こと

5-6 6/11 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

Periodontal 

disease(Conversation)  

Tooth designating 

system, Tobacco and oral 

health (Reading)

Periodontal disease(Conversation)  

Tooth designating system, Tobacco 

and oral health (Reading)

品田 佳世子, 

關 奈央子, 

Janelle Renee 

Moross

歯科英語の教科

書を予習しておく

こと

7-8 6/18 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

Tooth brushing 

Instruction(Conversation)  

Bleeding and swollen 

gums during pregnancy 

(Reading)

Tooth brushing 

Instruction(Conversation)  

Bleeding and swollen gums during 

pregnancy (Reading)

品田 佳世子, 

關 奈央子, 

Janelle Renee 

Moross

歯科英語の教科

書を予習しておく

こと

9-10 6/25 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室, 

情報検索

室

e-learning e-learning 關 奈央子, 

Janelle Renee 

Moross

歯科英語（英会

話）の授業を復習

しておくこと
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11-12 7/2 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

First aid steps for a 

knocked-out tooth, 

Global goals for oral 

health (Reading)

First aid steps for a knocked-out 

tooth, Global goals for oral health 

(Reading)

品田 佳世子 歯科英語の教科

書を予習しておく

こと

13-14 7/9 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

Why sealants?, Fluoride; 

How does it work?、Care 

for child's teeth, Post 

operative instructions

Why sealants?, Fluoride; How does it 

work?、Care for child's teeth, Post 

operative instructions (Reading)

品田 佳世子 歯科英語の教科

書を予習しておく

こと  口腔保健に

関する学術論文

配布、次の回まで

に予習すること

15 7/23 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

口腔保健に関する学術

論文（事前配布）

口腔保健に関する学術論文（事前

配布）

品田 佳世子 口腔保健に関す

る学術論文を予

習しておくこと

成績評価の方法 

・期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度、英語によるロールプレイの状況を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

・教科書や事前に配布された資料中の単語を調べ、声を出して読んで、予習をしておくこと。

・単語のテストの範囲を事前に知らせるので、学習しておくこと。

試験の受験資格 

全講義15時間の 2/3以上出席していること。 

教科書 

歯科英語／Thomas R.Ward, 川口陽子, 廣瀬浩二, 杉田めぐみ 著,：医歯薬出版，2013 

参考書 

丸ごと覚える歯科臨床英会話フレーズ集 川口陽子 監修・著 クインテッセンス出版 

TMDU 臨床トレーニングシリーズ 英語医療面接教材：56yo Female pain,他９本 關奈央子、須永昌代、福井雄二、ジャネル・モロス、樺沢

勇司、木下淳博 著 東京大学出版会 

備考 

担当（６時間）教員：關 奈央子 統合国際機構 

  Janelle Moross 統合国際機構 

連絡先 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

品田 佳世子:随時 
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時間割番号 022212 

科目名 科学英語Ⅱ 

担当教員 荒川 真一, 矢口 雅江 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 1 

科目名：科学英語Ⅱ 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

第4講義室 

授業の目的、概要等 

・口腔保健に関連する科学論文を検索でき、実際に読み内容を理解する能力を身につける。

・研究に関して、英語で発表できる能力を身につける。

授業の到達目標 

・英文科学論文の文献検索ができる。

・口腔保健関連の英語の専門用語を理解できる。

・口腔保健関連英文科学論文の内容を理解できる。

・口腔保健関連英文科学論文の内容を説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1-3 10/19 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

英文論文の種類・構成

について

様々な英文論文の種類について

説明する。英文論文の構成につい

て概説する。これにより、いかに

英文論文を読むかを体得する。

荒川 真一, 

矢口 雅江

4-6 10/26 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

論文検索の方法及び抄

読論文の選択

文献検索の方法を学ぶ。次回から

読む論文を選択する。

荒川 真一, 

矢口 雅江

PCを持参するこ

と。班別または、

個人ごとで選定

する。

7-9 11/2 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

英語論文抄読 全身疾患と歯周病など口腔保健関

連論文の紹介、読解

荒川 真一, 

矢口 雅江

PCを持参するこ

と。

10-12 11/9 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

英語論文抄読・抄読の

発表の準備

抄読の継続。次回論文内容を紹介

すが、その準備を行う。

荒川 真一, 

矢口 雅江

PCを持参するこ

と。

13-15 12/6 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

抄読の発表 論文内容を発表する。 荒川 真一, 

矢口 雅江

PCを持参するこ

と。

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・提出レポート、発表等で総括的評価を行う。

準備学習などについての具体的な指示 

あらかじめ配布された英文論文を読み、内容（当該研究の目的・方法・討論）を理解するよう努力する。Abstract を読み内容的に門外漢で

あった場合は、Introduntionで研究の背景を勉強しておく。 

参考書 

英和辞典、PC（文献検索に使用） 

履修上の注意事項 

科学論文の種類の解説、文献検索の方法、実際に各自（各グループ）で興味のあるテーマについて文献を検索し、当該論文を抄読する。

その結果を発表し、評価する。 

備考 
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・英語の辞書（電子辞書）、PC（文献検索に使用）等を持参すること。

・事前に配布された論文中のわからない単語を調べ、予習をしておくこと。
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時間割番号 022214 

科目名 歯・口腔の構造と機能 

担当教員 坂本 裕次郎, 勝山 成美 

開講時期 通年 対象年次 2 単位数 4 

科目名：歯・口腔の構造と機能 

ユニット番号：2204

授業形態：講義・（一部実習を含む） 

時間数：必修4単位・60時間 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・坂本 裕次郎 

主な講義場所 

・口腔保健学科第4講義室（1号館西8階）

・口腔保健学科基礎科学実習室（1号館西7階）

授業の目的、概要等 

顎・顔面・口腔領域の組織、器官の構造と機能および分子的基盤を学ぶとともに、それらの発生と成長について学び、顎・顔面・口腔領域

の健康と全身の健康との関連について理解を深める。 

授業の到達目標 

・ 顎顔面と口腔諸器官の構造および発生と成長について説明する。

・ 歯と歯列の方向用語、歯の形態を表す用語について説明する。

・ 歯の分類と表記方法について説明する。

・ 末梢神経系および中枢神経系の構造と機能およびその発生と成長に伴う変化を説明する。

・ 感覚器系の構造と機能および発生と成長に伴う変化を説明する。

・ 脳神経の支配様式と働きについて説明する。

・ 消化器系の構造と機能および発生と成長に伴う変化を説明する。

・ 唾液線の構造と分泌機構および唾液の成分とその作用について説明する。

・ 歯と歯周組織の形態と構成成分ならびに機能について説明する。

・ 歯と歯周組織の発生、成長過程を説明する。

・ 脳の構造と上行性・下行性伝導路について説明する。

・ 口腔領域の体性感覚器・味覚器官の構造と働きおよび発生と成長について説明する。

・ 下顎反射のしくみとその役割について説明する。

・ 咀嚼運動の神経機構と嚥下・吸引・嘔吐反射のしくみを説明する。

・ 発声・構音のしくみを説明する。

・ 口腔諸器官（歯・歯周組織・唾液線を含む）の機能と全身の正常機能とを関連づける。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 4/4 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

口腔諸器官の総論 口腔〜咽頭の構造と機能の基礎

知識、歯と歯周組織の構成要素

坂本 裕次郎

2 4/4 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯と歯列の総論 歯の種類と記号・方向用語、歯列

と咬合の基礎知識

坂本 裕次郎

3 4/25 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

中枢神経系の構成 脳の基本構成と脳脊髄膜と脳室系 坂本 裕次郎

4 4/25 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

脳神経 脳神経系の構成と基本走行 坂本 裕次郎

5 5/2 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

脳神経 脳神経系の構成と基本走行 坂本 裕次郎
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6 5/2 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

感覚器系の構造 感覚器の構造および感覚伝導路

の基本

坂本 裕次郎

7 5/2 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

感覚器系の構造 感覚器の構造および感覚伝導路

の基本

坂本 裕次郎

8 5/9 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

神経系の働き 興奮伝導・興奮伝達のしくみ、神経

伝達物質の働き

坂本 裕次郎

9 5/9 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

神経系の働き 末梢神経系の働き、脊髄の働きと

脊髄反射

坂本 裕次郎

10 5/9 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

神経系の働き 脳（大脳皮質、大脳辺縁系、間脳、

小脳、脳幹ほか）の働き

坂本 裕次郎

11 5/10 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

記憶・学習・情動行動 記憶・学習・情動行動のしくみ 坂本 裕次郎

12 5/10 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

消化器系総論 消化器系の全体像と発生および

基本構造

坂本 裕次郎

13 5/16 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

一般体性感覚、内臓感

覚

一般体性感覚、内臓感覚 勝山 成美

14 5/16 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

特殊感覚 視覚、聴覚、平衡感覚の伝導路と

機能

勝山 成美

15 5/16 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

特殊感覚 視覚、聴覚、平衡感覚の伝導路と

機能

勝山 成美

16 5/17 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

口腔粘膜・舌・唾液腺 口腔粘膜・舌・唾液腺の構造 坂本 裕次郎

17 5/17 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

口腔粘膜・舌・唾液腺 口腔粘膜・舌・唾液腺の構造 坂本 裕次郎

18 5/25 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

口腔粘膜・舌・唾液腺 口腔粘膜・舌・唾液腺の構造 坂本 裕次郎

19 5/30 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

口蓋、咽頭、喉頭 口蓋・咽頭・喉頭の構造 坂本 裕次郎

20 6/1 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

食道、胃腸 食道、胃、小腸、大腸の構造 坂本 裕次郎

21 6/6 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

肝胆膵 肝臓、胆のう、膵臓の構造 坂本 裕次郎

22 6/6 11:00-11:50 口腔保健 顎顔面領域の発生 顎顔面領域の初期発生 坂本 裕次郎
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学科第４

講義室

23 6/7 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯の発生1 硬組織形成前までの歯胚の発生

過程

坂本 裕次郎

24 6/7 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯の発生2 象牙質・歯髄複合体の形成機構 坂本 裕次郎

25 6/13 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯の発生3 エナメル質の形成機構 坂本 裕次郎

26 6/14 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯周組織の形成機構 歯周組織の形成機構 坂本 裕次郎

27 6/14 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

象牙質・歯髄複合体 象牙質・歯髄複合体の構造と象牙

質の成長線

坂本 裕次郎

28 6/20 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

エナメル質 エナメル質の構造と成長線 坂本 裕次郎

29 6/20 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯周組織 歯周組織の構造 坂本 裕次郎

30 6/25 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯列形成と歯の萌出と

交換

歯列と咬合の形成と歯の萌出と交

換のしくみ

坂本 裕次郎

31 6/25 10:00-10:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

口腔領域の消化器系の

組織観察

口唇・舌・扁桃・唾液腺の顕微鏡観

察

坂本 裕次郎

32 6/25 11:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

口腔領域の消化器系の

組織観察

口唇・舌・扁桃・唾液腺の顕微鏡観

察

坂本 裕次郎

33 6/27 10:00-10:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

顔面の発生・歯の発生

の組織像

顔面の発生、初期歯胚、硬組織形

成期歯胚の顕微鏡観察

坂本 裕次郎

34 6/27 11:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

顔面の発生・歯の発生

の組織像

顔面の発生、初期歯胚、硬組織形

成期歯胚の顕微鏡観察

坂本 裕次郎

35 7/4 10:00-10:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

歯と歯周組織の組織像 象牙質・エナメル質・歯周組織の

顕微鏡観察

坂本 裕次郎

36 7/4 11:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

歯と歯周組織の組織像 象牙質・エナメル質・歯周組織の

顕微鏡観察

坂本 裕次郎

-79-



室

37 7/26 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

中間まとめ ここまでのまとめ 坂本 裕次郎

38 11/6 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

中枢神経系 中枢神経系の外景と内景 坂本 裕次郎

39 11/6 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

中枢神経系 中枢神経系の外景と内景 坂本 裕次郎

40 11/13 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

中枢神経系 上行性・下行性伝導路 坂本 裕次郎

41 12/5 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯と口腔の神経 歯と口腔の感覚をつかさどる神経 坂本 裕次郎

42 12/5 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯と口腔の神経 歯と口腔の感覚をつかさどる神経 坂本 裕次郎

43 12/12 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯と口腔の神経 口腔の自律神経系 坂本 裕次郎

44 12/12 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯と口腔の神経 口腔の自律神経系 坂本 裕次郎

45 12/19 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

口腔粘膜感覚 口腔粘膜感覚のしくみ 坂本 裕次郎

46 12/19 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯髄感覚・歯根膜感覚 歯髄感覚・歯根膜感覚のしくみ 坂本 裕次郎

47 12/20 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

唾液腺の機能 唾液の分泌機構 坂本 裕次郎

48 12/20 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

唾液腺の機能 唾液の性状・成分・生理作用 坂本 裕次郎

49 1/8 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

味覚・嗅覚 味覚と嗅覚のしくみ 坂本 裕次郎

50 1/8 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

味覚・嗅覚 味覚と嗅覚のしくみ 坂本 裕次郎

51 1/8 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

咀嚼運動 顎関節の感覚をつかさどる神経 坂本 裕次郎

52 1/10 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

咀嚼運動 咀嚼運動の制御機構 坂本 裕次郎

-80-



53 1/10 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

咀嚼運動 口蓋と咽頭のつながり 坂本 裕次郎

54 1/15 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

下顎反射、嚥下、吸引、

嘔吐

開口反射と閉口反射のしくみ、嚥

下、吸引、嘔吐のしくみ

坂本 裕次郎

55 1/15 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

発声と構音 発声のしくみと構音 坂本 裕次郎

56 1/15 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

消化と吸収 消化管運動のしくみ 坂本 裕次郎

57 1/17 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

実習の解説 基礎科学実習との関連について 坂本 裕次郎

58 1/18 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

消化と吸収 消化液の成分と作用および分泌

調節

坂本 裕次郎

59 1/18 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

消化と吸収 栄養素の消化と吸収および排便

反射のしくみ

坂本 裕次郎

60 2/5 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

総まとめ 総まとめ 坂本 裕次郎

成績評価の方法 

・前期評価と後期評価を総合して年間評価とするが、原則として前期と後期それぞれに合格しなくてはならない。

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、出席状況、授業態度等を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。

試験の受験資格 

・前期末と後期末に評価するので、前期と後期それぞれに受験資格を満たさなくてはならない。

参考書 

歯・口腔の構造と機能 : 口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学／全国歯科衛生士教育協議会 監修,井出吉信, 山田好秋 ほか著,：医

歯薬出版，2011 

人体の構造と機能／前田健康, 山田好秋 ほか著,：医歯薬出版，2010 

Ten Cate口腔組織学／Ten Cate [原著],Antonio Nanci 編著,川崎堅三 監訳,：医歯薬出版，2006 

解剖学2 第11版 脈管学・神経系／平沢 興／岡本 道雄：金原出版，1982 

解剖学3 第11版 感覚器学・内臓学／小川 鼎三／山田 英智／養老 孟司：金原出版，1982 

基礎歯科生理学／森本俊文, 山田好秋, 二ノ宮裕三, 岩田幸一 編,：医歯薬出版，2014 

標準組織学各論／藤田尚男, 藤田恒夫 原著,：医学書院，2017 

標準生理学／小澤瀞司, 福田康一郎 監修,本間研一, 大森治紀, 大橋俊夫, 河合康明, 黒澤美枝子, 鯉淵典之, 伊佐正 編集,：医学書院，

2014 

解剖学・組織発生学・口腔解剖学／全国歯科衛生士教育協議会 編,：医歯薬出版，1996 

生理学／全国歯科衛生士教育協議会 編,：医歯薬出版，1995 

履修上の注意事項 

・実習室で行われる授業では白衣とネームプレートを着用すること。
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備考 

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

勝山 成美:katz.cnb@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 

勝山 成美:随時（ただし必ず事前に連絡のこと） 
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時間割番号 022215 

科目名 歯の形態学 

担当教員 坂本 裕次郎, 安江 透 

開講時期 通年 対象年次 2 単位数 1 

科目名：歯・口腔の構造と機能 

ユニット番号：2205

授業形態：講義・実習 

時間数：必須1単位・30時間 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・坂本 裕次郎 

主な講義場所 

・口腔保健学科基礎科学実習室（1号館西7階）

・口腔保健学科第4講義室（1号館西8階）

・解剖学実習室（3号館B1階）

授業の目的、概要等 

歯の種類と形態的特徴および役割、頭蓋と顎関節および頭頚部の諸器官の構造を互いに関連付けて学び、歯と口腔の役割を包括的に理

解するとともに、顎・顔面・口腔領域の健康と全身の健康との相互関係について理解を深める。 

授業の到達目標 

・ 口腔の構造とはたらきについて説明する。

・ 歯と歯周組織の構成要素ならびに役割について説明する。

・ 歯と歯列の方向用語、歯の形態を表す用語について説明する。

・ 歯の分類と表記方法について説明する。

・ 永久歯の種類ごとに歯冠と歯根の形態について説明する。

・ 永久歯の種類と上下左右の区別について説明する。

・ 乳歯の種類ごとに歯冠と歯根の形態について説明する。

・ 乳歯の種類と上下左右の区別について説明する。

・ 歯の形態について立体的に表現する。

・ 頭蓋を構成する骨の種類と形態および顎関節の構造について説明する。

・ 頭頚部の筋の種類と起始・停止、支配神経と作用を説明する。

・ 頭頚部の動・静脈、リンパ系について説明する。

・ ヒトの歯の形態と顎運動を互いに関連付けて説明する。

・ 口腔諸器官の機能と全身の正常機能とを関連づける。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 4/11 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

永久歯の解剖学 切歯・犬歯・小臼歯の形態 坂本 裕次郎

3-4 4/12 15:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

歯の形態1 切歯のスケッチと形態形成 坂本 裕次郎

5-6 4/18 15:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

歯の形態2 犬歯と小臼歯のスケッチと形態形

成

坂本 裕次郎, 

安江 透

7 4/19 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

永久歯の解剖学 大臼歯の形態 坂本 裕次郎

8 4/19 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

乳歯の解剖学 乳切歯・乳犬歯・乳臼歯の形態 坂本 裕次郎
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講義室

9 4/26 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

乳歯の解剖学 乳切歯・乳犬歯・乳臼歯の形態 坂本 裕次郎

10-12 4/26 14:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

歯の形態3 小臼歯と大臼歯のスケッチと形態

形成

坂本 裕次郎, 

安江 透

13-14 5/10 15:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

歯の形態3 大臼歯のスケッチと形態形成 坂本 裕次郎, 

安江 透

15 5/18 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

永久歯の解剖学 永久歯のまとめ 坂本 裕次郎

16 10/25 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

頭蓋 頭蓋の外景・内景 坂本 裕次郎

17 11/13 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

頭蓋 頭蓋の外景・内景の観察 坂本 裕次郎

18 11/20 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

頭頚部の脈管系 頭頚部の動・静脈1 坂本 裕次郎

19 11/20 14:00-14:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

頭蓋 頭蓋の外景・内景の観察 坂本 裕次郎

20 11/27 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

頭蓋 頭蓋を構成する骨 坂本 裕次郎

21 11/28 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

頭頚部の脈管系 頭頚部の動・静脈2、リンパ管・リ

ンパ節

坂本 裕次郎

22 11/28 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

頭頚部の筋系と頚筋膜 表情筋・咀嚼筋・浅頚筋・外側頚筋 坂本 裕次郎

23 11/28 13:00-13:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

頭蓋 頭蓋を構成する骨の観察 坂本 裕次郎

24 12/13 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

頭頚部の筋系と頚筋膜 前頚筋（舌骨上筋、舌骨下筋）・後

頚筋、頚筋膜

坂本 裕次郎

25 12/13 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

顎関節と顎運動 顎関節の構造と機能および顎運

動

坂本 裕次郎

26 12/13 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

顎関節と顎運動 顎関節の構造と機能および顎運

動

坂本 裕次郎
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講義室

27 1/23 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

実習の解説 見学実習・基礎科学実習との関連 坂本 裕次郎

28-30 1/25 13:00-15:50 解剖学実

習室

解剖学見学実習 解剖体を使って、頭頚部を中心と

した局所解剖観察

坂本 裕次郎

成績評価の方法 

・授業は講義と実習を合わせて行い、期末の客観試験、論述試験および実習内容で総括的評価を行う。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、出席状況、提出物、授業態度等も総括的評価に加える。

・前期と後期での講義の評価と実技の評価を総合して年間評価するが、原則として前期と後期に講義と実技のそれぞれに合格しなくては

ならない。 

準備学習などについての具体的な指示 

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。

試験の受験資格 

・前期末と後期末に講義と実技を評価するので、前期と後期それぞれに講義と実技での受験資格を満たさなくてはならない。

参考書 

歯・口腔の構造と機能 : 口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学／全国歯科衛生士教育協議会 監修,井出吉信, 山田好秋 ほか著,：医

歯薬出版，2011 

歯の解剖学／藤田 恒太郎／原著,：金原出版，1995 

解剖学1 第11版 総説・骨学・靭帯学・筋学／森 於菟 ／ 小川 鼎三 ／ 大内 弘 ／ 森 富：金原出版，1982 

解剖学2 第11版 脈管学・神経系／平沢 興／岡本 道雄：金原出版，1982 

解剖学3 第11版 感覚器学・内臓学／小川 鼎三／山田 英智／養老 孟司：金原出版，1982 

解剖学・組織発生学・口腔解剖学／全国歯科衛生士教育協議会 編,：医歯薬出版，1996 

履修上の注意事項 

・実習室で行われる授業では白衣とネームプレートを着用すること。   ・解剖学実習室で行われる授業では、白衣と上履きを着用するほ

か、臨床系実習と同様のゴム手袋（グローブ）やマスク等を着用すること。 

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

安江 透:yasue.fpoe@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 

安江 透:随時 
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時間割番号 022216 

科目名 口腔保健衛生基礎科学 

担当教員 坂本 裕次郎, 青木 和広, 田村 幸彦, 水口 俊介, 駒ヶ嶺 友梨子, 品田 佳世子, 鈴木 敏彦, 芦田 浩 

開講時期 通年 対象年次 2 単位数 1 

科目名：口腔保健衛生基礎科学 

ユニット番号：2206

授業形態：実習 

対象年次：2年・編入3年 

時間数：必修1単位・30時間 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・坂本 裕次郎 

主な講義場所 

・口腔保健学科基礎科学実習室（1号館西7階）

・解剖学実習室（3号館B1階）

・上記以外の場所で行う実習項目があるので事前に確認すること。

授業の目的、概要等 

人体の構造と機能及び疾病、歯・口腔の構造と機能、疾病の成り立ちと回復過程の促進などの講義で学習した内容について、実習を通し

て理解を深める。 

授業の到達目標 

・人体の筋、神経系および主要器官を観察して特徴を説明する。（2年生対象）

・人体の主要器官の組織標本を観察して特徴を説明する。

・細菌の分離培養とその細菌の鑑別を行う。

・組織標本の切片作製と染色を行い、光学顕微鏡観察の意義について説明する。

・咀嚼その他の各種の運動と筋の働きの検査を行い、筋の種類と働きについて説明する。

・味覚および体性感覚の感覚検査を行い、感覚のしくみについて説明する。

・中枢神経に作用する薬物とくに麻酔薬の作用とED50について理解する。

・蛍光色素等の硬組織内への沈着を観察し、硬組織の成長・発育過程を説明する。

・う蝕および歯周病のリスクおよびその予防法について説明する。（編入生対象）

・口臭の測定や口腔内状況を観察し、口臭の発生や予防について説明する。（編入生対象）

・歯科で用いられる生体材料の基本的な操作法を説明する。（編入生対象）

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 6/22 09:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

解剖組織実習1 組織標本作製（組織切片の作製）

と組織標本の顕微鏡観察1

坂本 裕次郎

4-6 6/29 09:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

解剖組織実習2 組織標本作製（組織切片の染色）

と顕微鏡観察2

坂本 裕次郎

7-9 7/11 13:00-15:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

細菌学実習 細菌標本の作製と観察 鈴木 敏彦

10-12 7/25 13:00-15:50 解剖学実

習室

肉眼解剖学実習 解剖体を使って、頭頚部以外を中

心にした観察

坂本 裕次郎

13 7/26 14:00-14:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

解剖組織実習3 組織標本作製（組織切片の染色）

と顕微鏡観察3

坂本 裕次郎
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14 1/18 09:00-09:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

解剖と機能の実習 解剖と機能の実習の予告説明 坂本 裕次郎

15-18 1/22 13:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

解剖と機能の実習 感覚機能検査（味覚閾値測定・皮

膚感覚の測定）、咀嚼機能検査（下

顎運動の測定）

水口 俊介, 

坂本 裕次郎, 

駒ヶ嶺 友梨

子

19-22 1/29 13:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

解剖と機能の実習 感覚機能検査（味覚閾値測定・皮

膚感覚の測定）、咀嚼機能検査（下

顎運動の測定）

水口 俊介, 

坂本 裕次郎, 

駒ヶ嶺 友梨

子

23-26 2/1 13:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

薬理学実習1 全身麻酔薬の作用、アップダウン

法によるED50の検討

青木 和広, 

田村 幸彦, 

菅森 泰隆

27-30 2/8 13:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

薬理学実習2 硬組織内時刻描記法による象牙

質、骨の成長方向、骨形成の観察  

骨吸収抑制薬の作用を観察

青木 和広, 

田村 幸彦, 

菅森 泰隆

成績評価の方法 

・出席状況、実習態度、提出レポート等で総括的評価を行う。

・各基礎系ユニットに該当する実習項目ごとの評価を総合して評価するが、原則としてそれぞれに合格しなくてはならない。

準備学習などについての具体的な指示 

・基礎歯科学系の講義で学習した内容を復習して、実習内容との関連性を確認しておくこと。

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、配付された実習書等を読み、関連知識を予習しておくこと。

試験の受験資格 

各基礎系ユニットに該当する実習項目ごとに評価するので、原則としてそれぞれに出席を満たさなくてはならない。 

参考書 

・基礎歯科学系各ユニットの参考書欄を参照。

履修上の注意事項 

・実習室では、必ず白衣とネームプレートを着用すること。   ・解剖学実習室では、白衣とネームプレートのほかに、上履きを着用するほ

か、手袋（臨床系実習と同様のグローブ）やマスク等を着用すること。  ・編入生の実施日時は、編入生の履修時間割を確認して、夏季・冬

季休暇なども含めて実施可能なときに行う。 

備考 

・編入生が時間割の都合上、2年生と同じ授業時間に実習できない項目は、担当教員と相談して日時を決めること。

・編入生だけが対象の到達目標に該当する内容の実習は、2年生に対しては別ユニットの授業で実施されている。

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

鈴木 敏彦:suzuki.bact@tmd.ac.jp 

水口 俊介:s.minakuchi.gerd@tmd.ac.jp 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

青木 和広: kazu.hpha@tmd.ac.jp 

田村 幸彦:tamu.hpha@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 

鈴木 敏彦:月〜金 17:00-19:00 M&Dタワー8階南 細菌感染制御学分野教員室 

水口 俊介:随時 
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品田 佳世子:随時 

青木 和広: 随時（必ず事前に連絡を入れること）2号館2階 217号室(口腔基礎工学分野） 

田村 幸彦:毎週金曜日 16：00-19：00 MDタワー7階北 研究室(N713) 

事前にメールなどで御連絡下さい。 
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時間割番号 022218 

科目名 病理学総論 

担当教員 坂本 裕次郎, 池田 通, 栢森 高 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 1 

主な講義場所 

口腔保健学科第4講義室 

授業の目的、概要等 

全疾患を先天異常、細胞・組織傷害（代謝障害、退行性病変）、増殖と修復、循環障害、炎症、免疫異常、腫瘍に分類してそれぞれの病因

と細胞・組織変化を概説する。 

授業の到達目標 

疾患を医学的な目で見、医学的な見地からとらえることができるようになり、分類ごとの病因論と細胞・組織変化の基礎を理解している。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 4/3 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

病理学序論 病理学の歴史、病因論 栢森 高

3-4 4/10 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

遺伝性疾患 染色体異常、遺伝子異常、奇形 栢森 高

5-6 4/17 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

代謝障害 代謝障害、退行性病変 栢森 高

7-8 4/24 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

増殖と修復 再生と修復、進行性病変、創傷治

癒

栢森 高

9-10 5/1 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

循環障害 循環障害 栢森 高

11-12 5/8 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

炎症 炎症、感染症 栢森 高

13-14 5/15 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

免疫異常、腫瘍総論① 免疫学の基礎、免疫異常、腫瘍の

発生機序

池田 通

15 5/22 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

腫瘍総論② 腫瘍の種類と性質 池田 通

成績評価の方法 

・授業への取り組みと筆記試験の得点に基づき、評価を行う。

準備学習などについての具体的な指示 

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。

試験の受験資格 

大学の規定に基づいた出席日数授業に出席した者には受験資格を与える。 

教科書 

病理学・口腔病理学／仙波伊知郎, 髙田隆 ほか 著,：医歯薬出版，2012 

参考書 

系統看護学講座 疾病のなりたちと回復の促進[1] 病理学／大橋健一、谷澤 徹 ほか著：医学書院，2015 

シンプル病理学／笹野公伸, 岡田保典, 安井弥 編集,：南江堂，2015
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履修上の注意事項 

正常組織の構造と機能に基づいて病的な変化を説明するため、解剖学の知識を整理しておくこと。 

参照ホームページ 

・日本病理学会 病理コア画像 http://pathology.or.jp/corepictures2010/index.html

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

池田 通:tohrupth.mpa@tmd.ac.jp 

栢森 高:kayamori.mpa@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 

池田 通:毎週月、金曜日 PM.16:00-17:00 1号館東4階口腔病理学分野教授室 

栢森 高:毎週金曜日 PM.4:00-5:30 １号館東４階口腔病理学第１研究室 
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時間割番号 022219 

科目名 病原微生物と生体防御 

担当教員 坂本 裕次郎, 永井 重徳, 鈴木 敏彦, 芦田 浩, 砂川 光宏, 礪波 健一 

開講時期 通年 対象年次 2 単位数 2 

科目名：疾病の成り立ちと回復過程の促進 

ユニット番号：2208

授業形態：講義 

時間数：必須2単位・30時間 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・坂本 裕次郎 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

病原微生物の特徴と病原性、口腔および全身の感染症の病因と感染成立の機序および生体の防御反応のしくみについて理解し、その理

解に基づく感染予防の方法ならびに実際の対処法を理解する。 

授業の到達目標 

・細菌、ウィルス等による感染について、微生物の病原性を構造、機能、遺伝的因子から理解する。

・感染の予防と治療の基礎を微生物の特性に着眼して理解する。

・病原微生物の分類と病原性について説明する。

・口腔細菌の特徴と病原性について説明する。

・免疫獲得と免疫寛容の機構および免疫疾患の病因・病態について説明する。

・病原微生物や様々な外来刺激に対する生態の防御系を説明する。

・疼痛の病因・病態について説明する。

・顎・顔面・口腔領域の神経痛の病因・病態について説明する。

・歯科医療現場で遭遇する感染症について説明する。

・感染予防の方法と限界について説明する。

・医療現場における安全対策について説明する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 5/23 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

免疫概論 免疫システムとは、自己寛容 永井 重徳

2 5/30 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

免疫担当細胞 免疫担当細胞 永井 重徳

3 6/6 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

自然免疫 食細胞、抗体、補体、自然免疫 永井 重徳

4 6/20 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

適応免疫1 細胞性免疫、エフェクター細胞 永井 重徳

5 6/27 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

適応免疫2 液性免疫、免疫記憶、ワクチン 永井 重徳

6 7/2 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

微生物学総論1 感染症の歴史 鈴木 敏彦

7 7/2 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

微生物学総論2 微生物の多様性と分類 鈴木 敏彦
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8 7/2 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

微生物学総論3 微生物の構造 鈴木 敏彦

9 7/4 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

アレルギー 過敏症、自己免疫 永井 重徳

10 7/9 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

微生物学総論4 微生物の増殖 鈴木 敏彦

11 7/9 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

感染と発症1 感染経路 鈴木 敏彦

12 7/9 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

感染と発症2 ワクチンと病原性 鈴木 敏彦

13 7/17 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

化学療法と滅菌・消毒1 化学療法 芦田 浩

14 7/17 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

化学療法と滅菌・消毒2 化学療法と薬剤耐性 芦田 浩

15 7/17 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

化学療法と滅菌・消毒3 滅菌と消毒 芦田 浩

16 7/23 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

細菌学各論1 グラム陽性菌 鈴木 敏彦

17 7/23 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

細菌学各論2 グラム陰性菌 鈴木 敏彦

18 7/23 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

細菌学各論3 その他の細菌 鈴木 敏彦

19 7/25 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

口腔微生物1 口腔内フローラ 鈴木 敏彦

20 7/25 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

口腔微生物2 口腔微生物と疾患 鈴木 敏彦

21 7/25 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

ウイルス学各論 ウイルスと感染症 鈴木 敏彦

22 1/17 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

顎・顔面領域の疼痛 脳神経と顎・顔面領域の疼痛の原

因と機序

坂本 裕次郎

23 1/29 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

疼痛総論 疼痛の概念と分類、疼痛発生の原

因と機序

坂本 裕次郎

24 1/29 11:00-11:50 口腔保健 疼痛総論 疼痛の概念と分類、疼痛発生の原 坂本 裕次郎
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学科第４

講義室

因と機序

25 2/4 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

安全対策 歯科医療現場における安全対策 礪波 健一

26 2/4 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

安全対策 歯科医療現場における安全対策 礪波 健一

27 2/5 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科医療と感染症 歯科医療現場において遭遇する

おもな感染症

砂川 光宏

28 2/5 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科医療と感染症 歯科医療現場において遭遇する

おもな感染症

砂川 光宏

29 2/12 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

感染予防の方法 歯科医療現場における感染予防

法の実際

砂川 光宏

30 2/12 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

感染予防の方法 歯科医療現場における感染予防

法の実際

砂川 光宏

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、出席状況、授業態度等も総括的評価に加える。

・前期評価と後期評価を総合して年間評価とするが、原則として前期と後期それぞれに合格しなくてはならない。

準備学習などについての具体的な指示 

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。

試験の受験資格 

・前期末と後期末に評価するので、前期と後期それぞれに受験資格を満たさなくてはならない。

参考書 

微生物学 : 疾病の成り立ち及び回復過程の促進 2／木村重信 ほか著,：医歯薬出版，2011 

微生物学／梅本俊夫, 奥田克爾, 中山浩次, 三宅洋一郎 著,：医歯薬出版，2007 

標準微生物学／中込治, 神谷茂 編集,：医学書院，2015 

からだをまもる免疫のふしぎ／日本免疫学会 編,石川ともこ イラスト,：羊土社，2008 

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

鈴木 敏彦:suzuki.bact@tmd.ac.jp 

砂川 光宏:m.sunakawa.endo@tmd.ac.jp 

礪波 健一:ken1.gend@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 

鈴木 敏彦:月〜金 17:00-19:00 M&Dタワー8階南 細菌感染制御学分野教員室 

砂川 光宏:随時（必ず事前に連絡を入れること） 

礪波 健一:毎週水曜日 16:00-18:00 １０号館２階総合診療歯科学準教授・講師室 
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時間割番号 022220 

科目名 口腔病理学 

担当教員 坂本 裕次郎, 池田 通, 坂本 啓, 栢森 高 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 1 

主な講義場所 

口腔保健学科第4講義室 

授業の目的、概要等 

顎口腔領域の疾患の病理学的分類および病因と病態に関する基本的知識を理解するために、正常と異常との機能的、形態的違いに特に

注目して概説する。 

授業の到達目標 

・顎口腔領域の疾患を病理学的に分類し、それぞれについて理解している。

・顎口腔領域疾患による病理形態学的な変化に関する基礎知識を身につけている。

・顎口腔領域の主な疾患について臨床症状を含めて病理学的に概説できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 10/3 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯の異常 歯の発育異常、歯の損傷と付着物 坂本 啓

3-4 10/10 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

齲蝕 齲蝕 坂本 啓

5-6 10/17 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯髄炎 歯髄炎 坂本 啓

7-8 10/24 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯周炎 根尖性歯周炎  歯周病  治癒の

病理

池田 通

9-10 10/31 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

口腔の発育異常、嚢胞 口腔の発育異常  顎口腔領域の

嚢胞

池田 通

11-12 11/7 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

口腔粘膜疾患 口腔粘膜疾患 栢森 高

13-14 11/14 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

口腔の腫瘍、顎骨の病

変

口腔の腫瘍  顎骨・唾液腺の腫瘍

性、炎症性疾患

栢森 高

15 11/28 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

唾液腺疾患 唾液腺の腫瘍性疾患  唾液線の

炎症性疾患

栢森 高

成績評価の方法 

・授業への取り組みと筆記試験の得点に基づき、評価を行う。

準備学習などについての具体的な指示 

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。

試験の受験資格 

大学の規定に基づいた出席日数授業に出席した者には受験資格を与える。 

教科書 

病理学・口腔病理学／仙波伊知郎, 髙田隆 ほか 著,：医歯薬出版，2012 

参考書 
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新口腔病理学／下野正基, 高田隆 編,：医歯薬出版，2008 

口腔病理アトラス 第3版／高木實 監修, 高田隆, 豊澤 悟 編：文光堂，2018 

履修上の注意事項 

正常組織の構造と機能に基づいて病的な変化を説明するため、解剖学の知識を整理しておくこと。 

参照ホームページ 

・口腔病理基本画像アトラス http://www.dent.nihon-u.ac.jp/OralPathologyAtlas/Ver1/

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

坂本 啓:s-kei.mpa@tmd.ac.jp 

池田 通:tohrupth.mpa@tmd.ac.jp 

栢森 高:kayamori.mpa@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 

坂本 啓:水 16：30-18：00 

池田 通:毎週月、金曜日 PM.16:00-17:00 1号館東4階口腔病理学分野教授室 

栢森 高:毎週金曜日 PM.4:00-5:30 １号館東４階口腔病理学第１研究室 
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時間割番号 022221 

科目名 薬理学 

担当教員 坂本 裕次郎, 青木 和広, 田村 幸彦 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 1 

科目名：疾病の成り立ちと回復過程の促進 

ユニット番号：2008

授業形態：講義 

時間数：必修1単位・15時間 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・青木 和広 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

医薬品の薬理作用を理解し、薬物を安全かつ効果的に利用するために必要な基本的知識を修得する。 

授業の到達目標 

・薬理作用の種類を説明できる。

・薬物受容体と細胞内情報伝達系について説明できる。

・薬物の構造活性相関について説明できる。

・薬物の投与方法とその特徴について説明できる。

・薬物の生体内動態（吸収、分布、代謝、排泄）について説明できる。

・薬物を安全に使用するための基本的考え方を修得する。

・薬理作用を規定する要因について説明できる。

・薬物の連用および併用に伴う現象について説明できる。

・中枢神経系作用薬物の種類と作用について説明できる。

・末梢神経系作用薬物の種類と作用について説明できる。

・局所麻酔について説明できる。

・痛みと薬物について説明できる。

・抗炎症薬の種類と作用について説明できる。

・硬組織に作用する薬の種類と作用について説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 1/18 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

薬理学の基礎、医療と

薬物

薬理学、薬力学、薬物動態学、ゲ

ノム薬理学の概要

青木 和広

2 1/18 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

身体と薬物１ 薬の使用目的とその作用、受容体

と薬物

青木 和広

3 1/25 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

身体と薬物２ 化学構造と薬理作用、薬物の適用

方法

青木 和広

4 1/25 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

身体と薬物３ 薬物の生体内変化、代謝、排泄 青木 和広

5 1/25 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

身体と薬物４ 薬物の生物学的検定法、用量反応

曲線

青木 和広

6 1/30 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

身体と薬物５ 薬理作用を規定する要因 田村 幸彦

7 1/30 10:00-10:50 口腔保健 身体と薬物６ ライフステージと薬物 田村 幸彦
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学科第４

講義室

8 2/1 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

抗炎症薬 ステロイド性抗炎症薬、非ステロ

イド性抗炎症薬、痛風治療薬

青木 和広

9 2/1 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

痛みと薬物 麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬、

解熱鎮痛薬

青木 和広

10 2/1 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

中枢神経系作用薬１ 全身麻酔薬、睡眠薬 青木 和広

11 2/6 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

末梢神経系作用薬物 神経伝達物質、自律神経系作用薬 江面 陽一

12 2/6 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

末梢神経系作用薬物 神経伝達物質、自律神経系作用

薬、運動神経系作用薬

江面 陽一

13 2/8 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

局所麻酔薬 局所麻酔薬の作用機序・分類・代

謝

田村 幸彦

14 2/8 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

中枢神経系作用薬２ 向精神薬、抗けいれん薬、抗パー

キンソン薬、中枢神経興奮薬

田村 幸彦

15 2/8 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

硬組織に作用する薬物 骨吸収抑制薬・骨形成促進薬・骨

質改善薬

青木 和広

授業方法 

TBL方式を取り入れた講義を行う。 

クリッカーも用いた講義も行う。

成績評価の方法 

・授業ごとの小テスト、提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。

・出席状況および授業態度を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、必ず目を通してから講義に臨むこと。

・すでに終了している講義の復習をすることを勧める。

試験の受験資格 

3分の 2の出席 

教科書 

：医歯薬出版 

参考書 

薬理学／全国歯科衛生士教育協議会 編,川口充, 大浦清, 大谷啓一, 戸苅彰史, 加藤有三, 篠原光子 著,：医歯薬出版，2011 

シンプル薬理学／野村隆英, 石川直久 編集,：南江堂，2014

現代歯科薬理学／大谷啓一, 鈴木邦明, 戸苅彰史 編,加藤有三, 篠田壽 監修,：医歯薬出版，2012 

コメディカルのための薬理学／渡邊泰秀, 樋口マキヱ 編集,：朝倉書店，2012

現代歯科薬理学 第6版：医歯薬出版，2018 

最新薬理学 : 疾病の成り立ち及び回復過程の促進／大浦清, 戸苅彰史 編集,：学建書院，2017 

参照ホームページ 

WebClass の OH2 口腔保健衛生基礎科学 2018のコースの中に薬理学の授業資料をアップします。 

連絡先 
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坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

青木 和広: kazu.hpha@tmd.ac.jp 

田村 幸彦:tamu.hpha@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 

青木 和広: 随時（必ず事前に連絡を入れること）2号館2階 217号室(口腔基礎工学分野） 

田村 幸彦:毎週金曜日 16：00-19：00 MDタワー7階北 研究室(N713) 

事前にメールなどで御連絡下さい。 
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時間割番号 022222 

科目名 社会保障Ⅱ 

担当教員 樺沢 勇司, 遠藤 康裕 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 2 

科目名：社会保障Ⅱ 

時間数：30時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

本講義では社会保障の制度体系・考え方について学びます。 

受講する皆さんには、社会保障、社会福祉の問題が、自分自身の生活と結びついていることを理解し、これら制度について考えられるよ

うになってほしいと思います。 

授業の到達目標 

・現代社会における社会保障制度の位置づけと課題を説明できる。

・社会保障制度の概念・理念・対象を説明できる。

・社会保障制度の体系（各制度の概要）を説明できる。

・社会保障の財源と費用を説明できる。

・社会保険と公的扶助の関係を説明できる。

・社会保険制度と民間保険制度の関係を説明できる。

・諸外国における社会保障制度の概要を説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-4 6/5 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

・現代社会と社会保

障  ・諸外国における社

会保障

・現代における社会保障制度の内

容と意義、諸外国との比較

遠藤 康裕

5-8 6/12 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

・社会保障制度の構造 ・社会保障制度の構造について学

ぶ

遠藤 康裕

9-12 6/19 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

・社会保障制度の財源と

費用  ・社会保障制度

の歴史

・社会保障の財源、費用負担等、

歴史的展開

遠藤 康裕

13-16 6/26 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

・社会保障と民間保

険  ・年金保険制度

・民間保険と社会保障の異同につ

いて、年金保険制度

遠藤 康裕

17-21 7/3 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

・医療保険制度  ・介護

保険制度

・医療保険制度、介護保険制度 遠藤 康裕

22-26 7/10 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

・労働保険制度  ・社会

福祉制度

・労働保険制度（雇用保険、労災保

険）、社会福祉制度（生活保護、社

会手当等）

遠藤 康裕

27-30 7/17 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

・社会保障が当面する課

題

・社会保障の抱える課題について 遠藤 康裕

成績評価の方法 

・授業内でのリアクションペーパー、レポートや定期試験などで総合的に評価する。

準備学習などについての具体的な指示 
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試験の受験資格 

全講義30時間の 2/3以上出席すること。 

教科書 

新・社会福祉士養成講座12 社会保障／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2016 

参考書 

・随時、授業中に紹介する。
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時間割番号 022223 

科目名 保健医療サービス 

担当教員 樺沢 勇司, 品田 佳世子, 五十嵐 公, 北原 稔, 岡田 幸之, 伊藤 亜希, 山田 麻記子, 矢澤 正人, 岡光 基子, 

山田 美代子 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 2 

保健医療サービス  （樺沢勇司） 

科目番号：2014 

授業形態：講義 

コマ数：30コマ

主な講義場所 

1号館西 8階 第4講義室 

授業の目的、概要等 

一般目標 

保健医療サービスに関連する法律や衛生行政、医療保険制度、政策動向を理解し、保健医療の専門職の役割や実際、多職種連携やチー

ム医療を理解する。

授業の到達目標 

到達目標 

・ 保健医療サービスに関連する法律(憲法、地域保健法、健康増進法など)の概要を説明できる。

・ 保健医療サービスに関連する政策動向を説明できる

・ 衛生行政の概要と政策動向を説明できる。

・ 医療保険制度(診療報酬に関する内容を含む)の特徴や仕組みを説明できる。

・ 保健医療サービスにおける専門職(医師、歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士、看護師、保健師、医療ソーシャルワーカー、他の医療

技術職)の役割を説明できる。 

・ 保健医療サービスにおける多職種連携やチームアプローチを説明できる。

・ インフォームドコンセントの概要(関連制度、自己決定・自立尊重原理など)を説明できる。

・ 災害時の保健医療サービスにおける多職種連携やチームアプローチを説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1 11/12 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービス関連

の法・制度1

憲法、医療法などの基本法規と保

健医療制度

五十嵐 公

2 11/12 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービス関連

の法・制度2

保健医療サービスの制度・政策 五十嵐 公

3 11/12 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービス関連

の法・制度3

母子保健の関連法規、制度・政策 品田 佳世子

4 11/12 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービスにお

ける専門職1

保健医療サービスにおける専門

職の役割、多職種連携

樺沢 勇司 伊藤 奏先生担

当予定

5 11/19 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービス関連

の政策動向1

高齢者福祉・介護と保険医療サー

ビス

樺沢 勇司 伊藤 奏先生担

当予定

6 11/19 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービス関連

の法・制度4

成人・高齢者保健の関連法規、制

度・政策

樺沢 勇司
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7 11/19 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービス関連

の法・制度5

保健医療サービス従事者の関係

法規と資格制度

品田 佳世子

8 12/3 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービス関連

の法・制度6

健康増進法の概要と制度・政策 北原 稔

9 12/3 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービス関連

の法・制度7

地域保健の概要と関連法規、制

度・政策

北原 稔

10 12/3 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービス関連

の法・制度8

学校保健の関連法規、制度・政策 北原 稔

11 12/10 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービス関連

の法・制度9

産業保健の概要と関連法規、制

度・政策

品田 佳世子

12-13 12/10 10:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービス関連

の法・制度10

精神保健の関連法規、制度・政策 岡田 幸之

14 12/10 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

医療保険制度1 医療保険の種類とプロセス 五十嵐 公

15 12/20 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

医療保険制度2 出来高払い・包括払いの制度と特

徴

五十嵐 公

16 12/20 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

医療保険制度3 診療報酬制度の概要 五十嵐 公

17 12/20 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービスにお

ける専門職3

病院におけるMSWの役割 伊藤 亜希

18 1/7 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

医療保険制度4 医療費減免等の諸制度（高額療養

費制度など）

五十嵐 公

19 1/7 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

医療保険制度5 医療費に関する政策動向と今後

の課題

五十嵐 公

20 1/7 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービスにお

ける専門職2

がん相談支援におけるMSWの役

割

山田 麻記子

21 1/7 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

インフォームドコンセン

トの概要

関連制度、自己決定、自立尊重の

原理について

樺沢 勇司

22 1/21 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

衛生行政1 国・都道府県・市区町村の衛生行

政と機能

矢澤 正人

23 1/21 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

衛生行政2 歯科口腔保健の推進と保険医療

サービス

矢澤 正人

24 1/21 11:00-11:50 口腔保健 保健医療サービス関連 衛生行政と保健事業の実際およ 矢澤 正人
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学科第４

講義室

の政策動向2 び衛生行政の政策動向と今後の

課題

25-26 1/28 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービス関連

の政策動向3

障害者福祉・児童福祉と保健医療

サービス

岡光 基子

27 1/28 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービスにお

ける専門職4

災害時におけるMSWの役割１ 山田 美代子

28 2/4 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービスにお

ける専門職4

災害時におけるMSWの役割2 山田 美代子

29-30 2/4 10:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健医療サービスにお

ける専門職5

被災地医療機関と受け入れ医療

機関との連携

山田 美代子

成績評価の方法 

提出レポート、期末の記述試験で総括的評価を行う。出席状況および授業態度を総括的評価する。随時の小テスト等で形成的評価を行

う。 

準備学習などについての具体的な指示 

授業では、授業範囲についてのディスカッションも行うので、事前に教科書等でよく予習の上、授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

全講義30時間の 2/3以上出席すること。 

教科書 

歯科衛生士のための衛生行政・社会福祉・社会保険／末髙武彦 著,：医歯薬出版，2016 

参考書 

歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み 2 歯科衛生士と法律・制度：医歯薬出版，2012 

保健生態学／可児徳子, 松井恭平, 眞木吉信 編,：医歯薬出版，2007 

新・社会福祉士養成講座 「保健医療サービス」／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2014 
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時間割番号 022225 

科目名 歯科保存学 

担当教員 荒川 真一 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 2 

科目名：臨床歯科医学 

時間数：30時間 

授業形態：演習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

保存系歯科医学の内容を理解し、保存系歯科医療におけるチームアプローチを実践するために必要な知識を修得する。 

授業の到達目標 

・歯の硬組織疾患を説明する。

・う蝕のリスクファクターと診断法、病理と処置法を説明する。

・窩洞の分類と修復物の理想的臨床形態を説明する。

・コンポジットレジン修復を説明する。

・歯科用セメントの種類と使用目的を説明する。

・アマルガム修復を説明する。

・メタルインレー修復を説明する。

・審美的間接法修復を説明する。

・う蝕の保存修復治療に必要な器具、器材、前準備、ならびに術後管理を説明する。

・歯髄保存療法の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。

・歯髄除去療法の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。

・感染根管治療の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。

・根管充填法の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。

・外科的歯内治療の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。

・歯周基本治療の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。

・外科的歯周治療の種類、目的、器具、器材、前準備を説明する。

・歯周治療におけるメインテナンスの内容、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 5/2 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯周病の概説及び病因 歯周病と歯どのような疾患か、ま

た、その原因について学ぶ

荒川 真一

3 5/9 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

成形充填修復２ 歯科用セメント（グラスアイオノマ

ーセメント修復）、アマルガム修復

高橋 礼奈

4-5 5/18 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

保存修復治療 歯の構造と硬組織疾患、う蝕のリ

スクファクターと診断、う蝕の病理

と処置法、窩洞の分類、修復物の

形態修復学

井上 剛

6-7 5/25 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

成形充填修復１ 成形充填修復治療の流れ、コンポ

ジットレジン修復

高橋 礼奈

8-9 6/1 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯周組織の構造、歯周

組織検査と診断

歯周組織検査の種類、目的、器

具・器材の準備

荒川 真一

10 6/6 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

スケーリング、ルートプ

レーニング

スケーリング、ルートプレーニン

グの目的、器具・器材の準備

荒川 真一
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講義室

11-12 6/7 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

鋳造修復 間接法修復治療の流れ、メタルイ

ンレー修復、審美的間接法修復

井上 剛

13-14 6/8 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

スケーリング、ルートプ

レーニング

スケーリング、ルートプレーニン

グの目的、器具・器材の準備

荒川 真一

15-16 6/14 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯周外科手術、咬合調

整、固定

歯周外科手術、咬合調整、固定の

種類種類

荒川 真一

17-18 6/15 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

ケーススタディー う蝕の保存修復歯科治療における

診療の流れと器材の準備、治療計

画とメインテナンス

高橋 礼奈

19-20 6/21 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

根分岐部病変、習癖、メ

インテナンス（含 SPT）

根分岐部病変、習癖、メインテナン

ス（含 SPT）について学ぶ

荒川 真一

21-22 6/28 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯内治療 歯内治療概説、歯髄保存療法の種

類、目的、器具・器材の準備

興地 隆史

23-24 7/5 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯髄除去療法 歯髄除去療法の種類、目的、器

具・器材の準備

興地 隆史

25-26 7/12 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

感染根管治療 感染根管治療の種類、目的、器

具・器材の準備

興地 隆史

27-28 7/19 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

根管充填法 根管充填法及び外科的歯内治療

の種類、目的、器具・器材の準備

興地 隆史

29-30 7/26 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

ケーススタディー 歯内治療における診療の流れと

器材準備

興地 隆史

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、授業態度等も総括的評価に加える。

・提出レポート、課題発表等で総括的評価を行う。

・講義、グループ討論、発表の態度等を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

規定にの出席日数（2/3以上）を満たす。 

構成ユニット 

保存修復学、歯周病学、歯内療法学 

モジュールの単位判定 

期末試験結果および出席状況を勘案して決定する。 

参考書 

・新歯科衛生士教本「歯科診療補助 歯科器械の知識と取り扱い」 全国歯科衛生士教育協議会編 医歯薬出版 

・沼部幸博監修：新人歯科衛生士のためのペリオドンタルインスツルメンテーション．クインテッセンス出版 

・日本歯周病学会編：歯科衛生士のための歯周治療ガイドブック．医歯薬出版 
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・最新歯科衛生士教本「歯周疾患 歯周治療」 全国歯科衛生士教育協議会 監修 医歯薬出版 （この書籍は必ず購入してください：荒川）

・最新歯科衛生士教本「微生物学」 全国歯科衛生士教育協議会 監修 医歯薬出版 

・「ザ・ペリオドントロジー」和泉雄一、沼部幸博、山本松男、木下淳博 編 永末書店 

・新歯科衛生士教本「保存修復学・歯内療法学」 全国歯科衛生士教育協議会編 医歯薬出版 

・接着ここが知りたい歯科衛生士編 日本接着歯学会編 口腔保健協会 

・保存修復学２１ 田上順次、千田彰、奈良陽一郎、桃井保子 永末書店 

履修上の注意事項 

教本を用い事前学習をし、また講義終了後復習を行うこと。 

備考 

・事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合には、各自予習して授業に臨むこと。

-106-



時間割番号 022226 

科目名 小児歯科学 

担当教員 近藤 圭子, 宮新 美智世 

開講時期 通年 対象年次 2 

科目名：臨床歯科医学 

時間数：2学年15時間 

授業形態：演習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科第4講義室、２号館第１講義室 

授業の目的、概要等 

小児の心身の成長・発達をふまえ、発達期口腔保健の意義および発達期口腔疾患の特徴、予防・治療法を理解する。 

授業の到達目標 

2年 

・ 出生から青少年期までの心身の成長・発達を理解する。

・ 小児の情緒と社会性の発達を理解する。

・ 小児の健康を育む食生活と支援の重要性を理解する。

・ 歯の萌出と乳歯･幼若永久歯の特徴を理解する。

・ 顎・顔面頭蓋の成長過程を理解する。

・ 歯列咬合の発育過程を理解する。

・ 小児期の口腔疾患とその治療法、チーム医療を理解する。

・ 歯科治療時の小児の行動への対応法を理解する。

・ 小児に特有な心身の問題とその解決策を概説できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 5/16 16:00-16:50 歯学部演

習室

PBL PBL 品田 佳世子, 

大木 明子, 

安田 昌代, 

塩沢 真穂, 

大塚 紘未

2-3 10/3 10:00-11:50 第１講義

室

小児歯科と成長発育、機

能・情緒・社会性の発達

成長発育の特徴、身体の発育とそ

の評価、器官の発育、運動・感覚

機能の発達、情緒・社会性の発達

宮新 美智世

4-5 10/10 10:00-11:50 第１講義

室

小児の生理的特徴、摂

食機能と言語の発達

原始反射、哺乳に関する反射、小

児の生理的特徴、栄養摂取と摂食

機能の発達、哺乳期、離乳期、幼

児期、児童・生徒期、発達期の食

の問題、言語の基礎知識、言語の

発達、発達期にみられる構音障害

宮新 美智世

6-7 10/17 10:00-11:50 第１講義

室

顎・頭蓋・顔面、歯列・咬

合の発達

頭蓋の構成要素と相対的発育、頭

蓋発育の機構と評価法、側貌頭部

エックス線規格写真計測による日

本人小児の平均身長、歯列咬合

の発育（無歯期、乳歯萌出期、乳

歯列期、混合歯列前期、混合歯列

後期、永久歯列期）、歯列発育の

評価法

宮新 美智世
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8-9 10/24 10:00-11:50 第１講義

室

発達期の口腔疾患と歯

科的対応

乳歯・幼若永久歯の特徴、歯・歯

数・萌出の異常、乳歯う蝕の特徴、

小児う蝕の実態、重症乳歯う蝕の

為害作用、青少年期のう蝕、発達

期の歯周疾患、口腔軟組織疾患

の原因と予防

宮新 美智世

10-11 10/31 10:00-11:50 第１講義

室

小児歯科治療時の小児

行動への対応法

小児の歯科診療時の留意事項（診

療環境の整備、小児歯科治療三

角、コミュニケーションの確立）、

小児の情動の特徴、行動変容法、

強制的な行動抑制

宮新 美智世

12-13 11/7 10:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

発達期の口腔疾患と歯

科的対応(臨床）

不正咬合、咬合誘導，不良習癖、

外科的疾患と対応、う蝕治療の実

際、小児歯科治療における歯科医

療従事者の役割

宮新 美智世

14-15 11/21 10:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

小児歯科の症例紹介 小児歯科臨床における疾患の予

防と治療、管理・チーム医療・臨床

例

宮新 美智世

成績評価の方法 

随時小テストを行い、形成的評価を行う。 

期末に客観試験、記述試験を行い、総括的評価を行う。 

出席、講義、グループ討論、発表の態度等を総括評価に加味する。 

受験資格は、東京医科歯科大学歯学部試験規則に順ずる。 

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

歯学部の規定の準ずる 

教科書 

小児歯科学／高木裕三, 田村康夫, 井上美津子, 白川哲夫 編,：医歯薬出版，2011 

／白 

参考書 

小児歯科学 = Pediatric Dentistry／白川哲夫, 飯沼光生, 福本敏 編,：医歯薬出版，2017 

：医歯薬出版 
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時間割番号 022227 

科目名 歯科補綴学 

担当教員 古屋 純一, 駒田 亘, 金澤 学, 和達 重郎, 猪原 健, 野村 太郎 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 1 

時間数：15時間 1単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：古屋純一、駒田亘、和田淳一郎、金澤学、猪原健（猪原歯科・リハビリテーション科）、 

野村太郎（岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座） 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・補綴歯科医療と補綴装置の特徴を理解し、補綴装置の予後管理に必要な口腔健康管理の知識を習得する。

授業の到達目標 

・補綴歯科治療の意義と目的、種類と特徴を説明する。

・補綴歯科治療に関連する顎口腔系の機能と形態を説明する。

・冠橋義歯の種類・特徴を説明し、製作過程を概説する。

・有床義歯の種類・特徴を説明し、製作過程を概説する。

・補綴装置使用時における口腔の健康法管理を説明する。

・超高齢社会の補綴歯科治療の特徴や在宅歯科医療を説明する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 10/2 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

補綴歯科治療の基礎 補綴歯科治療の意義と目的、歯と

歯列の欠損、補綴装置の役割、種

類と特徴

古屋 純一

2 10/9 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

冠橋義歯の種類と特徴1 咀嚼効率と食事、様々なクラウン

とその特徴1

駒田 亘

3 10/16 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

冠橋義歯の種類と特徴2 様々なクラウンとその特徴2、冠

橋義歯の材質

駒田 亘

4 10/23 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

冠橋義歯の種類と特徴3 ブリッジとポンティックの種類と特

徴

駒田 亘

5 10/30 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

冠橋義歯による治療1 冠橋義歯の印象採得と咬合採得、

テンポラリークラウン、冠橋義歯

の装着、仮着と合着

駒田 亘

6 11/6 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

冠橋義歯による治療2 冠橋義歯のケア、クラウンブリッジ

の失敗症例と対応方法 冠橋義歯

のメインテナンス

駒田 亘

7 11/6 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

冠橋義歯による治療3 冠橋義歯のケア、クラウンブリッジ

の失敗症例と対応方法

駒田 亘

8 11/13 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

全部床義歯による治療1 全部床義歯の印象採得と咬合採

得、筋圧形成による最終印象と咬

合床による咬合採得

金澤 学

9 11/13 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

全部床義歯による治療2 全部床義歯の咬合採得、咬合床に

よる咬合採得

金澤 学
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10 11/20 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

全部床義歯による治療3 ゴシックアーチ、フェイスボウトラ

ンスファー、咬合器装着、義歯安

定剤とは

金澤 学

11 11/20 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

部分床義歯による治療1 部分床義歯の印象採得と咬合採

得の特徴、歯根膜負担と粘膜負

担、部分床義歯の構成要素

和田 淳一郎

12 11/27 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

部分床義歯による治療2 歯根膜負担と粘膜負担、部分床義

歯の構成要素

和田 淳一郎

13 11/27 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

部分床義歯による治療3 有床義歯の試適・装着・調整・患者

指導、短期予後と長期予後、義歯

の管理と支台歯のメインテナンス

和田 淳一郎

14 12/18 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

超高齢社会の補綴歯科

治療1 

高齢者の補綴歯科治療、訪問診療

での補綴歯科治療と衛生管理の

重要性

古屋 純一, 

猪原 健

15 12/18 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

超高齢社会の補綴歯科

治療2

高齢者の補綴歯科治療、訪問診療

での補綴歯科治療と衛生管理の

重要性

古屋 純一, 

野村 太郎

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

咀嚼障害・咬合異常／全国歯科衛生士教育協議会 監修,赤川安正 ほか著,：医歯薬出版，2009 

参考書 

5つのテーマでわかる若手歯科医師のための高齢者歯科ハンドブック : 全身疾患・義歯・口腔ケア・摂食嚥下・訪問診療／松尾浩一郎 編

著,岩佐康行, 古屋純一, 戸原玄, 大野友久, 原豪志 著,：医歯薬出版，2016 

備考 

担当教員のOffice hour: 随時（メールにてアポイントのこと） 

古屋純一 furuya.ohcw@tmd.ac.jp 
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時間割番号 022228 

科目名 口腔外科・歯科麻酔学 

担当教員 樺沢 勇司 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 1 

主な講義場所 

口腔保健学科第4講義室 

授業の目的、概要等 

・口腔外科・歯科麻酔科でのチーム医療を行なうにあたって必要な基礎的知識を習得する。

・歯科治療における全身管理、精神鎮静法、局所麻酔および全身麻酔の基本を理解する。

・救急救命処置の初期対応に必要なバイタルサインの意味や処置器材を理解する。

授業の到達目標 

１．口腔外科の概要、口腔外科疾患の種類と診断法について説明できる。 

２．口腔外科でのチーム医療・多職種連携について説明できる。 

３．顎顔面口腔に症状を現す先天異常と発育異常を列挙し、その治療法を説明できる。 

４．顎口腔領域の損傷の診断と治療法を説明できる。 

５．顎口腔領域の炎症の診断と治療法を説明できる。 

６．顎口腔領域の囊胞の診断と治療法を説明できる。 

７．顎口腔領域の腫瘍の診断と治療法を説明できる。 

８．口腔粘膜疾患の診断と治療法を説明できる。 

９．顎口腔領域の神経系疾患の診断および治療法を説明できる。 

１０．唾液腺疾患の病因と病態について説明できる。 

１１．顎口腔領域に症状を現す血液疾患、出血性素因について説明できる。 

１２．代謝性疾患の口腔症状、口腔顎顔面領域に関連した疾患について説明できる。 

１３．口腔外科疾患に関連する補綴治療について説明できる。 

１４．顎関節疾患の病因、病態、診断および治療法を説明できる。 

１５．口腔外科を受診する患者、口腔がん患者の口腔保健管理について説明できる。 

歯科麻酔 

１６．麻酔の目的について説明できる。 

１７．局所麻酔薬の薬理学作用と局所麻酔法の施術時の注意点を説明できる。 

１８．全身麻酔の適応症と種類について説明できる。 

１９．精神鎮静法の適応症と種類について説明できる。 

２０．バイタルサインの項目や、測定法を説明できる。 

２１．バイタルサインの測定を実施できる。 

２２．安全で快適な歯科治療のための各種方法を説明できる。 

２３．歯科治療時の偶発症とその対策について説明できる。 

救命救急処置 

２４．一次救命処置の手順を説明できる。 

２５．一次救命処置に用いる器材を説明し、準備ができる。 

２６．二次救命処置の手順を説明できる。 

２７．二次救命処置に用いる器材を説明し、準備ができる。 

２８．AEDの取り扱いを実施できる。 

２９．神経性ショックを説明し、患者対応ができる。 

３０．過換気症候群を説明し、患者対応ができる。 
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授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 10/2 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

総論  先天異常と発育

異常

口腔外科とは、口腔外科を学ぶ重

要性、口腔外科診断のプロセス、

歯や軟組織の異常、口唇裂・口蓋

裂、その他の口腔・顎・顔面の先

天異常、顎変形症等

樺沢 勇司

2 10/2 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

損傷 歯の外傷、軟組織損傷、歯槽骨・

顎骨骨折

樺沢 勇司

3 10/2 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

炎症、囊胞 歯槽部・顎骨・顎骨周囲組織の炎

症、嚢胞の定義・分類・診断、顎骨

の嚢胞、軟組織の嚢胞

樺沢 勇司

4-6 10/9 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

腫瘍および腫瘍類似疾

患  口腔粘膜疾患

良性腫瘍・腫瘍類似疾患の診断と

治療、悪性腫瘍の診断と治療  口

腔粘膜疾患の診断と治療

樺沢 勇司

7-9 10/16 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

口腔顎顔面領域の神経

系疾患、唾液腺疾患、血

液疾患、出血性素因、代

謝性疾患の口腔症状・

症候群、顎関節疾患

口腔顎顔面領域の神経疾患、唾液

腺疾患の診断と治療  血液疾患、

出血性素因の診断と治療  代謝

性疾患の口腔症状、口腔顎顔面領

域に関連した症候群および疾患顎

関節症の診断と治療、顎関節症以

外の顎関節疾患の種類、診断と治

療、

樺沢 勇司

10 10/23 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科麻酔学概論、全身

状態評価・バイタルサイ

ン

歯科麻酔学概論、全身状態評価・

バイタルサイン、救命処置

樺沢 勇司

11 10/23 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

局所麻酔法・精神鎮静法 局所麻酔法・精神鎮静法 樺沢 勇司

12 10/23 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

全身麻酔法 全身麻酔法 樺沢 勇司

13-14 10/30 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

口腔外科における多職

種連携と歯科衛生士の

役割  特別講義

口腔外科における多職種連携と歯

科衛生士の役割

樺沢 勇司, 

関谷 秀樹

15 10/30 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

医療安全・救命救急処置 医療安全・救命救急処置 樺沢 勇司

成績評価の方法 

・2学年後期末に筆記試験を行なう。

・筆記試験および出席状況、随時実施する、授業中の演習、討論、授業態度により総合的に評価する。

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

・受験資格は東京医科歯科大学歯学部試験規則第11条に準ずる。

教科書 

口腔外科学・歯科麻酔学／池邉哲郎, 升井一朗, 吉増秀實, 伊賀弘起 編,：クインテッセンス出版，2013 
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参考書 

顎・口腔粘膜疾患口腔外科・歯科麻酔／全国歯科衛生士教育協議会 監修,山根源之 ほか著,：医歯薬出版，2011 

口腔外科学／古森孝英 編著,：永末書店，2017 

最新口腔外科学 = Oral and Maxillofacial Surgery／榎本昭二, 道健一, 天笠光雄, 小村健 監修,：医歯薬出版，2017 

口の中がわかるビジュアル歯科口腔科学読本／全国医学部附属病院歯科口腔外科科長会議 監修,：クインテッセンス出版，2017 

備考 

担当教員のOffice hour 

樺沢勇司 健康支援口腔保健衛生学分野 随時 kabasawa.ocsh@tmd.ac.jp 
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時間割番号 022230 

科目名 臨床医学Ⅰ 

担当教員 樺沢 勇司 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 2 

本講座は 3 年前期で行なわれる臨床医学Ⅱと併せて、基礎疾患をもつ患者に対しての適切な口腔保健活動を行なうために必要な臨床医

学の修得を目指している。 

主な講義場所 

口腔保健学科第４講義室 

授業の目的、概要等 

基礎疾患をもつ患者に対して、適切な口腔保健活動を行なうために必要な臨床医学の知識を習得するとともに、患者の QOL 向上に寄与

する継続的な口腔ケアのための多職種連携および多職種協働について考える。 

授業の到達目標 

臨床医学を学び、適切な口腔ケアについて考えることができる。 

臨床医学を学び、継続的な口腔ケアを提供するための多職種連携と協働について検討できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1 10/3 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

循環器内科 １．循環器系疾患の発症機序・症

状・診断・治療１（高血圧症、動脈

硬化症など）  ２．循環器系疾患

の発症機序・症状・診断・治療２

（虚血系心疾患、弁膜症、心筋症、

不整脈などの心疾患）

川端 美穂子

2 10/3 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

循環器内科 ３．循環器系疾患の発症機序・症

状・診断・治療３（動・静脈瘤、閉塞

性動脈硬化症など血管系の疾患）

前嶋 康浩

3 10/10 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

内分泌代謝疾患 内分泌性疾患の発症機序・症状・

診断・治療

吉本 貴宣

4 10/10 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

内分泌代謝疾患 代謝性疾患の発症機序・症状・診

断・治療

柴 久美子

5 10/17 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

消化器疾患 消化器疾患の発症機序・症状・診

断・治療  消化器感染症

齊藤 詠子

6 10/17 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

消化器疾患 消化器疾患の発症機序・症状・診

断・治療  消化器感染症

新田 沙由梨

7-8 10/24 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

脳神経機能外科 脳神経外科疾患の発症機序・症

状・診断・治療

稲次 基希

9 10/31 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

呼吸器内科 呼吸器疾患の発症機序・症状・診

断・治療（アレルギー性疾患、気道

閉塞性疾患、気胸、肺水腫、肺が

ん、結核、インフルエンザなど）

立石 知也

10 10/31 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

神経内科 神経変性疾患の発症機序・症状・

診断・治療

沼沢 祥行

11 11/7 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

腎臓内科 腎臓疾患の発症機序・症状・診断・

治療（人工透析を含む）

磯部 清志
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講義室

12 11/7 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

血液内科 血液疾患の発症機序・症状・診断・

治療（骨髄移植を含む）

山本 正英

13 11/14 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

膠原病・リウマチ内科 自己免疫疾患の発症機序・症状・

診断・治療

木村 直樹

14 11/14 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

消化管外科 食道・胃外科疾患の発症機序・症

状・診断・治療

川田 研郎

15 11/28 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

肝胆膵外科 肝・胆・膵外科疾患の発症機序・症

状・診断・治療

小川 康介

16 11/28 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

整形外科疾患1 整形外科（神経系）疾患の発症機

序・症状・診断・治療

猪瀬 弘之

17-18 12/5 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

整形外科２ 整形外科（運動系）疾患の発症機

序・症状・診断・治療

片桐 洋樹

19 12/12 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

乳腺外科 乳腺外科疾患の発症機序・症状・

診断・治療

笠原 舞

20 12/12 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

大腸肛門外科 大腸・肛門外科疾患の発症機序・

症状・診断・治療

松山 貴俊

21 12/19 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

老年病内科 高齢者の健康評価法 佐々木 真理

22 12/19 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

精神科疾患１ 認知症の発症機序・症状・診断・治

療

車地 暁生

23-24 1/9 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

精神科疾患２ 精神科疾患の発症機序・症状・診

断・治療（統合失調症、うつ病不安

障害、PTSD、依存症など）

樺沢 勇司 精神科教授の講

義予定

25-26 1/16 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

産科婦人科１ 不妊治療、、異常妊娠、高齢出産  

婦人科疾患の発症機序・症状・診

断・治療１（子宮筋腫、子宮内膜

炎、子宮癌など）  婦人科疾患の

発症機序・症状・診断・治療２（卵巣

嚢腫、卵巣がん、更年期障害な

ど）

岩原 由樹

27 1/23 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

産科婦人科２ 妊娠、出産の機序・診断・身体の

変化

廣瀬 明日香

28 1/23 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

産科婦人科３ 性感染症 増田 美香子

29-30 1/23 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

まとめ 演習 樺沢 勇司
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講義室

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

試験の受験資格は、東京医科歯科大学歯学部試験規則第11条に準ずる。 

モジュールの単位判定 

2学年後期末に試験を行なう。 

出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

参考書 

メディックメディア社 病気が見える シリーズ に代表される、

医科臨床系教科書など 
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時間割番号 022232 

科目名 口腔疾患予防基礎学Ⅰ 

担当教員 品田 佳世子 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 2 

ユニット名：口腔疾患予防基礎学Ⅰ

科目名：口腔疾患予防学 

時間数：2単位 30時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科第4講義室 

授業の目的、概要等 

・口腔衛生学（母子保健、学校保健、産業保健、成人保健、高齢者保健、地域保健等）に関して理解する。

・歯・口腔の健康状態を維持するための要因と、予防可能な口腔疾患の種類、その原因と予防について理解する。

・歯・口腔の状態把握および歯科予防処置の基本的知識を修得する。

授業の到達目標 

・口腔衛生学（母子保健、学校保健、産業保健、成人保健、高齢者保健、地域保健等）に関して理解する。

・歯・口腔の健康と予防の定義について説明できる。

・歯・口腔の健康と予防の方法と健康づくりについて説明できる。

・セルフケア、プロフェッショナルケア、コミュニティーケアの内容を説明できる。

・歯・口腔の付着物、沈着物について説明できる。

・口腔清掃について説明できる。

・プラークコントロールについて説明できる。

・歯磨剤や洗口剤について説明できる。

・歯周病の症状、種類、検査を説明できる。

・歯周病の予防について説明できる。

・う蝕発生のメカニズムについて説明できる。

・う蝕の発生要因とう蝕活動性試験について説明できる。

・フッ化物の応用とう蝕予防効果について説明できる。

・フッ化物の代謝や毒性について説明できる。

・歯質損耗(tooth wear)の症状、種類、予防、治療法を説明できる。

・口臭の分類、原因、予防、処置について説明できる。

・歯科予防処置のうち、う蝕予防処置・フッ化物歯面塗布・フッ化物洗口を実施できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1-2 4/9 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

Ⅲ編 健康に関わる地

域の役割  1章 地域保

健・公衆衛生

Ⅲ編 健康に関わる地域の役割  

1章 地域保健・公衆衛生

品田 佳世子 保健生態学の教

科書を使用

3-4 4/10 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

Ⅱ編 歯・口腔の健康と

予防 1章総論 ①歯・

口腔の健康と予防、③

歯・口腔の付着物・沈着

物

Ⅱ編 歯・口腔の健康と予防 1章

総論 ①歯・口腔の健康と予防、

③歯・口腔の付着物・沈着物

品田 佳世子 保健生態学の教

科書を使用

5-6 4/16 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

Ⅲ編 2章母子保健  1

章地域保健・公衆衛生

の小テスト

Ⅲ編 2章母子保健  1章地域保

健・公衆衛生の小テスト

品田 佳世子 1章 地域保健・

公衆衛生に関す

る小テストを行う

ので復習しておく

こと

7-8 4/17 13:00-14:50 口腔保健 Ⅱ編 4章う蝕の予防 Ⅱ編 4章う蝕の予防 ①う蝕発生 品田 佳世子 Ⅱ編 歯・口腔の
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学科第４

講義室

①う蝕発生のメカニズ

ム、②う蝕の発生要因、

1章総論 ①歯・口腔の

健康と予防、③歯・口腔

の付着物・沈着物に関

する小テスト

のメカニズム、②う蝕の発生要

因、1章総論 ①歯・口腔の健康と

予防、③歯・口腔の付着物・沈着

物に関する小テスト

健康と予防 1章

総論 ①歯・口腔

の健康と予防、③

歯・口腔の付着

物・沈着物に関す

る小テストを行う

ので復習しておく

こと

9-10 4/23 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

Ⅲ編 3章学校保健  2

章母子保健の小テスト

Ⅲ編 3章学校保健  2章母子保

健の小テスト

品田 佳世子 2章母子保健の

小テストを行うの

で復習しておくこ

と

11-12 4/24 13:00-14:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室

Ⅱ編 4章う蝕の予防 

③う蝕活動性、う蝕活動

性試験（実習）、4章①う

蝕発生のメカニズム、②

う蝕の発生要因の小テ

スト

Ⅱ編 4章う蝕の予防 ③う蝕活動

性、う蝕活動性試験（実習）、4章

①う蝕発生のメカニズム、②う蝕

の発生要因の小テスト

品田 佳世子 4章①う蝕発生の

メカニズム、②う

蝕の発生要因の

小テストを行うの

で復習しておくこ

と、う蝕活動性試

験（実習）安達奈

央子教員

13-14 5/1 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

Ⅱ編 4章う蝕の予防 

③う蝕活動性、う蝕活動

性試験（判定）、④う蝕

の予防法

Ⅱ編 4章う蝕の予防 ③う蝕活動

性、う蝕活動性試験（判定）、④う

蝕の予防法

品田 佳世子 自分のう蝕活動

性試験の判定を

行う、安達奈央子

教員

15-16 5/7 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

Ⅲ編 4章成人保健、5

章産業保健  3章学校

保健の小テスト

Ⅲ編 4章成人保健、5章産業保健  

3章学校保健の小テスト

品田 佳世子 3章学校保健の

小テストを行うの

で復習しておくこ

と

17-18 5/8 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

Ⅱ編 5章 フッ化物に

よるう蝕予防 ①〜⑥ま

で、4章の③う蝕活動性

と④う蝕の予防法に関

する小テスト

Ⅱ編 5章 フッ化物によるう蝕予

防 ①〜⑥まで、4章の③う蝕活

動性と④う蝕の予防法に関する小

テスト

品田 佳世子 4章の③う蝕活動

性と④う蝕の予防

法に関する小テ

ストを行うので復

習しておくこと

19-20 5/14 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

Ⅲ編 6章老人保健 7

章精神保健  8章国際

保健  4章成人保健、5

章産業保健の小テスト

Ⅲ編 6章老人保健 7章精神保健  

8章国際保健  4章成人保健、5章

産業保健の小テスト

品田 佳世子 4章成人保健、5

章産業保健の小

テストを行うので

復習しておくこと

21-22 5/15 13:00-14:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室

Ⅱ編5章 ⑦フッ化物応

用によるう蝕予防方法、

フッ化物洗口（実習）、5

章 フッ化物によるう蝕

予防 ①〜⑥の小テス

ト 

Ⅱ編5章 ⑦フッ化物応用によるう

蝕予防方法、フッ化物洗口（実

習）、5章 フッ化物によるう蝕予防 

①〜⑥の小テスト 

品田 佳世子 5章 フッ化物に

よるう蝕予防 ①

〜⑥の小テストを

行うので復習して

おくこと、フッ化物

洗口（実習） 安

達奈央子教員 

23-24 5/21 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

Ⅱ編 5章 フッ化物に

よるう蝕予防 ⑧、⑨、

⑦フッ化物の応用方法

に関する小テスト

Ⅱ編5章 フッ化物によるう蝕予防 

⑧、⑨、⑦フッ化物の応用方法に

関する小テスト、

品田 佳世子 ⑦フッ化物の応

用方法に関する

小テストを行うの

で復習しておくこ

と、
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25-26 5/22 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

Ⅱ編 3章歯科疾患の疫

学、歯科関連のインデッ

クス（ＤＭＦＴ、ＯＨＩ、ＯＨ

Ｉ－Ｓ、ＰＣＲなど）

Ⅱ編 3章歯科疾患の疫学、歯科

関連のインデックス（ＤＭＦＴ、ＯＨ

Ｉ、ＯＨＩ－Ｓ、ＰＣＲなど）演習

品田 佳世子 5章⑧、⑨の小テ

ストを行うので復

習しておくこと、イ

ンデックスの演習

27-28 5/29 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

Ⅱ編 6章歯周疾患の予

防、7章その他の疾患

（口臭を中心に実習も含

む）の予防、Ⅱ編 3章

歯科疾患の疫学、歯科

関連のインデックスに関

する小テスト

Ⅱ編 6章歯周疾患の予防、7章そ

の他の疾患（口臭を中心に実習も

含む）の予防、Ⅱ編 3章歯科疾患

の疫学、歯科関連のインデックス

に関する小テスト

品田 佳世子 Ⅱ編 3章歯科疾

患の疫学、歯科

関連のインデック

スに関する小テ

ストを行うので復

習しておくこと、

口臭測定の実習 

安達奈央子教員

29-30 7/19 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

全体のまとめと演習 全体のまとめと演習 品田 佳世子 演習 安達奈央

子教員

成績評価の方法 

提出レポート、期末の客観試験、記述試験で総括的評価を行う。出席状況および授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配布、e-learningへのアップロードがあった場合は、各自予習して授業に臨むこと。

試験の受験資格 

全講義の 2/3以上出席すること。 

教科書 

最新歯科衛生士教本 保健生態学 第2版／可児徳子, 松井恭平, 眞木吉信 編,：医歯薬出版，2015 

最新歯科衛生士教本 歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

参考書 

・フッ化物応用の科学/日本口腔衛生学会フッ化物応用委員会 編 

・ずっとずっとじぶんの歯：児童・生徒向/丸森英史,竹内博朗 監修：少年写真新聞社,2007

・歯が溶ける!：エロージョンの診断から予防まで/小林賢一 著：医歯薬出版,2009

・口腔保健推進ハンドブック：地域を支えるオーラルヘルスプロモーション/深井穫博,池主憲夫,川口陽子,米山武義 編：医歯薬出版,2009

連絡先 

shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

随時 
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時間割番号 022233 

科目名 口腔疾患予防基礎学Ⅱ 

担当教員 安田 昌代, 近藤 圭子 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 1 

時間数：30時間 

授業形態：講義・実習 

主な講義場所 

口腔保健学科第4講義室・臨床基礎実習室・相互実習室 

授業の目的、概要等 

・歯・口腔の健康状態を維持するための要因と、予防可能な口腔疾患の種類、その原因と予防について理解する。

・歯・口腔の状態把握および歯科予防処置の基本的知識と技術を修得する。

授業の到達目標 

・歯・口腔の健康と予防の定義について説明できる。

・歯・口腔の健康と予防の方法と健康づくりについて説明できる。

・セルフケア、プロフェッショナルケア、コミュニティーケアの内容を説明できる。

・歯・口腔の付着物、沈着物について説明できる。

・歯周病の症状、種類、検査を説明できる。

・歯周病の予防について説明できる。

・歯質損耗(tooth wear)の症状、種類、予防、治療法を説明できる。

・生体への配慮(器具の消毒・滅菌、感染予防、手指消毒法、偶発事故の防止)の基本を実践しながら、歯科予防処置を実施できる。

・歯科予防処置のうち、歯石除去・歯面清掃を実施できる。

・歯科衛生過程における情報収集・アセスメントの実践方法を理解する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 4/5 09:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

実習の進め方 実習使用器材の準備"  "実習使

用器材の取扱方法

安田 昌代

3-4 4/12 09:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

実習の基本1 インスツルメントの把持法と操作

法

安田 昌代

5-6 4/19 09:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

実習の基本2 インスツルメントの基本操作 安田 昌代

7-8 4/26 09:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 1

位置と姿勢 安田 昌代

9-10 5/10 09:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 2

スケーリングの基本操作 安田 昌代

11-12 5/17 09:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 3

部位別のスケーリング方法（上顎

前歯部）

安田 昌代
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13-14 5/31 09:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 4

部位別のスケーリング方法（下顎

前歯部）

安田 昌代

15 6/14 09:00-09:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 5

部位別のスケーリング方法（上下

顎前歯部）

安田 昌代

16 6/21 09:00-09:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 6

部位別のスケーリング方法（下顎

臼歯部1）

安田 昌代

17 6/28 09:00-09:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 7

部位別のスケーリング方法（下顎

臼歯部2）

安田 昌代

18 7/5 09:00-09:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 8

部位別のスケーリング方法（上顎

臼歯部1）

安田 昌代

19 7/12 09:00-09:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 9

部位別のスケーリング方法（上顎

臼歯部2）

安田 昌代

20-21 7/18 09:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 10

プロービングとは 安田 昌代

22 7/19 09:00-09:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 11

スケーリング・ルートプレーニング

とは  グレーシーキュレットスケ

ーラーについて

安田 昌代

23 7/26 09:00-09:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 12

スケーリング・ルートプレーニング

の操作方法

安田 昌代

24 10/1 13:00-13:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 13

前歯部のSRP 安田 昌代

25 10/4 13:00-13:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 14

臼歯部のSRP 安田 昌代

26 10/11 13:00-13:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

評価 基本技術のスキル評価 安田 昌代

27 10/15 13:00-13:50 口腔保健 シャープニング  歯面 シャープニングの基本  シックル 安田 昌代
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学科臨床

基礎実習

室

研磨 スケーラー・グレーシーキュレット

スケーラーのシャープニング  歯

面研磨に使用する器材と取扱方法

28 10/18 13:00-13:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

歯面研磨 歯面研磨の実際 安田 昌代

29 1/8 09:00-09:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 15

超音波スケーラーについて 安田 昌代, 

近藤 圭子

30 1/15 09:00-09:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 16

超音波スケーリングの実際 安田 昌代, 

近藤 圭子

成績評価の方法 

提出レポート、期末の記述試験で総括的評価を行う。出席状況および授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配布、e-learningへのアップロードがあった場合は、各自予習して授業に臨むこと。

試験の受験資格 

全講義の 2/3以上出席すること。 

教科書 

歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

：医歯薬出版 

参考書 

目で見るペリオドンタルインスツルメンテーションⅠベーシックスキル／Jill S.Nield-Gehrig 著,吉田直美, 小森朋栄 監訳,堀江明子, 富田裕

子 訳,：医歯薬出版，2009 

目で見るペリオドンタルインスツルメンテーションⅡアセスメントとインスツルメンテーション／Jill S.Nield-Gehrig 著,和泉雄一, 吉田直美, 

小森朋栄 監訳,：医歯薬出版，2010 

目で見るペリオドンタルインスツルメンテーションⅢデブライドメント／Jill S.Nield-Gehrig 著,和泉雄一, 吉田直美, 小森朋栄 監訳,：医歯薬

出版，2009 

目で見るペリオドンタルインスツルメンテーションⅣアドバンススキル／Jill S.Nield-Gehrig 著,和泉雄一, 吉田直美, 小森朋栄 監訳,：医歯

薬出版，2010 

ウィルキンス歯科衛生士の臨床／E・M・ウィルキンス 著,遠藤圭子, 中垣晴男, 西真紀子, 眞木吉信, 松井恭平, 山根瞳, 若林則幸 監訳,：

医歯薬出版，2015 

履修上の注意事項 

実習の際は身だしなみを整え、白衣を着用すること。 
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時間割番号 022234 

科目名 口腔疾患予防基礎学実習 

担当教員 安田 昌代, 近藤 圭子, 田澤 千鶴 

開講時期 通年 対象年次 2 単位数 2 

時間数：105時間 

授業形態：講義・実習 

主な講義場所 

口腔保健学科第4講義室・臨床基礎実習室・相互実習室 

授業の目的、概要等 

・歯・口腔の健康状態を維持するための要因と、予防可能な口腔疾患の種類、その原因と予防について理解する。

・歯・口腔の状態を把握するためのアセスメント方法を修得する。

・口腔疾患予防に必要なアセスメント、スケーリング、歯面清掃に必要な技術を修得する。

授業の到達目標 

・生体への配慮(器具の消毒・滅菌、感染予防、手指消毒法、偶発事故の防止)の基本を実践しながら、歯科予防処置を実施できる。

・歯科予防処置のうち、歯石除去・歯面清掃を実施できる。

・歯科衛生過程における情報収集・アセスメントの実践方法を理解する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 4/5 11:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

実習の進め方 実習の目的と基本事項  実習使

用器材の準備

安田 昌代, 

近藤 圭子

2 4/12 11:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

実習の基本1 実習使用器材の取扱方法  マネ

キンの取扱方法

近藤 圭子, 

安田 昌代

3 4/19 11:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

実習の基本2 インスツルメントの把持法と操作

法

近藤 圭子, 

安田 昌代

4 4/26 11:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 1

インスツルメントの基本操作  位

置と姿勢

近藤 圭子, 

安田 昌代

5 5/10 11:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 2

スケーリングの基本操作 近藤 圭子, 

安田 昌代

6 5/17 11:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 3

前歯部のスケーリング1 近藤 圭子, 

安田 昌代

7 5/31 11:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 4

前歯部のスケーリング2 近藤 圭子, 

安田 昌代

8-9 6/14 10:00-11:50 口腔保健 インスツルメンテーショ 前歯部のスケーリング3 近藤 圭子, 
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学科臨床

基礎実習

室

ン 5 安田 昌代

10-11 6/21 10:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 6

臼歯部のスケーリング1 近藤 圭子, 

安田 昌代

12-13 6/28 10:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 7

臼歯部のスケーリング2 近藤 圭子, 

安田 昌代

14-15 7/5 10:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 8

臼歯部のスケーリング3 近藤 圭子, 

安田 昌代

16-17 7/12 10:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 9

臼歯部のスケーリング4 近藤 圭子, 

安田 昌代

18-19 7/18 10:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 10

プロービング 近藤 圭子, 

安田 昌代

20-21 7/19 10:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 11

スケーリング・ルートプレーニング 安田 昌代, 

近藤 圭子

22-23 7/26 10:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 12

スケーリング・ルートプレーニング 安田 昌代, 

近藤 圭子

24-27 10/1 14:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 13

スケーリング・ルートプレーニング 安田 昌代, 

近藤 圭子

28 10/4 14:00-14:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 14

スケーリング・ルートプレーニング 安田 昌代, 

近藤 圭子

29 10/11 14:00-14:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

評価 グレーシーキュレットスケーラー

によるスケーリングの技術評価

近藤 圭子, 

安田 昌代

30-33 10/15 14:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

シャープニング  歯面

研磨1

シャープニングの基本  ｼｯｸﾙｽｹ

ｰﾗｰ・ｸﾞﾚｰｼｰｷｭﾚｯﾄｽｹｰﾗｰのシャ

ープニング歯面研磨に使用する

器材の取り扱い方法

安田 昌代, 

近藤 圭子

34 10/22 17:00-17:50 口腔保健

学科臨床

歯面研磨2 歯面研磨の実際 安田 昌代, 

近藤 圭子
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基礎実習

室

35 11/19 17:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

器材準備 実習器材の準備 安田 昌代, 

近藤 圭子

36-40 11/22 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

相互実習1 アセスメント 1  (医療面接・口腔内

診査検査)

近藤 圭子, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴

41-45 11/26 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

相互実習2 アセスメント 2  (プラークの付着・

歯石の沈着状態の評価)

近藤 圭子, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴

46-50 12/3 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

相互実習3 ハンドスケーリング  上顎前歯 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴

51-55 12/13 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

相互実習4 ハンドスケーリング  下顎前歯 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴

56-57 1/8 10:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

インスツルメンテーショ

ン 15

超音波スケーラーの基本操作 安田 昌代, 

近藤 圭子

58-62 1/10 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

相互実習5 ハンドスケーリング  下顎臼歯 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴

63-64 1/15 10:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

インスツルメンテーショ

ン 16

超音波スケーリングの実際 安田 昌代, 

近藤 圭子
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65-69 1/17 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

相互実習6 ハンドスケーリング  上顎臼歯 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴

70-74 1/21 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

相互実習7 超音波スケーリング1 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴

75-79 1/24 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

相互実習8 超音波スケーリング2 安田 昌代, 

近藤 圭子

80 1/28 17:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

器材準備 実習器材の準備 安田 昌代

81-85 1/31 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

相互実習9 歯面研磨 近藤 圭子, 

安田 昌代

86-90 2/5 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

相互実習10 再評価 安田 昌代, 

近藤 圭子

成績評価の方法 

提出レポート、期末の客観試験で総括的評価を行う。出席状況および授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配布、e-learningへのアップロードがあった場合は、各自予習して授業に臨むこと。

試験の受験資格 

全講義の 2/3以上出席すること。 

教科書 

歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

：医歯薬出版 

参考書 

目で見るペリオドンタルインスツルメンテーションⅠベーシックスキル／Jill S.Nield-Gehrig 著,吉田直美, 小森朋栄 監訳,堀江明子, 富田裕

子 訳,：医歯薬出版，2009 
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目で見るペリオドンタルインスツルメンテーションⅡアセスメントとインスツルメンテーション／Jill S.Nield-Gehrig 著,和泉雄一, 吉田直美, 

小森朋栄 監訳,：医歯薬出版，2010 

目で見るペリオドンタルインスツルメンテーションⅢデブライドメント／Jill S.Nield-Gehrig 著,和泉雄一, 吉田直美, 小森朋栄 監訳,：医歯薬

出版，2009 

目で見るペリオドンタルインスツルメンテーションⅣアドバンススキル／Jill S.Nield-Gehrig 著,和泉雄一, 吉田直美, 小森朋栄 監訳,：医歯

薬出版，2010 

ウィルキンス歯科衛生士の臨床／E・M・ウィルキンス 著,遠藤圭子, 中垣晴男, 西真紀子, 眞木吉信, 松井恭平, 山根瞳, 若林則幸 監訳,：

医歯薬出版，2015 

履修上の注意事項 

実習の際は身だしなみを整え、所定の白衣およびユニフォームを着用すること。 
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時間割番号 022236 

科目名 健康教育の基礎Ⅰ 

担当教員 吉田 直美, 近藤 圭子 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 1 

主な講義場所 

口腔保健学科第４講義室 

授業の目的、概要等 

口腔健康教育の実践に必要な知識・技術を修得する。 

授業の到達目標 

・健康教育の概念を説明する。

・行動変容に関する理論を説明する。

・ライフステージ別の口腔健康課題を説明する。

・歯口清掃の方法、用具の種類、用途を説明する。

・健康教育実践に用いるツールを説明する。

・対象者に合わせた健康教育を計画立案する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1 4/10 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

健康教育の概念 健康教育の定義, 健康の捉え方 

健康教育のテーマ

吉田 直美

2 4/17 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

保健行動と行動変容 保健行動・行動変容にかかわる理

論

吉田 直美

3-5 4/24 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室

歯科保健指導の基礎 歯ブラシと歯磨剤および歯垢染色

についてL

吉田 直美

6 5/8 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

ライフステージ別健康課

題

乳幼児の発達段階と健康教育 吉田 直美

7 5/15 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

ライフステージ別健康課

題

学童の発達段階とライフスキル 近藤 圭子

8 5/22 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

ライフステージ別健康課

題

学童対象の健康教育の基礎、指

導案と教材）

近藤 圭子

9 5/23 16:00-16:50 歯学部演

習室

PBL PBL 品田 佳世子, 

大木 明子, 

安田 昌代, 

塩沢 真穂, 

大塚 紘未

PBL

10-11 5/25 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

海外研修発表会  健康  

教育の実践

海外研修発表会  健康教育実習

に向けた打ち合わせ（3年合同）

吉田 直美, 

近藤 圭子

12 5/29 09:00-09:50 口腔保健 健康教育のテーマ 食生活と栄養  運動・筋力トレー 近藤 圭子
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学科第４

講義室

ニング、余暇時間の使い方

13-15 6/5 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

健康教育の展開 健康調査の基礎  調査表の作成 吉田 直美, 

近藤 圭子

成績評価の方法 

課題レポート、期末の試験で総括的評価を行う。 受講態度、出席状況等を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

事前配布資料や e-learning へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

2/3 以上の出席 

教科書 

歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 
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時間割番号 022237 

科目名 健康教育の基礎Ⅱ 

担当教員 吉田 直美, 近藤 圭子, 小原 由紀, 安田 昌代 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 1 

主な講義場所 

第4講義室 

授業の目的、概要等 

口腔健康教育の実践に必要な知識・技術・態度を修得し、実践力を培う。 

授業の到達目標 

・小学校における健康教育の実践の流れを説明する。

・ライフステージ別の口腔健康課題への解決方法を説明する。

・口腔内写真から読み取れる情報を述べる。

・行動変容に関する理論を用いて健康教育を行う。

・歯口清掃指導を実施する。

・ツールを用いて健康教育を実践する。

・対象者に合わせた健康教育を立案、実施、評価する。

・健康教育実践時に対象者へ配慮する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 6/7 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室, 

その他

（口腔保

健学科口

腔保健衛

生学専

攻）

健康教育の実践 T小学校健康教育実習 吉田 直美, 

近藤 圭子

4-5 7/12 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

健康教育の実践 事前調査表の作成 吉田 直美, 

近藤 圭子

6-7 10/4 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

健康教育の実践 調査票集計、指導目標の設定 吉田 直美, 

近藤 圭子

8-9 10/11 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

健康教育の実践 健康教育の教材、効果的な健康教

育の行い方

吉田 直美, 

近藤 圭子

10-11 10/18 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

健康教育の展開 指導案・媒体案作成 吉田 直美, 

近藤 圭子

12-13 10/25 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

健康教育の実践 シナリオ、媒体作成 近藤 圭子

14-15 11/1 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

健康教育の実践 シナリオ・媒体作成 吉田 直美, 

近藤 圭子

16-17 11/8 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

健康教育の実践 シナリオ・媒体作成 吉田 直美, 

近藤 圭子
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講義室

18-19 11/14 10:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

健康教育の実践 健康教育実習リハーサル 吉田 直美, 

近藤 圭子

20-21 11/15 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

健康教育の実践 シナリオ・媒体の修正、保護者プリ

ント作成

吉田 直美, 

近藤 圭子

22-24 11/20 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

口腔内写真撮影 口腔内写真撮影 小原 由紀, 

吉田 直美

25-27 11/22 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

口腔内写真撮影 口腔内写真撮影（相互実習） 安田 昌代, 

小原 由紀, 

吉田 直美, 

近藤 圭子

28-31 11/27 09:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

健康教育の実践 実習リハーサル  健康教育実習

事前準備

吉田 直美, 

近藤 圭子

32-35 12/4 09:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室, 

その他

（口腔保

健学科口

腔保健衛

生学専

攻）

健康教育の実践 H小学校健康教育実習 吉田 直美, 

近藤 圭子

36-37 12/4 14:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

健康教育の実践 H小学校健康教育実習振り返り、

まとめ

吉田 直美, 

近藤 圭子

38-40 1/16 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

健康教育の実践 歯磨きカレンダーコメント 近藤 圭子

41 1/23 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

ライフステージ別健康課

題演習

青年前期・後期、壮年期 中年期 近藤 圭子

42 1/30 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

ライフステージ別健康課

題演習

青年前期・後期、壮年期 中年期 近藤 圭子

43 2/6 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

まとめ まとめ 吉田 直美, 

近藤 圭子

成績評価の方法 

課題レポート、期末の試験で総括的評価を行う。 受講態度、出席状況等を総括的評価に加味する。 

TOFLEの結果を成績に加味する。 
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準備学習などについての具体的な指示 

事前配布資料や e-learning へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

3/4 以上の出席 

教科書 

歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 
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時間割番号 022239 

科目名 食生活教育 

担当教員 品田 佳世子, 大塚 紘未, 豊島 瑞枝 

開講時期 通年 対象年次 2 単位数 1 

科目名：食生活教育 

時間数：30時間（3時間は 2年の衛生・工学合同のＰＢＬ） 

授業形態：講義・演習・実習 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

栄養と代謝の知識を基に、健康を維持するための栄養と食生活について理解し、食生活教育に必要な知識と技能を修得する。 

授業の到達目標 

・栄養や食生活に関する国の取り組みについて理解し説明できる。

・日本人の食事摂取基準について理解し説明できる。

・健康づくりのための食育の必要性を理解し説明できる。

・日本人の食生活の現状を理解できる。

・ライフステージに適した食生活について理解し説明できる。

・保健機能食品について理解し説明できる。

・食生活指導の意義を理解し説明できる。

・食生活と口腔保健の関連を理解し説明できる。

・食品の形態と食べやすさの関係について理解し説明できる。

・疾病と食生活指導の必要性を理解し説明できる。

・個人の栄養・食事バランスを分析できる。

・自らの食生活の現状を知り問題および課題を発見し、食生活教育方法を検討できる。

・事例検討を通し、口腔健康教育のひとつとして食生活教育を企画立案する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1-3 5/30 14:00-16:50 歯学部演

習室

PBL PBL 品田 佳世子, 

大塚 紘未, 

大木 明子, 

安田 昌代, 

塩沢 真穂

PBL

4-6 6/25 15:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

Ⅲ編 1章栄養基礎知識 

①食生活と栄養、国民

健康・栄養調査、

Ⅲ編 1章栄養基礎知識 ①食生

活と栄養、国民健康・栄養調査、演

習

品田 佳世子 演習

7-9 7/2 15:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

Ⅲ編 2章食事摂取基

準、食育

Ⅲ編 2章食事摂取基準、食育、演

習

品田 佳世子 演習

10-12 7/9 15:00-17:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室

Ⅳ編1章食生活と健康、

食育、食事バランスガイ

ド、食生活指針、保健機

能食品、③ライフステー

ジ別の栄養と調理（離乳

食の実習）

Ⅳ編1章食生活と健康、食育、食

事バランスガイド、食生活指針、保

健機能食品、③ライフステージ別

の栄養と調理（離乳食の実習）、①

食生活と栄養、国民健康・栄養調

査、2章食事摂取基準の小テスト

品田 佳世子 （離乳食の実習）

13-15 7/23 14:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

Ⅳ編1章2章う蝕誘発性

食品、飲料の糖度・酸性

について（実習）

Ⅳ編1章2章う蝕誘発性食品、飲

料の糖度・酸性について（実習）、

Ⅳ編1章食育、食事バランスガイ

品田 佳世子 飲料の糖度・酸性

について（実習）
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室, 口腔

保健学科

第４講義

室

ド、食生活指針、保健機能食品、

③ライフステージ別の栄養と調理

の小テスト

16-18 11/12 14:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

前期の授業の復習、臨

床栄養、病態栄養につ

いて

前期の授業の復習、臨床栄養、病

態栄養について 前期の授業の復

習、臨床栄養、病態栄養について

品田 佳世子, 

豊島 瑞枝

栄養と代謝の教

科書使用

19-21 11/26 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

臨床栄養の実際、歯学

部附属病院の病棟にお

ける病院食

臨床栄養の実際、歯学部附属病院

の病棟における病院食

品田 佳世子, 

豊島 瑞枝

22-24 12/10 14:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

栄養分析、食生活指導、

自分の食生活を分析し、

食生活に関する課題、

改善策を考える（演習）

栄養分析、食生活指導、自分の食

生活を分析し、食生活に関する課

題、改善策を考える（演習）

品田 佳世子 演習

25-27 12/17 14:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

対象者の食生活指導、

間食指導 口腔疾患予

防のための食育、食生

活教育（演習）

対象者の食生活指導、間食指導 

口腔疾患予防のための食育、食

生活教育（演習）

品田 佳世子 演習

28-30 1/7 14:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

伝承の地域食、家族食

（課題）発表、まとめと確

認テスト

伝承の地域食、家族食（課題）発

表、まとめと確認テスト

品田 佳世子 課題発表

成績評価の方法 

演習の課題レポートおよび前期・後期の期末客観試験・記述試験で総括的評価を行う。 

出席状況、グル－プ討論、発表の態度等を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

授業の 2／3以上の出席を要する。 

教科書 

人体の構造と機能2 栄養と代謝／高橋信博, 江指隆年 ほか著,：医歯薬出版，2016 

参考書 

糖尿病食事療法のための食品交換表／日本糖尿病学会 編・著,：日本糖尿病協会，2013 

腎臓病食品交換表 : 治療食の基準／黒川清 監修,中尾俊之 編集代表,：医歯薬出版，2016 

日本食品成分表 = STANDARD TABLES OF FOOD COMPOSITION IN JAPAN : 文部科学省科学技術・学術審議会資源調査分科会報告／

医歯薬出版 編,：医歯薬出版，2016 

備考 

事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

連絡先 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

品田 佳世子:随時 
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時間割番号 022240 

科目名 生体材料学 

担当教員 近藤 圭子, 高橋 英和 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 1 

科目名：生体材料学 

時間数：15時間 

授業形態：講義，討論 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

顎口腔歯科領域の治療に使用される歯科生体材料の種類と使用法について学習する。 

授業の到達目標 

・歯科生体材料の一般的性質を理解する。

・石膏の種類と使用方法を理解する。

・印象材の種類と使用方法について理解する。

・セメント(合着用セメント、成形修復用セメント)の種類と使用方法について説明する。

・アクリルレジンおよびコンポジットレジンの種類と使用方法を説明する。

・歯科補綴治療（セラミックス，インプラントを含む）に使用する材料の種類と使用方法を概説する。

・歯科生体材料の安全性について理解する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1-2 4/10 10:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科生体材料の特徴、  

模型材1

歯科生体材料の特徴とその素材、

歯科材料の所要性質  直接法と

間接法  模型材の所要性質、石膏

の種類と性質

高橋 英和 SBO's 1，2

3-4 4/17 10:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

模型材2  印象材1 石膏の硬化反応に影響する各種

因子  印象材の概論，印象材の

種類と特徴，ハイドロコロイド印象

材,ゴム質印象材

高橋 英和 SBO's 2，3

5-7 5/1 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科生体材料の物理的

性質と化学的性質

歯科生体材料の物理的性質、機械

的性質、ひずみ線図  歯科生体

材料の機械的性質、硬さ、  歯科

生体材料の溶解性と腐食

高橋 英和 SBO's 1

8-9 5/8 10:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科材料の加工法，  

鋳造，  重合，

歯科精密鋳造の概要とその特徴  

鋳造用合金の種類と特徴  義歯

床用レジンの特徴、レジンの重

合、裏装材  義歯安定剤

高橋 英和 SBO's 6-9

10-11 5/15 10:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

焼結  合着材と接着材 歯科用陶材  合着材の所要性質

と種類  グラスアイオノマーセメン

トの特徴  接着性レジンセメント

の特徴

高橋 英和 SBO's 5

12-13 5/22 10:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

成形修復材 歯科用アマルガムの性質と取扱

方法、グラムアイオノマーセメント

の性質と取扱い方法  コンポジッ

トレジンの性質と取扱い方法、接

着機序

高橋 英和 SBO's 4

14-15 5/29 10:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

生体適合性  歯ブラシ  

まとめ

生体適合性の重要性と評価方法  

歯ブラシの構造  歯科生体材料

のまとめ

高橋 英和 SBO's 10
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授業方法 

講義，討論 

成績評価の方法 

・期末の筆記試験で総括評価を行う。

・必要に応じて小テストによる形態的評価を行う。

・出席状況、平常学習態度等を総括評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

Webclassに講義資料をアップするので，疑問点があれば質問すること． 

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

参考書 

歯科材料／全国歯科衛生士教育協議会 監修,末瀬一彦 ほか 著,：医歯薬出版，2017 

・ 中嶌 裕ほか編「スタンダード歯科理工学 ―生体材料と歯科材料― 第6版」学建出版 2016年 

・小倉英夫ほか編「コア歯科理工学」医歯薬出版 2008年 

・必要に応じてプリントを配布する。

備考 

事前に資料の配付、e-learning システム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。また、学習する内容につい

て各自で参考文献を読み、理解を深めること。 

-136-



時間割番号 022241 

科目名 臨床検査 

担当教員 樺沢 勇司, 三浦 宏之, 水口 俊介, 栢森 高, 吉野 教夫 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 1 

科目名：臨床検査 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

口腔保健の実践に必要な臨床検査についての理論と実際を理解し、個々の対象者に応用できる問題解決能力を身につける。 

授業の到達目標 

・ 臨床検査の目的および意義を説明する。

・ 主な臨床検査について説明する。

・ 口腔領域のエックス線写真を読影する。

・ 歯科金属アレルギー検査を説明する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 12/5 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

臨床検査１ 臨床検査概論、  血液検査その１ 樺沢 勇司

3-5 12/11 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

画像診断 歯と歯周組織のX線診断  X線写

真の読影法等

吉野 教夫

6 12/12 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室

臨床検査2 血液検査その２ 樺沢 勇司

7 12/12 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

咀嚼機能検査 咀嚼機能検査 水口 俊介

8-9 12/18 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

臨床検査3 病理検査 栢森 高

10-11 12/19 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

臨床検査4 血液検査その３ 樺沢 勇司

12-13 1/9 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

臨床検査5 口腔領域の検査 樺沢 勇司

14-15 1/16 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科用金属によるアレ

ルギー検査

歯科用金属によるアレルギー検

査

三浦 宏之

成績評価の方法 

随時小テストを行い、形成的評価を行う。期末に客観試験、記述試験を行い、総括的評価を行う。 

講義、グループ討論、発表の態度等を総括的評価に加味する。 

受験資格は、東京医科歯科大学歯学部試験規則第11条に準ずる。 

準備学習などについての具体的な指示 

参考書 
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臨床検査／井上孝 ほか著,：医歯薬出版，2012 

備考 

事前に資料の配布・アップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 
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時間割番号 022243 

科目名 歯科診療補助論Ⅰ 

担当教員 小原 由紀, 安田 昌代, 近藤 圭子, 高橋 英和, 土生 メイアナ, 中野 文夫 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 2 

科目名：歯科診療補助論Ⅰ 

時間数：60時間 

授業形態：演習・実習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科第4講義室・臨床基礎実習室・相互実習室 

授業の目的、概要等 

・ 口腔保健・歯科医療の変遷と現状、歯科医療従事者の種類と役割、歯科診療の概要を理解する。

・ 歯科診療の補助における医療安全、感染予防の概要および留意点を理解する。

・ 歯科臨床の場で必要な知識・器材の取扱・技術を理解し、基本的な歯科衛生士に必要な技術を身につける。

・ 歯科材料を実際に使用し、その性質や特徴を知り、取り扱い方を学ぶ。

授業の到達目標 

・ 医療安全、スタンダードプリコーションの基本的概念を説明する。

・ 歯科診療補助の基本的な枠組みと法的定義について説明する。

・ 歯科患者の特徴、心理状態を理解し説明する。

・ 歯科臨床の場で必要な知識・器材の取扱・技術を理解し、歯科衛生士に必要な基本的技術を修得する。

・ 石膏の所要性質および操作時の注意点を説明する。

・ 印象材の種類とその特徴を説明する。

・ 合着材やコンポジットレジンの特徴を説明する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 4/4 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科診療補助の概念 三大業務について、歯科診療補助

の範囲 法的な定義

安田 昌代

3-4 4/9 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科診療における医療

安全

医療安全の基本的概念、BLS、医

療法 医療安全に関わる用語の整

理

小原 由紀

5-6 4/11 13:00-14:50 口腔保健

学科相互

実習室, 

口腔保健

学科第４

講義室

感染予防Ⅰ 感染予防の重要性、スタンダード

プリコーションの概念、手指衛生

安田 昌代

7-11 4/13 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

石膏 石膏の練和方法、硬化時間、硬化

膨張、硬化時の発熱

高橋 英和, 

近藤 圭子, 

岩崎 直彦, 

土生 メイア

ナ, 中野 文

夫

12-13 4/16 15:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

感染予防Ⅱ 実習（手指衛生、グローブ、エプロ

ン、マスクの装着方法）

小原 由紀
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14-15 4/18 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

滅菌と消毒、医療廃棄物

の取り扱い

滅菌・消毒・洗浄の概念、歯科用機

材の滅菌と管理  医療廃棄物の

取り扱い

安田 昌代

16-19 4/20 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

石膏 練和溶液が石膏の硬化に及ぼす

影響

高橋 英和, 

近藤 圭子, 

岩崎 直彦, 

土生 メイア

ナ, 中野 文

夫

20-21 4/23 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科診療室の基礎知識 歯科診療室の環境、設備と構造

（視聴覚教材を用いた演習）

小原 由紀

22-23 4/25 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科診療における患者

対応

歯科診療の流れと患者の接遇、医

療者としての心構え

安田 昌代

24-25 5/2 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

衛生材料の作成 綿球、ロールワッテ、小折ガー

ゼ、アルコールワッテ

近藤 圭子

26-28 5/9 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科材料の取り扱いと

管理について

石膏、印象材、薬品等の管理と取

り扱い

小原 由紀

29-30 5/16 14:00-15:50 歯学部演

習室

PBL PBL 品田 佳世子, 

大木 明子, 

安田 昌代, 

塩沢 真穂, 

大塚 紘未

31-33 5/18 13:00-15:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

印象 ハイドロコロイド印象材と模型の

再現性

近藤 圭子, 

岩崎 直彦, 

土生 メイア

ナ, 中野 文

夫, 高橋 英

和

34-35 5/23 14:00-15:50 歯学部演

習室

PBL PBL 品田 佳世子, 

大木 明子, 

安田 昌代, 

塩沢 真穂, 

大塚 紘未

36-38 6/1 13:00-15:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室

印象 ゴム質印象材と模型の再現性 小原 由紀, 

高橋 英和, 

岩崎 直彦, 

中野 文夫, 

土生 メイアナ

39-41 6/6 13:00-15:50 口腔保健

学科相互

実習室, 

口腔保健

学科第４

共同動作の概念と基本 術者、補助者、患者の姿勢 小原 由紀, 

安田 昌代
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講義室

42-44 6/8 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

成形修復材料と合着材 成形修復材料と合着材の種類と特

徴

高橋 英和, 

岩崎 直彦, 

中野 文夫, 

土生 メイア

ナ, 近藤 圭

子

45-47 6/13 13:00-15:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室

共同動作の基本 バキューム、ライティング、３Way

シリンジの操作

小原 由紀

48-50 6/18 15:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室, 

第1総合

診療室

医療面接 主訴、現病歴、既往歴について、

医療コミュニケーション

小原 由紀

51-54 6/20 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

フォーハンドシステム トランスファーゾーンとデンジャラ

スゾーン（マネキンによる実習）

安田 昌代

55-57 6/27 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

診療室の環境整備 反転授業※上級生の実習見学  

中拭、下拭、清拭の違い、患者誘

導と医療面接の実際

小原 由紀

58-60 7/20 09:00-11:50 口腔保健

学科相互

実習室, 

口腔保健

学科第４

講義室

スキル評価 トレーセッティングから患者の誘

導、位置と姿勢

小原 由紀

成績評価の方法 

・ 提出課題、試験の結果により総括的評価を行う。

・ 出席状況および平常学習態度等を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

・教科書「歯科診療補助論 第2版」を必携とする。

・e ラーニングシステムに事前掲載された資料に目を通し、指示がある場合は事前準備（WebClass へのログイン、資料のダウンロード、リ

ンクサイトからの情報収集等）を行うこと。予習や事前作業が必要な場合は、事前に詳細な指示を行う。

・Webclassに実験結果をアップするので，レポートの作成に用いること．

・事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合には、予習して授業に臨むこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席が必要 

教科書 

歯科診療補助論／合場千佳子 ほか 著,：医歯薬出版，2017 

デンタルスタッフのクリニカルマナー  歯科医院における受付・患者応対と事務／合場千佳子 ほか 著,：医歯薬出版，2018 

履修上の注意事項 

・教科書「歯科診療補助論 第 2 版」を必携とする。  ・講義場所が実習室となっている場合は、必ず白衣を着用し、実習の身だしなみを整
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えた状態で、講義開始時間までに実習室に集合すること。講義開始時間までに身だしなみが整っていない場合は、遅刻扱いとする。  ・

実習に欠席しても、原則的に補講は行わないため、必ず実習に出席すること。 

連絡先 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

小原 由紀:随時 
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時間割番号 022244 

科目名 歯科診療補助論Ⅱ 

担当教員 小原 由紀, 樺沢 勇司, 近藤 圭子, 安田 昌代 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 2 

主な講義場所 

口腔保健学科第4講義室・臨床基礎実習室・相互実習室・歯学科補綴実習室 

授業の目的、概要等 

・歯科臨床の場で必要な知識・器材の取扱い・技術を理解し、歯科衛生士に必要な基本的な技術を身につける。

・口腔保健・歯科医療の変遷と現状、歯科医療従事者の種類と役割、歯科診療の概要を理解する。

授業の到達目標 

・器材の種類・特性・用途を理解する。

・診療に必要な器械・材料・薬品の適切な準備と取り扱いを行う。

・器材の特性にあわせ、滅菌・消毒を行う。

・器材の管理方法を説明する。

・患者を安全に誘導する。

・チーム医療に必要な技能を理解する。

・各科で必要な器材を選択し、診療の流れにそって説明する。

・バイタルサイン（意識レベルを含む）を測定する。

・歯科患者の特徴、心理状態を理解し説明する。

・ライフサイクルに合わせた、歯科衛生士の関わりを理解する。

・歯科保健医療に関わる職種をあげ、それぞれの役割を説明する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 10/2 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

医療安全管理 医療安全管理の原則  危険予知ト

レーニング  医療安全管理体制

の構築

小原 由紀

4-5 10/4 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

滅菌と消毒の実際 相

互実習に向けて 1

基本事項の確認（振り返りテスト）  

診療室の環境整備

小原 由紀

6-8 10/9 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

滅菌と消毒の実際 相

互実習に向けて 2

各種器材の準備実習（リネン包、

滅菌パック）

小原 由紀, 

近藤 圭子

9-10 10/11 15:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

滅菌と消毒の実際 相

互実習に向けて 3

診療室の管理1（下拭き・清拭・中

拭き）

小原 由紀, 

近藤 圭子

11-13 10/16 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科治療と全身疾患 課題演習および発表 小原 由紀

14-15 10/18 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

基礎技術修練 スキルスラボの活用 小原 由紀
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16-19 10/22 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

概形印象採得1 マネキンによる実習  印象材の

取り扱い  印象採得の手順

小原 由紀

20-22 10/23 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

滅菌と消毒の実際 相

互実習に向けて 4

診療室の管理と歯科診療ユニット

のメインテナンス（日常点検と清掃

方法）

小原 由紀, 

近藤 圭子

23-25 10/30 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室

バイタルサイン 血圧、脈拍、体温、血中酸素飽和

濃度の計測

小原 由紀, 

樺沢 勇司

26-27 11/1 13:00-14:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

共同動作（相互実習2) バキュームテクニック、３Wayシリ

ンジの操作

小原 由紀, 

近藤 圭子

28-30 11/6 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室

頭頚部・顎関節、軟組織

の評価

顎顔面領域のアセスメントによる

正常・異常の評価

小原 由紀, 

樺沢 勇司

31-33 11/13 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

診療補助各論（保存修

復）

保存修復治療における診療補助

の概要  器材を扱う実習

安田 昌代

34 11/30 17:00-17:50 補綴実習

室

平行模型の作成1 平行模型の作成 上條 真吾

35-37 12/11 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

器材試験1（保存修復・

歯内療法・歯周治療）  

歯科用セメントの取り扱

い【実習】

試験  セメント練和実習 安田 昌代

38-40 12/18 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

診療補助各論（歯科補綴

１）

補綴治療における診療補助の概

要

安田 昌代
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講義室

41-43 1/9 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

診療補助各論（歯科補綴

2）

補綴治療における診療補助の概

要  器材を扱う実習

安田 昌代

44-46 1/22 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

診療補助各論（口腔外科

1）

口腔外科治療における診療補助

の概要  周術期口腔機能管理

安田 昌代

47-49 1/24 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

診療補助各論（口腔外科

2）

口腔外科治療における診療補助

の概要  器材を扱う実習

安田 昌代

50-53 1/28 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

歯科診療補助に関る基

本スキルチェック

各種診療補助にほける基本技術

の確認

安田 昌代, 

小原 由紀

54-57 1/30 13:00-16:50 その他

（口腔保

健学科口

腔保健衛

生学専

攻）

障害者歯科における歯

科衛生士の役割

障害者口腔保健センターの見学 小原 由紀

58-60 1/31 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室

器材試験２（歯科補綴・

口腔外科）

試験 安田 昌代

成績評価の方法 

・中間と期末の筆記試験、実技試験および提出レポート・課題により総括的評価する。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

事前配布資料や視聴覚教材等、e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

3/4以上の出席が必要 

教科書 

歯科診療補助論／可児徳子, 合場千佳子, 高阪利美 編,：医歯薬出版，2007 

参考書 

・ 器材準備マニュアル第5版 全国歯科衛生士教育協議会編 財団法人 口腔保健協会 

履修上の注意事項 

・実習開始時刻までに実習にふさわしい身だしなみで出席すること。

備考 

連絡先 
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小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

小原 由紀:随時 
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時間割番号 022246 

科目名 臨床口腔保健衛生実習Ⅰ 

担当教員 小原 由紀, 近藤 圭子, 安田 昌代 

開講時期 通年 対象年次 2 単位数 1 

主な講義場所 

口腔保健学科第4講義室・臨床基礎実習室・相互実習室・歯学科補綴実習室 

授業の目的、概要等 

・歯科臨床の場で必要な知識・器材の取扱い・技術を理解し、歯科衛生士に必要な基本的な技術を身につける。

・口腔保健・歯科医療の変遷と現状、歯科医療従事者の種類と役割、歯科診療の概要を理解する。

授業の到達目標 

・器材の種類・特性・用途を理解する。

・診療に必要な器械・材料・薬品の適切な準備と取り扱いを行う。

・器材の特性にあわせ、滅菌・消毒を行う。

・器材の管理方法を説明する。

・患者を安全に誘導する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 6/21 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

教材演習1 シミュレーション教材の実施1 小原 由紀

3-4 6/28 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室

教材演習う 2 シミュレーション教材演習2 小原 由紀

5-7 7/6 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室

滅菌物の取り扱い リネン・滅菌パックの準備と取り扱

い  カスト、ピンセット、鉗子の取

り扱い

小原 由紀

8-10 7/13 09:00-11:50 口腔保健

学科相互

実習室, 

口腔保健

学科第４

講義室

診療室の管理 ユニットの整備（トラップ、バキュ

ーム装置の管理）

小原 由紀

11-14 10/29 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

共同動作（相互実習）1 位置と姿勢 ライティング 小原 由紀, 

近藤 圭子

15-16 11/1 15:00-16:50 口腔保健

学科臨床

共同動作（相互実習2) バキュームテクニック、３Wayシリ

ンジの操作

小原 由紀, 

近藤 圭子
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基礎実習

室

17-20 11/5 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

概形印象採得2 相互実習1（下顎） 小原 由紀, 

安田 昌代

21-24 11/8 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

概形印象採得3 相互実習2（上顎） 安田 昌代, 

小原 由紀

25-28 11/15 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

共同動作（相互実習）3 印象採得実習2 上顎 近藤 圭子, 

小原 由紀

29-33 11/16 13:00-17:50 補綴実習

室

平行模型の作成1 上條 真吾

34-37 11/19 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

診療補助各論(歯内療

法）

歯内治療における診療補助の概

要  器材を扱う実習

安田 昌代

38-41 11/21 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

診療補助各論（歯周治

療）

歯周治療における診療補助の概

要  器材を扱う実習

安田 昌代

42-45 11/30 13:00-16:50 補綴実習

室

平行模型の作成1 上條 真吾

成績評価の方法 

・筆記試験、実技試験及び提出レポート・課題により総括的評価する。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

事前配布資料や e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

3/4以上の出席が必要 

教科書 

歯科診療補助論／可児徳子, 合場千佳子, 高阪利美 編,：医歯薬出版，2007 

参考書 

・ 器材準備マニュアル第5版 全国歯科衛生士教育協議会編 財団法人 口腔保健協会 

備考 
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連絡先 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

小原 由紀:随時 
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時間割番号 022248 

科目名 歯科衛生過程の基礎 

担当教員 吉田 直美 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 1 

科目名：歯科衛生過程の基礎 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

人々の健康ニーズにあった支援を提供するために、論理的に思考し、問題を解決する知識・技術を理解する。 

授業の到達目標 

・歯科衛生過程の概念を説明する。

・歯科衛生過程の構成要素を説明する。

・歯科衛生過程の必要性と重要性を説明する。

・対象者の情報を分類・整理する。

・対象者の歯科衛生分野における問題を明確化し，優先順位をつける。

・明確化した問題の関連因子を特定し，歯科衛生診断文を作成する。

・歯科衛生計画を立案する(目標・歯科衛生介入・期待される結果）。

・歯科衛生評価を説明する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 10/4 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科衛生過程の概念 歯科衛生過程とは、歯科衛生過程

の構成要素

吉田 直美

2 10/11 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科衛生アセスメント１ 情報収集 吉田 直美

3 10/18 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科衛生アセスメント２ 情報処理（分類・整理） 吉田 直美

4 11/1 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科衛生アセスメント３ 情報処理（解釈・分析） 吉田 直美

5 11/8 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科衛生診断１ 情報の統合 吉田 直美

6 11/14 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科衛生診断２ 歯科衛生診断文 吉田 直美

7 11/15 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科衛生計画 計画立案 吉田 直美

8 11/21 09:00-09:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

歯科衛生介入 介入方法の決定 業務記録 吉田 直美
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室

9 11/28 09:00-09:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室

歯科衛生介入 介入方法の決定 業務記録 吉田 直美

10 12/5 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科衛生評価 評価 吉田 直美

11 12/12 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科衛生過程の展開１ 事例演習 吉田 直美

12-14 12/14 09:00-11:50 特別講堂 卒業研究発表会 吉田 直美

15 12/19 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

歯科衛生過程の展開2 事例演習 吉田 直美

成績評価の方法 

課題レポート、期末の試験で総括的評価を行う。 

受講態度、出席状況等を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

事前配布資料や e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

よくわかる歯科衛生過程／全国歯科衛生士教育協議会 編,：医歯薬出版，2015 

歯科衛生過程 HAND BOOK : 歯科衛生士教育サブテキスト : やさしく学べる・これならわかる／吉田直美, 遠藤圭子, 渡邉麻理, 鈴木純

子 著,：クインテッセンス出版，2015 

参考書 

歯科衛生ケアプロセス／下野正基 監修,佐藤陽子, 齋藤淳 編著,下野正基, 保坂誠, Ginny Cathcart 著,：医歯薬出版，2007 

よくわかる歯科衛生過程／全国歯科衛生士教育協議会 編,：医歯薬出版，2015 

歯科衛生ケアプロセス実践ガイド／佐藤陽子,齋藤淳：医歯薬出版株式会社，2015 
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時間割番号 022249 

科目名 児童・家庭福祉Ⅰ 

担当教員 樺沢 勇司, 雨宮 由紀枝 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 1 

科目名：児童・家庭福祉Ⅰ 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・現代社会における児童の成長・発達と生活実態について理解するとともに、現代社会における児童福祉の社会的背景、理念と意義につ

いて理解する。 

・社会福祉士に必要な児童福祉の特質への理解を深める。

授業の到達目標 

・現代社会における児童の成長・発達と生活実態について説明できる。

・ライフサイクルにおける児童期の位置づけ・とらえ方を説明できる。

・近代・現代社会における子どもの権利および子どもを巡る問題について説明できる。

・現代社会における児童福祉の理念と意義について説明できる。

・児童福祉に関する法とサービス体系について説明できる。

・児童のための地域・住環境整備と相談援助活動について説明できる。

・近代・現代社会における国家・家族・児童の関連について説明できる。

・児童福祉の歴史、児童福祉の仕組み、問題発生の機序について説明できる。

・児童福祉サービスの種類やあり方について説明できる。

・少年非行や社会的養護について説明できる。

・母子保健、保育政策など発達期の児童福祉について説明できる。

・子ども虐待の問題とその防止の取り組みについて概説できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 6/15 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

現在社会と子ども家庭 児童を取り巻く社会環境、子育て

ニーズ

雨宮 由紀枝

4-6 6/22 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

児童・家庭福祉とは何  

か、子どもと家庭の権利  

保障

児童観、児童の権利に関する条約 

理念・意義

雨宮 由紀枝

7-9 6/29 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

児童福祉の発展 児童  

福祉と法

児童・家庭福祉の歴史（日本・欧

米）  関連法、実施体制、行財政、

専門職、権利擁護

雨宮 由紀枝

10-12 7/6 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

母子保健 障害・難病  

のある子どもと家庭へ  

の支援  地域における

子育てと  青少年育成

保育

母子保健施策、母子保健法、障

害・難病のある子どもと家族のニ

ーズ、支援制度  児童健全育成施

策   保育制度、保育施策

雨宮 由紀枝

13-15 7/13 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

子育て支援 ひとり親  

家庭の福祉

子育て支援施策 母子及び父子並

びに寡婦福祉法、自立支援

雨宮 由紀枝

成績評価の方法 

講義内のディスカッション、授業への参加状況、課題レポート等により総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 
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試験の受験資格 

全講義15時間の 2/3以上出席すること 

教科書 

新・社会福祉士養成講座１５児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，

2016 

備考 

担当教員（非常勤） 

雨宮由紀枝 日本女子体育大学 
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時間割番号 022250 

科目名 障害児・者福祉Ⅰ 

担当教員 中山 玲奈，古屋 純一, 山田 美代子 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 1 

時間数：15時間 1単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：山田美代子（西方医療福祉研究会）、中山玲奈、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・障害福祉制度の変遷について学び、保健・医療・福祉・教育・労働の連携について理解する。

・障害者福祉の理念の変化を概観し、障害者自身の活躍に注目する中で「共に歩む」を考える。

授業の到達目標 

・医療従事者に必要な障害児・者福祉について理解できる。

・国際的な障害の概念と障害者福祉制度の変遷と現代社会における障害者の福祉課題を理解できる。

・障害者と家族の生き方や社会的役割、保健・医療・福祉などの専門職に共通する価値・倫理との関連を説明できる。

・ノーマライゼーション、リハビリテーション、インクルージョンなどの障害者福祉の理念を説明できる。

・障害児教育の変遷について学び、「共に学ぶ」「共に生きる」の意義を理解し、福祉教育や心のバリアフリーと社会のあり方を理解でき

る。 

・現代の障害者福祉の法体系について学び、「障害者が地域で生きる」ことの意義、ユニバーサル社会の本質について説明できる。

・国連・障害者権利条約の特徴と意義について理解し、障害者差別とは何かを考え、「共生社会」を築くためのわが国の課題について理解

できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 6/12 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

障害者福祉の現状 わが国の障害者の生活実態、現

代社会における障害児・者福祉の

課題

山田 美代子, 

中山 玲奈，

古屋 純一

4-6 6/19 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

障害者福祉制度の変遷  

「障害」概念の変遷

「障害」概念とわが国の障害者観

の変遷

山田 美代子

7-9 6/26 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

障害者福祉の理念1  

障害者福祉の理念2

リハビリテーション理念の進展

国際的な ICIDH,ICFモデル  自立

生活運動と当事者活動   優生保

護法と障害者観

山田 美代子

10-12 7/3 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

障害者福祉の理念3  

障害者福祉の理念4

ノーマライゼーション理念の進展

特殊教育、特別支援教育  インク

ルージョン理念と多様性の尊重

山田 美代子

13-15 7/10 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

障害者と「生命の尊厳」  

障害者福祉のまとめ」

障害者福祉制度の現状、改革  グ

ループデイスカッション

山田 美代子

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。
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・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座14 障害者に対する支援と障害者自立支援制度／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2015 
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時間割番号 022251 

科目名 地域福祉Ⅰ 

担当教員 中山 玲奈，古屋 純一, 藤高 直之 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 1 

時間数：15時間 1単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：藤高直之（白梅学園大学）、中山玲奈、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・地域福祉の歴史や基本的考え方を理解する。

・地域福祉に係る組織や専門職の役割について理解する。

授業の到達目標 

・地域福祉に関わる基本的な用語を理解し、説明できる。

・地域福祉の関わる法制度を理解し説明できる。

・地域福祉の歴史と発展に寄与した人物について説明できる。

・地域福祉に係る組織、団体及び専門職の役割と実際について説明できる。

・地域福祉の推進方法（ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発、福祉ニーズの把握方法、地域トータルケアシステムの構築方法、

サービスの評価方法を含む）について説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 4/6 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

地域福祉の基本概念 地域コミュニテイと住民、社会福祉

法 人権尊重、権利擁護、社会的

包摂

藤高 直之, 

中山 玲奈， 

古屋 純一

4-6 4/13 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

地域福祉の歴史的展開 地域福祉の源流 COS 活動とセ

ツルメント活動  戦後日本の地域

福祉

藤高 直之

7-9 4/20 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

コミュニテイケアの展開 地域コミュニテイ視点の登場 藤高 直之

10-12 4/27 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

地域福祉を支える組織 行政組織の役割と実際、地方自治

体、民間組織の役割と実際、社会

福祉協議会の役割  地域住民の

役割と実際、民生委員、児童委員

の役割

藤高 直之

13-15 5/11 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

地域福祉の現状と課題  

まとめと試験

地域福祉に関する基本的用語  

今日の地域福祉における課題

藤高 直之

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。
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・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座9 地域福祉の理論と方法 第３版／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2015 
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時間割番号 022252 

科目名 高齢者福祉Ⅰ 

担当教員 古屋 純一 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 1 

時間数：15時間 1単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：古屋純一、斉藤恵子、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・地域で活躍する歯科衛生士に必要となる、高齢者の特徴や社会情勢、高齢者の生活支援に必要な医療・保健・福祉の知識、生活機能や

栄養など生活支援に必要な評価法を理解する。 

授業の到達目標 

・超高齢社会について説明できる。

・高齢者の身体的・精神的特徴や高齢者に多い全身疾患や口腔の変化を説明できる。

・高齢者の生活支援に必要な生活機能評価や栄養評価を説明できる。

・包括的な高齢者支援を理解する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 4/9 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

高齢者の特性1 高齢者を取り巻く社会環境の変

化、高齢者・高齢化の定義

古屋 純一

2 4/9 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

高齢者の特性2 身体・精神機能の変化 古屋 純一

3 4/9 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

高齢者の特性3 口腔機能の変化、高齢者の総合

的理解

古屋 純一

4 4/16 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

高齢者に多い全身疾患

1

脳血管疾患、循環器疾患、変性疾

患、認知症

古屋 純一

5 4/16 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

高齢者に多い全身疾患

2

脳血管疾患、循環器疾患、変性疾

患、認知症

古屋 純一

6 4/16 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

高次脳機能障害 高次脳機能障害の実際 古屋 純一

7 4/23 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

高齢者の居住と生活 高齢者の居住環境、生活環境 古屋 純一

8 4/23 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

高齢者の生活機能の評

価

ADL、IADL、ICF、ICIDH 古屋 純一

9 4/23 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

認知機能の評価 MMSE、HSDR、ウェクスラー知能

検査、ADAS

古屋 純一

10 5/7 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

高齢者の栄養評価 栄養評価法、必要栄養量、高齢者

で不足しやすい栄養

古屋 純一
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講義室

11 5/7 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

高齢者の栄養ケア 栄養ケアの実際 古屋 純一

12 5/7 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

高齢者の食事・栄養と口

腔機能

栄養サポートチームと歯科医療 古屋 純一

13 5/14 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

高齢者福祉の実際1 高齢者福祉の実際例、ゴミ屋敷 古屋 純一

14 5/14 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

高齢者福祉の実際2 高齢者福祉の実際例、若年性認知

症

古屋 純一

15 5/14 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

まとめ これまでのまとめ 古屋 純一

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座13 高齢者に対する支援と介護保険制度／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2016 

高齢者歯科／植田耕一郎 ほか 著,：医歯薬出版，2015 

-159-



時間割番号 022253 

科目名 介護福祉Ⅰ 

担当教員 古屋 純一, 小原 由紀, 川﨑 つま子, 早田 雅美, 中澤 栄理 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 1 

時間数：15時間 1単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：古屋純一、中山玲奈、早田雅美（NPO 法人ハート・リング運動）、川﨑つま子、小原由紀、中澤栄理（特別養護老人ホームベタニ

アホーム）、ほか

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・地域で活躍する歯科衛生士に必要となる、介護が必要な高齢者の特徴や社会における介護の問題点、高齢者の生活支援に必要な介

護・福祉の知識、介護の実際を知る。 

授業の到達目標 

・介護と介護予防の概念、対象について説明できる。

・生活支援に必要な介護の技術について説明できる。

・認知症とその生活支援について説明できる。

・介護の実際例から社会における介護の問題点を説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 5/21 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

認知症ケア 認知症ケアの考え方 古屋 純一

2 5/21 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

認知症ケアと介護の実

際1

認知症ケアと介護の在り方 古屋 純一

3 5/21 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

認知症ケアと介護の実

際2

認知症ケアにおける生活支援 古屋 純一

4 5/28 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

生活支援と介護1 自宅での介護の実際 古屋 純一, 

早田 雅美

5 5/28 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

生活支援と介護2 自宅での介護の実際 古屋 純一, 

早田 雅美

6 5/28 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

介護における多職種連

携

介護に関わる多職種と連携の重

要性

古屋 純一

7 6/4 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

生活支援技術1 口腔衛生の看護と介護 古屋 純一, 

古屋 純一

8 6/4 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

生活支援技術2 身支度・移動・睡眠の看護と介護 川﨑 つま子

9 6/4 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

生活支援技術3 入浴・清潔・排泄の看護と介護 川﨑 つま子

10 6/11 09:00-09:50 口腔保健

学科臨床

生活支援技術4 車いすの操作・介助方法   杖の

種類および使用・介助方法

小原 由紀
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基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

11 6/11 10:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

生活支援技術5 車いすの操作・介助方法   杖の

種類および使用・介助方法

小原 由紀

12 6/11 11:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

生活支援技術6 車いすの操作・介助方法   杖の

種類および使用・介助方法

小原 由紀

13 6/18 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室

介護の概念と対象 介護と介護予防の概念・理念と対

象

古屋 純一, 

中澤 栄理

14 6/18 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室

ケアプランと自立支援 自立支援と介護過程 古屋 純一, 

中澤 栄理

15 6/18 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

介護の実際  まとめ 介護の実践  まとめ 古屋 純一, 

中澤 栄理

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座13 高齢者に対する支援と介護保険制度／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2016 

高齢者歯科／植田耕一郎 ほか 著,：医歯薬出版，2015 

参考書 

新・社会福祉士養成講座／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2016 
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時間割番号 022254 

科目名 相談援助の基盤と専門職Ⅰ 

担当教員 吉田 直美 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 1 

主な講義場所 

口腔保健学科第４講義室 

授業の目的、概要等 

保健・医療・福祉に携わる専門職として、対象との信頼関係を構築するためにカウンセリングの基本知識、基本技術、基本的態度を修得す

る 

授業の到達目標 

・保健・医療・福祉サービスの専門職として対象とコミュニケーションをとる際の基本的態度・基本姿勢を説明する

・保健・医療・福祉サービスの専門職として対象とコミュニケーションをとる際のカウンセリング基本スキルを説明する

・保健・医療・福祉サービスの専門職としてカウンセリング基本スキルを用いて、コミュニケーションする

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 5/14 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助と専門職 カウンセリング概説 吉田 直美

3-4 5/21 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

カウンセリング基本演習 基本的態度 吉田 直美

5-7 5/28 15:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

カウンセリング基本演習 基本姿勢・質問法 吉田 直美

8-10 6/4 15:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

カウンセリング基本演習 確認・要約・感情 吉田 直美

11-13 6/11 15:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

カウンセリング基本演習 感情・共感 吉田 直美

14-15 7/5 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

まとめ まとめ 吉田 直美

成績評価の方法 

・授業内でのレポートおよび小テストで総括的評価を行う。

・受講態度、出席状況等を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

e-learning へのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

2/3 以上の出席 

教科書 

みるみる身につく歯科衛生士のコミュニケーション力／中村千賀子, 吉田直美 著,：口腔保健協会，2014 
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時間割番号 022255 

科目名 相談援助演習Ⅰ 

担当教員 中山 玲奈，古屋 純一 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 1 

時間数：30時間 1単位 

授業形態：演習 

担当教員：中山玲奈、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・社会福祉における相談援助の知識と技術に関わる他の科目との関連性も視野に入れつつ、歯科衛生士に求められる相談援助の係る知

識と技術について実践的に修得するとともに、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を滋養する。 

授業の到達目標 

・相談援助の特徴を説明することができる。

・相談援助の内容・方法・プロセスを説明することができる。

・相談援助に関する実践上の課題について、自ら意見を述べることができる。

・相談援助と口腔保健における実践の関連性について関心をもち、調べ考えることができる。

・相談援助実習に向けた自分の興味や関心を持ったことと学習課題を説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 10/5 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

オリエンテーション   ソ

ーシャルワーク実践

演習の進め方についてのグルー

プワーク

中山 玲奈，

古屋 純一

4-6 10/19 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

専門職としての価値・倫

理と自己覚知

ロールプレイ 中山 玲奈

7-9 10/26 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助の基礎Ⅰ 言語・非言語コミュニケーション 中山 玲奈

10-12 11/2 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助の基礎Ⅱ 面接技法について 中山 玲奈

13-15 11/9 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助の基礎Ⅲ  ま

とめ

記録法と情報整理法  今までの

授業のまとめ

中山 玲奈

16-18 11/16 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助の実際Ⅰ グループワーク 中山 玲奈

19-21 11/30 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助の実際Ⅱ グループワーク 中山 玲奈

22-24 12/7 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助の基礎Ⅳ 事例検討(アセスメントまで) 中山 玲奈

25-27 12/21 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助の基礎Ⅴ 事例検討(アフターケアまで) 中山 玲奈
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28-30 1/11 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

まとめ これまでのまとめ 中山 玲奈，

古屋 純一

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

履修上の注意事項 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。  ・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。   ・資

料の配付、e-learning へのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。  ・地域への見学があるため、集合場所等に注意するこ

と。 
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時間割番号 022256 

科目名 児童・家庭福祉Ⅱ 

担当教員 樺沢 勇司, 雨宮 由紀枝 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 1 

科目名：児童・家庭福祉Ⅱ 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・現代社会における児童の成長・発達と生活実態について理解するとともに、現代社会における児童福祉の社会的背景、理念と意義につ

いて理解する。 

・社会福祉士に必要な児童福祉の特質への理解を深める。

授業の到達目標 

・現代社会における児童の成長・発達と生活実態について説明できる。

・ライフサイクルにおける児童期の位置づけ・とらえ方を説明できる。

・近代・現代社会における子どもの権利および子どもを巡る問題について説明できる。

・現代社会における児童福祉の理念と意義について説明できる。

・児童福祉に関する法とサービス体系について説明できる。

・児童のための地域・住環境整備と相談援助活動について説明できる。

・近代・現代社会における国家・家族・児童の関連について説明できる。

・児童福祉の歴史、児童福祉の仕組み、問題発生の機序について説明できる。

・児童福祉サービスの種類やあり方について説明できる。

・少年非行や社会的養護について説明できる。

・母子保健、保育政策など発達期の児童福祉について説明できる。

・子ども虐待の問題とその防止の取り組みについて概説できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-8 8/27 09:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

障害児の福祉、児童虐

待対策

障害について、療育・福祉施策、

特別支援教育、自立支援、社会的

背景・実態、被虐待児保護、児童

虐待防止法

雨宮 由紀枝

9-15 9/28 09:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

非行児童・情緒障害児

の支援、社会的養護、子

ども家庭への相談援助

活動

非行・情緒障害の理解・動向、非行

児童・情緒障害児とその家族への

支援、相談援助の方法、社会的養

護と児童・家庭福祉援助活動

雨宮 由紀枝

成績評価の方法 

講義内のディスカッション、授業への参加状況、課題レポート等により総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

全講義15時間の 2/3以上出席すること。 

教科書 

新・社会福祉士養成講座１５ 児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，

2016 

備考 

担当教員（非常勤） 

雨宮由紀枝 日本女子体育大学 
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時間割番号 022257 

科目名 障害児・者福祉Ⅱ 

担当教員 中山 玲奈，古屋 純一, 山田 美代子 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 1 

時間数：15時間 1単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：山田美代子（西方医療福祉研究会）、中山玲奈、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・障害種別の特性について理解し、具体的な支援の在り方を学び、自分なりの障害者観・関わり方を確立できるよう学ぶ。

・現代社会における障害児・者福祉の課題について、保険・医療・福祉専門職として果たせる役割を考える。

授業の到達目標 

・身体障害、知的障害、精神障害、発達障害、高次脳機能障害など、具体的な障害種別の特性について理解し、支援にあたり求められる

視点・姿勢を獲得する。 

・知的障害と出生前診断、発達障害と児童虐待、精神障害の長期入院と隔離施策、重症心身障害児と医療的ケア・生命の尊厳など、障害

児・者福祉と医療的課題に着目し、医療専門職として自分なりの視点や姿勢の確立をめざす。 

・障害者雇用施策の変遷と就労支援の現状について学ぶなかで、「働くこと」の意義、ILOが提唱する「ディーセントワーク（decent work）(人

間らしい尊厳をもった働き方)」について説明できる。 

・エンパワメントの視点に立った支援について学び、障害児・者が地域で暮らすことの意義、まちづくりについて考え、自分なりの支援の在

り方・関わり方を修得することをめざす。 

・当事者主体の視点から、自己決定の尊重、意思決定支援などについて学び、自分なりに実践する具体的な方法の修得をめざす。

・障害児・者福祉の学びを通して、医療者として福祉的な支援を必要とする人に関わる際の価値観・倫理観を獲得する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-8 9/25 09:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

障害児・者福祉の現状  

障害者の種類と特性 

障害と出生前診断  精

神障害と「隔離施策」 発

達障害の種類と特性

わが国の障害児・者福祉の現状、

現代社会における障害児・者福祉

の課題  ３障害の分類と「障害」の

定義  出生前診断の変遷と「障害

者の生命」  精神障害者福祉の変

遷と「隔離施策」の関係性  発達

障害者支援法と自閉症、学習障

害、注意欠陥多動性障害の特性

山田 美代子, 

中山 玲奈，

古屋 純一

9-15 9/26 09:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

発達障害児と児童虐待  

高次脳機能障害と特性  

エンパワメントと地域生

活  重症心身障害児・者

と生命の尊厳  当事者

主体と自己決定 の尊

重・意思決定支援

発達障害児と虐待の関係、人格形

成への影響  高次脳機能障害の

種類と特性、支援における課題  

重症心身障害児・者の概念と支援

の実態、「生命の尊厳」を考える  

当事者主体の地域生活支援、自己

決定の尊重と意思決定支援

中山 玲奈，

山田 美代子

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。
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準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座14 障害者に対する支援と障害者自立支援制度／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2015 
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時間割番号 022258 

科目名 地域福祉Ⅱ 

担当教員 中山 玲奈，古屋 純一, 藤高 直之 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 1 

時間数：15時間 1単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：藤高直之（白梅学園大学）、中山玲奈、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・地域福祉の基本的考え方を踏まえ、地域福祉の現状を理解する。

・ネットワーキングをはじめとする地域福祉の推進方法と課題について理解する。

授業の到達目標 

・対象者、地域によって異なる地域福祉の現状を理解し、課題について考察することができる。

・地域福祉を推進していくために、必要な資源や対策を考察することができる。

・地域福祉の推進方法（ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発、福祉ニーズの把握方法、地域トータルケアシステムの構築方法、

サービスの評価方法を含む）について具体的に説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-8 7/30 09:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

地域福祉の推進法  地

域福祉の実際１

社会福祉法、コミュニテイワーク技

法、ネットワーキング、社会資源  

の活用・調整・開発  社会福祉施

設の地域拠点、福祉教育とボラン

テイア活動

藤高 直之, 

中山 玲奈，

古屋 純一

9-15 7/31 09:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

地域福祉計画策定  地

域福祉の実際２

地域福祉計画策定の流れ、実践

「住民参加による福祉のまちづく

り」  地域福祉計画における住民

主体形成、福祉サービスの評価方

法、第三者評価事業、福祉の情報

提供  と苦情解決システム

中山 玲奈，

藤高 直之

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座9 地域福祉の理論と方法 第３版／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2015 
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時間割番号 022259 

科目名 高齢者福祉Ⅱ 

担当教員 古屋 純一, 中山 玲奈，清水 文, 竹内 純, 白田 千代子, 郷田 瑛 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 1 

時間数：15時間 1単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：古屋純一、清水文（東大病院口腔顎顔面外科）、竹内純（原宿リハビリテーション病院歯科）、白田千代子、郷田瑛（逗子メディス

タイルクリニック訪問診療センター）、ほか

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・地域で活躍する歯科衛生士に必要となる、高齢者福祉の歴史、高齢者福祉に関する法律、介護保険制度、介護保険サービス、高齢者支

援の実際を理解する。 

授業の到達目標 

・高齢者福祉の成り立ちを説明できる。

・高齢者福祉に関する法律を説明できる。

・介護保険制度と介護保険サービスを説明できる。

・包括的な高齢者支援の実際を理解できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 10/1 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

高齢者福祉の歴史 高齢者保健福祉の起源と生成、発

展

古屋 純一

2 10/1 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

高齢者医療保険福祉に

関する法律1

高齢者保健福祉の法体系と関連

法規

古屋 純一

3 10/1 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

高齢者医療保険福祉に

関する法律2

老人福祉法、高齢者の医療の確

保に関する法律、高齢者虐待防止

法

古屋 純一

4 10/15 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

介護保険制度1 介護保険制度の概要、目的 中山 玲奈

5 10/15 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

介護保険制度2 要介護認定、保険給付、介護報酬 中山 玲奈

6 10/15 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

介護保険制度3 地域支援事業、介護保険事業計画 中山 玲奈

7 10/22 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

介護保険サービス1  居宅サービス 古屋 純一

8 10/22 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

介護保険サービス2  施設サービス 古屋 純一

9 10/22 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

介護保険サービス3  介護予防サービス 古屋 純一

10 10/29 09:00-09:50 口腔保健 高齢者支援の実際1 急性期病院における高齢者支援 古屋 純一, 
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学科第３

講義室

清水 文

11 10/29 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

高齢者支援の実際2 回復期病院における高齢者支援 古屋 純一, 

竹内 純

12 10/29 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

高齢者支援の実際3 地域における高齢者支援 中山 玲奈 

白田 千代子

13 11/5 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

高齢者支援の実際4 在宅における高齢者支援 古屋 純一, 

郷田 瑛

14 11/5 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

高齢者支援の実際5 多職種連携による高齢者支援 古屋 純一, 

郷田 瑛

15 11/5 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

まとめ これまでのまとめ 古屋 純一

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座13 高齢者に対する支援と介護保険制度／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2016 

高齢者歯科／植田耕一郎 ほか 著,：医歯薬出版，2015 
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時間割番号 022260 

科目名 現代社会と福祉Ⅰ 

担当教員 中山 玲奈，古屋 純一 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 2 

時間数：30時間 2単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：中山玲奈、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・ 保健・医療・福祉の専門職に共通する人権擁護や社会正義などの価値・倫理を理解する。

・ 現代社会における社会福祉の意義や理念、福祉政策との関係について理解する。

授業の到達目標 

・事実としての社会福祉が、なぜ現代社会に存在しているのかを、人々の生活と社会のあり方から理解する

・現代の社会福祉の課題を多様な側面から理解する

・社会福祉の手段と利用資格を規定している考え方について考えることが出来る

・社会福祉を仕掛けている主体、利用者、専門職の多様性を理解する

・市民参加の必要性を理解することが出来る

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 4/3 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

オリエンテーション 社会福祉入門 中山 玲奈，

古屋 純一

2 4/5 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 社会福祉という「仕掛け」 中山 玲奈

3 4/5 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 グループワーク 中山 玲奈

4 4/5 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 生活の変動と「強い個人」 中山 玲奈

5 4/6 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 グループワーク 中山 玲奈

6 4/10 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 福祉国家と生活のリスク管理 中山 玲奈

7 4/17 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 グループワーク 中山 玲奈

8 4/24 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 福祉国家の「再編」と社会的排除 中山 玲奈

9 5/1 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 グループワーク 中山 玲奈

10 5/8 17:00-17:50 口腔保健 放送大学 社会福祉の多様な供給主体と新し 中山 玲奈
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学科第４

講義室

い公私関係

11 5/15 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 グループワーク 中山 玲奈

12 5/22 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 地方分権と「地域福祉計画」 中山 玲奈

13 5/29 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 グループワーク 中山 玲奈

14 6/5 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 社会福祉のニードと利用資格 中山 玲奈

15 6/7 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 グループワーク 中山 玲奈

16 6/12 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 社会福祉の具体的手段と資源 中山 玲奈

17 6/14 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 グループワーク 中山 玲奈

18 6/19 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 施設という生活形態と脱施設化 中山 玲奈

19 6/21 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 グループワーク 中山 玲奈

20 6/26 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 地域で生活するということ  －自

立生活運動の歴史と展開

中山 玲奈

21 6/28 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 グループワーク 中山 玲奈

22 7/5 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 地域福祉の具体的展開 中山 玲奈

23 7/12 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 グループワーク 中山 玲奈

24 7/17 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 地域の問題と支え合いによる解決

の課題

中山 玲奈

25 7/19 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 グループワーク 中山 玲奈

26 7/20 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

放送大学 社会福祉の現業組織と市民への

「窓口」

中山 玲奈
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講義室

27 7/20 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 グループワーク 中山 玲奈

28 7/26 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 「援助する人々」  —専門職、ボラ

ンティア、そして「当事者」

中山 玲奈

29 7/27 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

放送大学 社会福祉は誰のためにあるのか  

－自立・参加・連帯－

中山 玲奈

30 7/27 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

まとめ これまでのまとめ 中山 玲奈 

古屋 純一

成績評価の方法 

・放送大学での試験を実施する。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

・放送大学による授業のため事前に教務係に申し込むこと

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

放送大学テキスト 

履修上の注意事項 

・放送大学による授業のため事前に教務係に申し込むこと  ・授業履修者は、事前に担当教員に履修について相談すること
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時間割番号 022261 

科目名 現代社会と福祉Ⅱ 

担当教員 中山 玲奈，古屋 純一, 遠藤 康裕 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 2 

時間数：30時間 2単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：遠藤康裕 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・本講義では多様化する社会、その社会が抱える課題と福祉のかかわりについて学ぶ中で、自分自身の生活が社会とつながっているこ

とを理解し、社会の課題について考える。 

授業の到達目標 

・現代社会の課題と福祉について説明できる。

・現代社会における社会福祉の価値やその意義を説明できる。

・福祉政策の展開過程や方法について説明できる。

・国際的な比較を踏まえ今後の福祉のあり方について考えられる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 8/28 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

現代社会と福祉 現代社会と福祉について  社会

の変化と福祉

遠藤 康裕, 

中山 玲奈，

古屋 純一

4-7 8/28 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

福祉政策と福祉の思想・

哲学

福祉と福祉政策  福祉の思想と哲

学

遠藤 康裕

8-10 8/29 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

社会政策と福祉政策 社会政策と福祉政策 遠藤 康裕

11-14 8/29 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

福祉政策の展開 福祉政策の発展過程  少子高齢

化時代の福祉政策

遠藤 康裕

15-17 8/30 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

福祉政策の実際 福祉政策における必要と資源  福

祉政策の理念・主体・手法

遠藤 康裕

18-22 8/30 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

制度体系と関連領域 福祉政策の関連領域  社会福祉

制度の体系

遠藤 康裕

23-25 8/31 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

福祉サービスと方法 福祉サービスの提供  福祉サー

ビスと援助活動

遠藤 康裕

26-30 8/31 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

福祉政策の国際比較と

今後の展望

福祉政策の国際比較  福祉政策

の課題と展望

遠藤 康裕

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。
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・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座4  現代社会と福祉 第４版／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2014 
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時間割番号 022262 

科目名 ソーシャルワークⅠ

担当教員 中山 玲奈，古屋 純一, 金原 明子 

開講時期 通年 対象年次 2 単位数 4 

時間数：60時間 4単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：中山玲奈、金原明子（東京大学）、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・相談援助の理論と方法に関する基本的事項について学ぶ。

・相談援助の事例を通じて、相談援助の実際について学ぶ。

授業の到達目標 

・相談援助の対象者が置かれている社会的背景を理解できる。

・相談援助の知識・技術を具体的な事例の提示を通して理解できる。

・相談援助に対する考え方（人権尊重・権利擁護・自立支援等）を理解し、総合的かつ包括的な援助のあり方を説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-4 4/6 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助とは ソーシャルワークの定義と構成要

素について

中山 玲奈，

古屋 純一

5-9 4/27 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助の構造と機能 人と環境とのかかわり 中山 玲奈

10-14 5/11 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

人と環境の交互作用 ソーシャルワーク理論の展開 中山 玲奈

15-17 5/25 15:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助のためのアウ

トリーチの技術

ミクロからマクロまでの実践領域

について

中山 玲奈

18-19 6/15 16:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助における援助

関係

ケースの発見から支援の実施ま

で

中山 玲奈

20-21 6/22 16:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助の展開過程Ⅰ 事例検討 中山 玲奈

22-23 6/29 16:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助の実際Ⅰ モニタリングから支援の強化まで 中山 玲奈

24-25 7/6 16:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助の展開過程Ⅱ 事例検討 中山 玲奈

26-27 7/13 16:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助の実際Ⅱ アウトリーチの機能と方法、留意

点

中山 玲奈

28-30 7/20 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助のための契約

の技術

契約の意義と目的 中山 玲奈，

古屋 純一, 

金原 明子
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31-33 7/27 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助のためのアセ

スメントの技術

アセスメントツールや得た情報の

使い方について

中山 玲奈

34-36 7/27 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助のための介入

の技術

介入の意義と戦略について 金原 明子

37-40 10/5 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

ソーシャルワークと援助

関係

ソーシャルワークにおける援助関

係、援助関係の形成と活用

金原 明子

41-42 10/19 16:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助のための経過

観察、再アセスメント、

効果測定、評価の技術

モニタリングの手続きや効果測定

のための方法について

金原 明子

43-44 10/26 16:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助のための面接

の技術

面接技法 金原 明子

45-46 11/2 16:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助のための記録

の技術

ミクロ・メゾ・マクロレベルでの記

録の活用法

金原 明子

47-48 11/9 16:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室

相談援助のための交渉

の技術

コミュニティエンパワメントの理論

と技術

金原 明子

49-52 12/7 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

事例検討 グループデイスカッション 金原 明子

53-56 12/21 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

事例検討 グループデイスカッション 金原 明子

57-60 1/11 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室

まとめ これまでのまとめ 古屋 純一, 

中山 玲奈 

金原 明子

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座7 相談援助の理論と方法Ⅰ 第３版／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2015 
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第 3 学年 
履修科目・ユニット
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時間割番号 022263 

科目名 歯科薬理・薬剤学 

担当教員 坂本 裕次郎, 田村 幸彦, 青木 和広 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：歯科薬理・薬剤学 

ユニット番号：3001

授業形態：講義 

時間数：必修1単位・15時間 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・田村 幸彦 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

医薬品の薬理作用を理解し、薬物を安全かつ効果的に利用するために必要な基本的知識を修得する。 

授業の到達目標 

・呼吸器系作用薬の種類と作用について概説できる。

・消化器系作用薬の種類と作用について概説できる。

・内分泌系薬物、ホルモン剤の種類と作用について概説できる。

・悪性腫瘍治療薬の種類と作用について概説できる。

・痛みと薬物について概説できる。

・血液・造血系に作用する薬物について概説できる。

・免疫系作用薬の種類と作用について概説できる。

・歯科用医薬品の特徴および使用の留意点について概説できる。

・歯内療法薬、歯周疾患治療薬の種類と作用について概説できる。

・病原微生物作用薬（消毒薬・化学療法薬）の種類と作用について概説できる。

・漢方薬物療法について概説できる。

・医薬品の剤形、処方箋および保管方法について概説できる。

・薬事関連法規について概説できる。

・臨床試験と薬害について概説できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 4/3 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

呼吸器系作用薬 鎮咳薬、去痰薬、気管支拡張薬、

喘息治療薬、呼吸促進

田村 幸彦

2 4/10 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

消化器系作用薬 食欲・消化作用薬、消化性潰瘍治

療薬、胃腸運動改善薬、腸疾患作

用薬

田村 幸彦

3 4/17 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

内分泌系作用薬・代謝系

疾患治療

糖尿病治療薬、ホルモン拮抗薬 田村 幸彦

4 4/24 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

悪性腫瘍治療薬 化学療法薬、口腔領域の悪性腫瘍

治療薬

田村 幸彦

5 5/1 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

血液と薬物 貧血治療薬、局所性・全身性止血

薬、抗血栓療法薬、血液製剤

青木 和広

6 5/8 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

循環器作用薬 高血圧治療薬、不整脈薬治療薬、

心不全治療薬、狭心症治療薬、高

脂血症治療薬

青木 和広
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7 5/15 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

免疫調節薬・免疫療法薬 免疫抑制薬、免疫増強薬、ワクチ

ン製剤、抗アレルギー薬、特異的

抗リウマチ薬、抗ヒスタミン薬

江面 陽一

8 5/22 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科保存薬・歯内療法

薬・歯周疾患治療薬

う窩消毒剤および歯髄鎮静剤、覆

髄剤、裏層剤、歯髄失活剤、歯髄

乾屍剤、根管拡大補助剤と根管清

掃剤、根管消毒剤、根管充填剤、

象牙質知覚過敏症治療薬、歯周疾

患の分類、歯周炎の発症、プラー

クコントロールに用いる薬剤、歯

周治療の処置に用いる薬剤

大槻 昌幸

9 5/29 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

感染と薬物１ 消毒薬、抗菌薬（抗生物質、抗真

菌薬、抗結核薬、抗ウィルス薬）

高橋 悦子

10 6/5 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

感染と薬物２ 消毒薬、抗菌薬（抗生物質、抗真

菌薬、抗結核薬、抗ウィルス薬）

高橋 悦子

11 6/12 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

漢方薬物療法 漢方薬 高橋 悦子

12 6/19 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

医薬品の分類・薬事関

連法規

薬機法、日本薬局方及び局方薬、

毒薬劇薬、麻薬、向精神薬、覚せ

い剤、医薬部外品、化粧品

小林 英文

13 6/26 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

薬物の取り扱い・服薬指

導

処方箋、調剤と製剤、配合変化、

保存方法、剤形

小林 英文

14 7/3 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科用医薬品の特徴と

使用

歯科用医薬品の特徴と剤形、歯科

用医薬品の使用方法と留意点

小林 英文

15 7/10 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

臨床試験と薬害 臨床試験に関わる倫理規定、臨床

試験のあり方・方法、臨床試験の

課題、薬害

小林 英文

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。

・出席状況および授業態度を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、必ず目を通してから講義に臨むこと。

・すでに終了している講義の復習をすることを勧める。

参考書 

薬理学／全国歯科衛生士教育協議会 編,川口充, 大浦清, 大谷啓一, 戸苅彰史, 加藤有三, 篠原光子 著,：医歯薬出版，2011 

シンプル薬理学／野村隆英, 石川直久 編集,：南江堂，2014

現代歯科薬理学／鈴木邦明, 戸苅彰史,青木和広他編, 大谷啓一監修：医歯薬出版，2018 

コメディカルのための薬理学／渡邊泰秀, 樋口マキヱ 編集,：朝倉書店，2012

絵でみる和漢診療学／寺沢捷年 著,：医学書院，1996 

履修上の注意事項 

・アクティブラーニング型講義中に各自の学内無線 LAN につながるスマートフォン、PC あるいはタブレット端末をクリッカー代わりに用い

て回答を求める場合がある 

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 
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青木 和広: kazu.hpha@tmd.ac.jp 

田村 幸彦:tamu.hpha@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 

青木 和広: 随時（必ず事前に連絡を入れること）2号館2階 217号室(口腔基礎工学分野） 

田村 幸彦:毎週金曜日 16：00-19：00 MDタワー7階北 研究室(N713) 

事前にメールなどで御連絡下さい。 
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時間割番号 022264 

科目名 矯正歯科学 

担当教員 樺沢 勇司, 近藤 圭子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：臨床歯科医学 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・顎口腔機能の発達過程および不正咬合との関連を理解し、顎口腔機能の育成および個性正常咬合獲得を、口腔保健の立場から支援す

るための知識を修得する。 

授業の到達目標 

・正常な歯列咬合の状態を理解する。

・不正咬合の種類とその影響を理解する。

・不正咬合の診断に必要な資料・情報を理解する。

・不正咬合の診断・治療法を概説できる。

・歯科矯正器材と装置の種類・取り扱い方を概説できる。

・歯科矯正治療におけるチーム医療を理解する。

・歯科矯正治療中の患者の口腔保健指導を理解する。

・歯科矯正治療中の患者の口腔ケアと心理的支援を理解する。

・顎口腔機能の育成を概説できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1-3 9/28 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科矯正学概論/成長・

発育/  咬合

不正咬合の生理的・心理的障害、

矯正治療の目的とその必要性、矯

正歯科治療の歴史、矯正歯科臨床

における歯科衛生士の役割、成長

発育曲線、顎・顔面・頭蓋の成長発

育歯列の成長発育、正常咬合の

定義、不正咬合の種類と分類、不

正咬合の原因、不正咬合の予防

辻 美千子

4-5 10/5 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

口腔習癖/歯の移動 口腔習癖の種類と頻度、咬合・咀

嚼・発音・嚥下への影響、口腔筋

機能療法、矯正力、歯の移動・組

織反応、歯の移動様式

辻 美千子

6-7 10/19 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

矯正診断１，２ 診査と情報の収集（相談・問診・写

真・口腔模型・パノラマエックス線

写真・頭部エックス線規格写真、口

腔機能検査等）、症例分析法、治

療方針の立て方

辻 美千子

8-9 10/26 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

矯正器具/矯正材料 矯正用器具の種類とその取扱い、

矯正材料の種類と取扱い、

辻 美千子

10-11 11/2 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

矯正装置/不正咬合の

治療法と保定

舌側弧線装置、マルチブラケット

装置、床矯正装置、機能的顎矯正

装置、側方拡大装置、顎外固定装

置、保定装置など、各装置の説明

と注意事項、前後的関係・垂直的

辻 美千子
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関係の不調和に対する治療法と

その保定

12-13 11/9 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

チーム医療/矯正歯科

関連実習説明・国試対策

先天異常疾患・顎変形症に対する

チーム医療、矯正歯科関連実習説

明、国試対策

辻 美千子

14 11/16 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科矯正治療における

歯科衛生士の役割１

矯正歯科外来における歯科衛生

士の役割（患者指導、ＭＦＴ、チー

ム医療等）

近藤 圭子 歯科衛生保健部

による講義予定

です

15 11/16 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科矯正治療における

歯科衛生士の役割２

診査の補助、歯科矯正治療の補

助、各種装置の取扱い、矯正治療

中の口腔保健管理等

近藤 圭子

成績評価の方法 

随時の小テスト・レポートで形成的評価、期末の客観試験、記述試験で総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合には、各自予習して授業に臨むこと。

試験の受験資格 

・3分の 2以上の出席 

参考書 

咀嚼障害・咬合異常／全国歯科衛生士教育協議会 監修,氷室利彦 ほか著,：医歯薬出版，2011 

歯科矯正学（新・歯科衛生士教育マニュアル）／葛西一貴, 新井一仁, 須田直人, 三浦廣行 編集,：クインテッセンス出版，2015 

歯科矯正学と診療補助／遠藤敏哉 著,：クインテッセンス出版，2001 

矯正歯科治療とオーラルハイジーン・コントロール／高田健治 監修,保田好隆, 日高修 著,：クインテッセンス出版，2000 

歯科矯正学／相馬邦道, 飯田順一郎, 山本照子, 葛西一貴, 後藤滋巳 編,：医歯薬出版，2008 

履修上の注意事項 

事前に資料の配布、e-learning上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 
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時間割番号 022265 

科目名 歯科放射線学 

担当教員 近藤 圭子、大林 尚人 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：臨床歯科医学 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

歯科診療の診断に必要な放射線に関して、チーム医療に必要な知識、基本的手技を習得する。 

授業の到達目標 

・放射線物理の基本的な内容を説明できる。

・歯科放射線の撮影方法について説明できる。

・放射線撮影にあたり、撮影の意味とその被爆の程度や適切な防護について説明できる。

・放射線治療の概要について説明できる。

・CTやMRIなどの画像診断法について概説できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 4/3 14:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室

放射線物理 放射線と放射能って何？ X線の

性質、X線の発生、  物質との相

互作用

大林 尚人

3-4 4/10 14:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室

X線撮影法と画像形成 X線撮影装置の基本構造、フィル

ムの現像と管理

大林 尚人

5-6 4/17 14:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

X線撮影の補助1 パノラマⅩ線装置と撮影用機材、  

口内法撮影（二等分法、平行法、

咬合法）

大林 尚人

7-8 4/24 14:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室

X線撮影の補助2 パノラマⅩ線写真の撮影と読影、  

デジタルⅩ線撮影法の仕組み

大林 尚人

9-10 5/1 14:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室

放射線治療−腫瘍学と生

物学

放射線の生物学的影響とその防

護

大林 尚人

11-12 5/8 14:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室

放射線の管理と防護 放射線被曝、被曝線量の測定、放

射線防護学

大林 尚人

13-14 5/15 14:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

顎口腔領域の放射線診

断

画像診断 大林 尚人

15 5/22 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

画像診断機器 CT、MRI、PET/CT、RI検査、超音

波画像

大林 尚人

成績評価の方法 

必要に応じてレポートの提出を課すとともに、期末の客観試験、記述試験で総括的評価を行う。出席状況、授業態度を総括評価に加味す

る。 

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 
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全履修時間の 3分の 2以上出席する。 

課題レポートをすべて提出する。 

参考書 

歯科放射線／全国歯科衛生士教育協議会 監修,岡野友宏 ほか著,：医歯薬出版，2009 
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時間割番号 022266 

科目名 チーム医療の基礎 

担当教員 小原 由紀, 木村 文香, 吉田 沙織, 河野 章江, 高柳 久与, 柴﨑 美紀, 西川 利恵, 篠原 弓月, 平野 浩彦 

開講時期 後期 対象年次 3 単位数 1 

主な講義場所 

口腔保健学科第3講義室 

授業の目的、概要等 

・チーム医療の重要性を理解し、歯科衛生活動の実践に生かすために必要な知識・技能・態度を修得する。

授業の到達目標 

・医科歯科連携の重要性を説明する。

・各多職種連携によるチーム医療の意義目的を説明する。

・多職種連携における歯科衛生士の役割を説明する。

・多職種連携によってもたらされる効果を説明する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 9/28 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

チーム医療における歯

科衛生士の役割

多職種連携の実際、口腔衛生管理

の重要性

小原 由紀

3 9/28 15:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室

多職種連携実践1 有病者に対する口腔ケアと医科歯

科連携

木村 文香

4-5 10/5 14:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室

多職種連携実践2 急性期病院における歯科衛生士

の役割 症例検討（演習）

小原 由紀, 

吉田 沙織

6-7 10/26 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

多職種連携実践3 歯科診療所における周術期口腔

機能管理

小原 由紀, 

河野 章江

8-9 11/2 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

多職種連携実践4 病院歯科におけるチーム医療の

実践

高柳 久与

10 11/9 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

多職種連携実践5 地域一体型NSTにおける歯科の

役割

柴﨑 美紀

11 11/9 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

多職種連携実践6 歯科を標榜しない急性期病院にお

ける活動

西川 利恵

12 11/16 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

多職種連携実践7 在宅における歯科衛生士の活動 篠原 弓月

13 11/16 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

多職種連携実践8 在宅における歯科衛生士と管理栄

養士の連携協働

渡邊 真紀子

14-15 12/21 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

認知症と食支援 認知症の人対する食支援の実際 平野 浩彦

成績評価の方法 

・講義への出席状況、態度、課題により総合的に判断する。

準備学習などについての具体的な指示 

・講義において必要な資料があれば、e-learningにアップしておくので、事前に確認の上、講義に出席すること。
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・高齢者歯科学で使用した講義資料をもとに、高齢者に対する基本知識を事前に確認をしておくこと。

試験の受験資格 

3/2以上の出席が必要 

履修上の注意事項 

・講義中に行う演習に対する取り組み状況も成績評価に加味する。

連絡先 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

小原 由紀:随時 
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時間割番号 022267 

科目名 チーム医療の実践 

担当教員 小原 由紀, 安田 昌代, 関田 俊明 

開講時期 後期 対象年次 3 単位数 1 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室・臨床基礎実習室・相互実習室 

授業の目的、概要等 

・多職種連携実践に必要な知識・技術・態度を修得する。

授業の到達目標 

・医科歯科連携の重要性を説明する。

・口腔衛生管理の観点から、多職種連携実践の意義を説明する。

・有病者および高齢者における口腔衛生上の問題を抽出し、必要な支援方法を計画・立案できる。

・口腔衛生管理の必要性を、多職種に説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 1/4 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科相互

実習室

高齢者疑似体験実習 高齢者、片麻痺患者を想定した疑

似体験実習

小原 由紀, 

関田 俊明, 

安田 昌代

4-6 1/11 11:00-14:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

口腔機能の評価 嚥下機能のスクリーニング  舌

圧、口腔巧緻性の評価

小原 由紀

7-9 1/18 10:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

要介護高齢者に対する

口腔ケア 1

アセスメントに基づくプランの立案 小原 由紀

10-12 1/25 11:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

要介護高齢者に対する

口腔ケア 2

口腔ケア指導案の立案 問題の抽

出と目標設定

小原 由紀

13-15 2/1 14:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

要介護高齢者に対する

口腔ケア 2

口腔ケア指導案の立案 具体的な

指導内容の検討

小原 由紀

成績評価の方法 

・定期試験、提出課題により包括的な評価を行う。

・出席状況および態度を加味して、評価を行う。

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

2/3以上の出席が必要 

教科書 

歯科衛生士のための摂食・嚥下リハビリテーション／金子芳洋 編,日本歯科衛生士会 監修,：医歯薬出版，2011 

・指定された教科書の内容を確認しておくこと。

・事前に e-learningに資料がアップされている場合は、事前に内容を確認しておくこと。

連絡先 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

小原 由紀:随時 
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時間割番号 022268 

科目名 口腔機能管理実習 

担当教員 小原 由紀, 古屋 純一, 樺沢 勇司, 近藤 圭子, 安田 昌代, 豊島 瑞枝 

開講時期 後期 対象年次 3 単位数 1 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室・臨床基礎実習室・相互実習室 

歯学部附属病院内、学外施設他 

授業の目的、概要等 

加齢や障害に伴う身体・精神諸機能の変化や、高齢者・障害者の疾病の特徴を理解し、高齢者・障害者の医療・歯科医療に関する知識や

技能の基礎を習得する。 

授業の到達目標 

・ 加齢や障害に伴う身体的・精神的・社会的変化を理解する

・ 高齢者や障害者の疾病の特徴を理解する

・ 高齢者や障害者の医療・歯科医療の留意点を理解する

・ 高齢者や障害者の医療および福祉の社会的システムを理解する

・ 高齢者・障害者医療における倫理を理解する

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 1/4 15:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

有病者への口腔ケアの

実際 

専門的口腔ケアの実際  合同実

習の概要説明

小原 由紀

3-4 1/11 15:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

要介護高齢者の口腔ア

セスメント

口腔ケアシミュレータを用いた実

習

小原 由紀, 

安田 昌代

5-7 1/18 14:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

有病高齢者の口腔ケア 各種口腔ケア用品の特徴  専門

的口腔ケアの実際（口腔ケアシミ

ュレータを用いた実習）

小原 由紀, 

安田 昌代

8-9 1/25 15:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

有病高齢者の口腔ケア

（相互実習）

専門的口腔ケアの実際（相互実

習）

小原 由紀, 

安田 昌代

10-12 1/28 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

食事介助  口腔ケア時

の吸引

食事介助実習  吸引器の操作（相

互実習）

安田 昌代, 

小原 由紀, 

古屋 純一

-189-



室

13-15 2/1 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

口腔機能評価実習 舌圧測定、オーラルディアドコキ

ネシス、反復唾液嚥下テスト、改

定水飲みテスト、咳テスト

小原 由紀

16 2/1 13:00-13:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

有病者・要介護高齢者

の口腔ケアに関する指

導の展開1

実習指導案の検討 小原 由紀

17-19 2/4 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

有病者・要介護高齢者

の口腔ケアに関する指

導の展開2

合同実習シミュレーション 小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代

20-22 2/4 13:00-15:50 第1総合

診療室

有病者・要介護高齢者

の口腔ケアに関する指

導の展開3

医学科・歯学科との合同実習 小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代

23-25 2/5 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

食事介助  口腔ケア時

の吸引

食事介助実習  吸引器の操作（相

互実習）

小原 由紀, 

樺沢 勇司, 

安田 昌代

26-28 2/6 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

栄養管理と食支援 小原 由紀, 

豊島 瑞枝

29-34 2/7 09:00-15:50 その他

（口腔保

健学科口

腔保健衛

生学専

攻）

要介護高齢者の生活状

況の把握と支援

施設見学実習 小原 由紀

35-36 2/8 13:00-14:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

振り返り 実習の振り返り・シナリオの修正 小原 由紀

37-39 2/12 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

施設見学発表会 高齢者施設見学の成果発表 小原 由紀

40-42 2/12 13:00-15:50 第1総合

診療室

合同実習 医学科・歯学科との合同実習 小原 由紀, 

安田 昌代, 

近藤 圭子
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43-45 2/13 09:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

食支援の実際 嚥下調整食の調理 小原 由紀 

 

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。 

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

・高齢者の生理的特徴、口腔清掃用具の使用方法を復習しておくこと。 

試験の受験資格 

3/4以上出席のこと。 

参考書 

歯科衛生士のための摂食・嚥下リハビリテーション／金子芳洋 編,日本歯科衛生士会 監修,：医歯薬出版，2011 

・老年医学テキスト(日本老年医学会編） 

・健康長寿診療ハンドブック（日本老年医学会編） 

・高齢者総合的機能評価ガイドライン(鳥羽研二） 

・認知症地域ケアガイドブック（認知症介護研究・研修東京センター監修） 

・日本老年歯科医学会監修 高齢者歯科診療ガイドブック（財団法人 口腔保健協会） 

履修上の注意事項 

・施設見学の実習に際しては、事前のオリエンテーションを受けなければ実習に出席することはできな。 

備考 
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時間割番号 022269 

科目名 高齢者歯科学 

担当教員 古屋 純一, 戸原 玄, 大庭 優香, 松尾 浩一郎, 猪原 光 

開講時期 後期 対象年次 3 単位数 1 

時間数：15時間 1単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：古屋純一、戸原玄、大庭優香、松尾浩一郎（藤田保健衛生大学歯科学講座）、猪原光（猪原歯科・リハビリテーション科）、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・超高齢社会で活躍する歯科衛生士に必要となる、高齢者歯科学を理解する。特に、訪問診療による、入院や施設、在宅で療養する高齢

者・要介護高齢者の口腔ケアや、口腔機能管理、摂食嚥下リハビリテーション、食支援を理解する。 

授業の到達目標 

・摂食嚥下のメカニズムと病態を説明できる。

・摂食嚥下障害のスクリーニングテスト、VF、VEなどの検査と診断を説明できる。

・摂食嚥下リハビリテーションの目的と概要、間接訓練と直接訓練を説明できる。

・在宅、チーム医療における摂食嚥下リハビリテーション、口腔機能管理、口腔ケアを理解できる。

・誤嚥性肺炎予防、食支援、QOLの向上を目的とした訪問歯科診療を理解できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 11/12 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

摂食嚥下のメカニズム 口から食べる機能のメカニズム、

解剖、生理、摂食嚥下の5期

古屋 純一

2 11/12 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

摂食嚥下障害の病態 摂食嚥下障害の原疾患、異常像 古屋 純一

3 11/12 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

摂食嚥下障害の検査と

診断

スクリーニングテスト、診察法、

VF、VE、総合評価

古屋 純一

4 11/19 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

摂食嚥下リハビリテーシ

ョン 1

間接訓練 大庭 優香

5 11/19 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

摂食嚥下リハビリテーシ

ョン 2

直接訓練 大庭 優香

6 11/19 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

摂食嚥下リハビリテーシ

ョン 3

摂食嚥下リハビリテーションの考

え方

古屋 純一

7 12/3 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

在宅における摂食嚥下

リハビリテーションの実

際1

事例検討、ロールプレイ 戸原 玄

8 12/3 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

在宅における摂食嚥下

リハビリテーションの実

際2

事例検討、ロールプレイ 戸原 玄

9 12/3 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

在宅における摂食嚥下

リハビリテーションの実

際3

事例検討、ロールプレイ 戸原 玄

10 12/10 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

摂食嚥下リハビリテーシ

ョンと口腔ケア、チーム

誤嚥性肺炎予防、経口摂取支援を

目的とした口腔ケアと歯科治療、

古屋 純一
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講義室 医療 NST、PCT

11 12/10 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

急性期・周術期の口腔

機能管理と口腔衛生管

理1

急性期や周術期における口腔機

能管理・口腔衛生管理と多職種連

携

古屋 純一, 

松尾 浩一郎

12 12/10 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

急性期・周術期の口腔

機能管理と口腔衛生管

理2

急性期や周術期における口腔機

能管理・口腔衛生管理と多職種連

携

古屋 純一, 

松尾 浩一郎

13 1/7 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

訪問歯科診療1 誤嚥性肺炎予防、経口摂取確立、

食支援、低栄養改善、QOL向上を

目的とした訪問歯科診療

古屋 純一, 

猪原 光

14 1/7 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

訪問歯科診療2 誤嚥性肺炎予防、経口摂取確立、

食支援、低栄養改善、QOL向上を

目的とした訪問歯科診療

古屋 純一, 

猪原 光

15 1/7 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

訪問歯科診療3  まとめ 誤嚥性肺炎予防、経口摂取確立、

食支援、低栄養改善、QOL向上を

目的とした訪問歯科診療、これま

でのまとめ

古屋 純一

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

高齢者歯科／植田耕一郎 ほか 著,：医歯薬出版，2015 

参考書 

歯科衛生士のための摂食・嚥下リハビリテーション／金子芳洋 編,日本歯科衛生士会 監修,：医歯薬出版，2011 
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時間割番号 022270 

科目名 障害者歯科学 

担当教員 樺沢 勇司, 安田 昌代, 浅川 剛吉, 落合 聡, 壬生 美智子, 楠本 康香 

開講時期 後期 対象年次 3 単位数 1 

主な講義場所 

１号館西７階 口腔保健学科 第３講義室 

授業の目的、概要等 

障害児・者に対して口腔保健の立場から支援する際に必要な知識、技術を習得する。 

授業の到達目標 

・障害の概念を理解する。

・障害の種類と歯科的特徴について理解する。

・障害児・者の歯科治療における行動調整について理解する。

・障害児・者の歯科治療における健康支援と口腔管理について理解する。

・障害児・者のチーム医療における歯科衛生士の役割について理解する。

・障害児・者の歯科治療における医療体制（一次、二次、三次歯科医療体制）について理解する。

・障害児・者のリスク評価と安全管理について理解する。

・障害児・者の摂食嚥下障害とリハビリテーションの基本について理解する。

・発音機能の発達とその異常について理解し、構音障害の訓練法を概説できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1-2 11/5 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

障害と歯科医療１ 障害の分類およびその特徴、歯科

的特徴について、行動調整法につ

いて。

楠本 康香

3-4 11/12 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

障害と歯科医療2 診療計画立案、予後管理、医療体

制など

楠本 康香

5-6 11/19 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

広汎性発達障害児・者

への歯科治療

広汎性発達障害児・者への歯科治

療の実際

浅川 剛吉

7-8 11/26 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

摂食嚥下機能の遅滞、

重症障害児の摂食訓練

摂食嚥下機能の発達遅滞、遅滞を

助長する外部環境因子、異常パタ

ーンの定着、重症心身障害児の摂

食訓練

浅川 剛吉

9-10 12/3 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

発達障害児の食べる機

能、発達障害とその対

応

顎口腔の先天異常と摂食機能の

発達、唇顎口蓋裂児の哺乳と離

乳、ホッツ床、ＰＮＡＭの治療効

果、家族・本人への精神的支援

落合 聡

11-12 12/10 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

言語聴覚療法 構音発達、機能性構音障害、器質

性構音障害（口蓋裂、舌小帯短縮

症）について

壬生 美智子

13 1/7 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯学部附属病院におけ

る障害児・者に対する口

腔健康教育の実際

ニーズ診断、障害に対応したセル

フケア、ホームケア、歯科予防処

置の実際、患者対応上の留意点

樺沢 勇司 歯科保健衛生部

の講義です

14 1/7 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

2次医療機関における

障害児・者と歯科衛生士

の関わり１

障害児センター等の対応、障害

児・者と歯科衛生士の関わり

安田 昌代

15 1/28 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

2次医療機関における

障害児・者と歯科衛生士

事例紹介・まとめ 安田 昌代

-194-



講義室 の関わり２ 
 

成績評価の方法 

期末の記述試験で総括的評価を行う。出席状況および授業態度を総括的評価する。随時の小テスト等で形成的評価を行う。 

出席、講義、グループ討論、発表の態度等を総括評価に加味する。 

 

準備学習などについての具体的な指示 

 

試験の受験資格 

全講義15時間の 2/3以上出席すること。 

教科書 

障害者歯科／向井美惠 ほか 著,：医歯薬出版，2013 

履修上の注意事項 

授業では、授業範囲についてのディスカッションも行うので、事前に教科書等でよく予習の上、授業に臨むこと。 
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時間割番号 022271 

科目名 臨床医学Ⅱ 

担当教員 樺沢 勇司 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 2 

時間数：30時間 

授業形態：演習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・基礎疾患をもつ患者に対して、適切な口保健活動を行うために必要な臨床医学の知識を習得するとともに、患者のQOL向上に寄与する

継続的な口腔ケアのための多職種連携および多職種協働を検討する。 

授業の到達目標 

・感染の成り立ちおよび感染対策について学び、有病者に対して感染対策に配慮した口腔ケアを検討できる。また、感染症患者および易

感染患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・小児科疾患について学び、小児患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。

・遺伝性疾患、染色体異常および遺伝カウンセリングについて学び、それらの患者の心情に配慮して、適切な口腔ケアを検討できる。

・皮膚科疾患について学び、皮膚科疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。

・耳鼻咽喉科疾患について学び、耳鼻咽喉科疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。

・眼科疾患について学び、眼科疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。

・泌尿器科疾患について学び、泌尿器科疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。

・リハビリテーション医学について学び、リハビリテーションが必要な患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。

・スポーツ関連外傷・障害・疾患について学び、それらの患者に対して適切な口腔ケアを検討できる。

・救急災害医学について学び、被災者に対する災害フェーズに適した口腔ケアを検討できる。

・緩和医療・緩和ケア・心療医療について学び、患者の心身を支えつつQOLを向上させるために、適切な口腔ケアを検討できる。

・臨床医学を学び、基礎疾患をもつ患者に対して継続的な口腔ケアを提供するための多職種連携と協働を検討 

する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 4/4 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

小児科１ １．低出生体重児・先天性疾患な

ど新生児期から乳児期に多くみら

れる疾患の発症機序・症状・診断・

治療

滝 敦子

3-4 4/11 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

小児科２ ２．小児が罹患しやすい感染症、

幼児期以降にみられる小児内科

疾患の発症機序・症状・診断・治療

柳町 昌克

5-6 4/18 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

皮膚科学１ １．主な皮膚科疾患の発症機序・

症状・診断・治療

宇賀神 つか

さ

7-8 4/25 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

皮膚科学２ ２．加齢に伴う皮膚の変化と高齢

者に多い疾患

宇賀神 つか

さ

9-10 5/11 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

リハビリテーション医学 リハビリテーション：医学 神野 哲也

11-12 5/16 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

耳鼻咽喉科学 主な耳鼻咽喉科疾患の発症機序、

症状、診断、治療

堤 剛

13-14 5/23 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

頭頸部外科学 頭頚部腫瘍の症状・診断・治療 朝蔭 孝宏
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講義室

15-16 5/30 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

眼科学 主な眼科疾患の発症機序・症状・

診断・治療

岩﨑 優子

17-18 6/6 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

救急災害医学 災害時における救急医療 植木 穣

19-20 6/6 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

腎泌尿器科学１ 主な泌尿器科疾患の発症機序・症

状・診断・治療（腎臓移植を含む）

安田 庸輔

21-22 6/12 14:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室

腎泌尿器科学2 腎泌尿器科学１ 安田 庸輔

23-24 6/27 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

感染制御 感染性疾患の発症機序・症状・診

断・治療・感染対策（予防接種を含

む）

貫井 陽子

25-26 7/4 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

臨床腫瘍学 緩和医療・緩和ケアの役割と早期

診断時からの緩和医療・緩和ケア

三宅 智

27-28 7/10 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

心療・緩和医療 患者の心身を支える心療・緩和医

療

宮島 美穂

29 7/19 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

高気圧治療部 スポーツ関連の外傷・障害・疾患

の治療とその予防

柳下 和慶

30 7/19 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

遺伝病学 遺伝性疾患について 江花 有亮

成績評価の方法 

3学年前期末に試験を行う。 

講義中に行なう演習、討論、出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

受験資格は、東京医科歯科大学歯学部試験規則第11条に準ずる。 

準備学習などについての具体的な指示 

担当教員数も資料も多い講義なので、必ず復習して内容を確認すること。 

試験の受験資格 

試験の受験資格は、東京医科歯科大学歯学部試験規則第11条に準ずる。 
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時間割番号 022272 

科目名 口腔疾患予防応用学 

担当教員 小原 由紀, 近藤 圭子, 安田 昌代, 田澤 千鶴 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室・臨床基礎実習室・相互実習室 

授業の目的、概要等 

・歯・口腔の健康状態を維持するための要因と、予防可能な口腔疾患の種類、その原因と予防法について理解する。

・歯・口腔の状態把握および歯科予防処置の基本的知識と技術を修得する。

授業の到達目標 

・う蝕予防と歯周歯科疾患予防の基礎を理解する。

・歯、口腔（歯、歯肉、歯の付着物・沈着物）状態を把握できる。

・器具の消毒・滅菌、感染予防、手指の消毒法、偶発事故の予防など生体への配慮の基本を実践しながら、歯科予防処置に必要な知識と

技術を修得する。 

・歯科予防処置のうち、歯石除去、歯面清掃、SRP、う蝕予防処置、フッ化物歯面塗布、フッ化物洗口を実施できる。

・歯科衛生過程にそって、介入および歯科衛生業務記録を記載する。

・集団を対象としたう蝕予防の処置を計画実践する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 4/5 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

実習ガイダンス 1 試験ケースシミュレーション実習

の進め方

小原 由紀

2-3 4/5 10:00-11:50 口腔保健

学科相互

実習室

口腔内写真撮影 9枚法による口腔内写真撮影（マ

ネキン実習）

小原 由紀, 

近藤 圭子

4-7 5/10 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

計画書の作成 データの整理  歯科衛生ケア計

画のの立案

小原 由紀

8-10 7/10 13:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室

ケースプレゼンテーショ

ン

グループ発表 小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代

11-12 7/18 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

機械歯面清掃と口腔衛

生指導

合同実習の内容検討 小原 由紀

13-14 7/24 14:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室

実技試験・OSCE 小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴

成績評価の方法 

・定期試験、実技試験及び提出レポート・課題により総括的評価する。
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・出席状況、実習態度などを総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。

・歯科予防処置、歯科保健指導、口腔疾患予防等に関する復習しておくこと。

試験の受験資格 

2/3以上出席が必要 

教科書 

保健生態学／可児徳子, 松井恭平, 眞木吉信 編,：医歯薬出版，2007 

歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

参考書 

口腔保健推進ハンドブック : 地域を支えるオーラルヘルスプロモーション／深井穫博, 池主憲夫, 川口陽子, 米山武義 編,：医歯薬出版，

2009 

目で見るペリオドンタルインスツルメンテーション／Jill S.Nield-Gehrig 著,吉田直美, 小森朋栄 監訳,堀江明子, 富田裕子 訳,：医歯薬出

版，2009 

目で見るペリオドンタルインスツルメンテーション／Jill S.Nield-Gehrig 著,和泉雄一, 吉田直美, 小森朋栄 監訳,：医歯薬出版，2010 

目で見るペリオドンタルインスツルメンテーション／Jill S.Nield-Gehrig 著,和泉雄一, 吉田直美, 小森朋栄 監訳,：医歯薬出版，2009 

・「歯科衛生士の臨床」ウイルキンス著 医歯薬出版 

・最新歯科衛生士教本「歯科予防処置論･歯科保健指導論」全国歯科衛生士教育協議会編 医歯薬出版 

・目で見るペリオドンタルインスツルメンテーションⅠ「ベーシック スキル」 医歯薬出版 

・目で見るペリオドンタルインスツルメンテーションⅡ「アセスメントとインスツルメンテーション」 医歯薬出版 

・目で見るペリオドンタルインスツルメンテーションⅢ「デブライドメント」 医歯薬出版 

・目で見るペリオドンタルインスツルメンテーションⅣ「アドバンス スキル」 医歯薬出版 

・「歯科衛生ケアプロセス」下野正基監修 医歯薬出版 

・ザ・ペリオドントロジー 和泉雄一、沼部幸博、山本松男、木下淳博 編 永末書店 

・歯周病診断のストラテジー 吉江弘正、宮田 隆 編 医歯薬出版 

・最新歯科衛生士教本 疾病の成り立ち及び回復過程の促進2 微生物学 全国歯科衛生士教育協議会 監修 医歯薬出版 

・臨床歯周病学 吉江弘正、伊藤公一、村上伸也、申 基喆 編 医歯薬出版 

・チームアプローチで成功させる実践的歯周治療 野口俊英、横田 誠 編 医学情報社 

・最新歯科衛生士教本 歯周疾患 歯周治療 全国歯科衛生士教育協議会 監修 医歯薬出 

・授業の際に印刷物を配付、または e-learning システム上にアップロードする。

履修上の注意事項 

・実習態度いかんによっては、実習停止とすることがある。  ・原則として、欠席した実習について補講は行わないので、必ず実習に出席

すること。 

連絡先 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

小原 由紀:随時 
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時間割番号 022273 

科目名 口腔疾患予防応用学実習 

担当教員 小原 由紀, 樺沢 勇司, 品田 佳世子, 近藤 圭子, 安田 昌代, 田澤 千鶴 

開講時期 通年 対象年次 3 単位数 2 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室・臨床基礎実習室・相互実習室 

授業の目的、概要等 

・歯・口腔の健康状態を維持するための要因と、予防可能な口腔疾患の種類、その原因と予防法について理解する。

・歯・口腔の状態把握および歯科予防処置の基本的知識と技術を修得する。

授業の到達目標 

・う蝕予防と歯周歯科疾患予防の基礎を理解する。

・歯、口腔（歯、歯肉、歯の付着物・沈着物）状態を把握できる。

・器具の消毒・滅菌、感染予防、手指の消毒法、偶発事故の予防など生体への配慮の基本を実践しながら、歯科予防処置に必要な知識と

技術を修得する。 

・歯科予防処置のうち、歯石除去、歯面清掃、SRP、う蝕予防処置、フッ化物歯面塗布、フッ化物洗口を実施できる。

・歯科衛生過程にそって、口腔ケアを実施できる。

・集団を対象としたう蝕予防の処置を計画実践する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 4/12 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

う蝕予防処置論1 英語教材の実施（1回目） 小原 由紀

2-6 4/12 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

相互実習（ケースシミュ

レーション)1

アセスメント 1回目（口腔内写真撮

影）

小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代

7 4/13 15:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科衛生業務記録の作

成1

SOAP形式による歯科衛生業務の

記載方法の原則

小原 由紀

8 4/19 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科衛生業務記録の作

成2

情報の整理・解釈  業務記録の記

載

小原 由紀

9-13 4/19 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

相互実習（ケースシミュ

レーション)2

アセスメント 2回目（主観情報、歯

周組織検査、プラークチャート等）

近藤 圭子, 

小原 由紀, 

安田 昌代

14-15 4/20 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

セルフケア用品の選択1 各種口腔衛生用品の選択につい

て

小原 由紀

16 4/26 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科衛生業務記録の作

成3

情報の整理・解釈  業務記録の記

載

小原 由紀
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17-21 4/26 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

相互実習（ケースシミュ

レーション)3

アセスメント 3回目（主観情報、歯

周組織検査、プラークチャート等）

小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代

22-23 4/27 15:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

セルフケア用品の選択2 音波ブラシの特徴と使用方法の指

導

小原 由紀

24-27 5/17 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 第1

総合診療

室

相互実習（ケースシミュ

レーション）4  口腔ケア 

臨床体験実習1

歯科衛生介入1  口腔ケア診療室

見学1

近藤 圭子, 

小原 由紀, 

安田 昌代

28 5/23 15:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科衛生業務記録の作

成4

情報の整理・解釈  業務記録の記

載

小原 由紀

29-32 5/24 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 第1

総合診療

室

相互実習（ケースシミュ

レーション）5  口腔ケア 

臨床体験実習2

歯科衛生介入2  口腔ケア診療室

見学2

近藤 圭子, 

田澤 千鶴, 

安田 昌代

33 6/12 16:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

口腔衛生状態の把握 位相差顕微鏡と細菌カウンタによ

る評価

小原 由紀

34 6/14 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科衛生業務記録の作

成5

情報の整理・解釈  業務記録の記

載

小原 由紀

35-39 6/14 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 第1

総合診療

室

相互実習（ケースシミュ

レーション）6  口腔ケア 

臨床体験実習3

歯科衛生介入3  口腔ケア診療室

見学3

小原 由紀, 

田澤 千鶴, 

近藤 圭子

40 6/20 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

歯科衛生業務記録の作

成6

情報の整理・解釈  業務記録の記

載

小原 由紀
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講義室

41-44 6/20 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

集団に対する口腔疾患

予防の実践1

小児に対するフッ化物応用 近藤 圭子, 

小原 由紀

45 6/21 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

リーフレットの作成と終

了報告書の作成 ケー

スプレゼンテーションの

基本

患者指導用媒体の作成  ケース

プレゼンテーションの進め方

小原 由紀

46-50 6/25 09:00-14:50 その他

（口腔保

健学科口

腔保健衛

生学専

攻）

集団に対する口腔疾患

予防の実践2

幼稚園でのフッ化物塗布実習と健

康教育実習

小原 由紀, 

近藤 圭子, 

樺沢 勇司, 

品田 佳世子, 

安田 昌代

51 6/27 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科衛生士の職業性障

害

作業関連性筋骨格系障害 小原 由紀

52-55 6/27 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 第1

総合診療

室, 口腔

保健学科

第３講義

室

相互実習（ケースシミュ

レーション）7  口腔ケア 

臨床体験実習4

歯科衛生介入4  口腔ケア診療室

見学4

小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代

56 6/28 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科衛生業務記録の作

成7

情報の整理・解釈  業務記録の記

載

小原 由紀

57-61 6/28 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 第1

総合診療

室, 口腔

保健学科

第３講義

室

相互実習（ケースシミュ

レーション）8  口腔ケア 

臨床体験実習4

歯科衛生介入5  口腔ケア診療室

見学5

小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代

62 7/3 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科衛生業務記録の作

成8

情報の整理・解釈  業務記録の記

載

小原 由紀

63-66 7/3 13:00-16:50 口腔保健 相互実習（ケースシミュ 評価1 小原 由紀
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学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 第1

総合診療

室

レーション）9

67 7/4 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科衛生業務記録の作

成9

情報の整理・解釈  業務記録の記

載"

小原 由紀

68-71 7/4 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

相互実習（ケースシミュ

レーション）10

評価2 小原 由紀, 

近藤 圭子, 

田澤 千鶴, 

安田 昌代

72-73 7/5 11:00-13:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

根分岐部病変の評価 ファーケーションプローブの基本

操作

小原 由紀

74-77 7/5 14:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科衛生業務記録の作

成10

ケースプレゼンテーションの準備

終了報告書の作成

小原 由紀

78 7/12 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

振り返り 歯みがきカレンダーのコメント記

入

小原 由紀

79-80 7/12 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

機械的歯面清掃 OE合同実習の準備 小原 由紀

81-83 7/12 15:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

歯周インスツルメンテー

ション（スキル評価）

技術の確認と評価 小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代

84 7/19 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

う蝕予防処置論 英語教材の実施（2回目） 小原 由紀
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講義室

85-88 7/19 14:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

ケースプレゼンテーショ

ン 2

全体発表 小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代

89-90 7/24 11:00-13:50 口腔保健

学科第２

講義室, 

口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

実技試験 OSCE 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

小原 由紀, 

田澤 千鶴

91-92 7/24 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室, 

口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

実技試験 OSCE 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

小原 由紀, 

田澤 千鶴

成績評価の方法 

・前期末の筆記試験、実技試験及び提出レポート・課題により総括的評価する。

・出席状況、実習態度などを総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。

・歯科予防処置、歯科保健指導、口腔疾患予防等に関する復習しておくこと。

試験の受験資格 

3/4以上の出席が必要 

教科書 

保健生態学／可児徳子, 松井恭平, 眞木吉信 編,：医歯薬出版，2007 

歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

参考書 

口腔保健推進ハンドブック : 地域を支えるオーラルヘルスプロモーション／深井穫博, 池主憲夫, 川口陽子, 米山武義 編,：医歯薬出版，

2009 

目で見るペリオドンタルインスツルメンテーション／Jill S.Nield-Gehrig 著,吉田直美, 小森朋栄 監訳,堀江明子, 富田裕子 訳,：医歯薬出

版，2009 

目で見るペリオドンタルインスツルメンテーション／Jill S.Nield-Gehrig 著,和泉雄一, 吉田直美, 小森朋栄 監訳,：医歯薬出版，2010 
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目で見るペリオドンタルインスツルメンテーション／Jill S.Nield-Gehrig 著,和泉雄一, 吉田直美, 小森朋栄 監訳,：医歯薬出版，2009 

履修上の注意事項 

・実習態度いかんによって、実習中止とすることがある。

連絡先 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

小原 由紀:随時 
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時間割番号 022275 

科目名 健康教育の企画と実践Ⅰ 

担当教員 小原 由紀 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

主な講義場所 

口腔保健学科第3講義室 

授業の目的、概要等 

・地域歯科保健活動を展開するために必要なアセスメント、ニーズ診断、企画立案能力を高めるとともに、介入後の変化を評価する手法を

培う。 

・ライフステージごとの健康課題に応じた健康教育の計画立案、実践を行う。

授業の到達目標 

・ライフステージごとの健康課題を説明する。

・多様なライフステージの歯科衛生ニーズを把握する。

・小学生および幼稚園児、大学対象の健康教育を企画立案し、実践する。

・健康教育実施後の健康行動の変容を評価する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 4/4 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

健康教育の意義 ライフステージに応じた健康教育

の意義

小原 由紀

2-3 4/4 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

小学生の歯科保健 学童期の生活習慣と歯科的問題 

講義  グループ編成の決定

小原 由紀

4-6 4/11 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

小学生の健康課題 前回の小学生への健康教育の振

り返り（ビデオ視聴）  小学1,2年

生への事前調査項目の検討

小原 由紀

7-9 4/18 11:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

小学1・2年生への健康

教育1

グループディスカッション① 指導

内容の検討  媒体の検討 使用

媒体の決定

小原 由紀

10-12 4/25 11:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

小学1・2年生への健康

教育2

シナリオと媒体の作成① 小原 由紀

13-15 5/2 11:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

幼稚園児対象健康教育

1

幼稚園歳児の健康課題  グルー

プ編成の決定指導内容 

小原 由紀

16 5/9 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

幼稚園児対象健康教育

2

指導計画の立案（シナリオの作成

及び媒体の検討）

小原 由紀

17-18 5/9 13:00-14:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

個々のニーズに応じた

歯科保健指導

電動ブラシの特徴および使用方法

について

小原 由紀

19-21 5/16 11:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

小学1・2年生への健康

教育3

シナリオと媒体の作成② 小原 由紀

22-23 5/23 11:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

園児対象健康教育3 媒体の作成① 小原 由紀

24 5/23 14:00-14:50 口腔保健 小学1・2年生への健康 相互評価（リハーサル）に基づく改 小原 由紀
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学科第３

講義室

教育4 善点の抽出

25-26 5/25 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

小学1・2年生への健康

教育5

リハーサル（OH2と合同） 小原 由紀

27 5/30 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

大学生への健康教育1 実習概要説明 事前調査項目の決

定

小原 由紀

28-29 5/30 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

園児対象健康教育4 媒体の作成② 小原 由紀

30 6/6 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

園児対象健康教育5 媒体の作成③ 小原 由紀

31-32 6/6 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

小学1・2年生への健康

教育6

実習準備（媒体の確認と歯磨きカ

レンダーの印刷）

小原 由紀

33-35 6/7 09:00-11:50 その他

（口腔保

健学科口

腔保健衛

生学専

攻）

小学1・2年生への健康

教育7

T小学校での健康教育実習 小原 由紀

36 6/7 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

園児対象健康教育5 媒体の作成④ 小原 由紀

37-38 6/7 14:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室

園児対象健康教育6 相互評価（リハーサル）に基づく指

導内容の再検討と改善

小原 由紀

39 6/20 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

大学生への健康教育2 健康課題の抽出と指導計画の立

案

小原 由紀

40 6/20 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

園児対象健康教育6 実習準備 小原 由紀

41-45 7/18 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

大学生への健康教育 工学2年生への健康教育（集団  

および個別指導）

小原 由紀

成績評価の方法 

・期末試験、レポートによる総括的評価を行う。

・出席状況、意欲・授業態度を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

・2年次の健康教育の基礎で使用した資料を事前に確認しておくこと。

・Webclassに事前に配布された資料を確認しておくこと。

試験の受験資格 
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・試験規則に基づく。

・出席時間不足の場合は、受験することができない。

教科書 

歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

参考書 

最新歯科衛生士教本 小児歯科／大嶋隆 ほか著,：医歯薬出版，2009 

履修上の注意事項 

・試験規則の条件を満たさない場合、単位を認めない。  ・実習への取り組みが不適切な場合、実習中止となることがある。

連絡先 

ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

随時 
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時間割番号 022276 

科目名 健康教育の企画と実践Ⅱ 

担当教員 小原 由紀, 鬼澤 かおる 

開講時期 後期 対象年次 3 単位数 1 

主な講義場所 

口腔保健学科第3講義室 

授業の目的、概要等 

・個別性を重視した健康教育を実践するために必要な情報分析、計画立案を行う。

・実施した健康教育の成果を評価する。

授業の到達目標 

・ライフステージごとの健康課題を説明できる。

・プライマリヘルスケアの重要性を説明できる。

・行動変容理論を活用した健康教育を実践する。

・周術期口腔機能管理、在宅療養管理指導の意義目的を説明する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 10/5 11:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

インプラント患者への健

康教育

インプラントの特徴とセルフケア

の重要性

小原 由紀

3 10/19 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

動機付け面接1 医療コミュニケーションの重要性  

傾聴の意義と具体的手法

小原 由紀

4 10/26 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

動機付け面接2 モチベーショナルインタビューイン

グの実際  医療面接の分析

小原 由紀

5 11/2 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

海外における歯科保健

活動

海外研修発表会 小原 由紀

6 11/9 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

禁煙支援1 禁煙支援の実際  禁煙支援と動

機付け面接

小原 由紀

7 11/16 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

禁煙支援2 禁煙支援の具体的手法  ５Aアプ

ローチ

小原 由紀

8-9 12/21 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

周術期における健康教

育

周術期患者へのセルフケア支援  

周術期口腔機能管理の実際

小原 由紀

10 1/4 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

在宅における口腔衛生

管理

居宅療養管理指導  介護保険と

医療保険の枠組みの違い  多職

種連携

小原 由紀

11 1/4 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

介護予防とオーラルフレ

イル

フレイルとサルコペニア  オーラ

ルフレイルの概念的理解  フレイ

ル予防と歯科衛生活動

小原 由紀

12-13 1/11 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

看護概論 看護の視点  看護の基本となるも

の

小松 佳子, 

小原 由紀

14-15 1/25 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

看護過程 看護過程による看護の実践 鬼澤 かおる, 

小原 由紀
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講義室

成績評価の方法 

・期末試験、レポートによる総括的評価 

・出席状況、意欲・授業態度を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に確認すべき課題がある場合は、Webclassにアップロードする。

・2年次、3年前期までの健康教育の講義・実習で用いた資料を確認する。

試験の受験資格 

・試験規則を確認すること。出席時間不足の場合は、受験することができない。

教科書 

歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み：医歯薬出版，2014 

参考書 

医療スタッフのための動機づけ面接法 : 逆引きMI学習帳／北田雅子, 磯村毅 著,：医歯薬出版，2016 

ウィルキンス歯科衛生士の臨床／E・M・ウィルキンス 著,遠藤圭子, 中垣晴男, 西真紀子, 眞木吉信, 松井恭平, 山根瞳, 若林則幸 監訳,：

医歯薬出版，2015 

：医歯薬出版 

履修上の注意事項 

・試験規則の条件を満たさない場合、単位を認めない。  ・実習への取り組みが不適切な場合、実習中止となることを認識する。

連絡先 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

小原 由紀:随時 

-210-



時間割番号 022277 

科目名 歯科診療補助論Ⅲ 

担当教員 安田 昌代, 近藤 圭子, 黒田 真司, 服部 麻里子, 辻 美千子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

時間数：30時間 

授業形態：講義・演習・実習 

主な講義場所 

口腔保健学科第3講義室・臨床基礎実習室・相互実習室 

授業の目的、概要等 

・歯科臨床の場で必要な知識・器材の取扱い・技術を理解し、歯科衛生士に必要な基本的な 技術を身につける。

・口腔保健・歯科医療の変遷と現状、歯科医療従事者の種類と役割、歯科診療の概要を理解する。

授業の到達目標 

・ 器材の種類・特性・用途を理解する。

・ 患者の誘導の方法・患者とのコミュニケ－ションの取り方を理解する。

・ チーム医療に必要な技能を理解し実践する。

・ 各科で必要な器材を選択し、診療の流れにそって説明できる。

・ バイタルサイン（意識レベルを含む）を測定し、判断できる。

・ 救急蘇生について説明し、ダミーを使用し体験する。

・ 歯科患者の特徴、心理状態を理解し説明できる。

・ ライフサイクルに合わせた、歯科衛生士の関わりを理解する。

・ 歯科診療報酬について理解する

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-4 4/2 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

歯科診療の補助 歯科補綴  1.診療補助の概要  2.

器具の取り扱い方法

安田 昌代

5-6 5/2 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科診療報酬1 社会保障制度の体系と医療保険 安田 昌代

7-8 5/7 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科診療報酬2 歯科診療報酬の構成  各論 安田 昌代

9-10 5/9 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科診療報酬3 事例演習 安田 昌代

11-14 5/21 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

歯科診療の補助 口腔外科  1.診療補助の概要  2.

器具の取り扱い方法

安田 昌代

15-18 5/28 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

インプラントの臨床と製

作過程

インプラントの埋入法と補綴法 黒田 真司
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19-20 5/30 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

顎顔面補綴学  顎顔面

補綴治療の実際1

顎顔面補綴学が対応する症例、補

綴症例  顎顔面補綴治療におけ

る口腔衛生指導

服部 麻里子

21-24 6/11 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科診療の補助 小児歯科  1.診療補助の概要  2.

器具の取り扱い方法

近藤 圭子

25-26 6/13 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

顎顔面補綴治療の実際

2

顎顔面補綴治療に求められる心

理ケア  顎顔面補綴治療におけ

るチーム医療

安田 昌代

27-30 11/30 09:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科診療の補助 矯正歯科  1.診療補助の概要  2.

器具の取り扱い方法

辻 美千子

成績評価の方法 

・中間試験、前期末の筆記試験、提出レポート課題により 総括的評価する。

・出席状況、意欲・授業態度を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

全講義の 2/3以上出席すること。 

教科書 

歯科診療補助論／合場千佳子 ほか 著,：医歯薬出版，2017 

歯科衛生士のための歯科診療報酬入門／日本歯科衛生士会 監修,鳥山佳則 ほか 編集,：医歯薬出版，2017 

歯科衛生士のための補綴科アシストハンドブック第2版．宮田孝義ほか,学建書院,2018 

参考書 

歯科材料／全国歯科衛生士教育協議会 監修,末瀬一彦 ほか 著,：医歯薬出版，2017 

歯科機器／末瀬一彦 ほか 著,：医歯薬出版，2017 

・よくわかる口腔インプラント学 赤川安正、松浦正朗編 医歯薬出版 

・声と言葉のしくみ 亀田和夫 口腔保健協会 

・口唇裂口蓋裂の補綴治療 大山喬史編 医歯薬出版社 

・顎顔面補綴の臨床 大山喬史・ 谷口 尚著 医学情報社 

・言語聴覚士に必要な歯科の知識 谷口 尚・片倉伸郎・大野友久・墨田由香著 インテルナ出版 

履修上の注意事項 

2年次の臨床歯科医学（歯科保存学、歯科補綴学、口腔外科・歯科麻酔学、小児歯科学）の講義内容を復習して授業に臨むこと。 

備考 

・事前に資料の配布、e-learningシステム上へのアップロードなどがあった場合は、各自予習して授業に臨むこと。

担当教員 

井上 剛   う蝕制御学分野  inoue.ope@tmd.ac.jp 

海老原 新  歯髄生物学分野  a.ebihara.endo@tmd.ac.jp 

大竹 志保  摂食機能保存学分野  s.otake.fpro@tmd.ac.jp 

宮本 智行  麻酔・生体管理学分野  to-miyamoto.anph@tmd.ac.jp 

黒田 真司   インプラント・口腔再生医学分野 skuroda.mfc@tmd.ac.jp

服部 麻里子  顎顔面補綴学分野  sasamfp@tmd.ac.jp 
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時間割番号 022278 

科目名 臨床口腔保健衛生実習Ⅱ 

担当教員 安田 昌代, 樺沢 勇司, 近藤 圭子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：臨床口腔保健衛生実習Ⅱ 

時間数：45時間 

授業形態：実習・演習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科第3講義室・臨床基礎実習室・相互実習室 歯学科補綴実習室 歯学科保存・矯正実習室 

授業の目的、概要等 

・歯科臨床の場で必要な知識・器材の取扱い・技術を理解し、歯科衛生士に必要な基本的な 技術を身につける。

・口腔保健・歯科医療の変遷と現状、歯科医療従事者の種類と役割、歯科診療の概要を理解する。

授業の到達目標 

・ 器材の種類・特性・用途を理解する。

・ 診療に必要な器械・材料・薬品の適切な準備と取り扱いを行う。

・ 器材の特性にあわせ、滅菌・消毒を行う。

・ 器材の管理の方法を説明できる。

・ 患者の誘導の方法・患者とのコミュニケ－ションの取り方を理解する。

・ チーム医療に必要な技能を理解し実践する。

・ 各科で必要な器材を選択し、診療の流れにそって説明できる。

・ バイタルサイン（意識レベルを含む）を測定し、判断できる。

・ 救急蘇生について説明し、ダミーを使用し体験する。

・ 歯科患者の特徴、心理状態を理解し説明できる。

・ ライフサイクルに合わせた、歯科衛生士の関わりを理解する。

・ 歯科保健医療に関わる職種をあげ、それぞれの役割を説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-4 4/5 13:00-16:50 補綴実習

室

歯科補綴関連実習1 暫間被覆冠の種類と製作の実際 大竹 志保, 

安田 昌代

5-8 4/9 13:00-16:50 保存矯正

実習室

歯科保存処置関連実習

1

器材の取り扱いの実際 合着・接

着材、仮封材

井上 剛, 安

田 昌代

9-12 4/16 13:00-16:50 保存矯正

実習室

歯科保存処置関連実習

2

器材の取り扱いの実際 充填材 井上 剛, 安

田 昌代

13 4/23 13:00-13:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

中間試験1 器材試験（保存修復・歯内療法・歯

周治療）

安田 昌代

14-16 4/23 14:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

歯科保存関連実習3 防湿法について  ラバーダム防

湿法（基礎実習）

近藤 圭子, 

安田 昌代

17-20 5/14 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

歯科保存処置関連実習

4

防湿法の実際  ラバーダム防湿

法（相互実習）

近藤 圭子, 

安田 昌代

21-24 5/31 09:00-13:50 口腔保健 外科手術における診療 滅菌ガウン、滅菌グローブの着用 安田 昌代, 
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学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

補助 方法  メス・縫合針の取り扱い  

手術用器材の展開方法

近藤 圭子

25-28 6/18 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

小児歯科関連実習 ラバーダム防湿  シーラント

（相互実習）

近藤 圭子

29-30 6/19 09:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

中間試験2 器材試験（口腔外科・歯科補綴・小

児歯科）

安田 昌代

31-33 6/21 13:00-15:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

歯科材料の取り扱い 印象材の取り扱い方法 安田 昌代, 

近藤 圭子

34-37 6/26 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室

歯科補綴関連実習2 安田 昌代, 

近藤 圭子

38-41 7/2 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

口腔外科・歯科麻酔関連

実習1

浸潤麻酔・静脈確保の実際 宮本 智行, 

樺沢 勇司, 

安田 昌代

42-45 7/9 13:00-16:50 歯学部演

習室

口腔外科・歯科麻酔関連

実習2

救急蘇生法の実際 宮本 智行, 

安田 昌代

成績評価の方法 

・中間試験、前期末の筆記試験、実習評価、提出レポート課題により 総括的評価する。

・出席状況、意欲・授業態度を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

全講義の 2/3以上出席すること。 

実習は 3/4以上出席すること。 

教科書 

歯科診療補助論／合場千佳子 ほか 著,：医歯薬出版，2017 

歯科衛生士のための補綴科アシストハンドブック第2版．宮田孝義ほか,学建書院,2018 

参考書 

・ 最新歯科衛生士教本「歯科診療補助論」全国歯科衛生士教育協議会 医歯薬出版 

・よくわかる口腔インプラント学 赤川安正、松浦正朗編 医歯薬出版 

・声と言葉のしくみ 亀田和夫 口腔保健協会 
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・口唇裂口蓋裂の補綴治療 大山喬史編 医歯薬出版社 

・顎顔面補綴の臨床 大山喬史・ 谷口 尚著 医学情報社 

・言語聴覚士に必要な歯科の知識 谷口 尚・片倉伸郎・大野友久・墨田由香著 インテルナ出版 

履修上の注意事項 

2年次の臨床歯科医学（歯科保存学、歯科補綴学、口腔外科・歯科麻酔学、小児歯科学）の講義内容を復習して授業に臨むこと。 

備考 

・事前に資料の配布、e-learningシステム上へのアップロードなどがあった場合は、各自予習して授業に臨むこと。

担当教員 

井上 剛   う蝕制御学分野  inoue.ope@tmd.ac.jp 

海老原 新  歯髄生物学分野  a.ebihara.endo@tmd.ac.jp 

大竹 志保  摂食機能保存学分野  s.otake.fpro@tmd.ac.jp 

宮本 智行   麻酔・生体管理学分野  to-miyamoto.anph@tmd.ac.jp 

担当教員（非常勤） 

田澤千鶴 
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時間割番号 022280 

科目名 歯科衛生臨床実習Ⅰ 

担当教員 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 3 単位数 7 

主な講義場所 

歯学部附属病院 

授業の目的、概要等 

・歯科診療施設において、チーム医療の一員として、対象者本位の歯科予防処置・歯科保健指導・歯科診療の補助を実践するために必要

な態度・知識･技術を習得する。 

授業の到達目標 

・対象者の身体的・精神的・社会的苦痛に配慮し、問題点を抽出・整理する。

・ 対象者の不安・不満や表情・行動の変化に適切に対応できる。

・ 歯科ユニット各部の名称と機能を説明できる。

・ 診療に必要な器材を説明する。

・ 診療室への患者の誘導を適切にできる。

・ 対象者に挨拶して自己紹介できる。

・ 対象者との信頼関係を築くことができる。

・ 個人的、社会的背景等が異なる対象者に、わけへだてなく対応できる。

・ 対象者の価値観が多様であることを認識し、柔軟に対応できる。

・ 必要な情報を整理し、わかりやすい口頭説明と文書を準備できる。

・ 説明を行うために適切な時期・場所･機会に配慮できる。

・ 対象者からの質問に適切に応え、その様々な反応に柔軟に対応できる。

・ 医療事故や潜在的医療事故（ニアミス)に関する情報を共有し、再発防止に役立てることができる。

・ インフォームドコンセントを行うことができる。

・ 対象者に応じた歯科予防処置を実施する。

・対象者に応じた歯科保健指導を実施する。

・ 対象者に応じた歯科診療補助を実施する。

授業内容 

●3年生 

・臨床実習ガイダンスおよび予備実習 

・臨床実習(本実習)

-口腔ケア実習 

むし歯外来実習 

歯周病外来実習 

口腔外科外来実習 

義歯外来実習 

小児歯科外来実習 

歯科放射線外来実習 

中央器材室実習 

●4年生 

・臨床実習ガイダンス

・臨床実習（本実習）

-口腔ケア実習 

歯周病外来実習 

矯正歯科外来実習 

歯科麻酔外来実習 

小児歯科外来実習 

顎義歯外来実習 
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インプラント外来実習 

スペシャルケア外来１（高齢者歯科）実習 

スペシャルケア外来２（障害者歯科）実習 

 病棟実習 

 歯科アレルギー外来実習 

 歯科心身医療外来実習 

 顎関節治療部実習 

スポーツ歯科外来実習 

 息さわやか外来実習 

 検査部実習 

 薬剤部実習 

成績評価の方法 

・実習記録・実習報告書、出席状況、臨床実習指導者評価等により総括的評価を行う。

・実習態度・取組み、提出物の提出状況を総括的評価に加味する。

・提出レポート、課題発表等で総括的評価を行う。

準備学習などについての具体的な指示 

実習の詳細は「臨床実習の手引き」に示す。 

実習前の目標の設定、予習、実施後の報告書作成、復習を行うこと。 

教科書 

：医歯薬出版 

参考書 

歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

歯科診療補助論／可児徳子, 合場千佳子, 高阪利美 編,：医歯薬出版，2007 

歯の硬組織・歯髄疾患-保存修復・歯内療法／千田彰, 中村洋 ほか著,：医歯薬出版，2010 

歯周疾患／申基哲, 松井恭平, 白鳥たかみ 編,：医歯薬出版，2006 

顎・口腔粘膜疾患口腔外科・歯科麻酔／全国歯科衛生士教育協議会 監修,山根源之 ほか著,：医歯薬出版，2011 

咀嚼障害・咬合異常／全国歯科衛生士教育協議会 監修,氷室利彦 ほか著,：医歯薬出版，2011 

歯科放射線／全国歯科衛生士教育協議会 監修,岡野友宏 ほか著,：医歯薬出版，2009 

小児歯科／大嶋隆 ほか著,：医歯薬出版，2009 

障害者歯科／向井美惠 ほか 著,：医歯薬出版，2013 

臨床検査／井上孝 ほか著,：医歯薬出版，2012 

ISBN978-4-263-42835-1 高齢者歯科  

履修上の注意事項 

附属病院等では服装、態度等に留意すること｡不適切な場合は実習停止とする場合がある。 
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時間割番号 022283 

科目名 歯科衛生過程専門演習 

担当教員 吉田 直美 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

人々の歯科衛生ニーズにあった支援を提供するために活用する問題解決思考ツールの歯科衛生過程の概念と展開の方法を理解し、必 

要な知識・技術を習得する。 

授業の到達目標 

・事例を通して、対象者の情報を分類・整理、統合する。

・事例を通して、対象者の歯科衛生関連の問題を明確化し，優先順位をつける。

・明確化した問題の関連因子を特定し，歯科衛生診断文を作成する。

・歯科衛生計画を立案する(目標・歯科衛生介入・期待される結果）。

・歯科衛生評価を説明する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 4/6 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

歯科衛生過程復習 歯科衛生過程復習 吉田 直美

3-4 4/12 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

臨床実践へ活用のため

の演習

歯科衛生アセスメント 吉田 直美

5-6 4/19 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

臨床実践へ活用のため

の演習

歯科衛生アセスメント 吉田 直美

7-8 4/26 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

臨床実践へ活用のため

の演習

歯科衛生アセスメント・歯科衛生診

断

吉田 直美

9-11 5/10 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

臨床実践へ活用のため

の演習

歯科衛生診断 吉田 直美

12-14 5/17 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

臨床実践へ活用のため

の演習

計画立案 吉田 直美

15-17 5/24 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

臨床実践へ活用のため

の演習

計画立案 吉田 直美

18-20 6/4 13:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

臨床実践へ活用のため

の演習

患者に合わせたセルフケア用品

の選択

吉田 直美

21-22 6/14 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

臨床実践へ活用のため

の演習

歯科衛生介入 吉田 直美

23-24 6/21 09:00-10:50 口腔保健 臨床実践へ活用のため 歯科衛生介入 吉田 直美
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学科第３

講義室

の演習

25-26 6/28 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

臨床実践へ活用のため

の演習

歯科衛生評価 吉田 直美

27-28 7/5 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

臨床実践へ活用のため

の演習

歯科衛生評価 吉田 直美

29-30 7/12 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

まとめ 歯科衛生士のキャリアパス 吉田 直美

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

2/3 以上の出席 

教科書 

歯科衛生過程 HAND BOOK : 歯科衛生士教育サブテキスト : やさしく学べる・これならわかる／吉田直美, 遠藤圭子, 渡邉麻理, 鈴木純

子 著,：クインテッセンス出版，2015 
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時間割番号 022284 

科目名 社会調査の基礎 

担当教員 品田 佳世子, 大山 篤, 吉田 雅幸, 甲畑 宏子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 2 

科目名：社会調査の基礎 

時間数：30時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・社会調査の意義と目的を理解し、調査票の作成と模擬実施、集計解析など実践的に学習する。

・社会調査における倫理や個人情報保護について理解する。

・医療法、歯科医師法、歯科技工士法他に関して理解する。

授業の到達目標 

・社会調査の意義と目的及び方法の概要について説明できる。

・量的調査及び質的調査の基本的な方法を説明することができる。

・統計法の概要、社会調査における倫理や個人情報保護について説明できる。

・医療法、歯科医師法、歯科技工士法他に関する知識がある。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1-2 4/3 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室

社会福祉と社会調査 社会調査とは何か、社会福祉と社

会調査の歴史

品田 佳世子

3-4 4/10 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室

社会調査の概要 社会調査の意義・目的、対象と方

法、統計法の概要

品田 佳世子

5-6 4/13 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

量的調査の方法１ 量的調査の特徴と種類、調査票の

作成方法と留意点

品田 佳世子

7-8 4/17 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室

量的調査の方法２ 調査票の作成（グループ演習）、

調査票の配布と回収

品田 佳世子 グループ演習、

発表、安達奈央

子教員（４月に追

加）

9-10 4/20 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

質的調査の方法１ 質的調査の特徴と種類、調査設

計、対象者の選定と調査手続

大山 篤

11-12 4/24 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室

量的調査の方法３ 量的調査におけるデータ入力、分

析、解析（演習）

品田 佳世子 演習 安達奈央

子教員（４月に追

加）

13-14 4/27 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

質的調査の方法２ 調査手法、実施、データ分析、発

表、報告

大山 篤

15-16 5/1 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室

量的調査データの統計

分析、解析

量的調査データの統計分析、解析

（演習）

品田 佳世子 演習 安達奈央

子教員（４月に追

加）

17-18 5/8 09:00-10:50 第１講義

室

研究倫理、倫理審査 研究倫理、倫理審査 甲畑 宏子

19-20 5/11 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

社会調査の IT活用法 社会調査の IT活用法（演習） 品田 佳世子 演習 安達奈央

子教員（４月に追
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講義室 加）

21-22 5/15 09:00-10:50 第１講義

室

個人情報保護 個人情報保護（演習） 吉田 雅幸 演習

23-24 5/22 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室

医療法について 医療法について 品田 佳世子

25-26 5/29 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室

歯科医師法、歯科技工

士法、その他の関連法

規

歯科医師法、歯科技工士法、その

他の関連法規

品田 佳世子

27-28 6/5 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室

研究テーマと文献検索 研究テーマと文献検索（演習） 品田 佳世子 演習 安達奈央

子教員（４月に追

加）

29-30 6/12 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室

まとめと確認テスト まとめと確認テスト 品田 佳世子 確認テスト

成績評価の方法 

・出欠状況と授業参加の態度 

・調査課題に関するレポートおよび筆記試験を総合評価する。

準備学習などについての具体的な指示 

統計の基礎を復習しておくこと。 

試験の受験資格 

全講義の 2/3以上出席すること 

教科書 

新・社会福祉士養成講座／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2015 

備考 

担当教員（非常勤） 

 大山 篤（4時間 神戸製鋼 歯科室） 

連絡先 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

品田 佳世子:随時 
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時間割番号 022285 

科目名 卒業研究 

担当教員 吉田 直美, 品田 佳世子 

開講時期 ２年通年 対象年次 3～4 単位数 4 

科目名：卒業研究 

時間数：3学年82時間、4学年98時間 

授業形態：演習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 他 

授業の目的、概要等 

各学生の知的興味、将来の方向性に沿ってテーマを選択し、計画･立案に基づいて研究を実施する。さらに結果を論文にまとめて十分考

察することにより、研究への理解と意欲を培う。 

授業の到達目標 

・自分の知的興味、将来の方向性に沿って研究テーマが設定できる。

・研究テーマに対応した論文の検索と科学的吟味を行い、これまでの知見が整理できる。

・EBM・EBHCの概念を説明できる。

・知見や問題点に基づいた研究の計画･立案ができる。

・実験･調査などの研究を実施できる。

・実験･調査などの結果を分析整理し、統計学的な解析ができる。

・結果に基づき、新たな問題点と課題を抽出、提起できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1 5/23 16:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究の進め方・研究テーマの

決め方の説明

吉田 直美, 

品田 佳世子

2-3 5/29 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 文献検索及び管理演習 吉田 直美, 

木下 淳博, 

石井 保志

澁川

4-6 5/31 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究の進め方・研究テーマの

決め方の説明  各教員のテーマ

例

吉田 直美, 

品田 佳世子

7 6/4 16:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各教員のテーマ例 吉田 直美

8-10 6/5 14:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各教員のテーマ例  文献検索及

び管理演習

吉田 直美, 

石井 保志

澁川

11-14 6/13 11:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各教員のテーマ例 吉田 直美

15-17 6/19 14:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各教員のテーマ例 吉田 直美

18 7/18 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各教員のテーマ例 吉田 直美

19 7/19 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各教員のテーマ例 吉田 直美
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20 9/28 16:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各教員のテーマ例 吉田 直美

21 10/2 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 文献検討・研究準備 吉田 直美

22 10/3 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 文献検討・研究準備 吉田 直美

23 10/4 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 文献検討・研究準備 吉田 直美

24 10/9 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 文献検討・研究準備 吉田 直美

25 10/10 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 文献検討・研究準備 吉田 直美

26 10/11 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 文献検討・研究準備 吉田 直美

27 10/16 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 文献検討・研究準備 吉田 直美

28 10/17 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 文献検討・研究準備 吉田 直美

29 10/18 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 文献検討・研究準備 吉田 直美

30 10/23 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 文献検討・研究準備 吉田 直美

31 10/24 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 文献検討・研究準備 吉田 直美

32 10/25 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 文献検討・研究準備 吉田 直美

33 10/30 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマに関する面談 吉田 直美

34 10/31 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 吉田 直美

35 11/1 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 吉田 直美

36 11/6 17:00-17:50 口腔保健 卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 吉田 直美
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学科第３

講義室

37 11/7 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 吉田 直美

38 11/8 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 吉田 直美

39 11/13 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 吉田 直美

40 11/14 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 吉田 直美

41 11/15 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 吉田 直美

42 11/20 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 吉田 直美

43 11/21 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマに関する面談（決定） 吉田 直美

44 11/22 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 吉田 直美

45 11/27 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 吉田 直美

46 11/28 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 吉田 直美

47 11/29 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 吉田 直美

48 12/4 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 吉田 直美

49 12/5 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 吉田 直美

50 12/6 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 吉田 直美

51-54 12/7 09:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 吉田 直美

55 12/11 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

卒業研究 各指導教官との相談 吉田 直美

-224-



講義室

56 12/12 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 吉田 直美

57 12/13 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 吉田 直美

58-62 12/14 09:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 4年生卒業研究発表会 吉田 直美

63-65 12/17 14:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究 吉田 直美

66 12/18 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究 吉田 直美

67 12/19 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究 吉田 直美

68 12/20 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究 吉田 直美

69 1/8 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 吉田 直美

70 1/9 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 吉田 直美

71 1/10 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 吉田 直美

72 2/4 16:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究 吉田 直美

73-76 2/6 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究 吉田 直美

77-80 2/13 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究 吉田 直美

成績評価の方法 

・単位認定（4単位）は 4学年終了時に行う。

・単位認定は、3 年次から各課題（論文抄録、研究計画書、中間発表会プレゼンテーションファイル、成果報告会プレゼンテーションファイ

ル、卒業研究論文ファイル）の期限内提 出、研究計画書・中間発表会プレゼンテーション・成果報告会プレゼンテーション・論文について

の総括的評価により行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

研究テーマを考え、それに関する文献を検索し、文献を読んでおくこと。 

試験の受験資格 

卒業研究の発表および卒業論文を提出すること 
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教科書 

歯科衛生研究の進め方論文の書き方 = Dental Hygiene Research,Guide for Planning and Writing／日本歯科衛生学会 監修,武井典子, 金澤

紀子, 合場千佳子, 石井拓男, 岩久正明 編,：医歯薬出版，2015 

参考書 

卒業研究 HAND BOOK／眞木吉信 監著,薄井由枝, 品田佳世子, 白鳥たかみ, 杉原直樹, 田村清美, 松田裕子 著,：クインテッセンス出

版，2011 

SPSSによる医学・歯学・薬学のための統計解析／石村貞夫, 謝承泰, 久保田基夫 著,：東京図書，2011 

SPSSで学ぶ医療系多変量データ解析／対馬栄輝 著,：東京図書，2008 

・「保健･医療のための研究法入門」、朝倉隆司監訳、協同医書出版社 

・「歯科衛生研究の進め方、論文の書き方」、金澤紀子、武井典子、合場千佳子、岩久正明 編、医歯 薬出版 

・「医薬研究者の視点からみた道具としての統計学」、奥田千恵子、金芳堂 

備考 

・常に指導教員、副指導教員と密接な連絡をとり、助言を得ながら研究を進めること。

連絡先 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

品田 佳世子:随時 
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時間割番号 022286 

科目名 相談援助演習Ⅱ 

担当教員 中山 玲奈、山田美代子、古屋 純一 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

時間数：30時間 1単位 

授業形態：演習 

担当教員：中山玲奈、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・社会福祉における相談援助の知識と技術に関わる他の科目との関連性も視野に入れつつ、専門的な相談援助に係る知識と技術につい

て実践的に修得するとともに、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を滋養する。 

授業の到達目標 

・相談援助の内容・方法・プロセスを説明できる。

・相談援助の実際について、事例を通じて理解できる。

・ロールプレイを通じて相談援助の実践を理解できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 4/9 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談の技法を身につけ

る 1

高齢者 中山 玲奈 

山田美代子古

屋 純一

4-6 4/16 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談の技法を身につけ

る 2

障害者 中山 玲奈 

7-9 4/23 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談の技法を身につけ

る 3

多問題家族 中山 玲奈 

10-12 5/7 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談の技法を身につけ

る 4

チームアプローチ 中山 玲奈 

13-15 5/14 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談の技法を身につけ

る 5

ネットワーキング 中山 玲奈 

16-18 5/21 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談の技法を身につけ

る 6

その他 中山 玲奈

19-21 5/28 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助技法の応用1 事例に基づくロールプレイ  事例

検討

中山 玲奈

22-24 6/4 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助技法の応用2 事例に基づくロールプレイ  事例

検討

中山 玲奈

25-27 6/11 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助技法の応用3 事例に基づくロールプレイ  事例

検討

中山 玲奈

28-30 6/18 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助技法の応用4 事例に基づくロールプレイ  事例

検討

中山 玲奈
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成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 
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時間割番号 022287 

科目名 口腔保健と国際協力 

担当教員 安田 昌代 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：口腔保健と国際協力 

時間数：15時間 

授業形態:講義 

主な講義場所 

１号館西 口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

国際保健医療福祉の現状を知り、国際的な視点から、歯科衛生士・社会福祉士として活躍できる人材になるための、基礎を学習する。 

授業の到達目標 

・国際歯科保健医療福祉とは何かを説明する。

・それぞれの国の歯科保健医療福祉を説明する。

・国際保健医療福祉で、活躍するために必要な基礎的な事項を説明する。

・海外で活動できること、関心のあることをまとめ、説明する。

・海外での保健医療福祉活動の目標を立て、計画、実施できるよう説明する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 4/3 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

国際保健医療福祉Ⅰ 国際保健とは  グローバルヘル

スの歴史

安田 昌代

2 4/10 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

国際保健医療福祉Ⅱ プラ―マリーヘルスケアとヘルス

プロモーション

安田 昌代

3 4/17 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

国際保健医療福祉Ⅲ 国際保健医療と疾病対策 安田 昌代

4 4/24 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

国際保健医療福祉Ⅳ 国際保健医療協力活動 安田 昌代

5 5/1 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

国際歯科保健医療Ⅰ 先進国・開発途上国の歯科事情1 安田 昌代

6 5/8 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

国際歯科保健医療Ⅱ 先進国・開発途上国の歯科事情2 安田 昌代

7 5/15 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

国際歯科保健医療Ⅲ 国際的な口腔保健戦略と目標1 安田 昌代

8 5/22 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

国際歯科保健医療Ⅳ 国際的な口腔保健戦略と目標2 安田 昌代

9-10 5/29 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

国際歯科保健医療Ⅴ 国際歯科保健医療福祉の状況  

在日外国人の歯科事情

中久木 康一

11 6/5 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

国際歯科保健医療Ⅵ 多職種との活動の連携1 鶴田 潤
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12 6/12 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

国際歯科保健医療Ⅶ 多職種との活動の連携2 鶴田 潤

13 6/19 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

国際歯科保健医療Ⅷ 多職種との活動の連携3 鶴田 潤, ポ

ーンポット・フ

ァンターンシッ

プ

14-15 6/26 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

国際歯科保健医療Ⅸ 歯科衛生士としての活動 安田 昌代

成績評価の方法 

論述試験、提出レポートで総括的評価を行う。 

講義、グループ討論、発表の態度等を総括的評価する。 

授業態度等も総括的評価に加える。 

準備学習などについての具体的な指示 

授業内容をシラバスで確認の上、あらかじめ参考書や関連する Website を参照し、授業に関連する事項について、各自で事前学習してお

くこと。 

参考書 

・世界子供白書2012,ユニセフ 2012

・The World Health Report 2012 , ＷＨＯ, 2012

・国際協力ＮＧＯセンター,国際協力ＮＧＯダイレクトリー2008

・国際歯科保健医療学,中村修一編,医歯薬出版,2003

・国際保健学講義,山本太郎,学会出版センター,初版，1999

・へルスプロモーション,ローレンス,Ｗ,グリーン,医学書院、1997

・国際保健医療学第3版,日本国際保健医療学会編,杏林書院,2013

備考 

他の教科で学習した内容を確認した上で、洞察力と実践力を養い、海外での保健医療福祉活動に積極的に参加できるよう努力する。 
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時間割番号 022288 

科目名 歯科衛生研究 

担当教員 吉田 直美 

開講時期 通年(秋) 対象年次 3～4 単位数 1 

主な講義場所 

第1講義室 

授業の目的、概要等 

歯科衛生関連分野の学術雑誌へ投稿するために必要な知識及び技術を理解する。 

授業の到達目標 

・論文作成に必要な文献検索を行う。

・論文作成に必要な論文を読む。

・投稿規定に従って、論文の様式を整える。

・論文を投稿するために必要な準備を行う。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 10/5 16:00-16:50 口腔保健

学科第１

講義室

歯科衛生研究 論文投稿の意義 吉田 直美

2-3 10/19 13:00-14:50 口腔保健

学科第１

講義室

歯科衛生研究 論文投稿から論文掲載まで 吉田 直美

4-5 11/5 10:00-11:50 口腔保健

学科第１

講義室

歯科衛生研究 論文執筆と論文の構成 吉田 直美

6-8 11/26 09:00-11:50 口腔保健

学科第１

講義室

歯科衛生研究 投稿規定 吉田 直美

9 11/30 14:00-14:50 口腔保健

学科第１

講義室

歯科衛生研究 論文の体裁 吉田 直美

10 12/7 14:00-14:50 口腔保健

学科第１

講義室

歯科衛生研究 倫理的配慮、利益相反 吉田 直美

11 12/21 09:00-09:50 口腔保健

学科第１

講義室

歯科衛生研究 引用文献 吉田 直美

12 1/18 09:00-09:50 口腔保健

学科第１

講義室

歯科衛生研究 図表 吉田 直美

13-16 2/5 13:00-16:50 口腔保健

学科第１

講義室

歯科衛生研究 謝辞 まとめ 吉田 直美

成績評価の方法 

課題レポートで総括的評価を行う。 授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に確認すべき課題がある場合は、Webclass にアップロードする。

試験の受験資格 

-231-



課題レポートで総括的評価を行う。 出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

教科書 

歯科衛生研究の進め方論文の書き方 = Dental Hygiene Research,Guide for Planning and Writing／日本歯科衛生学会 監修,武井典子, 金澤

紀子, 合場千佳子, 石井拓男, 岩久正明 編,：医歯薬出版，2015 
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時間割番号 022289 

科目名 口腔保健衛生エクスターンシップ 

担当教員 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 3～4 単位数 1 

成績評価の方法 

それぞれの海外研修プログラムの責任者が、学生の研修内容等を総合的に判定して合否をつけ、口腔保健学科教育委員会において承

認を受けた後、教授会で最終判定を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

○単位認定条件 １）海外研修奨励賞による研修プログラム (1) 語学能力(英語) 語学検定における所定の点数の取得（TOEFL500 点以

上）、もしくは事前の海外派遣英語準備コース（歯科英語）を履修後に本学オリジナ ルの語学試験を受けて合格、の２つの中から、どちら

かの基準をクリアすること。 (2) 海外渡航時の注意事項、危機管理に関する研修（講義）の履修 (3) 研修報告書の提出    日本語および

英語（詳細は別に定める） (4) 研修報告会における発表    研修報告会が開催されるときは、研修報告のプレゼンテーションを行う。 (5) 

本学または海外の担当教員による学生評価の成績（C 以上） ２）その他の海外研修プログラム（口腔保健学科教育委員会が認めたもの） 

(1) 語学能力(英語)   語学検定における所定の点数の取得（TOEFL500 点以上）、もしくは事前の海外派遣英語準備コース（歯科英語）を

履修後に本学オリ ジナルの語学試験を受けて合格、の２つの中から、どちらかの基準をクリアすること。 (2) 研修特別コースの履修 

研修内容によって、特別に提供されるコースの履修（詳細は別に定める） (3) 海外における生活上の注意、危機管理に関する研修（講義）

の履修 (4) 研修報告書の提出   日本語および英語（詳細は別に定める） (5) 研修報告会における発表   研修報告会が開催されるとき

は、研修報告のプレゼンテーションを行う。(6) 本学または海外の担当教員による学生評価の成績（C以上） 

履修上の注意事項 

１．海外研修プログラムを履修した学生に、自由選択科目（卒業要件以外）の単位として１単位を認定する。  ２．単位認定の対象となる海 

外研修プログラムは以下のプログラムとする。各プログラムにおける単位認定条件は別に定める。  １） 大学海外研修奨励賞による研

修プログラム（事前研修を含む）  ２）その他の海外研修プログラム（口腔保健学科教育委員会が認めたもの）  ３．所定のプログラムを

終了した学生に対し、口腔保健学科教育委員会の議を経て、歯学部教授会が単位を認定する。但し、同一年次・年度で認定できる単位は

１単位を上限とする。また、「その他の海外研修プログラム」に該当するプログラムで認定できる単位は、プログラムの内容・年次・年度・

回数に限らず、在学期間を通じて１単位とする。 
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時間割番号 022290 

科目名 公的扶助 

担当教員 樺沢 勇司, 遠藤 康裕 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 2 

科目名：公的扶助 

主な講義場所 

口腔保健学科 第２講義室 

授業の目的、概要等 

社会保障・社会福祉の基盤をなす公的扶助について理解する。 

現代社会が生み出す貧困・低所得問題に対処するための一連の制度的な取り組みを理解する。 

授業の到達目標 

・公的扶助の概念と範囲、意義と役割について説明することができる。

・貧困・低所得者対策の歴史的展開から社会福祉の課題について、自らの意見を具体的に述べることができる。

・生活保護制度やさまざまの低所得者対策の制度的仕組みを学び、生活保護制度の最近の動向や生活保護の運営実施体制について説

明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-8 9/6 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

公的扶助の概念  公的

扶助の歴史

公的扶助の概念と範囲、公的扶助

の意義と役割、海外の歴史、日本

の歴史、貧困・低所得者対策の動

向

遠藤 康裕

9-16 9/7 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

生活保護制度の動向  

低所得者対策

保護の開始・廃止の動向、医療扶

助・介護扶助の動向、生活保護の

運営実施体制と関係機関・団体

遠藤 康裕

17-23 9/13 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室

生活保護制度の仕組み  

最低生活保障水準と生

活保護基準

生活保護法の構成、目的と原理・

原則、保護の種類、最低生活水準

と生活保護水準の考え方

遠藤 康裕

24-30 9/14 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室

貧困・低所得者に対する

相談援助活動  生活保

護における自立

相談援助活動、他機関・他職種と

の連携・協働 自立支援プログラ

ムの位置づけ

遠藤 康裕

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。

・グループディスカッション（事例検討など）の参加状況を評価に加味する。

・定期試験を実施し、総合的に評価する。

準備学習などについての具体的な指示 

教科書 

新・社会福祉士養成講座１６低所得者に対する支援と生活保護制度／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2016 
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時間割番号 022291 

科目名 コミュニティーワーク

担当教員 古屋 純一, 中山 玲奈, 白田 千代子, 横地 厚 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 2 

時間数：30時間 2単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：古屋純一、中山玲奈、白田千代子、横地厚（NPO法人 福祉と市民活動研究所）、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・コミュニテイワークの成果として、コミュニテイケアの実態を知ることで、コミュニテイワークの意義と手段を理解する。

・様々な施設など、実際の現場にて地域福祉の実態を理解する。

授業の到達目標 

・コミュニテイワークを概説できる。

・障害者の地域生活の実態について理解できる。

・高齢者の地域生活の実態について理解できる。

・地域の福祉社会資源について説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-6 9/10 09:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室

オリエンテーション  コ

ミュニティケアとは

地域の福祉・介護と医療  高齢者

の地域生活  障害者の地域生活

中山 玲奈, 古

屋 純一, 白

田 千代子

7-14 9/11 09:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

フィールドワーク1 福祉施設の見学とニーズ調査 白田 千代子, 

中山 玲奈, 古

屋 純一, 横

地 厚

15-22 9/12 09:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

フィールドワーク2 福祉施設の見学とニーズ調査 白田 千代子, 

中山 玲奈, 古

屋 純一, 横

地 厚

23-30 9/25 09:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

フィールドワークの振り

返り  発表と討論  まと

め

グループワーク  グループワー

クの発表  これまでのまとめ

中山 玲奈, 古

屋 純一, 白

田 千代子

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

・地域への見学があるため、集合場所等に注意すること。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 
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時間割番号 022292 

科目名 相談援助の基盤と専門職Ⅱ 

担当教員 古屋 純一, 中山 玲奈，内田 知宏 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

時間数：15時間 1単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：中山玲奈、内田知宏（人間総合科学大学） 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・ソーシャルワークの共通基盤（価値・知識・技術等）について体系的に学ぶ。

・ソーシャルワークを展開する専門職のあるべき姿を理解する。

授業の到達目標 

・ソーシャルワーカーの概念と理念を理解し説明できる。

・ソーシャルワークの形成過程を理解し説明できる。

・専門職倫理について理解する。

・日本社会福祉士会の行動規範から、相談援助場面での専門職としてのあり方を理解する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 4/6 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

社会福祉士の役割と意

義、相談援助の定義と

構成要素

社会福祉士の役割と意義 現代社

会と地域生活 ソーシャルワーク

の概念 ソーシャルワークの構成

要素

内田 知宏, 

中山 玲奈，古

屋 純一

4-6 4/13 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助の形成過程

Ⅰ・Ⅱ

ソーシャルワークの源流 ソーシ

ャルワークの基礎確立期 ソーシ

ャルワークの発展期・展開期  ソ

ーシャルワークの統合化とジェネ

ラリスト・ソーシャルワーク

内田 知宏

7-9 4/20 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助の理念Ⅰ・Ⅱ ソーシャルワーカーと価値 ソー

シャルワーク実践と価値 ソーシ

ャルワーク実践と権利擁護 クラ

イエントの尊厳と自己決定 ノーマ

ライゼーションと社会的包摂

内田 知宏

10-12 4/27 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

専門職倫理 専門職倫理の概念 倫理綱領の

意義と内容

内田 知宏

13-15 5/11 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

倫理的ジレンマ ソーシャルワーク実践における倫

理的ジレンマ

内田 知宏

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。
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・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座6 相談援助の基盤と専門職 第３版／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2015 
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時間割番号 022293 

科目名 相談援助の基盤と専門職Ⅲ 

担当教員 古屋 純一, 中山 玲奈，藤高 直之, 小山 宰 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 2 

時間数：30時間 2単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：古屋純一、中山玲奈、藤高直之（白梅学園大学）、小山宰（東京ふれあい医療生活協同組合梶原診療所）、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・福祉専門職の役割と意義、実践活動の状況の概観を通して、社会福祉士の役割と意義、専門性につい て理解する。

授業の到達目標 

・福祉専門職の種類とそれぞれの業務等の概要を理解する。

・社会福祉士の役割と意義、実践活動分野を理解する。

・社会福祉士と精神保健福祉士の固有性と共通性、医療ソーシャルワーカーにおける両資格のあり方に ついて理解する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 5/18 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

オリエンテーション

総合的かつ包括的な相

談援助

総合的かつ包括的な相談援助の

動向と背景、理論、地域を基盤とし

たソーシャルワークの基本的視

座、8つの機能

古屋 純一, 

中山 玲奈，藤

高 直之

4-6 5/25 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助にかかわる専

門職とその機能

相談援助にかかわる専門職の概

念と範囲、諸外国の動向

藤高 直之

7-9 6/1 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

総合的かつ包括的な相

談援助1

ジェネラリスト・ソーシャルワーク

の意義と特質、基本的視点、地域

を基盤としたソーシャルワーク

藤高 直之

10-12 6/8 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

総合的かつ包括的な相

談援助2

ジェネラリスト・ソーシャルワーク

の意義と特質、基本的視点、地域

を基盤としたソーシャルワーク

藤高 直之

13-15 6/15 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

総合的かつ包括的な相

談援助3

ジェネラリスト・ソーシャルワーク

の意義と特質、基本的視点、地域

を基盤としたソーシャルワーク

藤高 直之

16-18 6/22 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

社会福祉士、精神保健

福祉士、医療ソーシャル

ワーカー

社会福祉士の役割と意義、法制度

見直しとその背景、社会福祉士の

実践分野、精神保健福祉士、医療

ソーシャルワーカーの歴史と業務

小山 宰, 中

山 玲奈，古屋 

純一

19-21 6/29 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

その他の専門職の資格

と業務、チームアプロー

チ

介護福祉士、介護支援専門員等の

資格と役割、チームアプローチ、

多職種協働の実際

小山 宰

22-24 7/6 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

総合的かつ包括的な相

談業務の実際1

総合的かつ包括的な相談援助に

おける専門機能の実際例、個と地

域の一体的支援機能、予防機能、

新しいニーズへの対応機能、総合

的支援機能、権利擁護機能、社会

資源開発機能

小山 宰

25-27 7/13 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

総合的かつ包括的な相

談業務の実際２

総合的かつ包括的な相談援助に

おける専門機能の実際例、個と地

小山 宰
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講義室 域の一体的支援機能、予防機能、

新しいニーズへの対応機能、総合

的支援機能、権利擁護機能、社会

資源開発機能

28-30 7/20 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

総合的かつ包括的な相

談業務の実際3

総合的かつ包括的な相談援助に

おける専門機能の実際例、個と地

域の一体的支援機能、予防機能、

新しいニーズへの対応機能、総合

的支援機能、権利擁護機能、社会

資源開発機能

小山 宰

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

教科書 

新・社会福祉士養成講座6 相談援助の基盤と専門職 第３版／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2015 
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時間割番号 022294 

科目名 介護福祉Ⅱ 

担当教員 古屋 純一, 中山 玲奈，竹内 周平 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

時間数：15時間 1単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：古屋純一、竹内周平（竹内歯科医療院）、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・地域で活躍する歯科衛生士に必要となる、介護が必要な高齢者の特徴や社会における介護の問題点、高齢者の生活支援に必要な介

護・福祉の知識、介護の実際を知る。 

授業の到達目標 

・介護と介護予防の概念、介護保険制度、介護保険サービスについて説明できる。

・地域包括ケアシステム、高齢者支援の組織と役割、介護における多職種連携について説明できる。

・介護における様々な高齢者支援の方法を理解できる。

・認知症ケア、栄養ケア、緩和ケア、終末期ケアについて説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 7/2 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

介護と介護予防 介護と介護予防の概念と対象 古屋 純一

2 7/2 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

介護保険制度 介護保険制度の仕組み 古屋 純一

3 7/2 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

介護保険サービス 介護保険サービスの体系 古屋 純一

4 7/9 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

地域包括ケアシステム 地域包括ケアシステムの概念と仕

組み

中山 玲奈，古

屋 純一

5 7/9 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

高齢者支援の組織と多

職種連携

高齢者を支援する組織と役割 中山 玲奈，古

屋 純一

6 7/9 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

介護保険法と多職種連

携

介護保険法における連携と高齢者

支援の実際

中山 玲奈，古

屋 純一

7 7/11 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

介護保険における多職

種連携1

個人・家族に対する支援、グルー

プを活用した支援、地域を活用し

た支援

古屋 純一

8 7/11 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

介護保険における多職

種連携2

ケアマネイジメント、介護予防ケア

マネイジメント

古屋 純一, 

竹内 周平

9 7/11 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

介護保険における多職

種連携3

介護保険と口腔機能向上 古屋 純一, 

竹内 周平

10 7/11 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室

認知症ケア 認知症高齢者と家族の支援、新オ

レンジプラン、地域での連携体制

古屋 純一
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11 7/11 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室

栄養ケア NST、栄養ケアマネイジメント、リ

ハビリテーション栄養

古屋 純一

12 7/11 15:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室

緩和ケア・終末期ケア PCT、緩和ケア病棟、看取り 古屋 純一

13 7/23 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室

栄養ケアの実際1 地域における高齢者の食支援 古屋 純一

14 7/23 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室

栄養ケアの実際2 地域における高齢者の食支援 古屋 純一

15 7/23 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

まとめ これまでのまとめ 古屋 純一

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座13 高齢者に対する支援と介護保険制度／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2016 

高齢者歯科／植田耕一郎 ほか 著,：医歯薬出版，2015 

参考書 

新・社会福祉士養成講座／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2016 

-241-



時間割番号 022295 

科目名 ソーシャルワークⅡ

担当教員 古屋 純一, 中山 玲奈，山田 美代子, 庄司 妃佐 

開講時期 通年 対象年次 3 単位数 4 

時間数：60時間 4単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：山田美代子（西方医療福祉研究会）、庄司妃佐（和洋女子大学）、中山玲奈、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・相談援助の理論および相談援助の知識・技術について理解する。

授業の到達目標 

・相談援助における人と環境との交互作用に関する理論について理解する。

・相談援助の様々な実践モデルについて理解する。

・相談援助のプロセスとそれに関する知識・技術について理解する。

・実践場面における理論的背景を理解し、説明できる。

・相談援助の記録方法について学ぶ。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-4 5/18 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助における対象

の理解

・社会福祉援助活動の概念と定

義  ・相談援助の対象をどうとらえ

るか

山田 美代子, 

中山 玲奈，古

屋 純一

5-8 6/1 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

ケースマネジメント ・ケースマネジメントの基本と過

程  ・ケースマネジメントにおける

アセスメントの特徴  ・ケアプラン

の作成・実施の特徴

山田 美代子

9-12 6/8 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

グループを活用した相

談援助

・グループを活用した相談援助と

は  ・自助グループを活用した相

談援助

山田 美代子

13-16 6/15 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

コーディネーションとネ

ットワーキング

・コーディネーションの目的・意

義、方法・技術・留意点  ・ネットワ

ーキングの目的・意義  ・ネットワ

ーキングの方法  ・地域福祉の総

合的なネットワーキングの形成と

システム化

山田 美代子

17-20 6/22 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助における社会

資源の活用・調整・開発

・社会資源の活用・調整・開発の意

義と目的  ・社会資源の活用・調

整・開発の方法と留意点  ・ソーシ

ャルアクションによるシステムづく

り

山田 美代子

21-24 6/29 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助における社会

資源の活用・調整・開発

の実際

・ファシリテーション  ・プレゼンテ

ーション  ・ネゴシエーション  ・コ

ーディネーション

山田 美代子

25-28 7/6 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助における個人

情報の保護・相談援助

における情報通信技術

（ICT）の活用

個人情報保護と ICT技術 山田 美代子

29-32 7/13 13:00-16:50 口腔保健 事例研究・事例分析1 事例研究・事例分析1 山田 美代子
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学科第３

講義室

33-36 7/20 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

事例研究・事例分析2 事例研究・事例分析2 山田 美代子

37-39 10/19 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

さまざまな実践モデルと

アプローチⅠ

・実践モデルとその意味  ・治療

モデル、生活モデル、ストレング

スモデル  ・ジェネラリスト・ソー

シャルワークの展開と実践モデル

中山 玲奈，庄

司 妃佐

40-42 10/26 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

さまざまな実践モデルと

アプローチⅡ

・心理社会的アプローチ  ・機能

的アプローチ  ・問題解決アプロ

ーチ ・課題中心アプローチ  ・危

機介入アプローチ

庄司 妃佐

43-45 11/2 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

さまざまな実践モデルと

アプローチⅢ

・行動変容アプローチ・エンパワメ

ントアプローチ  ・ナラティブアプ

ローチ  ・その他の実践アプロー

チと課題

庄司 妃佐

46-48 11/9 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

スーパービジョンとコン

サルテーションの技術

・スーパービジョンの意義と目的、

方法と留意点  ・コンサルテーショ

ン

庄司 妃佐

49-51 11/16 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

ソーシャルワークのプロ

セスの理解

・インテーク  ・アセスメント  ・プ

ランニング ・インターベンショ

ン ・モニタリング ・エバリュエー

ション  ・ターミネーション

庄司 妃佐

52-54 11/30 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

ケースカンファレンスの

技術

・ケースカンファレンスの意義・目

的  ・運営と展開過程

庄司 妃佐

55-57 12/7 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助の記録 Ⅰ ・記録の意義と定義  ・記録の方

法

庄司 妃佐

58-60 12/21 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助の記録 Ⅱ ・記録の実際  ・記録を書く 庄司 妃佐

成績評価の方法 

・提出レポート等で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座8 相談援助の理論と方法 II／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2015 
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時間割番号 022296 

科目名 権利擁護 

担当教員 古屋 純一, 中山 玲奈，内田 知宏, 金原 明子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

時間数：15時間 1単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：中山玲奈、内田知宏（人間総合科学大学）、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科第3講義室 

授業の目的、概要等 

・相談援助活動に必要とされている法律の知識の概要を学ぶ。権利擁護に関する基本的な考え方、成年後見制度をはじめとする権利擁

護の仕組みとその実際について学ぶ。 

授業の到達目標 

・相談援助にかかわる日本国憲法、行政法、民法の基本的理解ができる。

・成年後見及び関係する支援事業の概要が理解できる。

・権利擁護に関わる組織・団体・専門職の役割が理解できる。

・成年後見活動、権利擁護活動の実際が理解できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 4/18 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助の活動と法、

成年後見制度の概要1

日本国憲法、行政法、民法等の理

解、法定後見制度及び任意後見制

度の理解

内田 知宏, 

中山 玲奈，古

屋 純一

4-6 4/25 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

成年後見制度の概要2 成年後見制度の動向と課題の理

解、日常生活自立支援事業及び成

年後見制度利用支援事業につい

ての理解

中山 玲奈，金

原 明子

7-9 5/2 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

権利擁護に関わる組織・

団体の役割

家庭裁判所、法務局、市町村、社

会福祉協議会、児童相談所が果た

すそれぞれの役割

金原 明子

10-12 5/9 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

権利擁護に関わる専門

職の役割

弁護士、司法書士、公証人、医師

が果たすそれぞれの役割と社会

福祉士の活動の実際

内田 知宏

13-15 6/13 14:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

成年後見活動の実際 認知症、知的・精神障害者への支

援の実際

金原 明子

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座19 権利擁護と成年後見制度 第４版／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2014 
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参考書 

・「厚生の指標 国民の福祉の動向 各年度版」 厚生統計協会 

・「社会福祉小六法」（最新年度版）ミネルヴァ書房 

・他随時授業中に紹介する。
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時間割番号 022297 

科目名 社会福祉行政 

担当教員 古屋 純一, 中山 玲奈，國見 真理子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

時間数：15時間 1単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：中山玲奈、國見真理子（田園調布学園大学）、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・福祉の関わる社会福祉制度は、法律によってその大枠が規定されている。その運用の実際は諸制度の運営に関わる行財政のあり方に

よって規定されている。その仕組みを学ぶ。 

授業の到達目標 

・福祉の行財政の実施体制（国・都道府県・市区町村の役割、国と地方の関係、財源、組織及び団体、専門職の役割を含む）について説明

できる。 

・福祉行財政の実際について説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 4/10 16:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

福祉行政の実施体制1 わが国における社会福祉の定義

の変遷

國見 真理子, 

中山 玲奈，古

屋 純一

3-4 4/17 16:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

福祉行政の実施体制2 福祉の法制度の展開 國見 真理子

5-6 4/24 16:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

福祉行政の実施体制3 行政の骨格 國見 真理子

7-8 5/1 16:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

福祉行政の組織1 社会福祉と法制度、福祉行政の組

織

國見 真理子

9-10 5/8 16:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

福祉行政の組織2 社会福祉基礎構造改革、相談過程 國見 真理子

11-12 5/15 16:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

福祉行政の団体と福祉

行政の専門職の役割1 

相談体制、専門緒機関 國見 真理子

13-15 5/22 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

福祉行政の団体と福祉

行政の専門職の役割2 

地域相談システム、専門職 國見 真理子

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 
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3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座10 福祉行財政と福祉計画 第５版／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2017 

-247-



時間割番号 022299 

科目名 司法福祉 

担当教員 古屋 純一, 中山 玲奈，長谷川 洋昭 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

時間数：15時間 1単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：中山玲奈、長谷川洋昭（田園調布学園大学）、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科第3講義室 

授業の目的、概要等 

・現代社会における更生保護制度の実効性（エビデンス）について理解する。

授業の到達目標 

・刑事司法のなかの更生保護制度の概要が説明できる。

・更生保護制度における関係機関・団体との連携を説明できる。

・更生保護の実際と今後の展望について考えることができる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 9/18 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

更生保護制度の概要 刑事司法のなかの更生保護 長谷川 洋昭, 

中山 玲奈，古

屋 純一

4-8 9/18 13:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

更生保護制度の担い手 保護観察官、保護司、更生保護施

設等

長谷川 洋昭

9-11 9/19 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室

更生保護制度における

関係機関・団体との連携

裁判所、検察庁、矯正施設、児童

相談所、公共職業安定所・福祉事

務所等

長谷川 洋昭

12-15 9/19 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

更生保護の実際と今後

の展望

社会復帰にむけて 長谷川 洋昭

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2014 

参考書 

新・社会福祉士養成講座 更生保護制度 第４版／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2017 
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時間割番号 022301 

科目名 就労支援サービス 

担当教員 樺沢 勇司, 引馬 知子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：就労支援サービス 

主な講義場所 

口腔保健学科第2講義室 

授業の目的、概要等 

・社会的に不利な立場にある人々の就労を通じた社会経済的な参加とこれを支える社会の仕組みを理解する。

・就労支援が人の生活保障や少子高齢社会における活力ある社会・経済の形成に関わっていることを把握する。

・各種の就労支援に関わる法制度や組織、専門職について理解し、福祉や教育等の他分野との連携を学ぶ。

授業の到達目標 

・労働や労働保護の意味を理解し、労働参加と社会的不利、さらには就労支援との関係を説明できる。

・就労支援分野の専門職とその役割、相談援助活動において必要となる就労支援制度について説明できる。

・就労支援に係る組織や団体の連携や、実際の支援過程について説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-8 9/20 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

労働市場の動向、労働

に関わる法制度、就労

支援制度の現状と課題

労働の意義、社会的不利と労働参

加、労働に関わる法制度、社会経

済情勢と雇用就労の現状

引馬 知子

9-15 9/28 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室

就労支援制度における

専門職、就労支援の過

程及び実際、他分野と

の連携、就労支援に関

わる国際的動向及び国

内の新たな取り組み

一般市場及び福祉的就労におけ

る制度、就労支援員・生活支援員・

ジョブコーチ・生活保護の現業員

等の業務、就労支援過程、均等待

遇政策を含む、就労支援の関わる

新たな動向と実際

引馬 知子

成績評価の方法 

・授業内の小テストで重要な単元の学習成果を評価する。

・グループディスカッションの参加状況やリアクションペーパーを評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

全講義15時間の 2/3以上出席すること。 

教科書 

新・社会福祉士養成講座18 就労支援サービス／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2016 

備考 

事前に資料の配付、e-learningシステム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

担当教員（非常勤） 

引馬知子 田園調布学園大学 
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時間割番号 022304 

科目名 相談援助実習 

担当教員 中山 玲奈，古屋 純一 

開講時期 ２年通年 対象年次 3 単位数 4 

時間数：180時間 4単位 

授業形態：実習 

3学年後期（春季集中）、4学年（夏季集中） 

実習日数（時間）は、24日間（180時間）・16日間（120 時間）・8日間（60 時間）で合計180時間以上が必要。 

担当教員：古屋純一、中山玲奈、ほか 

主な講義場所 

社会福祉施設・機関 

授業の目的、概要等 

・社会福祉士として求められる資質や倫理、相談援助に係る知識と技術について、具体的かつ実際的に理解し、支援に必要な技術を体得

する。 

授業の到達目標 

・社会福祉分野における相談援助実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に経験し、実践的な技術等を経

験知として整理できる。 

・社会福祉士として求められる資質、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を体験的に把握できる。

・関連分野の専門職との連携のあり方や具体的内容を把握し、事後学習で整理できる。

成績評価の方法 

・実習計画、実習記録ノート、実習報告書および実習指導者評価表により、総括的評価を行う。

・教員が週1回実習先を巡回し、総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に十分な準備の上で、実習に臨むこと。

・実習については、指導教員の判断を常にあおぐこと。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

180時間以上の出席 
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時間割番号 022303 

科目名 相談援助実習指導 

担当教員 中山 玲奈，古屋 純一 

開講時期 ２年通年 対象年次 3 単位数 2 

時間数：3学年38時間、4学年52時間 2単位 

授業形態：実習（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：中山玲奈、古屋純一、内田知宏（人間総合科学大学）ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室（3学年） 

口腔保健学科 第2講義室（4学年） 

授業の目的、概要等 

・社会福祉における相談援助実習の意義について理解する。

・授業で学んだ専門知識と相談援助の具体的な実践を結びつけるとともに、実習後は実習体験を意識 化し、体系立てていくことをめざ

す。 

授業の到達目標 

・社会福祉における相談援助実習の意義を事前に理解し、実習後は経験知として説明できる。

・相談援助実習に係る個別指導並びに集団指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的 かつ実際的に体験し、経験知とし

て説明できる。 

・社会福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応でき る能力を習得し、意識化できる。

・具体的な体験や援助活動を、専門的援助技術として概念化・理論化し、体系立てて整理できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 11/5 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

オリエンテーション 相談援助実習とは 中山 玲奈，古

屋 純一

4-6 11/12 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助の場所 高齢者施設 中山 玲奈

7-9 11/19 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助の場所 障害者施設 中山 玲奈

10-12 11/26 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助の場所 地域包括支援センター 中山 玲奈

13-15 12/3 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助の場所 病院実習 中山 玲奈

16-18 12/10 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

相談援助の場所 児童相談所・児童養護施設 中山 玲奈

19-21 1/7 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

実習報告 実習に必要な書類の書き方 中山 玲奈

22-29 1/21 09:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

実習における留意事項 実習における注意と準備 中山 玲奈

30-32 1/28 14:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

実習先機関・施設 地理的条件や関連する社会資源 中山 玲奈
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33-35 2/8 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

アセスメント 実習先アセスメントの活用、利用

者ニーズの理解、地域を理解する

必要性

中山 玲奈

36-38 2/15 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

実習目的 実習目的の立て方 中山 玲奈

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

4分の 3以上の出席 

参考書 

随時、実習関連資料を配付する。 
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第 4 学年 
履修科目・ユニット
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時間割番号 022063 

科目名 歯科衛生臨床実習 

担当教員 近藤 圭子 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 3～4 単位数 13 

主な講義場所 

歯学部附属病院 

授業の目的、概要等 

・歯科診療施設において、チーム医療の一員として、対象者本位の歯科予防処置・歯科保健指導・歯科診療の補助を実践するために必要

な態度・知識･技術を習得する。 

授業の到達目標 

・対象者の身体的・精神的・社会的苦痛に配慮し、問題点を抽出・整理する。

・ 対象者の不安・不満や表情・行動の変化に適切に対応できる。

・ 歯科ユニット各部の名称と機能を説明できる。

・ 診療に必要な器材を説明する。

・ 診療室への患者の誘導を適切にできる。

・ 対象者に挨拶して自己紹介できる。

・ 対象者との信頼関係を築くことができる。

・ 個人的、社会的背景等が異なる対象者に、わけへだてなく対応できる。

・ 対象者の価値観が多様であることを認識し、柔軟に対応できる。

・ 必要な情報を整理し、わかりやすい口頭説明と文書を準備できる。

・ 説明を行うために適切な時期・場所･機会に配慮できる。

・ 対象者からの質問に適切に応え、その様々な反応に柔軟に対応できる。

・ 医療事故や潜在的医療事故（ニアミス)に関する情報を共有し、再発防止に役立てることができる。

・ インフォームドコンセントを行うことができる。

・ 対象者に応じた歯科予防処置を実施する。

・対象者に応じた歯科保健指導を実施する。

・ 対象者に応じた歯科診療補助を実施する。

授業内容 

●3年生 

・臨床実習ガイダンスおよび予備実習 

・臨床実習(本実習)

-口腔ケア実習 

むし歯外来実習 

歯周病外来実習 

口腔外科外来実習 

義歯外来実習 

小児歯科外来実習 

歯科放射線外来実習 

中央器材室実習 

●4年生 

・臨床実習ガイダンス

・臨床実習（本実習）

-口腔ケア実習 

歯周病外来実習 

矯正歯科外来実習 

歯科麻酔外来実習 

小児歯科外来実習 

顎義歯外来実習 
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インプラント外来実習 

スペシャルケア外来１（高齢者歯科）実習 

スペシャルケア外来２（障害者歯科）実習 

 病棟実習 

 歯科アレルギー外来実習 

 歯科心身医療外来実習 

 顎関節治療部実習 

スポーツ歯科外来実習 

 息さわやか外来実習 

 検査部実習 

 薬剤部実習 

成績評価の方法 

・実習記録・実習報告書、出席状況、臨床実習指導者評価等により総括的評価を行う。

・実習態度・取組み、提出物の提出状況を総括的評価に加味する。

・提出レポート、課題発表等で総括的評価を行う。

準備学習などについての具体的な指示 

実習の詳細は「臨床実習の手引き」に示す。 

実習前の目標の設定、予習、実施後の報告書作成、復習を行うこと。 

教科書 

：医歯薬出版 

参考書 

歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

歯科診療補助論／可児徳子, 合場千佳子, 高阪利美 編,：医歯薬出版，2007 

歯の硬組織・歯髄疾患-保存修復・歯内療法／千田彰, 中村洋 ほか著,：医歯薬出版，2010 

歯周疾患／申基哲, 松井恭平, 白鳥たかみ 編,：医歯薬出版，2006 

顎・口腔粘膜疾患口腔外科・歯科麻酔／全国歯科衛生士教育協議会 監修,山根源之 ほか著,：医歯薬出版，2011 

咀嚼障害・咬合異常／全国歯科衛生士教育協議会 監修,氷室利彦 ほか著,：医歯薬出版，2011 

歯科放射線／全国歯科衛生士教育協議会 監修,岡野友宏 ほか著,：医歯薬出版，2009 

小児歯科／大嶋隆 ほか著,：医歯薬出版，2009 

障害者歯科／向井美惠 ほか 著,：医歯薬出版，2013 

臨床検査／井上孝 ほか著,：医歯薬出版，2012 

ISBN978-4-263-42835-1 高齢者歯科  

履修上の注意事項 

附属病院等では服装、態度等に留意すること｡不適切な場合は実習停止とする場合がある。 
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時間割番号 022064 

科目名 歯科衛生臨地実習 

担当教員 近藤 圭子 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 3～4 単位数 5 

科目名：歯科衛生臨地実習 

時間数 3学年45時間、4学年180時間 

授業形態：実習 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室、学外施設、病院 等 

授業の目的、概要等 

歯科衛生活動を展開するために必要な知識、技術、態度を習得して、実践力を養う。 

授業の到達目標 

・地域、病院、企業における歯科衛生活動を説明する。

・対象のニーズ判断に基づいた介入計画を立案する。

・介入後の変化を評価する。

授業内容 

高齢者施設実習1：高齢者施設の概要、現状の理解、実習の意義と留意点 

高齢者施設実習2：利用者、スタッフとのコミュニケーションのとり方 

高齢者施設実習3：口腔の評価、介入計画、実践 

訪問診療実習1：オリエンテーション、訪問資料の概要 

訪問診療実習2：事前情報収集・整理、口腔ケア計画 

訪問診療実習3：実践・評価 

入院患者のケア 1：医学部附属病院入院患者の口腔ケア 

入院患者のケア 2：看護師の仕事、患者との関わり、口腔ケアの実際 

入院患者のケア 3：実習報告書の作成、事後評価 

成績評価の方法 

授業への取り組み、出席状況、報告書、期末試験を基に総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

参考書 

臨地実習handbook／眞木吉信, 合場千佳子, 船奥律子, 北原稔, 白田チヨ 監著,：クインテッセンス出版，2009 

臨床実習hand book／眞木吉信, 藤原愛子, 高阪利美, 石井実和子, 泉野裕美 監著,：クインテッセンス出版，2010 

備考 

・学外実習時の服装、態度、言葉遣いに留意する。

・実習への取り組み、出席状況、報告書の提出状況などが不適切な場合には、実習停止とすることがあ る。
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時間割番号 022073 

科目名 卒業研究 

担当教員 樺沢 勇司、品田 佳世子 

開講時期 ２年通年 対象年次 3～4 単位数 4 

科目名：卒業研究 

時間数：3学年83時間、4学年97時間 

授業形態：演習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 他 

授業の目的、概要等 

各学生の知的興味、将来の方向性に沿ってテーマを選択し、計画･立案に基づいて研究を実施する。さらに結果を論文にまとめて十分考

察することにより、研究への理解と意欲を培う。 

授業の到達目標 

・自分の知的興味、将来の方向性に沿って研究テーマが設定できる。

・研究テーマに対応した論文の検索と科学的吟味を行い、これまでの知見が整理できる。

・EBM・EBHCの概念を説明できる。

・知見や問題点に基づいた研究の計画･立案ができる。

・実験･調査などの研究を実施できる。

・実験･調査などの結果を分析整理し、統計学的な解析ができる。

・結果に基づき、新たな問題点と課題を抽出、提起できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-2 4/12 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究の進め方・研究テーマの

決め方の説明（講義）

樺沢 勇司, 

品田 佳世子

3 5/23 16:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究の進め方・研究テーマの

決め方の説明（講義）

樺沢 勇司, 

品田 佳世子

4-5 5/30 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各教員のテーマ例の講義 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

6-7 6/6 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各教員のテーマ例の講義 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

8-9 6/14 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各教員のテーマ例の講義 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

10 7/10 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各教員のテーマ例の講義 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

11 9/27 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各教員のテーマ例の講義 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

12 9/28 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各教員のテーマ例の講義 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

13 10/2 17:00-17:50 口腔保健 卒業研究 各教員のテーマ例の講義 樺沢 勇司, 
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学科第３

講義室

品田 佳世子

14 10/3 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各教員のテーマ例の講義 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

15 10/4 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各教員のテーマ例の講義 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

16 10/5 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 研究準備 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

17 10/10 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 研究準備 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

18 10/11 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 研究準備 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

19 10/13 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 研究準備 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

20 10/16 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 研究準備 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

21 10/17 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 研究準備 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

22 10/18 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 研究準備 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

23 10/19 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 研究準備 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

24 10/23 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 研究準備 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

25 10/24 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 研究準備 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

26 10/25 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 研究準備 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

27 10/26 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 研究準備 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

28-31 10/27 14:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマに関する面談 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

32 10/30 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 樺沢 勇司, 

品田 佳世子
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講義室

33 10/31 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

34 11/2 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

35 11/8 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

36 11/9 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

37 11/14 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

38 11/15 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

39 11/16 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマ再考・研究立案（各自） 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

40-43 11/17 14:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 テーマに関する面談（決定） 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

44 11/20 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

45 11/21 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

46 11/22 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

47 11/28 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

48 11/29 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

49 11/30 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

50 12/6 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

51 12/7 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司, 

品田 佳世子
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52 12/12 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

53 12/13 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

54 12/14 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

55-62 12/15 09:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 4年生卒業研究発表会 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

63 12/19 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

64 12/20 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

65 12/21 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

66 1/11 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

67 1/18 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

68 1/25 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

69 2/1 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 樺沢 勇司

70 2/5 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

71-73 2/7 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 卒業研究 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

74 2/8 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室

卒業研究 樺沢 勇司

75 2/13 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

卒業研究 卒業研究 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

76-80 2/14 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

卒業研究 卒業研究 樺沢 勇司, 

品田 佳世子

81-87 5/1 09:00-16:50 口腔保健 卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司
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学科第１

講義室

88-94 5/2 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司

95-10

2

10/22 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司

103-1

10

11/5 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司

111-1

15

11/19 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司

116-1

18

11/30 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司

119-1

25

12/7 10:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司

126-1

33

12/13 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

卒業研究 各指導教官との相談 樺沢 勇司

134-1

41

12/14 09:00-17:50 特別講堂 卒業研究 卒業研究発表会 樺沢 勇司

142-1

48

12/17 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室

卒業研究 卒業研究論文の作成 樺沢 勇司

149-1

55

12/20 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室

卒業研究 卒業研究論文の作成 樺沢 勇司

成績評価の方法 

・単位認定（4単位）は 4学年終了時に行う。

・単位認定は、3 年次から各課題（論文抄録、研究計画書、中間発表会プレゼンテーションファイル、成果報告会プレゼンテーションファイ

ル、卒業研究論文ファイル）の期限内提 出、研究計画書・中間発表会プレゼンテーション・成果報告会プレゼンテーション・論文について

の総括的評価により行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

研究テーマを考え、それに関する文献を検索し、文献を読んでおくこと。 

試験の受験資格 

卒業研究の発表および卒業論文を提出すること 

参考書 

卒業研究 HAND BOOK／眞木吉信 監著,薄井由枝, 品田佳世子, 白鳥たかみ, 杉原直樹, 田村清美, 松田裕子 著,：クインテッセンス出

版，2011 

SPSSによる医学・歯学・薬学のための統計解析／石村貞夫, 謝承泰, 久保田基夫 著,：東京図書，2011 

SPSSで学ぶ医療系多変量データ解析／対馬栄輝 著,：東京図書，2008 

・「保健･医療のための研究法入門」、朝倉隆司監訳、協同医書出版社 

・「歯科衛生研究の進め方、論文の書き方」、金澤紀子、武井典子、合場千佳子、岩久正明 編、医歯 薬出版 

・「医薬研究者の視点からみた道具としての統計学」、奥田千恵子、金芳堂 
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備考 

・常に指導教員、副指導教員と密接な連絡をとり、助言を得ながら研究を進めること。
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時間割番号 022082 

科目名 相談援助実習指導 

担当教員 中山玲奈、古屋 純一 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 3～4 単位数 2 

科目名：相談援助実習指導 

時間数：3学年38時間、4学年52時間 

授業形態：実習（課題発表、グループワーク含む） 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室（3学年） 

口腔保健学科 第2講義室（4学年） 

授業の目的、概要等 

・社会福祉における相談援助実習の意義について理解する。

・授業で学んだ専門知識と相談援助の具体的な実践を結びつけるとともに、実習後は実習体験を意識 化し、体系立てていくことをめざ

す。 

授業の到達目標 

・社会福祉における相談援助実習の意義を事前に理解し、実習後は経験知として説明できる。

・相談援助実習に係る個別指導並びに集団指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的 かつ実際的に体験し、経験知とし

て説明できる。 

・社会福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応でき る能力を習得し、意識化できる。

・具体的な体験や援助活動を、専門的援助技術として概念化・理論化し、体系立てて整理できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-4 9/22 09:00-13:50 口腔保健

学科第２

講義室

オリエンテーション 相談援助実習とは 遠藤 慶子, 

古屋 純一

5-7 11/6 15:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の場所 高齢者施設 遠藤 慶子, 

古屋 純一

8-10 11/13 15:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の場所 障害者施設 遠藤 慶子, 

古屋 純一

11-13 11/27 15:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の場所 地域包括支援センター 遠藤 慶子, 

古屋 純一

14-16 12/4 15:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の場所 病院実習 遠藤 慶子, 

古屋 純一

17-19 1/15 15:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の場所 児童相談所・児童養護施設 遠藤 慶子, 

古屋 純一

20 1/22 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習報告 実習に必要な書類の書き方 遠藤 慶子, 

古屋 純一

21-24 1/26 14:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習における留意事項 実習における注意と準備 遠藤 慶子,  

古屋 純一

25 1/29 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習における留意事項 実習における注意と準備 遠藤 慶子, 

古屋 純一
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26-28 2/9 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習先機関・施設 地理的条件や関連する社会資源 遠藤 慶子, 

古屋 純一

29-32 2/15 09:00-13:50 口腔保健

学科第２

講義室

アセスメント 実習先アセスメントの活用、利用

者ニーズの理解、地域を理解する

必要性

遠藤 慶子,  

古屋 純一

33-38 2/16 09:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習目的 実習目的の立て方 遠藤 慶子,  

古屋 純一

39-40 4/16 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

オリエンテーション 相談援助実習とは 中山 玲奈，

古屋 純一, 

41-42 4/23 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習報告会1 春実習の報告 中山 玲奈，  

遠藤 慶子

43-44 5/7 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習報告会2 春実習の報告 中山 玲奈，

遠藤 慶子, 

古屋 純一

45-46 5/14 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習報告会3 春実習の報告 中山 玲奈，

遠藤 慶子

47-48 5/21 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習報告会4 春実習の報告 中山 玲奈，

遠藤 慶子, 

古屋 純一

49-50 5/28 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習報告会5 春実習の報告 中山 玲奈，

遠藤 慶子, 

古屋 純一

51-52 6/4 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習報告会6  春実習

のまとめ

春実習の報告  春実習のまとめ 中山 玲奈，

遠藤 慶子,  

古屋 純一

53-54 6/11 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

夏季実習の準備 夏季実習の準備 中山 玲奈

55-56 6/18 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習先のアセスメント 実習先のアセスメント 中山 玲奈，

古屋 純一 

57-58 6/25 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

地域調べ1 実習先の地域における社会資源

調査

中山 玲奈

59-60 7/2 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

地域調べ2 実習先の地域における社会資源

調査

中山 玲奈

61-62 7/9 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実週中の学習計画1 実週中の学習計画立案 中山 玲奈

63-64 7/23 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実週中の学習計画2 実週中の学習計画立案 中山 玲奈

65-69 7/27 13:00-17:50 口腔保健 実週中の学習計画3 実週中の学習計画立案 中山 玲奈，
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学科第２

講義室

内田 知宏, 

70 8/28 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習報告会準備 実習報告会の準備 中山 玲奈，

古屋 純一 

71 8/29 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習報告会準備 実習報告会の準備 中山 玲奈，

古屋 純一 

72 8/30 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習報告会準備 実習報告会の準備 中山 玲奈，

古屋 純一 

73-74 9/10 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習報告会準備 実習報告会の準備 中山 玲奈，

古屋 純一  

内田 知宏

75-82 9/26 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習報告会1 実習報告会1 中山 玲奈，

遠藤 慶子, 

古屋 純一, 

内田 知宏

83-90 9/27 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

実習報告会2 実習報告会2 中山 玲奈，

遠藤 慶子, 

古屋 純一,  

内田 知宏

成績評価の方法 

事前・事後学習の成果による総合的評価を行う。（4年後期） 

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

4分の 3以上の出席 
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時間割番号 022083 

科目名 相談援助実習 

担当教員 中山 玲奈、古屋 純一 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 3～4 単位数 4 

科目名：相談援助実習 

時間数：3学年後期（春季集中）、4学年（夏季集中） 

実習日数（時間）は 24日間（180時間）・16日間（120 時間）・8日間（60 時間）以上のいずれか。 

授業形態：実習  教員が週1回実習先を巡回する 

主な講義場所 

社会福祉施設・機関 

授業の目的、概要等 

・社会福祉士として求められる資質や倫理、相談援助に係る知識と技術について、具体的かつ実際的に理解し、支援に必要な技術を体得

する。 

授業の到達目標 

・社会福祉分野における相談援助実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に経験し、実践的な技術等を経

験知として整理できる。 

・社会福祉士として求められる資質、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を体験的に把握できる。

・関連分野の専門職との連携のあり方や具体的内容を把握し、事後学習で整理できる。

成績評価の方法 

実習計画、実習記録ノート、実習報告書および実習指導者評価表により、総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

教科書 

Minerva社会福祉士養成テキストブック／岩田正美, 大橋謙策, 白澤政和 監修,：ミネルヴァ書房，2009 
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時間割番号 022084 

科目名 歯科衛生臨床・臨地応用実習 

担当教員 近藤 圭子 

開講時期 通年 対象年次 4 単位数 1 

科目名：歯科衛生臨床・臨地応用実習 

授業の目的、概要等 

既習の臨床実習および臨地実習で関心を抱いた場での実習、ボランティア活動、また学会等への参加を通して、その領域に関する知識

を深め、技能を高める。 

特別な配慮が必要な対象者に対して、対象者本位の口腔保健活動を実施するための、態度、知識、技術を習得する。 

授業の到達目標 

・対象者の身体的・精神的・社会的特性を配慮して、生活上の問題を抽 出、整理する。

・対象者の価値観の多様性を理解して、対応する。

・利用者の心理状態や体調の変化に対応する。

・歯科衛生過程の各段階の意味を理解して、実施する。

・評価結果から、今後の課題を設定する。

・専門職間の連携について説明する。

授業内容 

ボランティア活動：高齢者施設、地域のイベント参加 

学会：歯科衛生分野の学会、関連学会参加 

歯科関連セミナー：産業保健研究会、大学院講義、その他への参加 

デンタルショー：歯科関連の企業展示見学 

報告書の作成：活動報告書 

就職支援セミナー：専攻、学科等におけるセミナー出席 

準備学習などについての具体的な指示 
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時間割番号 022085 

科目名 全身と口腔の健康評価 

担当教員 安田 昌代 

開講時期 前期 対象年次 4 単位数 1 

科目名：全身と口腔の健康評価 

時間数：45時間 

授業形態：講義・実習・演習 

主な講義場所 

口腔保健学科第2講義室（1号館7階） 

授業の目的、概要等 

多様な患者に対して健康評価を行い、当該患者に対する医療・歯科医療内容を理解するとともに、歯科衛生過程に基づいて、歯科衛生活

動を展開できる知識と応用力を修得する。 

授業の到達目標 

1.各種疾患患者の医科疾患、歯科疾患の概要を説明できる。 

2.個々の症例の臨床検査結果を説明できる。 

3.歯科衛生過程に基づき、必要な医療情報を収集できる。 

4.個々の症例に対して、歯科衛生診断を行い、歯科衛生活動計画を立案できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1 4/6 09:00-09:50 口腔保健

学科第２

講義室

序論、健康評価１ 歯科衛生活動における健康評価

①

安田 昌代

2-3 4/6 10:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

健康評価１ 心身症患者の健康評価 豊福 明

4-6 4/20 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

健康評価２ 顎関節症患者の健康評価 西山 暁

7-9 5/11 13:00-15:50 口腔保健

学科第１

講義室

健康評価３ 小児患者の健康評価 宮新 美智世

10-12 5/18 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

健康評価４ 歯科衛生活動における  健康評

価②

安田 昌代

13-15 5/25 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

健康評価５ 口腔がんの健康評価 黒嶋 雄志

16-18 6/1 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

健康評価６ 地域医療における健康評価 安田 昌代

19-21 6/8 13:00-15:50 口腔保健

学科第１

講義室

健康評価７ 障害のある患者の健康評価 楠本 康香

22-24 6/15 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

健康評価８ 歯科矯正患者の健康評価 辻 美千子

25-27 6/22 13:00-15:50 口腔保健 健康評価９ インプラント患者の健康評価 黒田 真司
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学科第２

講義室

28-30 6/29 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

健康評価１０ 口臭症患者の健康評価 安田 昌代

31-33 10/19 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

健康評価１１ 歯科衛生活動における健康評価

③

安田 昌代

34-36 10/26 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

健康評価１２ 睡眠時無呼吸症候群患者の健康

評価

秀島 雅之

37-39 11/2 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

健康評価１３ 国際歯科保健における健康評価 安田 昌代

40-42 11/9 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

健康評価１４ 医病入院患者の健康評価と歯科

衛生士の介入

本松 裕子

43-45 11/16 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

健康評価１５ 大災害時における歯科から見た

健康評価

中久木 康一

成績評価の方法 

● 講義最終日に記述試験を行い、総括的評価を行う。

● 講義への出席状況も評価に加味する

● 受験資格は、東京医科歯科大学歯学部試験規則に順ずる。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に配布資料や e-learningへのアップロード等があった場合には、各自予習して授業に臨むこと。

試験の受験資格 

全講義の 2/3以上出席していること。 
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時間割番号 022086 

科目名 顎口腔機能の育成と回復 

担当教員 小原 由紀, 安田 昌代, 浅川 剛吉, 落合 聡, 大庭 優香, 戸原 玄, 平野 浩彦, 豊島 瑞枝 

開講時期 前期 対象年次 4 単位数 1 

主な講義場所 

口腔保健学科第2講義室、臨床基礎実習室 

授業の目的、概要等 

顎口腔機能の発達および顎口腔機能の評価、障害への対応方法を理解する。 

授業の到達目標 

・摂食・嚥下機能の発達、非栄養的吸綴行動と口腔習癖を概説する。

・口腔筋機能療法の基本理論と流れを概説する。

・口腔筋機能の評価法、口腔筋機能療法の手技を説明する。

・摂食嚥下機能の遅滞、重症障害児の摂食訓練を概説する。

・摂食・嚥下障害および言語障害の病因・病態・障害を説明する。

・摂食・嚥下障害および言語障害の治療・管理の必要性と流れを説明する。

・摂食・嚥下障害を有する患者の口腔清掃及び保健指導を説明する。

・摂食・嚥下障害および言語障害に対する訓練法を説明する。

・摂食・嚥下障害のある患者への食事の対応を説明する。

・摂食・嚥下障害および言語障害に対するチーム医療を説明する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1 4/13 13:00-13:50 口腔保健

学科第２

講義室

リハビリテーション総論 国際生活機能分類、リハビリテー

ションとは 摂食嚥下機能の基本

小原 由紀

2-3 4/13 14:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

摂食機能の獲得過程 食べる機能の獲得 浅川 剛吉

4-6 4/16 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

顎口腔の先天異常と摂

食機能の発達

唇顎口蓋裂児の哺乳と離乳、Hotz

床の目的・構造および治療効果、

術前鼻歯槽形成法（PNAM）、家

族・本人への精神的支援

落合 聡

7-9 4/23 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

摂食嚥下機能の遅滞  

重症障害児の摂食訓練

摂食嚥下機能の発達遅滞、遅滞を

助長する外部環境因子、異常パタ

ーンの定着、重症心身障害児の摂

食訓練

浅川 剛吉

10-11 5/7 13:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室

広汎性発達障害児・者

への歯科治療の実際

広汎性発達障害児療育の概要と

歯科治療

浅川 剛吉

12 5/7 15:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

広汎性発達障害児・者に

対する行動調整法と口

腔健康教育

TEACHH法、PECS法、歯科診療

の構造化、自閉症児歯科治療と口

腔健康教育

安田 昌代

13-15 5/14 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

言語障害 言語障害の評価と診断  リハビリ

テーション

大庭 優香

16-18 5/21 13:00-15:50 口腔保健

学科第１

講義室

介護予防 フレイルとサルコペニア  高齢期

における口腔機能管理の重要性

小原 由紀

19-21 5/28 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

摂食嚥下障害1 摂食・嚥下障害の特徴  アセスメ

ント・評価

戸原 玄
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講義室

22-24 6/4 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

摂食嚥下障害2 摂食・嚥下障害の診療とリハビリ

テーション  ロールプレイイング

による演習

戸原 玄

25-27 6/11 13:00-15:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

摂食嚥下リハビリテーシ

ョン 1

口腔機能評価実習 小原 由紀 相互実習の身だ

しなみ

28-30 6/18 13:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室

摂食嚥下リハビリテーシ

ョン 2

間接訓練と直接訓練 小原 由紀 相互実習の身だ

しなみ

31-33 6/25 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

摂食嚥下リハビリテーシ

ョン 3

課題演習  摂食嚥下リハビリテー

ションにおける歯科衛生士の関わ

り情報収集から実践、評価まで

小原 由紀

34-36 7/2 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

多職種連携協働 退院時模擬カンファ 小原 由紀

37-39 7/9 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

認知症高齢者の食支援 認知症の病態と食べる機能の障

害 支援のあり方

小原 由紀, 

平野 浩彦

40-42 7/23 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

栄養管理と食支援1 口腔機能に応じた食形態と食事環

境の設定  

小原 由紀, 

豊島 瑞枝

43-45 7/27 09:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室

栄養管理と食支援2 嚥下調整食の調理実習 小原 由紀

成績評価の方法 

・期末試験で総括的評価を行う。

・課題レポート、出席状況、授業態度を総括的評価に加味する

準備学習などについての具体的な指示 

・解剖学、生理学の基礎学も含め、小児歯科学、口腔外科学、障害者歯科学等、臨床科目で履修した事項を復習しておくこと。

試験の受験資格 

3/4以上の出席が必要 

教科書 

歯科衛生士のための摂食・嚥下リハビリテーション／金子芳洋 編,日本歯科衛生士会 監修,：医歯薬出版，2011 

，2015 

履修上の注意事項 

・指定された教科書を必携すること。

連絡先 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー

小原 由紀:随時 
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時間割番号 022087 

科目名 相談援助演習Ⅱ 

担当教員 中山 玲奈，古屋 純一, 山田 美代子, 横地 厚 

開講時期 前期 対象年次 4 単位数 2 

時間数：60時間 2単位 

授業形態：演習 

担当教員：古屋純一、中山玲奈、山田美代子（西方医療福祉研究会）、横地厚（福祉と市民活動研究所）ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・社会福祉における相談援助の知識と技術に関わる他の科目との関連性も視野に入れつつ、専門的な相談援助に係る知識と技術につい

て実践的に修得するとともに、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を滋養する。 

授業の到達目標 

・相談援助の内容・方法・プロセスを説明できる。

・相談援助の実際について、事例を通じて理解できる。

・ロールプレイを通じて相談援助の実践を理解できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 4/9 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談の技法を身につけ

るⅠ

高齢者 山田 美代子, 

中山 玲奈，

古屋 純一

4-6 4/16 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談の技法を身につけ

るⅡ

障害者 山田 美代子

中山 玲奈

7-9 4/23 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談の技法を身につけ

るⅣ

多問題家族 山田 美代子

中山 玲奈

10-12 5/7 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談の技法を身につけ

るⅤ

チームアプローチ 山田 美代子

中山 玲奈

13-15 5/14 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談の技法を身につけ

るⅥ

ネットワーキング 山田 美代子

中山 玲奈

16-18 5/21 09:00-11:50 口腔保健

学科第１

講義室

相談の技法を身につけ

るⅥ

その他 山田 美代子

中山 玲奈

19-21 5/28 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助技法の応用Ⅰ 事例に基づくロールプレイ① 山田 美代子

中山 玲奈

22-24 6/4 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助技法の応用Ⅱ 事例に基づくロールプレイ② 山田 美代子

中山 玲奈

25-27 6/11 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助技法の応用Ⅲ 事例に基づくロールプレイ③ 山田 美代子

中山 玲奈

28-30 6/18 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

相談援助技法の応用Ⅳ 事例に基づくロールプレイ④ 山田 美代子

中山 玲奈
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講義室

31-33 6/25 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の実際Ⅰ 個別支援と地域支援  事例検討 山田 美代子

中山 玲奈

34-36 7/2 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の実際Ⅱ 個別支援と地域支援  事例検討 山田 美代子

37-38 7/6 13:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の実際Ⅲ 個別支援と地域支援  事例検討 中山 玲奈 

古屋 純一

39-41 7/9 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の実際Ⅵ 個別支援と地域支援  事例検討 山田 美代子

42-49 7/13 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の実際Ⅴ 相談援助における社会資源の活

用・調整・開発

中山 玲奈，

古屋 純一, 

横地 厚

50-52 7/23 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の実際Ⅵ 個別支援と地域支援  事例検討 山田 美代子

53-60 7/30 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の実際Ⅶ  ま

とめ

事例検討  これまでのまとめ 山田 美代子, 

中山 玲奈

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 
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時間割番号 022088 

科目名 口腔疾患予防学演習 

担当教員 近藤 圭子 

開講時期 通年 対象年次 4 単位数 1 

授業の目的、概要等 

口腔機能の変化を理解し。対象の生活背景・口腔状況に応じた口腔疾患の予防のための方法および技術を習得する。 

授業の到達目標 

・対象の口腔の現状を概説する。

・対象の口腔の変化を概説する。

・口腔疾患と機能に応じた処置の選択･応用を考える。

・口腔疾患とその背景について概説する。

授業計画 

授業内容 

隣地･臨床における応用 

講義、演習、基礎実習 

成績評価の方法 

試験によって総括的評価を行う。 

課題レポート、出席状況、授業態度を総括的に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

全履修時間の４分３以上出席する。 

課題レポートをすべて提出する。 
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時間割番号 022089 

科目名 口腔健康教育演習 

担当教員 吉田 直美, 古屋 純一, 樺沢 勇司 

開講時期 通年 対象年次 4 単位数 1 

授業の目的、概要等 

心身の状態が口腔機能の低下や口腔衛生状態の不良へ及ぼす影響の実際を知り、歯科医療従事者としてそれらを改善するための知識・

態度を理解する。 

授業の到達目標 

・対象の口腔機能の状態を説明する。

・口腔機能が低下する要因について概説する。

・口腔機能評価法を説明する。

・口腔機能に応じた食形態や障害に応じた食具を説明する。

・疾病や障害に応じた食事摂取法を説明する。

・口腔ケア支援の方法を概説する。

・入院患者ならびに家族に配慮する。

成績評価の方法 

・課題レポートならびに試験で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

事前配布資料や e-learning へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

事例を見学していること 
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時間割番号 022090 

科目名 臨床口腔保健衛生基礎学演習 

担当教員 近藤 圭子 

開講時期 通年 対象年次 4 単位数 1 

授業の目的、概要等 

歯科臨床における歯科衛生士の役割を考え、応用に必要な知識と技術および態度を習得する。 

授業の到達目標 

・歯科医療における歯科衛生士の役割をもとに考える。

・さまざまな場の診療に必要な機械･材料・薬品の適切な準備と取り扱いを行う。

・患者の安全と安心を確保する方法を考える。

・チーム医療に必要な技能を応用する方法を考える。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 担当教員

1 5/25 16:00-16:50 歯学科第

1講義室

D6-OH4合同症例検討

授業

近藤 圭子

2 6/1 16:00-16:50 歯学部演

習室

D6-OH4合同症例検討

授業

近藤 圭子

3 6/8 16:00-16:50 歯学部演

習室

D6-OH4合同症例検討

授業

近藤 圭子

4 6/15 16:00-16:50 歯学部演

習室

D6-OH4合同症例検討

授業

近藤 圭子

5 6/22 16:00-16:50 歯学部演

習室

D6-OH4合同症例検討

授業

近藤 圭子

6 6/29 16:00-16:50 歯学部演

習室

D6-OH4合同症例検討

授業

近藤 圭子

7-13 7/3 09:00-16:50 鈴木章夫

記念講堂

チーム医療入門 近藤 圭子

14-20 7/4 09:00-16:50 鈴木章夫

記念講堂

チーム医療入門 近藤 圭子

21-23 7/5 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

チーム医療入門 近藤 圭子

授業内容 

臨床口腔保健衛生学：隣地･臨床における応用 - 講義、演習、基礎実習 

成績評価の方法 

試験によって総括的評価を行う。 

課題レポート、出席状況、授業態度を総括的に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

D6-H4合同症例検討授業およびチーム医療入門はそれぞれにおいて全履修時間の４分３以上出席する。 

課題レポートをすべて提出する。 
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時間割番号 022091 

科目名 公的扶助 

担当教員 樺沢 勇司, 遠藤 康裕 

開講時期 前期 対象年次 4 単位数 2 

科目名：公的扶助 

主な講義場所 

口腔保健学科第２講義室 

授業の目的、概要等 

本講義では公的扶助の制度体系・考え方について学びます。併せて公的扶助や社会保障の当面する課題について学び、考えます。 

受講する皆さんには、公的扶助、ひいては社会保障、社会福祉の問題が、自分自身の生活と結びついていることを理解し、これら制度に

ついて自分で考えられるようになってほしいと思います。 

授業の到達目標 

・公的扶助の概念・理念・対象を説明できる。

・生活保護制度や低所得者対策について、その制度の仕組み、最近の動向や運営実施体制について説明できる。

・貧困・低所得者対策の歴史的展開から社会福祉の課題について、自らの意見を具体的に述べることができる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-8 9/6 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

公的扶助の概念  公的

扶助の歴史

公的扶助の概念と範囲、公的扶助

の意義と役割、海外の歴史、日本

の歴史、貧困・低所得者対策の動

向

遠藤 康裕

9-16 9/7 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

生活保護制度の動向  

低所得者対策

保護の開始・廃止の動向、医療扶

助・介護扶助の動向、生活保護の

運営実施体制と関係機関・団体

遠藤 康裕

17-23 9/13 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室

生活保護制度の仕組み  

最低生活保障水準と生

活保護基準

生活保護法の構成、目的と原理原

則、保護の種類、最低生活水準と

生活保護基準の考え方

遠藤 康裕

24-30 9/14 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室

貧困・低所得者に対する

相談援助活動  生活保

護における自立

相談援助活動、他機関・他職種と

の連携・協働 自立支援プログラ

ムの位置づけ

遠藤 康裕

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。

・グループディスカッション（事例検討など）の参加状況を評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

全講義３０時間の２／３以上出席すること 

教科書 

新・社会福祉士養成講座 低所得者に対する支援と生活保護制度／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2016 

参考書 

教科書として、「新・社会福祉士養成講座１６ 低所得者に対する支援と生活保護制度」 中央法規出版 を指定する。 

他は随時授業中に紹介する。 
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時間割番号 022092 

科目名 コミュニテｨーワーク

担当教員 古屋 純一, 中山 玲奈，横地 厚, 白田 千代子 

開講時期 前期 対象年次 4 単位数 2 

時間数：30時間 2単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：古屋純一、白田千代子、横地厚（NPO法人 福祉と市民活動研究所）、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・コミュニテイワークの成果として、コミュニテイケアの実態を知ることで、コミュニテイワークの意義と手段を理解する。

・様々な施設など、実際の現場にて地域福祉の実態を理解する。

授業の到達目標 

・コミュニテイワークを概説できる。

・障害者の地域生活の実態について理解できる。

・高齢者の地域生活の実態について理解できる。

・地域の福祉社会資源について説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-6 9/10 09:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室

オリエンテーション  コ

ミュニティケア

地域の福祉・介護と医療  高齢者

の地域生活  障害者の地域生活

中山 玲奈，

古屋 純一

7-14 9/11 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

フィールドワーク1 福祉施設の見学とニーズ調査 中山 玲奈，

横地 厚, 古

屋 純一, 白

田 千代子

15-22 9/12 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

フィールドワーク2 福祉施設の見学とニーズ調査 中山 玲奈，

横地 厚, 古

屋 純一, 白

田 千代子

23-25 9/25 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

フィールドワークの振り

返り

グループワーク 中山 玲奈，

古屋 純一, 

横地 厚

26-30 9/25 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

グループワークの発表  

まとめ

発表と討論  これまでのまとめ 中山 玲奈，

古屋 純一, 

横地 厚

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

履修上の注意事項 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。  ・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。   ・資

料の配付、e-learning へのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。  ・地域への見学があるため、集合場所等に注意するこ

と。 
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時間割番号 022093 

科目名 相談援助演習Ⅲ 

担当教員 古屋 純一, 堀 千鶴子 

開講時期 後期 対象年次 4 単位数 2 

時間数：60時間 2単位 

授業形態：演習（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：古屋純一、中山玲奈、堀千鶴子（城西国際大学）、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第2講義室 

授業の目的、概要等 

・社会福祉における相談援助�知識と技術に関わる他�科目と�関連性も視野に入れつつ、社会福祉士に求められる相談援助に係る知 

識と技術について実践的に修得するとともに、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を滋養する。 

授業の到達目標 

・社会福祉援助�特徴を説明することができる。

・社会福祉援助�内容・方法プロセスを説明することができる。

・社会福祉援助に関する実践上�課題について、自ら�意見を述べ T ることができる。

・社会福祉援助と口腔保健における実践�関連性に興味関心をもち、自ら調べ、考える態度をもつ。

・社会福祉相談援助実習に向けた自ら�興味関心と学習課題を説明することができる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-7 8/28 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の技術の基礎

１

コミュニケーション技術の習得 中山 玲奈，

堀 千鶴子

8-14 8/29 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の技術の基礎

２

面接技術の習得 堀 千鶴子

15-21 8/30 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の技術の基礎

３

相談援助技術の活用① 堀 千鶴子

22-28 9/3 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の技術の応用

１

相談実践における価値と倫理 堀 千鶴子

29-36 10/29 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の技術の応用

２

相談援助技術の活用② 中山 玲奈

37-44 11/12 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の技術のまと

め

グループワーク 中山 玲奈，

古屋 純一

45-52 11/26 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の技術の応用

３

相談援助技術の活用③ 中山 玲奈， 

古屋 純一

53-60 12/21 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

相談援助の技術のまと

め

これまでのまとめ 中山 玲奈，

古屋 純一

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。
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・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

社会福祉士相談援助演習／日本社会福祉士養成校協会 監修,長谷川匡俊, 上野谷加代子, 白澤政和, 中谷陽明 編集,：中央法規出版，

2015 
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時間割番号 022094 

科目名 福祉計画 

担当教員 古屋 純一, 中山 玲奈，内田 知宏 

開講時期 後期 対象年次 4 単位数 1 

時間数：15時間 1単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：中山玲奈、内田知宏（人間総合科学大学）、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科第2講義室 

授業の目的、概要等 

・福祉計画の基本的事項を理解し、社会福祉の位置づけ、枠組みを修得する。

授業の到達目標 

・福祉計画の意義と目的を説明できる。

・福祉計画の主体と方法について説明できる。

・福祉計画についてその種類、内容について説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 8/31 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

福祉計画の意義と目的 行政の総合計画と福祉計画、福祉

計画の法的根拠など

内田 知宏, 

中山 玲奈，

古屋 純一

4-8 8/31 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

福祉計画の理論と技法 福祉計画の基本的視点、ニーズ

の把握、評価、住民参加

内田 知宏

9-11 10/5 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

福祉計画の実際１ 老人福祉計画・介護保険事業計

画、障害者計画・障害福祉計画

中山 玲奈，

内田 知宏

12-15 10/5 13:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室

福祉計画の実際２ 次世代育成支援行動計画、地域福

祉計画

内田 知宏

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

教科書 

新・社会福祉士養成講座10 福祉行財政と福祉計画 第５版／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2017 
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時間割番号 022095 

科目名 司法福祉 

担当教員 古屋 純一, 中山 玲奈，長谷川 洋昭 

開講時期 前期 対象年次 4 単位数 1 

時間数：15時間 1単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：中山玲奈、長谷川洋昭（田園調布学園大学）、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科第3講義室 

授業の目的、概要等 

・現代社会における更生保護制度の実効性（エビデンス）について理解する。

授業の到達目標 

・刑事司法のなかの更生保護制度の概要が説明できる。

・更生保護制度における関係機関・団体との連携を説明できる。

・更生保護の実際と今後の展望について考えることができる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 9/18 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

更生保護制度の概要 刑事司法のなかの更生保護 長谷川 洋昭, 

中山 玲奈，

古屋 純一

4-8 9/18 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

更生保護制度の担い手 保護観察官、保護司、更生保護施

設等

長谷川 洋昭

9-11 9/19 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

更生保護制度における

関係機関・団体との連携

裁判所、検察庁、矯正施設、  児

童相談所、公共職業安定所・福祉

事務所等

長谷川 洋昭

12-15 9/19 13:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室

更生保護の実際と今後

の展望

社会復帰にむけて 長谷川 洋昭

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2014 

参考書 

新・社会福祉士養成講座 更生保護制度 第４版／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2017 
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時間割番号 022096 

科目名 福祉運営管理 

担当教員 中山 玲奈，古屋 純一, 川渕 孝一 

開講時期 後期 対象年次 4 単位数 2 

時間数：30時間 2単位 

授業形態：講義（課題発表、グループワーク含む） 

担当教員：中山玲奈、川渕孝一、ほか 

主な講義場所 

口腔保健学科 第2講義室 

授業の目的、概要等 

・福祉サービスの組織と経営に係る基礎理論およびサービス経営と管理運営の特徴について理解する。

授業の到達目標 

・福祉サービスに係る組織や団体（社会福祉法人、医療法人、特定非営利活動法人、営利法人、市民団体、自治会など）について説明でき

る。 

・福祉サービスの組織と経営に係る基礎理論について説明できる。

・福祉サービスの経営と管理運営について説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-5 10/19 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

オリエンテーション

福祉サービスの組織と

経営の基礎理論1

授業の説明、学習内容の確認、重

要事項の概説、ロジカルシンキン

グ、フレームワーク  リーダーシ

ップ、組織間ネットワーク、チーム

アプローチ

川渕 孝一, 

中山 玲奈，

古屋 純一

6-10 10/26 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

福祉サービスの管理運

営の方法

会計管理と財務管理 川渕 孝一

11-15 11/2 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

福祉サービスにおける

組織と経営1    福祉

サービスの組織と経営

の基礎理論2

福祉サービス提供組織の経営を

支える財務と会計    戦略と事業

計画

川渕 孝一

16-20 11/9 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

福祉サービスにおける

組織と経営2    福祉

サービスの組織や団体

福祉サービス提供組織の経営と

実態    社会福祉法人、医療法

人、特定非営利活動法人、営利法

人、市民団体、自治会・町内会など  

福祉サービス提供組織の定義、組

織の特徴など    福祉サービス

提供組織の社会的役割、運営の

実態や課題

川渕 孝一

21-25 11/16 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

福祉サービスの組織と

経営の基礎理論2    

福祉サービスの管理運

営の方法①      事例

研究1

キャリア・パスの概要（仕組みと意

義）、職員研修システム、ＯＪＴ、職

場のメンタルヘルス対策（現状と

課題）  人事管理と労務管理、人

材育成  真の地域包括ケアシス

テムとは何か

川渕 孝一

26-30 11/30 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

福祉サービスの管理運

営の方法②      事例

研究2

サービスマネジメント、サービス

の質の評価、リスクマネジメント  

情報管理と戦略的広報  福祉サ

川渕 孝一
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ービス提供組織における社会福

祉士の役割と位置づけ〜医療・介

護に携わる管理者の取り組み（医

療・介護の現場のあり方）

成績評価の方法 

・提出レポート等の内容で総括的評価を行う。

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。

・課題発表、グループワークの内容や参加態度を総括的評価に加味する。

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、総括的評価に加える。

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に教科書を熟読し、予習して授業に臨むこと。

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。

・資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習復習を行うこと。

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

新・社会福祉士養成講座11 福祉サービスの組織と経営 第５版／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2017 

参考書 

・「福祉サービスの組織と経営 第４版（新・社会福祉士養成講座 第11巻）」社会福祉士養成講座編集委員会編 中央法規出版 

・一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会推薦テキスト「介護福祉経営士テキスト」シリーズ（全21巻） 日本医療企画 

・随時授業中に紹介する。
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時間割番号 022097 

科目名 就労支援サービス 

担当教員 樺沢 勇司、引馬 知子 

開講時期 後期 対象年次 4 単位数 1 

科目名：就労支援サービス 

主な講義場所 

口腔保健学科第2講義室 

授業の目的、概要等 

・社会的に不利な立場にある人々の就労を通じた社会経済的な参加とこれを支える社会の仕組みを理解する。

・就労支援が人の生活保障や少子高齢社会における活力ある社会・経済の形成に関わっていることを把握する。

・各種の就労支援に関わる法制度や組織、専門職について理解し、福祉や教育等の他分野との連携を学ぶ。

授業の到達目標 

・労働や労働保護の意味を理解し、労働参加と社会的不利、さらには就労支援との関係を説明できる。

・就労支援分野の専門職とその役割、相談援助活動において必要となる就労支援制度について説明できる。

・就労支援に係る組織や団体の連携や、実際の支援過程について説明できる。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-8 9/20 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

労働市場の動向、労働

に関わる法制度、就労

支援制度の現状と課題

労働の意義、社会的不利と労働 引馬 知子

9-15 9/21 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室

ける専門職、就労支援

の過程及び実際、他分

野との連携、就労支援

に関わる国際的動向及

び国内の新たな取り組

み

社会経済情勢と雇用就労の現状 引馬 知子

成績評価の方法 

・授業内の小テストで重要な単元の学習成果を評価する。

・グループディスカッションの参加状況やリアクションペーパーを評価に加味する。

準備学習などについての具体的な指示 

試験の受験資格 

全講義15時間の 2/3以上出席すること。 

教科書 

新・社会福祉士養成講座18 就労支援サービス／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2016 

備考 

事前に資料の配付、e-learningシステム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

担当教員（非常勤） 

引馬知子 田園調布学園大学 
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時間割番号 022098 

科目名 健康教育の企画と実践Ⅱ 

担当教員 吉田 直美, 渡邉 麻理, 武井 典子, 茂木 美保, 久保田 絢子 

開講時期 前期 対象年次 4 

主な講義場所 

口腔保健学科第2講義室 

授業の目的、概要等 

個別性を重視した健康教育を実践するために必要な知識・技術・態度を理解する。 

授業の到達目標 

医療コミュニケーションの技法を用いる。 

・禁煙支援、産業保健における歯科衛生士の取組みを説明する。

・口腔健康の啓発活動の実際を説明する。

・保健医療福祉専門職の生涯学習の重要性を説明する。

・周術期口腔機能管理、在宅療養管理指導の意義目的を説明する。

・地域における歯科衛生士のセルフケア支援を説明する。

・行政歯科衛生士の健康教育活動を説明する。

・歯科保健指導の今後の展開を考え、説明する。

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1-3 4/13 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

医療コミュニケーション ヘルスカウンセリング技法 吉田 直美, 

渡邉 麻理

4-6 4/20 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

産業歯科保健における

健康教育

禁煙支援 産業保健における歯科

衛生士の取り組み

吉田 直美 茂木美保先生

7-9 5/11 09:00-11:50 口腔保健

学科第１

講義室

学校保健と学校歯科保

健

ライフスキルをはぐくむ健康教育

生涯学習の重要性

吉田 直美, 

武井 典子

10-12 5/18 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

地域における歯科衛生

士の活動とセルフケア

支援

地域歯科診療所におけるセルフ

ケア支援

吉田 直美, 

渡邉 麻理

13-15 5/25 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室

全身疾患を有する患者

への歯科保健指導

口腔衛生管理と口腔機能管理 吉田 直美

16-18 6/1 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

ライフステージ別ならび

に特別なニーズを有す

る対象者の口腔保健課

題の抽出と対応策

演習 吉田 直美 臨床基礎実習室

19-21 6/8 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

ライフステージ別ならび

に特別なニーズを有す

る対象者の口腔保健課

題の抽出と対応策

課題演習 吉田 直美 臨床基礎実習室  

久保田絢子先生

22-24 6/15 09:00-11:50 口腔保健 ライフステージ別ならび 課題演習 吉田 直美 臨床基礎実習室
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学科第２

講義室

に特別なニーズを有す

る対象者の口腔保健課

題の抽出と対応策

25-27 6/22 09:00-11:50 口腔保健

学科第１

講義室

ライフステージ別ならび

に特別なニーズを有す

る対象者の口腔保健課

題の抽出と対応策

課題演習 吉田 直美 臨床基礎実習室

28-30 6/29 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

ライフステージ別ならび

に特別なニーズを有す

る対象者の口腔保健課

題の抽出と対応策

発表 吉田 直美 臨床基礎実習室  

久保田絢子先生

31-33 7/6 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

地域歯科保健 地域包括ケアシステムにおける歯

科の役割

吉田 直美 長優子先生

34-36 11/19 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

歯科保健指導の今後の

展開

口腔衛生、公衆衛生の課題  歯科

保健指導の展開における課題

吉田 直美 安達奈穂子先生

37 12/3 09:00-09:50 口腔保健

学科第２

講義室

まとめ まとめ 吉田 直美

成績評価の方法 

課題レポート、期末試験で総括的評価を行う。 

受講態度、出席状況等を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に確認すべき課題がある場合は、Webclass にアップロードする。 ・2年次、3年次の健康教育の講義・実習で使用した資料を確認す

る。 

試験の受験資格 

・試験規則を確認すること。出席時間不足の場合は、受験することができない。
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